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博士学位論文要旨  
 
食品安全の問題はフードチェーンのあらゆるステージおよびプロセスで起こる。フー
ドチェーンは、生産から消費までの、食品の生産、加工、配送、保管および取り扱いの
一連の段階および活動である。食品安全は、意図した用途により加工され食される場合
に、消費者に危害をもたらさないという概念であり、最終消費の時点での食品安全ハザ
ードの存在に関連する。食品安全ハザードとは健康に悪い影響をもたらす可能性がある
食品中の物質または食品の状態である。これまで、食品安全は、生産や製造における衛
生の管理に焦点が当てられてきたが、プロセスの品質に１つにでも不適合がある場合、
食品安全が損なわれる可能性があるため、フードチェーンに存在する組織は、プロセス
の品質を管理することで食品安全ハザードを制御する能力を持つことを要求される。  
わが国では、食品の生産から消費までの時間的・空間的な隔たりが拡大しているため、
ロジスティクスへの期待が大きい。ロジスティクスとは、物流の諸機能を高度化し、調
達、生産、販売、回収などの分野を統合して需要と供給との適正化を図るとともに顧客
満足を向上させ、併せて環境保全、安全対策をはじめとした社会的課題への対応を目指
す戦略的な経営管理である。ロジスティクスの本質的役割はモノの価値を維持・発現す
ることにある。必要なモノを必要な時・場所に必要な品質・状態で供給できなければ、
顧客・消費者にとって真に価値あるものとはならない。食品の価値は顧客の購入や消費
者の摂取で発現される。物流はロジスティクスの本質的役割を果たすための機能である。  
 食品安全ハザードの由来には、原料、生産、製造、物流および消費またはこれらの複
合などがある。このうち物流は、生産や製造と比べた場合、使用される資源（施設・設
備、従業員など）が多岐に渡る上、プロセスを取り巻く環境が変化しやすいことに特徴
がある。食品製造業者は、加工食品を設計した品質で製造する場合、消費段階での使用
品質を十分に考察する必要がある。しかし、いくら製造品質を使用品質に近づけたとし
ても、その後にある物流のプロセスで顧客・消費者の使用品質を損なう可能性がある。
物流のプロセスが生み出す設計品質・製造品質と使用品質のギャップが生まれないよう
にするためには、管理の対象を「食品安全」から物流のプロセスにおける品質を管理の
対象に加えたフードチェーンの「品質安全」に転換することが必要であると指摘できる。  
本研究では、加工食品のフードチェーンに存在する食品製造業者の物流プロセスを対
象に、解決すべき課題を「物流プロセスが生み出す設計品質・製造品質と使用品質との
ギャップを解消すること」と設定した。そして、物流プロセスに関わる管理責任者およ
び現場実務者が品質安全管理を推進する場合に有益となる提案を行うことを目的とした。
このため、まず、汚破損、変質、異物混入を品質安全ハザードの 3 分野とし、全部で 26
種類の具体的な品質安全ハザードを取り上げ、物流プロセスを国内（倉庫、輸送）およ
び海外（倉庫、輸送）に大別、設定した。そして、食品製造業者へのアンケート調査お
よびその結果の妥当性や裏付けを得るためのインタビュー調査により品質安全ハザード
の発生の実情を把握した。つぎに、コレスポンデンス分析法を用いて、品質安全ハザー
ドと物流プロセスの対応関係を分析した。最後に、品質安全ハザードの発生原因である
品質安全問題を主成分分析法およびクラスター分析法を用いて分類し、グループ化した。 
品質安全ハザードと物流プロセスの対応関係では、汚破損における凹みは、国内の倉
庫および輸送のいずれの物流プロセスとも非常に強い関係があり、特性も非常に近い対
応関係にあり、国内の倉庫と輸送という 2 つの連続する物流プロセスの両方に強い対応
関係があるため、同様な関係にある破れ・割れを含む汚破損問題への対応として、問題
が発生した物流プロセスだけを管理する方法では、品質安全が不十分となると考えられ
た。変質における腐敗・発酵、臭い吸着および吸湿は海外輸送と強い関係があり、特性
が非常に近い点で、また、国内倉庫における変質は特性が近い問題の種類が多い点で、
加工食品の変質に対する十分な留意が必要であると考えられた。異物混入における毛髪
および昆虫は国内の倉庫および輸送のいずれの物流プロセスとも関係がある点で、また、
国内プロセスにおける倉庫と輸送という 2 つの連続する物流プロセスの両方に特性が近
く問題の種類が多い点で、物流プロセスにおける品質安全にとって、2 つの物流プロセ
スを一貫して管理するための能力や手段が重要であることを指摘した。  
品質安全問題の分類・グループ化では、主成分分析による主成分の軸の解釈から、ま
た、クラスター分析による問題の分類から、①業務の方法・手順、②製品保管の方法・
管理、③食品内部（可食部）の変質④食品への異物混入・汚破損、⑤従業員への衛生教
育、⑥施設・設備の構造、⑦施設・設備の老朽化、衛生の 7 つのグループに分類される
ことを示した。物流プロセスの品質安全問題の多くは、業務の方法・手順の不備・誤運
用が原因であり、このグループにある問題の解決で品質安全を大きく高められることが
明らかとなった。また、７つの問題グループに分類したことにより、管理責任者や現場
実務者が当該問題の解決を図る場合の解決対象と品質安全問題との関係が明らかとなり、
フードチェーンにおける品質安全問題を解決するための有効な指針を提言した。  
このように、コレスポンデンス分析法による品質安全問題と物流プロセスの対応関係
の分析、主成分分析法による主成分の軸の解釈およびクラスター分析法による問題の分
類・グループ化により、加工食品のフードチェーンにおける物流の品質安全管理におけ
る問題解決に有益な結果が得られた。
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第 1 章  序論 
 
第 1 節  研究の背景 
1.1.1  食の安全と食品安全  
食の安全の取 り 組みは 、 図 1-1 に示し た通 り 、 食糧安定供給 、 食育 、 栄養バラ ン スおよび食
品安全の 4 つか ら構成さ れる (1) 。 まず 、 食糧安定供給は 、 世界的に見た場合の人口増加 、 経
済成長および異常気象などに よ り 、 食糧確保について不安定性が継続する状況にあ る と い う 意
味で食の安全におけ る重要な取 り 組みの 1 つ と されている 。 つぎに 、 食育は 、 国民の健全な食
生活を目的 と し 、 崩れゆ く 伝統的な食事習慣の維持や食に対する知識および食を選択する力の
収得の取 り 組みであ る 。 ま た 、 栄養バラ ン スは 、 人の健康に対する意識の高ま り に応え る ため
生活の質や健康の向上をめざ し た食の原点 と も い う べき取 り 組みであ る 。 そ し て 、 食品安全は
どの よ う な食品で も摂取の リ ス ク はゼロ ではない と い う 認識の深ま り に基づいて実践されてい
る取 り 組みであ る 。 こ のよ う に 、 食品安全は食の安全の一部であ る と い う こ と がで き る 。  
わが国では 、 特に 、 こ の食品安全に対する消費者の関心が非常に高い (2) 。 こ れは 、 2000年
以降に 、 企業ぐ るみの 、 あ るいは経営者の指示によ る意図的な食品表示の偽装や賞味期限の改
ざんな どの事件 ・ 事故が相次いで顕在化し た こ と に よ り 、 食品安全に対する消費者の視点が大
き く 変化し たため と 言われている (3) 。 ま た 、 消費者におけ る食品安全への関心の高ま り は意
図的か意図的でないかを問わず 、 表示の不適切 、 規格基準の不適合 、 品質の不良 、 異物の混入
および容器や包装の不良な ど を理由 と し た食品自主回収の増加を招いている 。  
こ こ で 、 本研究で取 り 扱 う 食品安全およびこれに関連する用語を説明する 。 まず 、 食品 と は
「 水 、 チューングガム を含む製造で使用されるいかな る物質 、 食品の準備 と 処理 、 消費さ れる
こ と を意図され 、 加工されたあ るいは半加工された ま たは未加工のあ ら ゆ る物質 （ ただ し 、 化
粧品 、 タバコおよび薬のみに使用さ れる物質は除 く ） 」 の こ と であ る (4) 。 つぎに 、 安全 と は
危険性がない こ と 、 事故や危害の発生がない こ と 、 損な う も のがない こ と をい う (5) 。 し たが
って 、 食品安全は 、 食品が 、 意図し た用途に従って調理されま たは食される場合に 、 消費者に
危害を も た ら さ ない と い う 概念であ る (6) 。 ま た 、 ハザー ド は 、 一般に 、 事故が起こ る可能性
のあ る危害の発生源であ り 、 事故や危害の発生の可能性に影響する環境 、 条件および事情をい
う 。 そ し て 、 食品安全ハザー ド は 、 健康に悪い影響を も た らす可能性があ る食品中の生物的 、
化学的も し く は物理的な物質ま たは食品の状態であ る (7) 。 こ の よ う に 、 食品安全は 、 消費者
に よ る食品の摂取の時点で 、 その食品に由来するハザー ド の存在に関連する (8) 。  
 
 
図 1-1  食の安全と食品安全 
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1.1.2  フー ド チ ェ ーンにおける組織と食品安全 
フー ド チェーンは 、 一次生産か ら消費までの 、 食品およびその材料の生産 、 加工 、 配送 、 保
管および取 り 扱いに関わる一連の段階 （ 以下 、 ス テージ ） および活動 （ 以下 、 プ ロ セス ） であ
る (9) 。 図 1-2 は 、 フー ド チェーンにおけ る組織の例であ る 。 組織には 、 作物生産者 、 飼料生
産者 、 一次食品生産者 、 食品製造業者 、 二次食品製造業者 、 卸売業者 、 小売業者 、 食品サービ
ス業者およびケータ リ ング業者 、 消費者 、 さ ら に 、 農薬 、 肥料および動物用医薬品の製造業
者 、 材料および添加物を生産する フー ド チェーン 、 輸送および保管業者 、 装置製造業者 、 洗浄
剤および殺菌 ・ 消毒剤製造業者 、 包装材料製造業者 、 サービ ス提供者な どがあ るが 、 こ れら に
限定さ れない (10) 。 例えば 、 食品を生み出す動物およびその食品 と な る動物の飼料 、 食品ま た
は原料 と 接触する こ と を意図するすべての材料の生産組織も フー ド チェーンに含まれる (11) 。  
食品安全は 、 微生物の制御や食品衛生の管理に焦点が当て られて き た経緯があ る 。 こ のため
従来よ り 食品の生産や製造の組織におけ る取 り 組み課題 と さ れて き た (12) 。 し か し 、 2003年に
制定さ れた食品安全基本法の第 4 条に見られる よ う に 、 食品が消費者に危害を も た らす原因 と
な る問題 （ 以下 、 食品安全問題 ） は 、 これら の限定さ れた組織が行 う プ ロ セスだけではな く 、
フー ド チェーンのすべてのス テージおよびあ ら ゆ る組織が行 う プ ロ セスで起こ り 得る (13) 。  
ま た 、 それら は 、 あ ら ゆ る組織が行 う プ ロ セスに影響する (14) 。 し たがって 、 フー ド チェーン
おけ る組織が行 う プ ロ セスに問題があ る場合は 、 健康に悪い影響を も た らす可能性があ る物質
ま たは食品の状態 と し ての食品安全ハザー ド を生み出し 、 フー ド チェーン全体の食品安全を損
な う 可能性があ る 。 こ のため 、 フー ド チェーンにおけ る あ ら ゆ る組織は 、 食品安全を確保し 、
食品安全ハザー ド を管理する能力を持つこ と を要求さ れる 。 ま た 、 相互に関連する他の組織に
こ れを要求する こ と ができ る 。 食品安全の確保および食品安全ハザー ド の管理を要求される対
象 と な る組織は 、 人が消費する時点の食品安全を確保する ための適切な管理の何ら かの役割 ・
機能に関与し 、 かつ一貫し て安全な食品を提供する義務を負 う も のであれば 、 その業種や規模
に関係はない 。 こ のよ う に 、 食品安全は 、 フー ド チェーンにおけ る組織の課題であ り 、 関係す
る組織が一丸 と なった取 り 組みを通じ て 、 は じ めて達成される (15) 。  
 
 
図 1-2  フー ド チ ェ ーンにおける組織 
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1.1.3  食品安全ハザー ド の由来と なる物流プロセス 
食品安全ハザー ド の由来について フー ド チェーンにおけ る組織に存在する プ ロ セスの視点で
考察する 。 プ ロ セス と は 、 イ ンプ ッ ト を ア ウ ト プ ッ ト に変換する 、 相互に関連する 、 ま たは相
互に作用する一連の活動であ る (16) 。 プ ロ セスのイ ンプ ッ ト は 、 通常 、 他のプ ロ セスか ら のア
ウ ト プ ッ ト であ る 。 フー ド チェーンにおけ る組織に存在する プ ロ セスは 、 食品の価値を付加す
る ため 、 管理さ れた条件の も と で 、 計画され 、 実行さ れる 。  
食品安全ハザー ド の由来は 、 図 1-3 の よ う に 、 生産 ・ 原料 、 製造 、 物流 、 販売および消費の
プ ロ セス ま たは これら の複合要因か ら構成さ れる (17) 。 例えば 、 食品異臭事故におけ る ク レー
ムの分析事例 (18) に よ る と 、 異臭の由来のプ ロ セス別の構成比は製造のプ ロ セス （ 以下 、 製造
プ ロ セス ） 由来が 19.9% で最も大き く 、 次いで物流のプ ロ セス （ 以下 、 物流プ ロ セス ） 由来が
13.0% 、 生産 ・ 原料のプ ロ セス （ 以下 、 生産 ・ 原料プ ロ セス ） の由来が 12.3% と なっている 。
し たがって 、 こ の分析事例は 、 フー ド チェーンにおけ る プ ロ セスの う ち 、 原料 ・ 生産および製
造だけではな く 、 物流が食品安全ハザー ド の由来 と な るプ ロ セスであ る こ と を示し ている 。  
 食品安全ハザー ド は 、 その由来 と な るプ ロ セス と 実際にその発現が認められたプ ロ セスが異
な る場合があ る 。 ま た 、 先に示し た食品異臭事故におけ る ク レームの分析事例について異臭の
由来 と なったプ ロ セスの構成比を さ ら に詳し く 見る と 、 プ ロ セスが特定ま たは判断がで き なか
った も のは 28.8% 、 原因不明は 13.0% と なっている 。 こ の結果か ら 、 原因 と なった食品安全ハ
ザー ド の特定で き て も 、 由来のプ ロ セス までは特定で き ていない と い う 事実が浮かび上がる 。  
 
 
図 1-3  食品安全ハザー ド の由来 
 
1.1.4  食品安全における物流の重要性 
顧客 と は 、 フー ド チェーンにおけ る組織の う ちの消費者だけを指さ ない 。 フー ド チェーンに
おけ る組織に存在する相互関係か ら 、 消費者を含むあ ら ゆ る組織が顧客 と な る 。 その認識の下
で 、 例えば 、 顧客が小売業者の場合 、 食品は 、 小売業者の手元に届き 、 消費者に販売さ れた時
は じ めてその価値が発現する 。 ま た 、 同様に 、 顧客が消費者の場合 、 消費者の手に渡 り 、 摂取
さ れた時 、 は じ めてその価値が発現する 。 言い換えれば 、 どのよ う に価値のあ る食品であって
も 、 顧客が必要 と する時に 、 必要 と する場所へ 、 必要 と する量を 、 必要 と する状態で届け る こ
と がで き なければ 、 それは真に価値あ る食品 と はな ら ない 。 こ のよ う に 、 食品は 、 顧客の手元
に届 く こ と で要求を満足させるが 、 その価値は届け方 、 すなわち 、 物流に左右さ れる (19) 。  
物流 と は 、 物資を供給者か ら需要者へ 、 時間的 、 空間的に移動する過程の活動であ り 、 一般
的には 、 包装 、 輸送 、 保管 、 荷役 、 流通加工およびそれら に関連する情報の 6 つの機能を総合
的に管理する活動であ る (20) 。 ま た 、 調達物流 、 生産物流 、 販売物流 、 回収物流な ど 、 対象領
域を特定し て呼ぶこ と も あ る 。  
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食品は 、 一般に 、 経時劣化が早 く 、 時間的 、 空間的な移動に伴いその品質は悪 く な る (21) 。
こ のため 、 製造プ ロ セスにおいて意図し た用途に従って加工された と し て も 、 消費者に危害を
も た ら さ ないためには 、 食さ れる までの間 、 危険性が極力抑え られて危機的な状態が発生しに
く い状態を保持し続け る必要があ る 。 ま た 、 すでに述べた よ う に 、 顧客の要求への適合のため
には 、 食品に内在する価値を顧客か ら価値 と し て認識さ れる よ う に時間的 、 空間的に移動で き
る必要があ る 。 こ れら の こ と か ら 、 物流は 、 フー ド チェーンにおけ る あ ら ゆ る組織に と って 、
食品安全の取 り 組む上で極めて重要な活動であ る と 言え る 。 し たがって 、 物流を構成する 6 つ
の機能が常に健全に発揮さ れる こ と は 、 食品安全に と って重要な要件であ る 。  
1.1.5  食品安全におけるロジステ ィ ク スへの期待 
ロ ジ ス テ ィ ク ス と は 、 物流の 6 つの機能を高度化し 、 調達 、 生産 、 販売 、 回収な どの分野を
統合し て 、 需要 と 供給 と の適正化を図る と と も に顧客満足を向上させ 、 併せて環境保全 、 安全
対策な ど をは じ め と し た社会的課題への対応を目指す戦略的な経営管理であ る (22) 。 経営管理
と し てのロ ジ ス テ ィ ク スの目的は 、 企業間におけ る競争優位であ る (23) 。 フー ド チェーンに存
在する組織 と し ての企業は競争優位を発揮し 、 自ら の事業継続性を高める ため事業利益を得よ
う と する 。 こ の場合 、 食品ロ ジ ス テ ィ ク スの目的 ・ 狙い ・ 役割は図 1-4 の よ う に整理で き る 。
すなわち 、 食品ロ ジ ス テ ィ ク スの目的は 、 フー ド チェーンにおけ る企業間の競争優位であ り 、
事業継続 ・ 事業利益を獲得する こ と であ る 。 ま た 、 食品ロ ジ ス テ ィ ク スの狙いは 、 顧客満足の
向上であ り 、 フー ド チェーンに存在する あ ら ゆ る顧客か ら の要求に適応する こ と であ る 。 そ し
て 、 食品ロ ジ ス テ ィ ク スの役割は 、 次の 3 つであ る と い う こ と がで き る 。  
① 食品の効率的あ るいは経済的な移動 
② 食品の安全かつ確実な移動 
③ 食品の顧客か ら要求さ れる品質および状態での移動 
フー ド チェーンにおけ る企業間の競争優位を目的 と し 、 顧客満足の向上を狙い と する食品ロ
ジ ス テ ィ ク スおいて 、 その本質的な役割は 、 食品の価値を発現する こ と にあ る (24) 。  
食品安全は 、 フー ド チェーンのあ ら ゆ る組織に関係する取 り 組み課題であ る 。 食品安全にお
け る取 り 組み課題には 、 組織 と し て食品安全を確保し 、 食品安全ハザー ド を管理する能力を持
つこ と も含まれる 。 これら の取 り 組み課題を解決する ために 、 組織は 、 ロ ジ ス テ ィ ク スの本質
的な役割を十分に認知 、 理解する必要があ る 。 ま た 、 消費者を含む顧客の関心が高い食品安全
におけ る諸問題の中には 、 フー ド チェーンにおけ る相互に関連する組織が 、 ロ ジ ス テ ィ ク スの
役割が十分発揮さ れる よ う な経営活動を行 う こ と に よ り 、 解決で き る問題があ る と 考え られ
る 。 こ の よ う に 、 食品安全におけ る ロ ジ ス テ ィ ク スへの期待は大きい と 言え る 。  
 
 
図 1-4  食品ロジステ ィ ク スの目的 ・ 狙い ・ 役割 
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第 2 節  研究の対象 
1.2.1  研究対象の検討の視点 
研究の背景を踏ま え 、 本研究におけ る研究の対象 （ 以下 、 研究対象 ） を明確にする 。 研究対
象を明確にする ためには 、 そのための検討の視点が必要であ る 。 すでに示し た よ う に 、 フー ド
チェーンは 、 一次生産か ら消費ま での 、 食品およびその材料の生産 、 加工 、 配送 、 保管および
取 り 扱いに関わる一連のス テージおよびプ ロ セス と 定義さ れている 。 研究対象の検討の視点は
こ の定義に基づいて以下の①か ら⑤までの 5 つ と し た 。  
① どの よ う な食品を研究対象 と するのか 
② ①で対象 と し た食品の生産か ら消費までのフー ド チェーンのス テージにあ る組織の う ち 、
どの組織を研究対象 と するのか 
③ ②で対象 と し た組織に存在する プ ロ セスの う ち 、 どのプ ロ セス を研究対象 と するのか 
④ ① 、 ②および③で対象 と し た食品 、 組織およびプ ロ セスにおけ る どのよ う な管理の分野を
研究対象 と するのか 
⑤ ④で対象 と し た管理の分野におけ る どの よ う な問題の分野を研究対象 と するのか 
図 1-5 は 、 研究対象の検討の視点を端的に整理し た も のであ る 。 本研究では食品 、 組織 、 プ
ロ セス 、 管理分野および問題分野の 5 つを研究対象の検討の視点 と し 、 研究対象を検討する 。  
 
 
              図 1-5  研究対象の検討の視点 
 
 なお 、 研究対象の検討の視点に用いた用語は 、 前節で説明し た食品およびプ ロ セス を含め 、
表 1-1 に定義する 。  
 
表 1-1  研究対象の検討の視点に関連する用語の定義 
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1.2.2  研究対象と する食品 
フー ド チェーンの最終ス テージは消費であ る 。 消費者が食品を飲食および購入する場所は 、
レ ス ト ラ ンな どの外食産業の店舗および食品スーパーマーケ ッ ト （ 以下 、 食品スーパー ） な ど
の食品小売業の店舗であ る 。 図 1-6 は 、 消費者によ る消費 ・ 購入場所を外食産業および食品小
売業に大別し 、 それぞれ飲食費の最終消費額を示し た も のであ る (25) 。 飲食費の最終消費額
は 、 1985年 と 2002年を対比し てあ る 。 これによ る と 、 2002年の飲食費の最終消費金額は 、 80.3
兆円であ る 。 こ の う ち 、 外食産業におけ る飲食費の最終消費金額は 23.7 兆円 (29.5%) であ る 。  
一方 、 食品小売業におけ る飲食費の最終消費金額は 、 56.6 兆円であ る 。 さ ら に 、 食品小売業
におけ る飲食費の最終消費金額は 、 加工食品 と 生鮮食品に分けて示し てあ る 。 農林水産省にお
け る流通動態調査では 、 加工食品 と は農畜水産物に種々の手を加えて栄養価やし好性を高め 、
保存性のない も のには保存性を与え る食品加工 と い う プ ロ セス を経た食品であ り 、 生鮮食品 と
は天然自然に採取された食材 、 栽培 ・ 肥育 ・ 養殖等に よ り 生産された食材であ る と 定義されて
いる 。 加工食品におけ る飲食費の最終消費額は 、 41.5 兆円 (51.7%) であ り 、 生鮮食品におけ る
飲食費の最終消費額は 15.1 兆円 (18.8%) であ る 。 こ れら か ら 、 飲食費の最終消費金額全体に占
める加工食品の割合が最も大きい こ と がわか る 。 ま た飲食費の最終消費金額を1985年 と 2002年
で対比し た場合 、 その金額 と 構成比は 、 加工食品 と 外食産業のウ ェ イ ト が著し く 高 く なってい
るのに対し 、 生鮮食品のウ ェ イ ト は低減し ている 。  
本研究では 、 次の 2 つの理由か ら 、 加工食品を研究対象 と する 。  
① 加工食品は 、 外食 、 加工食品および生鮮食品の う ち 、 飲食費の最終消費金額の全体に占め
る金額 (41.5 兆円 ) および割合 (51.7%) が最も大きい 。  
② 加工食品は 、 外食 、 加工食品 、 および生鮮食品の う ち 、 飲食費の最終消費金額を1985年 と
2002年で対比し た場合の増加金額 (12.4 兆円 (41.5 兆円 ‐ 29.1 兆円 )) が最も大きい 。 ま た
増加率 (42.6%) は 、 外食におけ る増加率 (53.5%) を下回る も のの 、 生鮮食品におけ る増加
率 (2.5%) と 比べて 、 著し く 高い 。  
 
 
図 1-6  飲食費の最終消費額 
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1.2.3  研究対象と する組織 
図 1-7 は 、 食品の生産か ら消費までのフー ド チェーンの流れの中で 、 価値が付加さ れてい く
姿を示し た も のであ る (26) 。 こ れによ る と 、 食用農水産物は 、 国内生産が 12.1 兆円 、 生鮮品輸
入が 3.2 兆円であ る 。 これら を見る と 、 外食向けに合わせて 2.1 兆円 (13.6%) が 、 加工向けに
合わせて 4.1 兆円 (26.6%) が 、 卸売市場および小売を経由し た 、 直接消費者向けに合わせて
9.2 兆円 (59.7%) が流通し ている こ と がわか る 。 外食向け と 加工向けは一次加工品 と 最終製品
の輸入を加え 、 い く つかの製造および流通のス テージを経て付加価値が形成さ れている 。 食品
製造業は 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る生産 と 卸 ・ 小売な どの流通の間にあ る組織 と し
て 、 30.7 兆円の付加価値を形成し ている 。  
 加工食品の価値の付加を見る と 、 加工向け国内生産の 2.9 兆円 、 および生鮮食品輸入 1.2 兆
円 、 一次加工品輸入 0.5 兆円および最終製品輸入 1.9 兆円を合わせた 6.5 兆円は 、 食品小売の
ス テージでは 41.5 兆円 と な る 。 一方 、 生鮮食品の価値の付加を見る と 、 直接消費向けの 9.2 兆
円は 、 食品小売のス テージで 15.1 兆円であ る 。 こ の こ と か ら 、 加工食品は 、 生鮮食品 と 比べて
フー ド チェーンにおけ る ス テージや経由する組織が複雑であ る と 言え る ため 、 本研究におけ る
対象 と する組織は 、 加工食品を製造する食品製造業者 と する 。  
 
 
           図 1-7  フー ド チ ェ ーンにおける価値の付加 
 
図 1-8 は 、 前節で示し たフー ド チェーンにおけ る組織に生産 、 製造 、 流通および消費の 4 つ
のス テージの区分を加えた上で 、 研究対象 と する組織を明確に し た も のであ る 。 まず 、 生産の
ス テージには作物生産者 、 飼料生産者 、 一次食品生産者な どがあ る 。 つぎに 、 製造のス テージ
には食品製造業者 、 二次食品製造業者な どがあ る 。 そ し て 、 流通のス テージには卸売業者 、 小
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売業者食品サービ ス業者な どがあ る 。 最後に 、 消費のス テージには消費者があ る 。 こ れら 4 つ
のス テージにあ る組織 と 相互に関係があ る組織には 、 例えば 、 輸送および保管業者 、 装置製造
業者包装材料製造業者 、 洗浄剤および殺菌 ・ 消毒剤製造業者 、 サービ ス提供者な どがあ る 。 フ
ー ド チェーンの 1 つ以上のス テージに直接的 、 間接的に関連する組織は これら に限定さ れない
(27) 。 なお 、 図 1-8 では 、 直接の供給者および顧客を迂回し た 、 フー ド チェーンに沿 う および
横断する相互の接続の種類は示し ていない 。  
本研究では 、 フー ド チェーンおけ る組織の う ち加工食品を製造する食品製造業者 （ 二次食品
製造業者を含む ） を研究対象 と する 。 ま た 、 食品製造業者におけ る ロ ジ ス テ ィ ク スの役割を果
たす組織 と し ての輸送および保管業者 （ 以下 、 委託物流業者 ） を含める 。  
 
 
 
図 1-8  研究対象と する組織 
 
なお 、 研究対象 と する組織の検討に関連する用語の定義は 、 表 1-2 に整理し た 。  
 
表 1-2  研究対象と する組織に関連する用語の定義 
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1.2.4  研究対象と するプロセス 
(1) 研究対象 と する プ ロ セスの範囲 
前節で述べた よ う に 、 プ ロ セス と は イ ンプ ッ ト を ア ウ ト プ ッ ト に変換する 、 相互に関連する
ま たは相互に作用する一連の活動であ る 。 食品製造業者におけ る プ ロ セスの イ ンプ ッ ト は 、 フ
ー ド チェーンにおけ る他の組織におけ る プ ロ セスのア ウ ト プ ッ ト であ る 。 プ ロ セスは食品の価
値を付加する ために 、 管理さ れた条件の も と で計画さ れ 、 実行される 。 研究対象 と する組織で
あ る食品製造業者のプ ロ セスは製造プ ロ セス と 物流プ ロ セスか ら構成さ れる （ 図 1-9 ） 。  
製造プ ロ セスは 、 製品の原材料に手を加えて製品にする活動であ る 。 食品製造業者の製造プ
ロ セスは 、 顧客の要求に適合する ため 、 食品の価値を効率的かつ経済的だけではな く 、 安全か
つ確実に 、 要求さ れる品質 ・ 状態に加工する機能に よ り 、 イ ンプ ッ ト であ る原材料 （ 包装材料
を含む ） を ア ウ ト プ ッ ト であ る食品に変換する 。 食品製造業者の製造プ ロ セスは 、 工場ま たは
委託製造業者にあ る 。 工場ま たは委託製造業者におけ る活動には 、 製造の計画および指示 、 原
材料の発注に基づいた原材料の受入れか ら品質検査までがあ る 。  
一方 、 物流プ ロ セスは 、 供給者 と 需要者の間にあ る時間的 、 空間的な隔た り を克服する活動
であ る 。 し たがって 、 食品製造業者の物流プ ロ セスは 、 製造された食品を顧客の要求に適合す
る よ う に 、 効率的 ・ 経済的だけではな く 、 安全 ・ 確実に 、 要求さ れる品質 ・ 状態で移動する活
動であ る 。 食品製造業者の物流プ ロ セスには 、 工場にあ る原材料倉庫におけ る原料 ・ 包材の受
け入れ入荷 、 保管および製造プ ロ セスへの出荷までのプ ロ セス 、 工場にあ る製品倉庫への品質
検査完了後の製品の入荷か ら顧客までのプ ロ セスがあ る 。  
 工場の原料材倉庫にあ る物流プ ロ セスについては 、 製造プ ロ セスの一部 と し ている食品製造
業者があ る 。 原材料は 、 顧客への販売に伴い直接顧客に移動する場合があ る 。 ま た 、 工場の製
品倉庫にあ る物流プ ロ セスについては 、 製造プ ロ セスの一部 と し ている食品製造業者があ る 。  
 
 
図 1-9  研究対象と するプロセスの範囲 
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物流プ ロ セスには 、 図 1-9 を用いた場合 、 工場にあ る原材料倉庫におけ る原料 ・ 包材の受け
入れ入荷 、 保管および製造プ ロ セスへの出荷までの物流プ ロ セス 、 工場にあ る製品倉庫への品
質検査完了後の製品の入荷か ら顧客まで物流プ ロ セスの外に 、 以下の物流プ ロ セスがあ る 。  
① 一次食品生産者におけ る原料な どの生産品の出荷か ら食品製造業者におけ る原材料倉庫へ
の入荷までの物流プ ロ セス  
② 包装材料製造業者におけ る包装材料の出荷か ら食品製造業者におけ る原材料倉庫への入荷
までの物流プ ロ セス  
③ 食品製造業者が製造を委託し た委託製造業者におけ る加工品 、 半加工品等な どの出荷か ら
食品製造業者におけ る原材料倉庫 、 製造プ ロ セス ま たは製品倉庫への入荷までの物流プ ロ
セス  
こ れら の物流プ ロ セスにおけ る食品安全の管理責任は 、 商取引および貿易取引の契約に よ って
決ま る 。 一般には 、 ①および②については 、 一次食品生産者および包装材料製造業者におけ る
物流プ ロ セス と し て 、 一次食品生産者および包装材料製造業者に管理責任があ る こ と が多い 。
ま た 、 ③について も委託製造業者側に管理責任があ る こ と が多い 。  
(2) 物流の機能 
前節で述べた よ う に 、 物流 と は 、 物資を供給者か ら需要者へ 、 時間的 、 空間的に移動する過
程の活動であ り 、 一般的には 、 包装 、 輸送 、 保管 、 荷役 、 流通加工およびそれら に関連する情
報の 6 つの機能を総合的に管理する活動であ る 。 ま た 、 物流は 、 フー ド チェーンにおけ る あ ら
ゆ る組織に と って食品安全に取 り 組む上で極めて重要な活動であ り 、 物流を構成する 6 つの機
能が常に健全に発揮さ れる こ と は 、 食品安全に と って重要な要件であ る 。 そ こ で 、 物流の 6 つ
の機能の概要について 、 以下に説明する (28) 。  
① 包装機能には 、 工業包装 と 商業包装があ る 。 工業包装 と は 、 商品の品質維持のための包
装であ り 、 輸送 ・ 保管包装 と も言われている 。 商業包装 と は 、 商品の付加価値を高める
包装であ り 、 販売包装ない し マーケテ ィ ング包装 と も言われている 。  
② 輸送機能 と は 、 商品や物資の空間的な移動に関する機能であ り 、 二つの地点の空間的な
距離を克服する こ と で 、 商品や物資の価値を高める も のであ る 。 例えば 、 生鮮食品を生
産地か ら消費地へ輸送し 、 販売を行 う よ う な場合であ る 。  
③ 保管機能は 、 商品や物資の時間的な移動に関する機能であ り 、 時間的な間隔を克服する
こ と で 、 物資や商品の価値を高める も のであ る 。 例えば 、 漁の最盛期に捕った魚を冷凍
保存し て品薄の時期に販売し た り 、 需要が一定し ない季節商品を安定的に生産し 、 需要
期に備えて保管する場合であ る 。  
④ 荷役機能 と は 、 いわゆる積み込み ・ 荷降ろ し の作業であ り 、 輸送機関 と 物流施設の間で
行われる 。 積み込みは 、 倉庫や ト ラ ッ ク ター ミ ナルな どの施設か ら 、 ト ラ ッ クや貨物船
な どの輸送機関に 、 商品や物資を運び込むも のであ る 。 こ の一方 、 ター ミ ナルや倉庫な
どの施設内で行 う 小さ な移動に 、 横持ち ・ 縦持ち ・ 庫内作業 ・ 置き換え ・ 積み替えな ど
の作業があ る 。 従来か ら施設内作業 と 言われる も のであ るが 、 こ の施設内作業は流通加
工の加工作業 と よ く 似ている ため 、 両者を区別で き ない こ と も多い 。  
⑤ 流通加工機能 と は 、 商品を輸送し た り 保管する場合に 、 商品の付加価値を高めた り 、 商
品を管理する ための簡単な作業や細かな移動をい う 。  
⑥ 情報機能 と は 、 以上の 5 つの物流機能を効率的に発揮する ための も のであ る 。  
 
 
11 
(3) 本研究におけ る物流プ ロ セスの構成 
図 1-9 で示し た研究対象 と する物流プ ロ セスについて 、 本研究におけ る研究対象を さ ら に明
確にする 。 本研究では 、 物流プ ロ セス を倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスの ２ つのプ ロ セスに大別
する （ 図1-10 ） 。  
 
図1-10  本研究における物流プロセスの構成 
 
つぎに 、 倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスに大別し た物流プ ロ セスについて 、 すでに示し た 6 つ
の物流機能の対応関係を検討し 、 図1-11 の通 り 設定する 。  
 
 
           図1-11  物流プロセスにおける物流機能の対応関係 
 
以下に 、 図11で設定し た物流プ ロ セス と 物流機能 と の対応関係を説明する 。  
① 包装機能は 、 食品の品質維持を第一の目的 と し ている 。 こ のため 、 その機能の不全は 、
食品安全を損な う こ と に直結し 、 輸送 、 保管 、 荷役および流通加工の 4 つの機能の発揮
に も影響する 。 ま た 、 倉庫におけ る食品の荷扱いや保管は 、 包装機能の発揮に よ って効
率化する 。 包装機能は倉庫プ ロ セスだけではな く 、 輸送プ ロ セスにおけ る貨物の保護な
どで も発揮される機能であ る 。 ま た 、 製造プ ロ セスにおけ る重要な機能の １ つであ る 。  
② 輸送機能は 、 例えば 、 倉庫や貨物ター ミ ナルなどの物流施設 と 小売業者な どの店舗の 2
つの ノ ー ド の間 （ 以下 、 リ ン ク ） の空間的な隔た り を克服する こ と で 、 食品の価値を高
める機能であ る 。 本研究では 、 輸送機能は輸送プ ロ セスに対応する機能 と し た 。  
③ 保管機能は 、 例えば 、 供給 と 需要の間にあ る時間的な隔た り を克服する こ と で 、 食品の
価値を高める機能であ る 。 こ の保管機能が発揮さ れるのは主に倉庫であ る 。 本研究では
保管機能が発揮さ れるプ ロ セス を倉庫プ ロ セス と し た 。  
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④ 荷役機能は 、 輸送機関 と ノ ー ド の間や ノ ー ド 内で発揮される機能であ る 。 ま た 、 荷役機
能は 、 包装 、 輸送 、 保管および流通加工の 4 つの機能を連携する機能であ る 。 本研究で
は 、 荷役機能が発揮さ れるプ ロ セス を倉庫プ ロ セスおよび輸送プ ロ セスの 2 つのプ ロ セ
ス と し た 。  
⑤ 流通加工機能は 、 食品の簡単な加工 、 値付け 、 ラべ リ ングおよび小口化包装な ど ノ ー ド
内で食品の付加価値を高める機能であ る 。 流通加工機能は 、 荷役機能 と よ く 似てお り 、
こ れら の機能を区別でき ない こ と も あ る 。 本研究では 、 流通加工機能が発揮さ れるプ ロ
セス を倉庫プ ロ セス と し た 。  
⑥ 情報機能は 、 以上に説明し た①か ら⑤までの 5 つの物流機能を効果的に発揮する ための
機能であ る 。 情報機能で取 り 扱われる物流情報は 、 数量管理情報 、 品質管理情報および
作業管理情報の 3 つに大別で き る 。 まず 、 数量管理情報には 、 入庫 ・ 在庫 ・ 出庫管理情
報な どがあ る 。 これら は 、 いずれも食品の数量を適切に把握し よ う と する も のであ る 。
つぎに 、 品質管理情報には 、 温湿度管理に代表さ れる よ う に 、 輸送時や保管時に食品の
品質を劣化させないための情報があ る 。 最後に 、 作業管理情報には 、 輸送 、 保管 、 荷役
および流通加工に必要な情報 、 倉庫内で食品の位置を知る ための情報および輸送時の貨
物追跡情報な どがあ る 。 本研究では 、 情報機能が発揮さ れるプ ロ セス を倉庫プ ロ セス 、
および輸送プ ロ セスの 2 つのプ ロ セス と し た 。  
 (4) 物流機能の発揮に よ る倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスの連携 
物流プ ロ セス を構成する倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスは 、 物流機能の発揮に よ り 連携する 。
倉庫プ ロ セスは ノ ー ド にあ って 、 包装 、 保管 、 荷役 、 流通加工および情報の 5 つの機能の発揮
に よ って輸送プ ロ セス と 連携する 。 ま た 、 輸送プ ロ セスは リ ン ク にあって 、 輸送 、 荷役および
情報の 3 つの機能の発揮に よ って倉庫プ ロ セス と 連携する （ 図1-12 ） 。  
 
 
      図1-12  物流機能の発揮によ る倉庫プロセス と輸送プロセスの連携 
 
1.2.5  研究対象と する管理分野 
(1) 品質 、 安全および管理の定義 
①  品質 と は 
社団法人日本品質管理学会が制定し た日本品質管理学会規格に よれば 、 品質 と は 、 製品 ・ サ
ービ ス 、 プ ロ セス 、 シ ス テム 、 経営 、 組織風土など 、 関心の対象 と な る も のが明示さ れた 、 ま
たは暗黙のニーズを満たす程度であ る定義されている (29) 。 こ の場合 、 ニーズには 、 顧客 と 社
会の両方のニーズが含まれる 。 製品はプ ロ セスの結果であ り 、 食品の場合 、 フー ド チェーンに
おけ る組織ま たは消費者に提供さ れ価値を生み出すも のであ る 。 し たがって 、 食品の品質は 、
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食品の製造プ ロ セスや物流プ ロ セス ( 倉庫プ ロ セス ・ 輸送プ ロ セス ） の品質に影響を受け る 。
品質の構成要素は 、 品質を構成し ている様々な性質をその内容によ って分解し 、 項目化し た も
のであ るが 、 機能 、 性能 、 意匠 、 感性品質 、 使用性 、 互換性 、 入手性 、 経済性 、 信頼性 、 安全
性 、 環境保全性な どがあ る 。 こ の う ち安全性は 、 人への危害又は財産の損失の危険性が ， 許容
可能な水準に抑え られている状態であ り 、 品質の重要な構成要素の 1 つであ る 。  
品質は 、 図1-13 に示す通 り 、 次の 3 つに大別する こ と がで き る (30) 。  
設計品質 ： 製造の目標 と し て狙った品質であ る 。 ねら いの品質 と も い う 。  
製造品質 ： 設計品質を狙って製造し た製品の実際の品質であ る 。 で きばえの品質 、 あ るいは 、
適合の品質 と も い う 。  
使用品質 ： 設計品質に対し 、 使用者が要求する品質ま たは品質に対する使用者の要求の度合で
あ る 。 設計品質を企画する と きは 、 使用品質を十分に考察する必要があ る 。  
 
 
図1-13  ３ つの品質 
 
②  安全 と は 
 安全 と は 、 前節で述べた よ う に 、 危険性がない こ と 、 事故や危害の発生がない こ と 、 損な う
も のがない こ と をい う 。 ま た 、 井上 (2008) は 、 安全について 、 関連する シ ス テムの背後に潜在
する危険性が極力抑え られて危機的な状態が発生し に く い状況をい う と 定義し ている (31) 。 さ
ら に 、 国際的な安全規格の体系であ る ISO/IECGuide51:1999では 、 安全 と は 、 受容で き ない リ ス
ク がない 、 ま たは 、 許容可能な リ ス ク が達成される こ と と 規定し ている 。 許容可能な リ ス ク と
は 、 人の健康を対象 と する場合 、 健康に対する危害の発生確率 と 影響度の尺度で示される 。 安
全の解釈にあたっては 、 リ ス ク がゼ ロ の状態 、 すなわち 、 絶対的な安全状態は実現が不可能で
あ る と の理解が重要であ る 。 こ の理解を基礎 と し て 、 許容可能な リ ス ク の低減を図る こ と が安
全のための対応であ る 。 安全を達成する ため許容可能な リ ス ク を低減する と い う こ と は 、 危害
の発生確率や影響度を最小限にする こ と であ る 。 そのためには 、 人 、 組織および社会の理解や
合意を基礎 と し た取 り 組みが必要 と な る (32) 。  
③ 管理 と は 
 管理 と は 、 確立し た基準の遵守を確保し 、 維持する ために必要なすべての作業を行い 、 正し
い手順に従って 、 その中で基準が満た されている状態をい う 。 ま た 、 井上 (2008) は 、 管理につ
いて 、 関連する シ ス テムにおけ る目標を達成する ため 、 組織 と し て 、 ま たは 、 社会 と し て と る
べき方策の論理的必然性 と 合理的説明性を明確にし た上で 、 構成員の深い理解 と 納得の も と 関
係者間の合意を作 り 、 目標達成に向けて行動し 、 ま たは 、 そのよ う に仕向け る ための一連の活
動であ る と 定義し ている (33) 。  
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(2) 食品製造業者におけ る品質管理の対象 
①  品質管理 と は 
日本工業規格(JIS)は 、 品質管理を買手の要求に合った品質の品物ま たはサービ ス を経済的に
作 り 出すための手段の体系であ る と し 、 品質管理を略し て QC （ Quality Control ） と い う こ と
があ る と 定義し ている (34) 。 こ の定義では 、 対象を明確に規定し 、 目的を優先させているが 、
そのための手段はその範囲を一切限定し ていない こ と がわか る (35) 。  
品質管理を効果的に実施する ためには 、 市場の調査 、 研究 ・ 開発 、 製品の企画 、 設計 、 生産
準備 、 購買 ・ 外注 、 製造 、 検査 、 販売およびア フ ターサービ ス な らびに財務 、 人事 、 教育な ど
企業活動のすべてにわた り 、 経営者を始め 、 管理者 、 監督者 、 作業員な ど企業の全員の参加 と
協力が必要であ る 。 こ のよ う に し て実施される品質管理を総合的品質管理ま たは全社的品質管
理 と い う (36) 。 本研究では 、 総合的 （ 全社的 ） 品質管理の対象を総合品質 と 名付け る 。  
②  品質管理の対象 
表 1-3 は 、 食品製造業者に存在する製造プ ロ セスおよび物流プ ロ セスの視点で 、 品質管理の
対象を示し た も のであ る 。 食品製造業者の製造プ ロ セスにおけ る品質管理の対象は 、 生産で作
り 出さ れた原材料に手を加えて食品にする活動であ る 。 ま た 、 物流プ ロ セスにおけ る品質管理
の対象は 、 製造された食品を時間的 、 空間的に移動する活動であ る 。  
食品製造業者は 、ねらいの品質を設計し 、 製造プ ロ セスによ り 食品を製造する 。 ねら い品質
は 、 すでに述べた よ う に 、 食品の目標 と し て狙った品質であ る 。 製造プ ロ セスにおけ る品質管
理が効果的に実施さ れた場合 、 製造さ れた食品ので きばえの品質は 、 ねら いの品質であ る設計
品質に適合する 。  
顧客は 、 食品製造業者が設計品質を狙って製造し た実際の食品の品質で食品を購入する 。 実
際の食品の品質 と は 、 できばえの品質 、 あ るいは適合の品質であ り 、 製造品質であ る 。 顧客が
満足するのは 、 こ の購入し た製造品質の食品が自ら要求し た使用品質に適合し た と き であ る 。
し か し 、 一般に 、 製造プ ロ セスの後には物流プ ロ セスがあ る ため 、 顧客は 、 食品を食品製造業
者が設計品質を狙って製造し た実際の製造品質では購入で き ない 。 すなわち 、 顧客は 、 食品を
製造さ れた時の品質ではな く 、 時間的 、 空間的に移動さ れた結果 と し ての品質で購入する こ と
にな る 。 物流プ ロ セスにおけ る品質管理が効果的に実施さ れた場合は 、 物流プ ロ セスの結果 と
し てので きばえの品質は 、 製造プ ロ セスにおけ る設計品質に適合する 。 し たがって 、 顧客は 、
購入し た時の食品の品質が要求し た使用品質に適合すれば満足する 。  
 
表 1-3  食品製造業者における品質管理の対象 
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(3) 食品製造業者におけ る安全管理の対象 
①安全管理 と は 
安全管理 と は 、 安全を目標 と し た組織ま たはシ ス テム と し ての管理をい う (37) 。 食品安全に
おけ る管理対象は 、 フー ド チェーンにおけ る組織な どに存在する経営および経営資源であ り 、
製品 と し ての食品であ る 。 経営資源は 、 製造プ ロ セスに従事する従業員 、 工場および製造施
設 ・ 設備 、 物流プ ロ セスに従事する従業員 、 倉庫や車両な どの物流施設 ・ 設備な どであ る 。 こ
れら の経営資源は 、 自社の内部だけではな く 、 協力会社な ど外部に存在する資源を含む 。  
②食品安全の確保におけ る 3 つの取 り 組み 
食品安全の確保については 、 以下の 3 つの取 り 組みに大別で き る 。  
フー ド セキ ュ リ テ ィ ： 安全で栄養のあ る食品を全ての人がいつで も入手で き る よ う に保障
フー ド セーフ テ ィ  ： 食品の供給過程におけ るハザー ド によ る危害の防止および低減 
フー ド デ ィ フ ェ ン ス ： ハザー ド の意図的な混入な どか ら食品を保護 
こ の う ち 、 まず 、 フー ド セキ ュ リ テ ィ の取 り 組みでは 、 前節で述べた よ う に 、 食糧の安定供給
および保証を課題 と し 、 国際的には環境問題 、 人口問題および資源枯渇など を 、 国内では農
業 ・ 漁業な ど一次産業におけ る後継者不足な ど を問題の対象 と し ている 。 つぎに 、 フー ド セー
フ テ ィ の取 り 組みでは 、 こ れまで述べて き た通 り 、 「 意図し た用途に従って調理されま たは食
さ れる場合に消費者に危害を も た ら さ ない 」 を概念 と し た食品安全を課題 と し 、 どの よ う な食
品で も摂取の リ ス ク はゼロ ではない と い う 問題を対象 と し ている 。 そ し て 、 フー ド デ ィ フ ェ ン
スは悪意のあ る食品汚染 、 企業ぐ るみの犯罪 と し ての食品産地偽装および食品テ ロ な ど を問題
の対象 と し 、 食品の検査 （ ス キ ャ ン ） 、 食品の施設 ・ 荷役運搬容器の物理的強化 、 食品へのア
ク セス制限食品の履歴管理 （ ト レーサビ リ テ ィ ） の強化 、 食品取引情報の精査な ど食品防御を
課題 と する取 り 組みであ る 。 なお 、 世界保健機関 （ WHO ） では 、 食品テ ロ を 「 市民を傷つ
け 、 死に至ら し める ため 、 ま たは社会的 、 経済的 、 政治的安定を脅かすため 、 も し く は これら
の両方のために 、 薬品 、 細菌 、 放射性物質を意図的に食品に混入する行為ま たはそれを行お う
と する脅迫行為 」 と 定義し ている (38) 。  
③安全管理の対象 
本研究では 、 食品安全の確保におけ る 3 つの取 り 組みの う ち 、 フー ド セーフ テ ィ の観点か ら
食品安全を取 り 扱 う 。 表 1-4 は 、 食品製造業者に存在する製造プ ロ セスおよび物流プ ロ セスの
視点で 、 食品安全におけ る管理の対象を整理し て示し た も のであ る 。  
 
表 1-4  食品製造業者における安全管理の対象 
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食品製造業者の安全管理の対象は 、 製造プ ロ セスにおけ る イ ンプ ッ ト およびア ウ ト プ ッ ト 、
物流プ ロ セスにおけ る イ ンプ ッ ト およびア ウ ト プ ッ ト のそれぞれにあ る こ と がわか る 。 これら
の安全管理の対象におけ る危険性が極力抑え られて 、 危機的な状態が発生し に く い状況が維持
で きれば 、 顧客満足を実現する こ と 、 ま たはその可能性を高める こ と ができ る 。  
本研究では 、 表 1-4 に示し た安全管理の対象の う ち 、 食品を研究対象 と し ている 。 し たがっ
て以下に示し た も のは 、 本研究におけ る安全管理の直接の対象か ら除外する 。  
製造プ ロ セスにおけ る イ ンプ ッ ト ： 食品の製造に従事する従業員の労働安全衛生 、  
工場におけ る施設 ・ 設備等の安全 
物流プ ロ セスにおけ る イ ンプ ッ ト ： 倉庫におけ る施設 ・ 設備等の安全 、  
食品の輸送におけ る機関 
（ 自動車 ・ 鉄道 ・ 船舶 ・ 航空機 ） 等の安全 
(4) プ ロ セス ・ 製品 ・ 顧客および品質 ・ 安全 ・ 顧客満足の関係 
表 1-3 では 、 食品製造業者におけ る品質管理の対象は 、 製造プ ロ セスおいては原材料に手を
加えて食品にする活動であ り 、 物流プ ロ セスにおいては食品を時間的 、 空間的に移動する活動
であ る と し 、 食品製造業者におけ る品質の対象はプ ロ セスであ る こ と を示し た 。  
一方 、 表 1-4 では 、 同様に 、 加工食品の製造業者におけ る安全管理の対象を整理し 、 製造プ
ロ セスおよび物流プ ロ セスのいずれにおいて も食品が安全の対象であ る こ と を示し た 。  
研究対象 と する管理分野を明確にする ため 、 表 1-3 および表 1-4 に示し た こ と を踏ま え 、 ま
ず 、 プ ロ セス ・ 製品 ・ 顧客の関係を整理する 。 つぎに 、 品質 ・ 安全 ・ 顧客満足の関係について
明確化する 。 図1-14 は 、 プ ロ セス ・ 製品 ・ 顧客の関係を示し 、 これら と 品質 ・ 安全 ・ 顧客満足
と の関係を検討し た も のであ る (39) 。  
 
 
図 1-14 プロセス ・ 製品 ・ 顧客および品質 ・ 食品 ・ 顧客満足の関係 
 
 
 
 
17 
① プ ロ セス ・ 製品 （ 食品 ） ・ 顧客の関係 
製品はプ ロ セスの結果であ り 、 その価値はプ ロ セスの結果 と し ての製品が顧客に提供さ れ 、
使用さ れては じ めて発現する (40) 。  
② 品質 ・ （ 食品 ） 安全 ・ 顧客満足の関係 
食品製造業者におけ る品質管理の対象は製造プ ロ セスおよび物流プ ロ セスであ り 、 食品製造
業者におけ る安全管理の対象は製造プ ロ セスおよび物流プ ロ セスの結果 と し ての食品であ る 。
すでに述べた よ う に 、 安全は品質の重要な構成要素であ る こ と か ら 、 同様に 、 安全管理は品質
管理の構成要素 と 考え られる 。 し たがって 、 食品安全は 、 食品の安全管理を含むプ ロ セスの品
質 （ 以下 、 プ ロ セス品質 ） におけ る管理の良否に強 く 影響される 。 ただ し 、 食品の中にはア レ
ルゲンな ど内因性のハザー ド を含む場合があ る 。 こ のため 、 プ ロ セス品質を対象 と する品質管
理の場合では 、 その構成要素 と し ての安全管理を完全には包含し ない 。  
(5) 品質安全の概念の設定 
本研究では 、 「 品質安全 」 と い う 概念を設定する 。 こ れまでに整理し たプ ロ セス ・ 製品 （ 食
品 ） ・ 顧客の関係および品質 ・ （ 食品 ） 安全 ・ 顧客満足の関係か ら 、 食品安全を損ない 、 顧客
に損害や危害を も た らす原因が製造プ ロ セス品質や物流プ ロ セス品質にあ る問題を 「 品質安全
問題 」 と 定義する 。 ま た 、 こ の品質安全問題が原因 と な る危害の発生源を 「 品質安全ハザー
ド 」 と する 。 言い換えれば 、 品質安全 と は 、 製造プ ロ セス品質や物流プ ロ セス品質が原因 と な
って顧客に損害や危害を も た ら さ ない と い う 概念であ る 。 し たがって 、 フー ド チェーンにおけ
る組織の総合品質を構成する プ ロ セス品質に問題があ る場合 、 食品安全は確保で き ない 。  
1.2.6  研究対象と する問題分野 
 (1) 研究対象 と する管理分野 と 問題領域の設定 
研究対象 と する管理分野は 、 ①食品安全 、 ②製造プ ロ セス品質および③物流プ ロ セス品質の
3 つであ る 。 これら 3 つの管理分野は 、 図1-14 に示し た品質管理および安全管理の関係か ら 4
つの重な り を持つ 。 図1-15 に示し た よ う に 、 3 つの管理分野で取 り 扱 う 問題の領域 （ 以下 、 問
題領域 ） は 、 問題領域の A か ら G までの 7 つを設定する こ と がで き る 。  
 
図 1-15 研究対象と する管理分野と問題領域の設定 
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 以下に 、 設定し た 7 つの問題領域について説明する 。  
問題領域 A ： こ の領域にあ る問題は 、 食品安全問題であ る 。 食品安全は 、 すでに述べた よ う に
食品が意図し た用途に従って調理され 、 食される場合に 、 消費者に危害を も た ら
さ ない と い う 概念であ る 。 し たがって 、 こ の領域には 、 ②製造プ ロ セス品質管理
や③物流プ ロ セス品質管理には関わ り がないが 、 食さ れる までに存在する原因に
よ り 実際に消費者に危害を も た らすハザー ド があ る 。 具体的なハザー ド と し ては
発がん物質 、 キ ノ コ毒な どの有毒物 、 特定の人に危害を与え る ア レルゲンな どの
生理作用物質が挙げら れる 。  
問題領域 B ： こ の領域にあ る問題は 、 製造プ ロ セス品質問題であ る 。 すなわち 、 設計品質を狙
って製造する場合 、 ①食品安全管理や③物流プ ロ セス品質管理には関わ り がない
製造プ ロ セスに存在する原因ま たは製造プ ロ セスにおけ る不十分な管理に よ って
製品の品質を損な う 問題であ る 。 ま た 、 こ の領域にあ る問題は 、 消費者に危害を
も た らすこ と はない 。  
問題領域 C ： こ の領域にあ る問題は 、 物流プ ロ セス品質問題であ る 。 すなわち 、 製造プ ロ セス
で設計品質を狙って製造し た製品が 、 ①食品安全管理や③製造プ ロ セス品質管理
には関わ り がない物流プ ロ セスに存在する原因ま たは物流プ ロ セスにおけ る不十
分な管理によ って製品の品質を損な う 問題であ る 。 ま た 、 こ の領域にあ る問題は
消費者に危害を も た らすこ と はない 。  
問題領域 D ： こ の問題は 、 ②製造プ ロ セス品質管理 と ③物流プ ロ セス品質管理が重な る管理領
域にあ る問題であ る 。 こ の領域にあ る問題は 、 ①食品安全管理には関わ り がな く
消費者に危害を も た らすこ と はないが 、 食品製造業者の製造プ ロ セス と 物流プ ロ
セスの全体におけ る 、 ま たは 2 つのプ ロ セスにま たがる品質問題であ る 。 すなわ
ち 、 製造および物流のプ ロ セスに存在する原因ま たは不十分な管理によ って製品
の品質を損な う 。 本研究では こ の領域にあ る問題を フー ド チェーン品質問題 と 名
付け る 。  
問題領域 E ： こ の問題は 、 ①食品安全管理 と ②製造プ ロ セス品質管理が重な る管理領域にあ る
問題であ る 。 こ の領域にあ る問題は 、 ③物流プ ロ セス品質管理には関わ り がない
が 、 製造プ ロ セスに存在する原因ま たは製造プ ロ セスにおけ る不十分な管理に よ
って製品の品質を損な う こ と で 、 実際に消費者に危害を も た らす製造プ ロ セス由
来の食品安全問題であ る 。 本研究では 、 こ の領域にあ る問題を食品製造プ ロ セス
品質安全問題 と 名付け る 。  
問題領域 F ： こ の問題は 、 ①食品安全管理 と ③物流プ ロ セス品質管理が重な る管理領域にあ る
問題であ る 。 こ の領域にあ る問題は 、 ②製造プ ロ セス品質管理には関わ り がない
が 、 物流プ ロ セスに存在する原因ま たは物流プ ロ セスにおけ る不十分な管理に よ
って製品の品質を損な う こ と で 、 実際に消費者に危害を も た らす物流プ ロ セス由
来の食品安全問題であ る 。 本研究では 、 こ の領域にあ る問題を食品物流プ ロ セス
品質安全問題 と 名付け る 。  
問題領域 G ： こ の問題は 、 ①食品安全管理 、 ②製造プ ロ セス品質管理および③物流プ ロ セス品
質管理が重な る管理領域にあ る問題であ る 。 こ の領域にあ る問題は 、 ①食品安全
管理 、 ②製造プ ロ セス品質管理および③物流プ ロ セス品質管理のいずれに も関わ
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り があ り 、 食品製造業者の製造プ ロ セス と 物流プ ロ セスの全体におけ る 、 ま たは
2 つのプ ロ セスにま たがる品質安全問題であ る 。 すなわち 、 製造および物流のプ
ロ セスに存在する原因ま たは不十分な管理によ って製品の品質を損な う こ と で 、
実際に消費者に危害を も た らす 。 本研究では 、 こ の領域にあ る問題を フー ド チェ
ーン品質安全問題 と 名付け る 。  
(2) 対象 と する問題の種類 
食品安全ハザー ド と は 、 第 1 章第 1 節で述べた よ う に 、 健康への悪影響を も た らす可能性が
あ る 、 食品中の生物的 、 化学的も し く は物理的物質 、 ま たは食品の状態であ る 。 加工食品のフ
ー ド チェーンにおけ る物流においては 、 こ の食品安全ハザー ド を広義に解釈し 、 製品の外装 、
内装および個装な どの破れや汚損な どの汚破損 、 腐敗な どによ る変質 、 毛髪 ・ 昆虫な どの異物
混入の 3 つを品質安全ハザー ド の分野 と し て設定する 。 こ の場合のハザー ド を 、 特定されたハ
ザー ド に さ ら さ れた場合の健康や企業経営への悪影響 （ 例えば 、 罹病 ） の確率およびその影響
の重大さ （ 死亡 、 入院 、 就業の不可 、 企業倒産など ） の組み合わせを意味する リ ス ク と 混同し
ない こ と に留意が必要であ る 。 リ ス ク は危険の発生確率およびその危害の重大さ の組合わせで
あ る (41) 。 ま た 、 品質安全ハザー ド には 、 例えば 、 ア レルゲンが含まれる (42) が 、 物流由来の
ハザー ド ではないため 、 取 り 扱わない 。 3 つ分野の品質安全ハザー ド は 、 その発生の原因 と な
る品質安全問題が生じ る こ と に よ り 発生する 。 本研究では 、 品質安全ハザー ド と その発生の原
因 と し ての品質安全問題を分けて検討する 。  
 (3) 対象 と する問題の性質 
本研究では 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る組織 と し ての食品製造業者を研究対象 と す
る 。 表 1-5 は 、 加工食品の食品製造業者に よ る食品自主回収の件数を消費者側の立場で分析し
た も のであ る 。 表 1-5 に示すよ う に 、 食品自主回収の問題は 、 健康危害 と 法令違反 と い う 2 つ
の問題の性質の視点でみる と 、 その組み合わせか ら 4 つに分類する こ と がで き る (43) 。  
分類し た 4 つの領域の う ち 、 健康危害の恐れがな く 、 法律違反も ない領域にあ る食品自主回
収の件数の割合は 36.6% であ り 、 最も大きい 。 健康危害の恐れの有無の軸で食品自主回収の件
数の割合をみた場合 、 健康危害の恐れがあ る割合は 28.5% であ り 、 健康危害の恐れがない割合
は 71.5% であ る 。 一方 、 法令違反の有無の軸で食品自主回収の件数の割合をみた場合 、 法令違
反があ る割合は 61.2% であ り 、 法令違反がない割合は 38.8% であ る 。 これら か ら 、 食品製造業
者は 、 健康危害および法令違反 と い う 2 つの問題の性質に関係な く 、 食品自主回収問題を捉え
ている と 解釈で き る 。 し たがって 、 本研究では 、 問題の性質に よ る絞 り 込みや特定は し ない 。  
 
      表 1-5  健康危害と法令違反との関係によ る問題の性質の分類 
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1.2.7  研究対象のま とめ 
(1) 食品安全か ら フー ド チェーン品質安全への転換 
フー ド チェーンにおけ る プ ロ セスで使用される経営資源 （ 従業員 、 工場 ・ 倉庫 ・ 車両な どの
施設 ・ 設備 ） の組み合わせは多様化し ている 。 ま た 、 経営資源の外部か ら の調達ま たは外部へ
のプ ロ セスの委託の進展が著し い 。 こ れら の変化は 、 一般に 、 品質安全の偏 り を大き く する 。
こ の よ う に 、 フー ド チェーンにおけ る組織であ る食品製造業者のプ ロ セス を取 り 巻 く 環境の変
化は 、 品質安全の継続的な確保 と って重要であ る 。  
フー ド チェーンの品質安全問題は 、 それが要因で発現し た品質安全ハザー ド に よ って健康危
害を も た らすこ と がなかった場合 、 言い換えれば 、 有症被害者がゼ ロ であった場合で も 、 フー
ド チェーンにおけ る組織 と し ての食品製造業者を経営危機や廃業に追い込むこ と があ る 。 特に
食品の価値発現 と い う ロ ジ ス テ ィ ク スの本質的な役割を果たすために重要な物流機能の不全は
物流プ ロ セス品質に影響を与え 、 フー ド チェーンにおけ る組織の競争優位に と って好ま し く な
い結果を も た らす 。 言い換えれば 、 フー ド チェーンにおけ る組織に存在する食品製造業者が設
計品質を狙って製造し た実際の製造品質にあ る食品は 、 製造プ ロ セス後にあ る物流プ ロ セスの
品質に よ って顧客が期待 ・ 要求する使用品質に適合する食品 と な るかが決ま る 。 一方 、 すでに
述べた通 り 、 顧客は 、 物流プ ロ セスで時間的に変換さ れ 、 空間的に移動された結果 と し ての品
質の食品を購入する こ と にな る ため 、 食品製造業者が設計品質を狙って製造し た実際の製造品
質の食品は購入で き ない 。 し たがって 、 食品が消費者に危害を も た ら さ ない と い う 食品安全の
概念を超え る概念 と し て 、 食品安全 、 製造プ ロ セス品質および物流プ ロ セス品質の 3 つの管理
分野で構成する フー ド チェーン品質安全の概念を構築する必要があ る 。  
加工食品のフー ド チェーンにおけ る組織が認識すべき課題は 、 管理分野を消費者に危害を も
た ら さ ない と い う 最も重視するべき食品安全だけではな く 、 顧客視点および経営視点で特に重
要な物流プ ロ セス品質を含むフー ド チェーン品質安全への転換であ る と 指摘で き る 。  
(2) 本研究におけ る研究対象 
本節では 、 研究対象を明確化する ため 、 食品 、 組織 、 プ ロ セス 、 管理分野および問題の全部
で 5 つの検討の視点で研究対象を検討し た 。 検討の結果であ る研究対象は 、 表 1-6 に示す 。  
ま た 、 本研究は 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に関する研究 と 名付
け る 。  
 
             表 1-6  本研究における研究対象 
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第 3 節  研究の目的 
本研究の目的は 、 フー ド チェーンに存在する組織 と し ての食品製造業者および委託物流業者
を対象に 、 物流プ ロ セスに関わる管理責任者および現場実務者が加工食品の物流におけ る品質
安全管理を推進する場合に有益 と な る提案を行 う こ と であ る 。  
具体的には 、 以下の 3 つを目的 と する 。  
(1) 食品製造業者の物流プ ロ セス を国内 （ 倉庫 、 輸送 ） および海外 （ 倉庫 、 輸送 ） の 4 つのプ
ロ セスに大別し た上で 、 それぞれの物流プ ロ セスで発生し ている品質安全ハザー ド の発生
の実際の事情 （ 以下 、 実情 ） を アンケー ト 調査によ り 把握し 、 汚破損 、 変質および異物混
入の 3 つの分野の全部で26種類の品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係についての
定量的な分析を行 う 。 こ のデータ分析の結果 と その理由や妥当性に関わる認識を深める た
め 、 ま た 、 実情の裏付けを得る ための イ ン タ ビ ュー調査の結果を用いて 、 フー ド チェーン
品質安全におけ る管理上の重要な問題点を指摘する 。  
(2) 顧客 と の関わ り の深い工場倉庫か ら顧客までの販売物流におけ る物流プ ロ セス を詳細化し
た上で 、 こ の物流プ ロ セスの中で 、 １ つの製品 （ 加工食品 ） の流通過程に占める時間の割
合が圧倒的に大きい倉庫プ ロ セス を取 り 上げ 、 菓子製造業対象業種 と し た品質安全問題を
抽出する 。 品質安全問題は一般化し てお く と 、 その分析よ る提言は 、 よ り 広 く 活かすこ と
がで き る ため 、 イ ン タ ビ ュー調査に よ り 、 これら の問題が他の品目および業種の倉庫プ ロ
セスにおいて も適合する こ と を確認する 。 そ し て 、 一般化し た品質安全問題を分類する た
めに評価する視点を簡潔に示し た上で 、 これを用いて品質安全ハザー ド の発生の原因 と な
る問題の評価を実施し 、 定量的な分析を行 う 。 こ のデータ分析の結果 と その理由や妥当性
に関わる認識を深める ため 、 ま た 、 実情の裏付けを得る ための イ ン タ ビ ュー調査の結果を
用いて 、 フー ド チェーン品質安全問題を解決する ための有効な指針を提言する 。  
(3) 上記 (1) で実施し た品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析の結果および指摘
し たフー ド チェーン品質安全におけ る管理上の重要な問題点 と (2) で実施し た品質安全問
題の分類およびグループ化の分析の結果および提言し たフー ド チェーン品質安全問題を解
決する ための有効な指針に基づいて 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全
管理に有益な取 り 組みを提案する 。  
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第 4 節  論文の構成と流れ 
1.4.1  論文の構成 
本論文は 9 章で構成し ている 。 各章の内容は以下の通 り であ る 。  
第 1 章 ： 「 序論 」 では 、 本研究の背景 、 対象および目的を明ら かに し 、 論文の構成および流れ
を示す 。 まず 、 研究の背景では 、 食の安全におけ る食品安全の位置づけを明ら かに し
た上でフー ド チェーンにおけ る組織 と 品質安全問題を確認する 。 ま た 、 物流プ ロ セス
が食品安全問題の由来のプ ロ セスにな る こ と を例示し 、 食品安全におけ る物流の重要
性を説明する と と も にロ ジ ス テ ィ ク スの役割への期待が高い こ と を示す 。 つぎに 、 研
究対象では 、 研究対象を検討する ための視点を設定し 、 対象 と する食品 、 組織 、 プ ロ
セス 、 管理分野および問題分野を明確化する 。 最後に本研究の目的を明ら かにする 。  
第 2 章 ： 「 加工食品のフー ド チェーンの現状 と 課題 」 では 、 研究対象 と する組織であ る食品製
造業者を取 り 巻 く 事業環境および品質安全おけ る解決すべき事業課題を明ら か し 、 本
研究におけ る取 り 組み課題を設定する 。  
第 3 章 ： 「 関連先行研究のレ ビ ュー 」 では 、 関連先行研究を調査し 、 分類 ・ 整理する 。 こ の結
果か ら 、 関連先行研究に対する本研究の位置づけを明確に し た上で 、 本研究の特徴 ・
新規性および重要性 ・ 必要性を示し 、 研究の方法を明ら かにする 。  
第 4 章 ： 「 食品製造業者におけ る品質安全の実情の関する調査計画 」 では 、 加工食品のフー ド
チェーンにおけ る食品製造業者の物流プ ロ セス を対象に品質安全ハザー ド の発生の実
情を把握する ため 、 調査対象 と する加工食品 ・ 業種 、 物流プ ロ セスおよび品質安全ハ
ザー ド を設定する 。 そ し て 、 食品製造業者の物流責任者に対する アンケー ト 調査およ
びイ ン タ ビ ュー調査を計画する 。  
第 5 章 ： 「 食品製造業者におけ る品質安全の実情に関する調査結果 」 では 、 アンケー ト 調査を
実施し 、 その結果か ら物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生の実情を把握す
る 。 ま た 、 イ ン タ ビ ュー調査を実施し 、 アンケー ト 調査の結果を補完 ・ 検証し 、 その
理由や妥当性に関わる認識を深め 、 実情の裏付けを得る 。  
第 6 章 ： 「 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係 」 では 、 第 5 章で得られた物流プ ロ セ
スにおけ る品質安全ハザー ド の発生の実情か ら 、 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの
対応関係についての定量的な分析を行 う 。 イ ン タ ビ ュー調査の結果を加えて 、 フー ド
チェーン品質安全におけ る管理上の重要な問題点を指摘する 。  
第 7 章 ： 「 物流プ ロ セスにおけ る品質安全問題の分類 と グループ化 」 では 、 顧客 と の関わ り の
深い工場倉庫か ら顧客までの販売物流におけ る物流プ ロ セスの中で 、 １ つの製品 （ 加
工食品 ） の流通過程に占める時間の割合が圧倒的に大きい倉庫プ ロ セス を取 り 上げ 、
具体的な品質安全問題を抽出する 。 こ れら を分類し 、 グループ化を行 う こ と に よ り 、
フー ド チェーン品質安全問題を解決する ための有効な指針を提言する 。  
第 8 章 ： 「 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に関する提案 」 では 、 加工
食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益な取 り 組みを提案する 。  
第 9 章 ： 「 結論 」 では 、 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果および物流プ
ロ セスにおけ る品質安全問題の分類 と グループ化の分析結果か ら その有効性に言及す
る と と も に 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全問題の解決および品
質安全管理の推進に本研究の発展性および今後の研究課題に言及する 。  
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1.4.2  論文の流れ 
本論文の流れは 、 以下の通 り であ る （ 図1-16 ） 。  
 
 
 
                 図1-16  論文の流れ 
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第 2 章  加工食品のフー ド チ ェ ーンにおける現状と課題 
 
第 1 節  本章の目的 
2.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 本研究で対象 と する加工食品のフー ド チェーンの現状か ら食品製造業者を取
り 巻 く 事業環境および事業課題を明ら かに し 、 序論で研究対象 と し た加工食品のフー ド チェー
ンにおけ る物流の品質安全管理に関わる研究におけ る取 り 組み課題を設定する こ と であ る 。  
第 2 節 「 消費構造の変化 と 消費者の動向 」 では 、 フー ド チェーンの最終ス テージであ る消費
におけ る構造の変化および消費者の動向について 、 その把握の重要性を示し た上で 、 明ら かに
する 。 具体的には 、 わが国におけ る人口減少 と 高齢化の進行 、 高齢者単独世帯の急速な増加 、
消費者が重視する食品の安全性 と 品質 、 および食品需要の動向を取 り 上げる 。  
第 3 節 「 流通構造の変化 と 流通業者の動向 」 では 、 フー ド チェーンにおけ る製造 と 直接関わ
り のあ る流通のス テージにおけ る構造の変化および流通業者の動向について 、 その把握の重要
性を示し た上で 、 明ら かにする 。 具体的には 、 フー ド チェーンの特徴を述べた上で 、 主に食品
小売業者の動向を提示する 。 特に 、 大手食品小売業者が自主企画し 、 自ら が販売する プ ラ イべ
ー ト ・ ブ ラ ン ド 商品のに焦点を当て 、 食品製造業者への品質安全の要求の高ま り に言及する 。  
第 4 節 「 生産 と 消費の隔た り の拡大 」 では 、 輸入食品の増加を説明する 。 輸入食品の種類が
一次生産品 と し ての加工用原料か ら海外の安価な労働力を用いた加工食品にシ フ ト し ている こ
と に触れ 、 生産か ら消費までの時間や場所の隔た り が拡大し ている こ と を明ら かにする 。 その
上で 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る品質安全が一層重要な も のな る こ と を示唆する 。  
第 5 節 「 急増する食品の自主回収 」 では 、 食品の自主回収件数 、 食品自主回収の理由別回収
割合および品目別回収件数か ら食品自主回収の急増および高い水準での推移を明ら かにする 。
こ の理由 と し て 、 消費者の視点の激変に流通が十分対応で き ていない こ と を指摘する と と も
に 、 食品自主回収が品質安全ハザー ド の発生 と 関連があ る こ と を述べる 。  
第 6 節 「 品質安全に関する組織間のギ ャ ッ プ 」 では 、 まず 、 第 1 章第 2 節で定義 、 説明し た
品質について再度確認し た上で 、 物流プ ロ セスが設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質のギ ャ ッ プを
生み出し ている こ と を説明する 。 つぎに 、 物流機能の不全か ら生じ る品質安全問題を物流機能
別に掲げる 。 最後に 、 品質安全問題の具体的な影響は相互関連する組織に及ぶこ と を述べる 。  
第 7 節 「 食品製造業者におけ る事業課題 と し ての品質安全 」 では 、 第 2 節か ら第 5 節までに
述べる食品製造業者を取 り 巻 く 事業環境の変化を整理する 。 その上で 、 フー ド チェーンにおけ
る組織に存在する食品製造業者の経営に と って 、 顧客か ら の厳格化する品質安全の要求への適
応や品質安全管理を基盤 と する組織間関係の強化は 、 企業の目的の達成の視点か ら見て 、 取 り
組みの優先度が高 く 、 重要な事業課題であ る こ と 説明する 。  
第 8 節 「 本研究におけ る取 り 組み課題 」 では 、 第 7 節で明ら かに し た食品製造業者におけ る
解決すべき事業課題 と 本研究におけ る取 り 組みの関係を示す 。 そ し て 、 解決すべき事業課題の
構成要素 と な る取 り 組み課題を物流プ ロ セスが生み出す設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質のギ ャ
ッ プの解消に求め 、 これを取 り 組み課題 と し て設定する 。 そ し て 、 品質安全管理を推進する場
合に有益 と な る提案を行 う ために 2 つの分析 ・ 考察を行 う こ と を示す 。  
第 9 節 「 第 2 章の結論 」 では 、 第 1 節か ら第 8 節までのま と めを行い 、 第 2 章におけ る結論
を述べる 。  
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2.1.2  本章の流れ 
 本章におけ る流れを以下に示す （ 図 2-1 ） 。  
 
 
 
図 2-1  本章の流れ 
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第 2 節  消費構造の変化と消費者の動向 
2.2.1  消費構造の変化と消費者の動向の把握の重要性 
研究対象 と する組織は 、 第 1 章第 2 節で設定し た通 り 、 加工食品の食品製造業者およびその
委託物流業者であ る 。 一般に 、 食品製造業者か らみて 、 消費者は直接の商取引の相手ではな
い 。 し か し 、 消費者は 、 食品製造業者が製造し た食品を間接的に購入し 、 消費する最終の顧客
であ る 。 ま た 、 近年の食品製造業者に よ る通信販売の進展は 、 消費者によ る食品製造業者か ら
の食品の直接的な購入およびその消費を高めている 。 いずれに し て も 、 品質安全は 、 フー ド チ
ェーンの最終のス テージであ る消費および消費者に よ る食品の摂取の時点でのハザー ド の存在
に関連する 。 こ のため 、 本研究にあた り 、 主な消費構造の変化および消費者の動向を把握し て
お く こ と が重要であ る 。  
2.2.2  消費構造の主な変化 
(1) 人口減少 と 高齢化の進行 
わが国を取 り 巻 く 社会環境は 、 急速に変化し ている 。 特に 、 人口減少時代の本格的な到来 と
い う 変化は 、 わが国におけ る食の人口が長期にわたって減少が続 く と い う 意味において 、 研究
対象 と する組織であ る食品製造業者の経営に と って極めて影響が大きい 。 こ の変化の問題の本
質は 、 やがては過ぎ去る も のではない と い う と こ ろにあ る 。  
国立社会保障 ・ 人口問題研究所は 、 2010年の国勢調査の確定数が公表さ れた こ と を受けて 、
こ れを出発点 と する新たな日本の将来人口の推計 （ 2012年 1 月推計 ） を行っている (1) 。 日本
の将来推計人口 と は 、 全国の将来の出生 、 死亡 、 な らびに国際人口移動について仮定を設け 、
こ れら に基づいて 、 わが国の将来の人口規模な らびに男女 ・ 年齢構成の推移について推計を行
った も の （ 対象は外国人を含めた日本に在住する総人口 ） であ る 。 本推計では 、 2010年までの
実績値を も と に し て 、 2060年までの人口について推計し ている 。  
こ の推計に よれば 、 今後 、 わが国では人口減少が進み 、 2010年の国勢調査に よ る 1 億 2,806
万人か ら 、 2030年に 1 億 1,662 万人 と な り 、 2048年には 1 億人を割って 9,913 万人 、 2060年に
は 8,674 万人にな る も の と 推計さ れている 。 し たがって 、 2010年か ら 2060年までの約50年間で
人口は 4,132 万人 （ 当初人口の 32.3 ％ ） の減少が見込まれている 。  
ま た 、 人口高齢化が進行し 、 2060年の65歳以上人口割合は 39.9 ％にな る と 見込まれている 。
年少人口（0-14歳人口）の割合は当初の 13.1 ％か ら 9.1 ％へ と 4.0 ポ イ ン ト の減少 、 生産年齢
人口（ 15-64 歳人口）の割合は 63.8 ％か ら 50.9 ％へ と 12.9 ポ イ ン ト の減少が見込まれている 。
こ れに対し老年人口（65歳以上人口）の割合は 23.0 ％か ら一貫し て上昇し 、 2060年には 39.9 ％
へ と 16.9 ポ イ ン ト 増加が見込まれている 。年少人口は2005年（当初）の 1,684 万人から 791 万
人へと 893 万人（当初人口の 53.0％）の減少、生産年齢人口は 8,173 万人から 4,418 万人へと
3,755 万人（同 45.9％）の減少が見込まれている。これに対し、老年人口は 2,948 万人から
3,464 万人へと 516 万人（同 17.5％）の増加が見込まれている。 
 (2) 高齢者単独世帯の急速な増加 
国立社会保障 ・ 人口問題研究所に よ る日本の世帯数の将来推計 （ 2008年 3 月推計 ） に よれば
一般世帯数は 、 2005年の 4,906 万世帯か ら 2015年まで増加を続け 、 5060万世帯でピーク を迎え
る 。 その後は減少に転じ 、 2030年の一般世帯数は 4,880 万 と 、 2005年に比べ26万世帯減少する
と 見込まれている (2) 。  
 家族類型は 、 単独世帯 、 夫婦のみの世帯 、 夫婦 と 子か ら な る世帯 、 ひ と り 親 と 子か ら な る世
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帯 、 その他の一般世帯の 5 類型であ る 。 今後最も増加するのは 、 こ の う ち単独世帯であ る 。 単
独世帯は 、 2005年の 1,446 万世帯か ら増加を続け 、 一般世帯総数が減少に転じ る 2016年以降も
増加し 、 2030年には2005年よ り 378 万世帯多い 1,824 万世帯 と な り 、 一般世帯総数に占める割
合も 2005年の 29.5% か ら 2030年の 37.4% へ 7.9 ポ イ ン ト 上昇する と 見込まれている (3) 。  
 また、世帯主が65歳以上および75歳以上の家族類型別世帯数で最も増加するのは単独世帯で
2005年に 387 万であった世帯数は、2030年には 1.86倍の 717 万世帯になる見通しであり、一人
暮ら し の高齢者の動向が注目さ れる 。  
人口減少や世帯構成の変化は 、 消費ニーズを大き く 変え 、 求め られる商品やサービ スは 、 よ
り 一層多様化するのは間違いない と 考え られる 。 ま た 、 シニア人口 （ 50-64 歳 ） までは 、 他の
どの世代よ り も多 く 、 老年人口の う ち 、 65歳か ら79歳までの人口に対し 1.5 倍あ る 。 重厚なシ
ニア世代は 、 食品製造業者に と って主な顧客であ る 。 平均寿命は 、 2010年では 、 男性 79.6 歳 、
女性 86.4 歳であった も のが 、 2060年では 、 男性で 84.2 歳 ､ 女性で 90.9 際に到達する と 見込まれ
ている (4) 。 自ら製造する食品がシニア世代に好まれれば 、 シニア世代が高齢者入 り し て も引
き続き永 く 愛顧される食品 と な る可能性が高い と 考え られる 。  
2.2.3  消費者の主な動向 
(1) 消費者が重視する食品の安全性 と 品質 
食品を購入する際の店舗 と 商品の選択について 、 どの よ う な事項を重視し ているのかについ
ての調査があ る (5) 。 こ の調査では 、 回答者が利用する店舗を決定する と きに重視する こ と に
ついて 、 以下に示し た19の選択項目に対し て 「 気にする 」 「 ふつ う 」 「 気に し ない 」 の 3 択で
質問し ている 。  
①商品の安全性 、 ②商品の品質 、 ③商品の価格 、 ④お店の清潔感 、 ⑤広告や特売の宣伝 、 ⑥行
きやすさ 、 ⑦品揃えの豊富さ 、 ⑧ポ イ ン ト の割引 、 ⑨産地 ・ 栄養の情報提供 、 ⑩店員の対応 、
⑪駐車 ・ 駐輪場の使いやすさ 、 ⑫家か ら の距離 、 ⑬売場のわか り やすさ 、 ⑭クーポン券があ る
⑮均一データ があ る 、 ⑯全体的な雰囲気 、 ⑰営業時間の長さ 、 ⑱お店の広さ 、 ⑲イ オン水 
19の選択項目の う ち 、 「 気にする 」 の割合が最も大きい (80% 超 ) 項目は 、 「 ①商品の安全
性 」 であ り 、 次いで 「 ②商品の品質 」 であった 。 こ の調査結果か ら 、 消費者は 、 購入する食品
や食品を購入する店舗を決定する と き 、 「 商品の安全性 」 「 商品の品質 」 を最も重視する傾向
にあ る こ と が明ら か と なっている 。  
(2) 食品需要の動向 
農林中金総合研究所の調査研究 「 食品業界の現状 と 課題 」 に よれば 、 今後 、 ますます加工食
品への依存が高ま る背景 、 理由およびその動向 と し て 、 以下の 3 つが例示さ れている (6) 。  
① 食品業界は調理加工分野で消費者ニーズを引き出し 、 商品化する こ と で成長し て き た 。  
② 食品加工は貯蔵および保存を主目的 と する も のであったが 、 消費者の利便性のために調
理時間を短縮し 、 生鮮食品に対し 、 比較的価格を安定させ 、 家庭内での調理では難し い
味覚を提供し ている 。 例えば 、 カ ッ ト 野菜や切 り 身魚な どの生鮮分野で も加工食品は拡
大し 、 「 包丁 ・ ま な板 」 を必要 と し ないまでになっている 。  
③ 米の消費量は年々減少し ているが 、 レ ト ル ト 米飯 、 冷凍米飯 、 チル ド 米飯な どの加工米
飯は拡大し てお り 、 精米炊飯の時間を省略させている 。  
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第 3 節  流通構造の変化と流通業者の動向 
2.3.1  流通構造の変化と流通業者の動向の把握の重要性 
流通は 、 第 1 章第 2 節の図 1-8 に示し た よ う に 、 フー ド チェーンにおけ る製造のス テージお
よび消費のス テージの間にあ る 。 ま た 、 流通のス テージにおけ る組織であ る卸売業者および小
売業者等は 、 食品製造業者および消費者の間にあ る 。 研究対象 と する組織は 、 食品製造業者
（ および委託物流業者 ） であ る 。 一般に 、 食品製造業者か らみて 、 流通業者は直接の商取引の
相手であ り 、 食品製造業者が製造し た食品を直接的に購入する顧客であ る 。 食品安全は 、 フー
ド チェーンの最終ス テージにあ る消費および消費者に よ る食品の摂取の時点でのハザー ド の存
在に関連する 。 こ のため 、 本研究にあた り 、 消費までの間にあ る流通の主な構造の変化および
流通業者の動向を把握し てお く こ と が重要であ る 。  
2.3.2  流通構造の主な変化 
(1)  間接流通主体のフー ド チェーン 
フー ド チェーンの特徴は 、 生産か ら消費までの間に流通組織が多数介在する 「 間接流通 」 が
主体 と なっている こ と であ る 。 その理由は 、 主に 、 以下の 3 つであ る 。  
第 1 に 、 流通組織の よ う な専門化し た機関が進出する こ と に よ り 、 分業化の利益が図られ 、
生産者および消費者はそれぞれ特化し た活動ができ る ためであ る 。  
第 2 に 、 流通組織が持つ専門的な流通機能を発揮する こ と に よ り 、 規模の経済性 、 すなわち
平均費用の低下が得られる ためであ る 。  
第 3 に 、 流通組織の介在に よ り 、 取引相手を探す検索コ ス ト 、 取引相手 と 交渉する コ ス ト 、
取引の履行を監視する コ ス ト か ら な る取引コ ス ト を削減で き る ためであ る 。   
(2) 加工食品 と 生鮮食品の流通 
例えば 、 農家で生産された農産物は 、 自家消費さ れる部分 と 、 農家が直接消費者に販売する
部分 と 、 中間業者に販売 ( 販売委託 ) さ れる部分に分け られる 。 産地ス テージでは 、 集荷業者
や農協が中間業者の機能を果たす 。 そ し て 、 産地か ら卸売市場を経由し てあ るいは市場を経由
せずに卸売業者な どの手に よ って 、 直接小売業者に売 り 渡さ れる 。  
加工食品は 、 生鮮農水産物 と 異なって貯蔵性が高 く 、 品質規格を整え る こ と がで き る ため 、
商流 と 物流を切 り 離し た流通 ( 商物分離 ) が可能であ り 、 食品卸売業者を介し た流通が多い 。
こ の食品卸売業者を経由する加工食品は 、 常温での流通が可能であ る缶詰 、 調味料 、 油脂およ
び菓子な どの ド ラ イ加工食品に多い 。 一方 、 貯蔵性が低 く 、 鮮度が重視される加工食品は 、 食
品問屋を経由せず 、 食品製造業者か ら小売店に直接販売さ れる 。 これら の加工食品は 、 パン 、
ゆでめん 、 納豆 、 練 り 製品および肉加工品な どの日配食品 と 呼ばれる も のであ る 。 冷凍加工食
品は一定温度以下の冷凍状態で流通される必要があ る 。 食品製造業者の流通セン ターか ら コー
ル ド チェーンによ って小売店まで輸送される 。  
コール ド チェーンは 、 低温流通体系 と も言われ 、 生鮮食品を 、 冷凍 、 冷蔵 、 低温の状態で一
貫し て流通させる手段であ る 。 精肉 、 鮮魚 、 野菜な どの生鮮食品は 、 生産か ら消費までの間に
複雑な経路があ る 。 し か し 、 可能なかぎ り 鮮度を保持し た ま ま これを販売する ためには 、 低温
で流通させる必要があ る 。 一方 、 コール ド チェーン を経た生鮮食品は衛生面や栄養面で優れて
いる と の見方があ る 。 生鮮食品は 、 その特性か ら鮮度 、 価格 、 衛生の面で不安定であ る 。 こ の
ため 、 コール ド チェーンは これら の安定に貢献する手段 と し て発展 、 活用が期待さ れている 。  
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2.3.3  流通業者の主な動向 
(1) 食品小売業の現状 と 動向 
わが国の小売業の2011年の販売額は 、 132 兆 420 億円 と なっている (7) 。 小売業の販売額は
経済産業省の 「 商業統計 」 調査が始ま った1958年以降増加を続けて き た 。 し か し 、 1997年の
147 兆 7,431 億円を ピーク に減少し ている 。 ま た 、 小売の事業所数は 、 1982年の 172 万 1,000
ヶ所を ピーク に減少を続けてお り 、 123 万 8,296 ヶ所 と な っている 。 業態別の市場規模は 、 主
要業態では 、 百貨店 8.4 兆円 、 総合スーパー 8.4 兆円 、 専門スーパー 24.1 兆円 、 コ ン ビニエン
ス ス ト ア 6.9 兆円 、 ド ラ ッ グ ス ト ア 2.6 兆円であ り 、 合計する と 約50兆円であ る 。 残 り 約83兆
円の大部分が零細小売店であ り 、 全体の 60% を超えている 。 小売業におけ る最大カテゴ リ は食
品小売業であ る 。 商業統計に よ る と 、 食品小売業におけ る年間販売額は 41.5 兆円であ り 、 小売
業全体の31％を占める 。 こ のなかで注目されるのが食品スーパーの成長であ る 。 マ イナス成長
の業態が多い中で 、 年間販売額 、 事業所数 と も高い伸びを示し ている ためであ る 。  
(2) 増加する プ ラ イベー ト ・ ブ ラ ン ド 商品 
消費者 と 取引の接点を持つ小売業者の う ち 、 販売規模が最も大きい業態であ る食品スーパー
では 、 消費の縮減が進む中 、 低価格で 、 高付加価値を魅力 と するプ ラ イベー ト ・ ブ ラ ン ド 商品
（ 以下 、 PB 商品 ） を自ら企画し 、 競争戦略商品 と し て販売し ている (8) 。 PB 商品は増加の
方向にあ る 。 一般に 、 加工食品の ラ イ フサ イ ク ルは 、 概ね 、 ①開発意思決定 、 ②製品設計 、 ③
原料検査 ・ 製造 、 ④試作 、 ⑤初回生産 ・ 発売 、 ⑥ロ ッ ト 生産 、 ⑦製品の品質保証 ・ 供給の 7 つ
のス テージか ら構成さ れている 。 そ し て 、 その後必要に応じ て リ ニ ューアル さ れる 。 こ の う ち
①か ら⑤までについては開発商品の検査が行われる 、 商品の発売後は 、 定期検査が行われる 。
こ れら の ラ イ フサ イ ク ルのス テージご と に 、 さ ま ざ ま な品質安全の確保の取 り 組みが求め られ
る 。 し か し 、 一部を除 く 食品スーパーにおいては 、 その知識 ・ 技術 ・ 方法論が乏し いのが現状
であ る 。 ま た 、 食品スーパーが価格優位性の確保な どの理由か ら商社を介し て海外調達する場
合に受け取る品質保証書は 、 実際に消費者に危害が生じ た後では役に立たない も の と な る 。  
(3) 厳格化する品質安全への要求 
従来 、 食品スーパーは 、 販売するナシ ョ ナル ・ ブ ラ ン ド 商品に事件 ・ 事故が起き た場合 、 食
品製造業者に責任を転嫁し て き た経緯があ る (9) 。 し か し 、 小売業者のブ ラ ン ド 名で販売さ れ
る PB 商品については 、 その商品の品質管理や安全管理が不十分であ る場合 、 食品スーパーに
おけ る経営 リ ス ク が高ま る こ と にな る 。 こ のため 、 食品スーパーが PB 商品の生産や物流に起
用し た委託先であ る食品製造業者および物流業者に対する品質や安全に関する要求は自ず と 高
く な り 、 その基準は厳格化する 。  
(4) 食品製造業者 と の取引関係の転換 
PB 商品の品質安全管理の基準を策定し 、 自社のブ ラ ン ド 商品 と し て備え るべき品質や安全
の考え方や方針な どついて 、 体系的に整備する必要があ る 。 し か し なが ら 、 理屈は簡単であっ
て も 、 実行は容易ではない 。 多 く の食品スーパーは 、 食品製造業者を超え る分析技術や研究部
門を保有し ていない 。 食品スーパーに と って 、 解決の有力な方策には 、 分析技術力や品質安全
管理力に優れる食品製造業者 と の戦略的な提携があ る 。 食品小売業は 、 食品製造業 と の関係
を 、 これまでの 「 何をい く ら で取引するのか 」 と いった取引関係か ら 、 存続をかけた食品の品
質安全マネジ メ ン ト を基盤 と する相互協力関係に戦略を転換する必要が高ま っている 。  
 
 
 
32 
第 4 節  生産と消費の隔た りの拡大 
2.4.1  生産と消費を結ぶ流通活動 
流通 と は 、 生産か ら消費に至る物品の流れ と 、 それに関わる一連の諸活動であ る ( 図 2-2) 。
すでに第 1 章第 1 節で も触れているが 、 生産者によ り 作られた物品が ， 消費者の手元に渡る ま
でには 、 ①生産時点 と 消費時点がずれている と い う 時間の隔た り 、 ②生産地 と 消費地が離れて
いる と い う 場所の隔た り があ る 。 ま た 、 ③生産する人 と 消費する人が違 う と い う 人の隔た り 、
④生産者の供給 と 消費者の需要に関する情報の隔た り を加えた 4 つの隔た り があ る 。 こ れら の
全部で 4 つの隔た り を結び 、 生産か ら消費へ向けて物品が流れる  (10) 。  
 
 
 
図 2-2  生産と消費を結ぶ流通活動 
 
2.4.2  食品流通における物流部門 ・ 物流業者の役割の増大 
4 つの隔た り の う ち 、 こ の生産時点 と 消費時点がずれている と い う 時間の隔た り と 生産地 と
消費地が離れている と い う 場所の隔た り を取 り 結ぶのが物流活動であ る 。 こ の物流活動を担う
のが食品製造業者および食品流通業者の物流部門であ り 、 物流業者である。物流業者には、生
産者と消費者の間にある物の流れのなかで主に保管を担う倉庫業者と主に輸送を担う輸送業者
がある。輸送業者は自動車・鉄道・船舶・航空などを使って、またはこれらを使ったサービス
を利用して物の流れを担う。 
 公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会が2012年 1 月から 2 月に実施した2020年に向
けてのロジスティクス総合調査によれば、物流活動の起点になる需給管理について、物流部門
が主に担当しているとの回答は26%に留まり、営業・販売部門 (22%) や生産管理部門（31％）
も多く担当している状況であると報告されている。また、物流部門の担当領域の拡大について
は80%の企業が必要であると回答したと報告されている (11) 。このように、物流活動における
企業の物流部門および物流業者が担う領域の割合は、まだ低いとの現状認識にある。 
一方で 、 食品の流通において取 り 扱われる食品は 、 一般に 、 経時劣化 、 すなわち 、 時間の経
過 と と も に刻々 と その品質が劣化する特徴があ る 。 こ の中には 、 微生物によ る腐敗 、 酸化およ
び吸湿な どによ り 食品の風味や食感は悪 く な り 、 栄養が失われる場合も あ る 。 こ のため 、 食品
製造業者 、 食品流通業者の物流部門および物流業者が担 う 役割への期待が大きい 。 2012年 5 月
に報告さ れた物流共同化実態調査研究 (12) に よれば 、 こ の中で物流共同化の事例 と し て取 り 上
げている18事例の う ち13事例が食品物流に関わる事例であ り 、 その期待の高さ を裏付け る 。  
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2.4.3  加工食品における フー ド チ ェ ーンの拡大 
わが国の2010年度におけ る総合食料自給率は 、 カ ロ リ ーベースで 39% 、 生産額ベースで 69%
であ る (13) 。 図 2-3 は 、 農林水産省が発表し ている主要先進国の総合食料自給率 （ カ ロ リ ーベ
ース ） を示し た も のであ る 。 こ れによ る と 、 わが国の総合食料自給率 （ カ ロ リ ―ベース ） は主
要先進国の中で最も低 く 、 食料を海外か ら の輸入に依存し ている こ と がわか る 。 こ のため 、 厚
生労働省は 、 輸入食品の安全確保を国民の食の安全を確保する ための重要な政策課題 と し て取
り 組んでいる 。  
 
 
図 2-3  主要先進国の総合食料自給率 （ カ ロ リ ーベース ： 2007年度 ）  
 
2.4.4  輸入加工食品の増加 
厚生労働省の政策レポー ト 「 輸入食品の安全確保について （ 2008年 9 月発表 ） 」 に よ る と 、
食品の輸入届出件数や輸入重量は 、 年々 、 増加傾向にあ る (14) 。 こ の中で 、 特に 、 輸入届出件
数の伸び率が高い 。 ま た 、 1 件あた り の輸入重量の減少 と 輸入頻度の増加が見られる 。 厚生労
働省は 、 こ の背景 と し て 、 従来の 「 製造原料 （ 一次生産品 ） の輸入 」 か ら 「 海外の安価な労働
力を用いて製造された加工食品の輸入 」 へのシ フ ト を挙げている (15) 。  
輸入加工食品のフー ド チェーンに関連する組織は 、 一般に 、 範囲も広 く 、 コ ミ ュ ニケーシ ョ
ン も複雑にな る 。 こ のよ う な フー ド チェーンにおけ る生産か ら消費までの空間的な隔た り や時
間的な隔た り の拡大は 、 食品安全への取 り 組みを よ り 一層重要な も のに し ている 。  
加工食品の輸入には 、 海外製造業者が製造し た加工食品を仕入品 と し て輸入する場合 、 国内
製造業者が自ら保有する海外製造拠点で製造し た加工食品を輸入する場合 、 海外の食品製造業
者へ製造を委託し た加工食品を輸入する場合な どがあ る 。 輸入加工食品におけ る フー ド チェー
ンは 、 輸出国におけ る原材料調達 、 製造 、 倉庫および輸送等のス テージ と 、 輸入国におけ る倉
庫 、 輸送 、 生産および販売等のス テージの 2 つに大別で き るが 、 その範囲は広 く 、 関係者も多
い 。 こ の よ う に 、 生産か ら消費ま での時間や場所の隔た り の拡大は 、 国内加工の食品に比べて
大き く 、 フー ド チェーン全体での適切な品質安全の管理は 、 よ り 一層重要な も のにな る 。  
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第 5 節  急増する食品の自主回収 
2.5.1  食品自主回収件数の推移 
農林水産省の外郭団体であ る独立行政法人農林水産消費安全技術セン ターの発表に よ る と 、
2011年度におけ る食品の自主回収件数 934 件 (16) で 、 2002年度 （ 45件 ） と 比べて20倍以上 と な
ってお り 、 特に 、 2007年以降は 、 高い水準で推移し ている （ 図 2-4 ） 。  
食品自主回収の急増および高い水準での推移の理由について川島 (2008) は 、 わが国の加工食
品製造業の品質安全管理の能力が急に低下し た り 、 粗悪な海外製品が市場で急増し た り し たわ
けではな く 、 消費者の視点が激変し たのであ り 、 こ の消費者の視点の変化に流通が対応で き て
いない と 考え るべきであ る と 指摘し ている (17) 。  
 
             図 2-4  食品自主回収件数の推移 
 
2.5.2  食品自主回収における理由別回収割合 
 図 2-5 は 、 図 2-4 におけ る 2011年の食品自主回収 943 件について 、 理由別の割合を示し た も
のであ る 。 理由別では表示不適切が 40.5% で最も割合が大きい 。 次いで規格基準不適合が
28.6% 、 品質不良が 7.7% 、 異物混入が 4.8% 、 容器 ・ 包装不良が 2.1% と なっている (18) 。  
研究対象 と する問題の種類は 、 第 1 章第 2 節で設定し た よ う に品質安全ハザー ド の 3 分野 と
し ての汚破損 、 変質および異物混入であ る 。 これら 3 つの分野に関連する規格基準不適合品質
不良 、 異物混入および容器 ・ 包装不良を理由 と する回収割合の合計は 43.2% であ り 、 食品自主
回収は 、 品質安全ハザー ド の 3 分野 と し ての汚破損 、 変質および異物混入 と 関連があ る 。  
 
 
図 2-5  食品自主回収における理由別回収割合 （ 2011年 ）  
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2.5.3  食品自主回収における品目別回収件数 
図 2-6 は 、 図 2-4 におけ る 2011年の食品自主回収 943 件について 、 品目別の回収件数を示し
た も のであ る 。 品目別では菓子類が 215 件で最も件数が多い 。 畜産物 、 農産物および水産物を
除 く 加工食品では 、 次いで調理食品が 140 件 、 加工魚介類が 137 件 、 野菜加工品が53件 、 食肉
製品が47件 と なっている 。 菓子類におけ る自主回収は他の業種 と 比べて極端に多い と 言え る 。  
 
図 2-6  食品自主回収における品目別回収件数 (2011 年 )  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
36 
第 6 節  品質安全に関する組織間のギャ ッ プ 
2.6.1  設計品質 ・ 製造品質と使用品質 
第 1 章第 2 節ですでに述べたが 、 「 品質 」 と は 、 品物ま たはサービ スが 、 使用目的を満た し
ているかど う かを決定する ための評価の対象 と な る固有の性質 ・ 性能の全体であ る (19) 。  
品質は 、 「 設計品質 」 、 「 製造品質 」 および 「 使用品質 」 に大別する こ と がで き る 。 以下は
本研究を進める上で認識し てお く べき重要な事項であ る ため 、 再度 、 示す 。  
① 設計品質 と は 、 設計図 、 製品仕様書な どに定め られた通 り に作られた製造の目標 と し て狙
った品質であ り 、 ねら いの品質 と も い う 。 設計品質の良し悪し は 、 ねら い と し た製品仕様
が顧客の要求に合致し ている程度で定め られる 。  
② 製造品質 と は 、 設計品質を実際に製品 と し て製造する際の品質であ り 、 できばえの品質 、
あ るいは 、 適合の品質 と も い う 。 製造品質の良し悪し は 、 設計品質で指定さ れた品質特性
値に合致し ている程度で定め られる 。 製造不良 、 品質特性値のバラ ツ キのかな り の部分は
製造品質の問題であ る 。  
③ 上記①および②に対し て 、 使用者が要求する品質 、 ま たは品質に対する使用者の要求度合
が使用品質であ る 。 供給者が設計品質 ・ 製造品質を企画し 、 これを実際に製造する と きは
需要者の使用品質を十分に考察する必要があ る 。  
2.6.2  物流プロセスが生み出す設計品質 ・ 製造品質と使用品質のギャ ッ プ  
品質管理は 、 顧客 ・ 社会のニーズを満たす 、 製品の品質を効果的かつ効率的に達成する活動
であ る (20) 。 ま た 、 品質管理の目的は 、 すでに第 1 章第 2 節で述べ 、 図1-14 に も示し た よ う に
明示さ れたま たは暗黙のニーズを満たすこ と であ る 。 明示さ れたま たは暗黙のニーズに対応す
る ためには 、 製品の使用者 、 見込み顧客 、 ターゲ ッ ト 市場 、 社会への考慮が必要であ る (21) 。  
製品品質が設計品質への合致の程度であ り 、 顧客の要求であ る使用品質が設計品質への合致
の程度であ る こ と をみれば 、 使用品質は 、 設計時に明確に合致し ている こ と が不可欠であ る 。
し か し 、 い く ら供給者側にあ る製造プ ロ セスで使用品質に近づけた と し て も 、 その後工程にあ
る物流プ ロ セスにおいて需要者側の許容する使用品質を損な う 、 言い換えれば 、 使用者 、 見込
み顧客 、 ターゲ ッ ト 市場 、 社会を考慮し て も 、 明示さ れたま たは暗黙のニーズを満たすこ と が
で き な く な る可能性があ る 。 し たがって 、 物流プ ロ セスは 、 設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質の
ギ ャ ッ プを生み出すプ ロ セスにな る可能性があ る と 言え る （ 図 2-7 ） 。  
 
 
図 2-7  物流プロセスが生み出す設計品質 ・ 製造品質と使用品質のギャ ッ プ 
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2.6.3  物流機能の不全から生じ る品質安全問題 
物流プ ロ セスが生み出す設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質のギ ャ ッ プは 、 ロ ジ ス テ ィ ク スの本
質的役割を果たすための機能であ る物流およびその機能が発揮さ れる物流プ ロ セスの品質管理
に不良やバラ ツ キがあ る こ と か ら発生する 。 物流の機能は 、 第 1 章で説明し た よ う に 、 ①包装
②輸送 、 ③保管 、 ④荷役 、 ⑤流通加工および⑥情報の 6 つの機能であ り 、 物流プ ロ セスが生み
出す設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質のギ ャ ッ プは 、 そのいずれかの機能ま たは複数の機能にお
け る不全が原因 と な る と 考え られる 。  
包装機能の う ち 、 工業包装は 、 元来 、 食品の品質維持のための機能であ る 。 輸送 ・ 保管包装
と も言われている こ と か ら 、 こ の機能に不全は 、 物流プ ロ セスにおけ る品質安全問題を惹き起
し 、 あ ら ゆ る ス テージで 、 品質安全ハザー ド が発現する 。  
食品の空間的な移動に関する機能であ る輸送は 、 二つの地点の空間的な隔た り を克服する こ
と で 、 食品の価値を高める機能であ る 。 こ の機能の不全は 、 空間的な移動を阻害する 。  
食品の時間的な移動に関する機能であ る保管は 、 時間的な隔た り を克服する こ と で 、 食品の
価値を高める機能であ る 。 こ の機能の不全は 、 品薄の時期におけ る販売や需要が一定し ない食
品の需要期への備えができ な く な る問題を招 く 。  
輸送機関 と 倉庫の間で行われる 「 積み込み ・ 荷降ろ し 」 のための機能であ る荷役は 、 具体的
には ト ラ ッ ク ター ミ ナルや倉庫な どの物流施設か ら 、 ト ラ ッ クや貨物船などの輸送機関に 、 商
品や物資を運び込むための機能であ る 。 こ の機能の不全は 、 物流の主要機能であ る輸送 と 保管
の双方に品質安全問題を生じ させる こ と と な る 。  
食品の付加価値を高める ための機能であ る流通加工は 、 食品の簡単な加工な どのための機能
であ る 。 こ の機能の不全は 、 食品の使用品質を著し く 損な う 問題を発生させる可能性があ る 。  
情報機能は 、 以上に説明し た①包装 、 ②輸送 、 ③保管 、 ④荷役 、 ⑤流通加工までの 5 つの物
流機能を効率的に発揮する ための機能であ る 。 情報機能で取 り 扱われる物流情報は 、 数量管理
情報 、 品質管理情報および作業管理情報の 3 つに大別で き る こ と を第 1 章第 2 節で述べた 。 こ
れら の情報には 、 食品の鮮度管理や追跡管理に用い られる情報も あ る 。 情報機能の不全は 、 品
質管理対象であ る物流プ ロ セスの維持 ・ 向上に大き な影響を与え る こ と と な る 。 ま た 、 その結
果 と し ての食品の安全に影響する 。  
物流機能は 、 フー ド チェーンにおけ る組織間にあ る場所や時の隔た り を埋める機能であ る 。
し たがって 、 こ の機能が不全に陥った場合は 、 ①社会的信用の失墜 、 ②収益機会の喪失 、 ③時
間 と 費用の損失な どに関わる具体的な損害 と なって顕れる 。 これら の影響は 、 単に 、 当事者だ
けではな く 、 生産か ら消費までのフー ド チェーンにおけ る相互に関連のあ る組織に及ぶ 。  
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第 7 節  食品製造業者における事業課題と し ての品質安全 
食品製造業者を取 り 巻 く 事業環境は 、 社会環境の変化に伴って変化し ている 。 その変化は 、
すでに第 2 節か ら第 5 節に述べて き たが 、 これら を列挙する と 、 次の①か ら⑧ま で と な る 。  
① 人口減少 と 高齢化の進行 、 高齢者単独世帯の急速な増加 
② 消費者の食品 ・ 店舗選択におけ る安全性 と 品質の重視 
③ 食品の選択権の流通 ・ 消費へのシ フ ト  
④ 食品小売業におけ る競争激化 
⑤ プ ラ イベー ト ・ ブ ラ ン ド 商品の増加 
⑥ 輸入加工食品の増加 
⑦ 生産 と 消費の隔た り の拡大 
⑧ 急増する食品自主回収 
本研究におけ る研究対象であ る食品製造業者を取 り 巻 く 事業環境の変化 と こ れら に伴 う 事業
課題は 、 図 2-8 の よ う に整理する こ と がで き る 。 加工食品のフー ド チェーンにおけ る組織に存
在する食品製造業者に と って 、 品質安全に関係するつぎの 2 つの解決すべき事業課題は 、 取 り
組みの優先度が高 く 、 重要な事業課題であ る と 考え られる 。  
① 厳格化する品質安全の要求への適応 
② 品質安全を基盤 と する組織間関係の強化 
 
 
 
図 2-8  食品製造業者における事業課題と し ての品質安全 
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第 8 節  本研究における取り組み課題 
図 2-9 は 、 図 2-8 に示し た食品製造業者が解決すべき事業課題 と 本研究におけ る取 り 組み課
題の関係を示し ている 。 企業 （ 食品製造業者 ） の目的は 、 自ら のビジ ョ ンの実現を目指し て 、
事業を継続する ために利益を あげ 、 顧客を満足させ 、 社会的責任を履行する こ と であ る (22)  
品質安全管理の高度化は 、 企業の目的の達成のために解決すべき重要な事業課題であ る 。  
本研究では 、 解決すべき事業課題の構成要素の １ つを第 6 節で述べた 「 物流プ ロ セスが生み
出す設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質のギ ャ ッ プの解消 」 であ る と し 、 これを食品製造業者にお
け る取 り 組み課題 と し て設定する 。 こ の取 り 組み課題を解決する ため 、 本研究では 、 物流プ ロ
セスにおけ る品質安全管理を推進する場合に有益 と な る提案に取 り 組む 。 品質安全管理を推進
する場合の有効な提案を行 う ため 、 次の 2 つの調査 ・ 分析 ・ 考察を行 う 。  
① 品質安全ハザー ド の発生 と 物流プ ロ セスの対応関係を分析 、 考察し 、 品質安全管理上の
重要な問題点を指摘する   
② 品質安全問題の分類 、 分析 、 考察を行 う こ と で 、 品質安全に関わる問題解決の推進を行
う ための有効な指針を提言する   
 
 
 
図2-9 本研究における取り組み課題 
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第 9 節  第 2 章の結論 
 第 2 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1) 食品安全は 、 フー ド チェーンの最終ス テージに存在する消費者に よ る食品の摂取の時点で
のハザー ド の存在に関連する 。 こ のため 、 消費構造の変化および消費者の動向 、 消費まで
の間にあ る流通の構造の変化および流通業者の動向を把握し てお く こ と が重要であ る 。  
(2) 人口減少 、 高齢化の進行および高齢者単独世帯の急速な増加は 、 わが国におけ る食の人口
が長期にわたって減少が続 く と い う 意味において 、 食品製造業者の経営に と って極めて影
響が大きい 。 ま た 、 消費者は 、 購入する食品や食品を購入する店舗を決定する と き 、 商品
の安全性および商品の品質を最も重視する傾向にあ る こ と が明ら か と なっている 。  
(3) わが国におけ る消費の縮減が進む中 、 小売業の最大カテゴ リ であ る食品小売業の う ち 、 販
売規模が最も大きい業態であ る食品スーパーは 、 低価格で高付加価値を魅力 と する プ ラ イ
ベー ト ・ ブ ラ ン ド 商品の販売に注力し ている 。 こ のため 、 委託製造業者な どへの品質安全
の要求基準が厳格化し ている 。  
(4) 生産か ら消費までの時間や場所の隔た り は拡大し ている 。 増加する輸入加工食品におけ る
フー ド チェーンに関連する組織は 、 一般に 、 範囲も広 く 、 コ ミ ュ ニケーシ ョ ン も複雑であ
る 。 こ の よ う な フー ド チェーンにおけ る生産か ら消費ま での時間的 、 空間的な隔た り の拡
大に よ り 、 フー ド チェーン全体での適切な品質安全の管理はよ り 一層重要な も のな る 。  
(5) 食品製造業者に よ る 2011年の食品自主回収件数は 、 2002年 と 比べて20倍以上であ り 、 2007
年以降 、 高い水準で推移し ている 。 こ の理由は 、 食品安全におけ る消費者の視点の変化に
対応で き ていないためであ る と の指摘があ る 。 食品自主回収におけ る理由別の回収割合は
表示不適切が大きいが 、 規格基準不適合 、 品質不良 、 異物混入および容器 ・ 包装不良を理
由 と する回収割合を合わせる と 表示不適切の割合を上回る 。 食品自主回収は 、 品質安全ハ
ザー ド であ る汚破損 、 変質および異物混入の発生 と 関連があ る 。  
(6) 企業の目的は 、 ビジ ョ ンの実現を目指し て 、 事業を継続する ために利益を あげ 、 顧客を満
足させ 、 社会的責任を履行する こ と であ る 。 加工食品のフー ド チェーンに存在する組織で
あ る食品製造業者に と って 、 顧客か ら の厳格化する品質安全の要求への適応や品質安全管
理を基盤 と する組織間関係の強化は 、 取 り 組みの優先度が高 く 重要な事業課題であ る 。  
(7) 製品品質は設計品質への合致の程度であ り 、 顧客の要求であ る使用品質が設計品質への合 
致の程度であ る 。 使用品質は 、 設計時に明確に合致し ている こ と が不可欠であ るが 、 製造
プ ロ セスにおけ る設計品質 ・ 製造品質を使用品質に近づけた と し て も 、 製造プ ロ セスの後
にあ る物流プ ロ セスで使用品質を損な う 可能性があ る 。 設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質の
ギ ャ ッ プに関わる品質安全問題は物流プ ロ セスが生み出し ている と も考え られる 。  
 (8) 物流プ ロ セスが生み出す設計品質 ・ 製造品質 と 使用品質のギ ャ ッ プは 、 ロ ジ ス テ ィ ク スの
本質的役割を果たすための機能であ る物流およびその機能が発揮される物流プ ロ セスの品
質管理に不良やバラ ツ キがあ る こ と か ら発生する 。 供給者 と 需要者 と の間にあ る時間や場
所の隔た り を埋める機能 と し て物流が不能 ・ 不全に陥った場合は 、 社会的信用の失墜 、 収
益機会の喪失および時間 と 費用の損失の よ う な具体的損害が発現する 。  
(9) 食品製造業におけ る事業利益および事業継続に と って 、 品質安全は解決すべき重要な事業
課題であ る 。 物流プ ロ セスが生み出す使用品質 と 設計 ・ 製造品質 と のギ ャ ッ プの解消は 、
食品製造業者におけ る事業課題の解決に役立ち 、 企業の目的の達成に貢献する 。  
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第 3 章  関連先行研究のレ ビ ュー 
  
第 1 節  本章の目的 
3.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 これまで行われて き たフー ド チェーンにおけ る品質安全管理に関連する先行 
研究について調査し 、 レ ビ ューする こ と で 、 先行研究に対する本研究の位置づけを明確にする
と と も に 、 本研究の特徴および方法を明ら かにする こ と であ る 。  
第 2 節 「 関連先行研究の調査におけ る視点の検討 」 では 、 本研究で研究対象 と する問題およ
び管理分野に関連する先行研究を調査する視点を検討し 、 設定する 。  
第 3 節 「 関連先行研究が取 り 上げた問題の領域の設定 」 では 、 第 1 章第 2 節で設定し た研究
対象 と する管理分野 と 問題領域を再度掲げる 。 そ し て 、 関連先行研究が取 り 上げた問題につい
て分類 ・ 整理する ための枠組みを設定する 。  
第 4 節 「 関連先行研究の調査 」 では 、 本研究に関連する国内外の先行研究について 、 第 2 節
で検討 ・ 設定し た視点に基づいて調査し 、 その結果を列挙する 。  
第 5 節 「 調査し た関連先行研究のレ ビ ュー 」 では 、 本研究が対象 と する問題分野であ る①食
品安全 、 ②製造プ ロ セス品質および③物流プ ロ セス品質の 3 つの問題分野に関連する先行研究
であ る こ と を確認する 。  
第 6 節 「 関連先行研究の分類 ・ 整理 」 では 、 第 5 節で確認し た関連先行研究について 、 第 3
節で設定し た枠組みを用いて分類 ・ 整理する 。 そ し て 、 食品安全管理 、 プ ロ セス品質管理の視
点か ら各関連先行研究の特徴を明ら かにする 。  
第 7 節 「 関連先行研究に対する本研究の位置づけ 」 では 、 食品 、 プ ロ セスおよび品質安全ハ
ザー ド の 3 つの研究対象の視点か ら関連先行研究に対する本研究の相対的な位置づけを明ら か
にする 。  
第 8 節 「 本研究の特徴 」 では 、 関連先行研究のレ ビ ューを ま と める と と も に 、 研究の特徴を
述べる 。  
第 9 節 「 本研究の方法 」 では 、 本研究の方法について説明する 。  
第10節 「 第 3 章の結論 」 では 、 第 1 節か ら第 9 節までのま と めを行い 、 第 3 章におけ る結論
を述べる 。  
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3.1.2  本章の流れ 
 本章の流れを以下に示す （ 図 3-1 ） 。  
 
 
 
図 3-1  本章の流れ 
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第 2 節  関連先行研究の調査における視点の検討 
3.2.1  食品安全の視点 
本研究で研究対象 と する問題および管理分野の う ち 、 「 食品安全問題 」 およびその管理に関
連する先行研究を調査する視点を検討し 、 設定する 。  
すでに述べた通 り 、 安全 と は 、 潜在する危険性が極力抑え られて 、 危機的な状態が発生しに
く い状況であ り 、 食品安全 と は 、 食品が意図し た用途に従って調理され 、 ま たは食される場合
に消費者に危害を も た ら さ ない と い う 概念であ る 。 ま た 、 管理 と は 、 確立し た基準の遵守を確
保し 、 維持する ために必要なすべての作業を行い 、 正し い手順に従って 、 その中で基準が満た
さ れている状態をい う 。 し たがって 、 食品の安全管理 と は 、 フー ド チェーンにおけ る組織 と し
て 、 関係者の合意の も と 、 食品が消費者に危害を も た ら さ ない こ と 、 ま たは食品に潜在する危
険性が極力抑え られて危機的な状態が発生し に く い状況を維持する こ と 目的 と し 、 確立し た安
全基準の遵守および維持に必要な一連の活動プ ロ セスおよび状態 と い う こ と がで き る 。 こ の定
義を視点 と し て食品安全管理に関連のあ る先行研究を調査する 。  
3.2.2  製造プロセス品質の視点 
本研究で研究対象 と する問題および管理分野の う ち 、 「 製造プ ロ セス品質問題 」 およびその
管理に関連する先行研究を調査する視点を検討し 、 設定する 。  
製造 と は 、 原材料に手を加えて製品にする こ と であ り 、 顧客の要求に適合する ため 、 品物の
価値を効率的かつ経済的だけではな く 、 安全かつ確実に 、 要求さ れる品質 ・ 状態に加工する機
能であ る 。 し たがって 、 製造プ ロ セス と は 、 各製造機能に よ り 、 イ ンプ ッ ト であ る原料 （ 包装
資材を含む ） を ア ウ ト プ ッ ト であ る製品に変換する一連の活動であ る 。 ま た 、 製造品質 と は 、
品物が使用目的を満た し ているかど う かを決定する ための評価の対象 と な る固有の性質 ・ 性能
の全体であ り 、 品質管理 と は 、 買手の要求に合った品質の品物ま たはサービ ス を経済的に作 り
出すための活動および手法であ る 。 し たがって 、 食品の製造プ ロ セスの品質管理 と は 、 フー ド
チェーンにあ る顧客の要求への適合を目的に 、 食品の効率的 、 経済的 、 安全かつ確実に製品を
作 り 出すための一連の活動および手法であ る と い う こ と がで き る 。 こ の定義を視点 と し て製造
プ ロ セス品質管理に関連する先行研究を調査する 。  
3.2.3  物流プロセス品質の視点 
本研究で研究対象 と する問題および管理分野の う ち 、 「 物流プ ロ セス品質問題 」 およびその
管理に関連する先行研究を調査する視点を検討し 、 設定する 。  
物流 と は 、 供給者か ら需要者へ 、 時間的 、 空間的に移送する過程の活動であ り 、 物流プ ロ セ
ス と は 、 顧客の要求に適合する ため 、 品物の価値を生産点か ら消費点に至る まで効率的かつ経
済的だけではな く 、 安全かつ確実に 、 要求される品質 ・ 状態で移動する機能に よ り 、 生産 と 消
費にあ る時間的 、 空間的隔た り を克服する一連の活動であ る 。 ま た 、 物流プ ロ セス品質 と は 、
品物が使用目的を満た し ているかど う かを決定する ための評価の対象 と な る固有の性質 ・ 性能
の全体であ り 、 品質管理 と は 、 買手の要求に合った品質の品物ま たはサービ ス を経済的に作 り
出すための手法であ る 。 し たがって 、 食品の物流プ ロ セスの品質管理 と は 、 フー ド チェーンに
あ る顧客の要求への適合を目的に 、 食品の効率的 、 経済的 、 安全かつ確実に製品を移動する た
めの活動および手法であ る と い う こ と がで き る 。 こ の定義を視点 と し て物流プ ロ セス品質管理
に関連する先行研究を調査する 。  
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第 3 節  関連先行研究が取り上げた問題領域の設定 
関連先行研究が取 り 上げた問題は 、 第 1 章第 2 節で検討し 、 設定し た 3 つの管理分野 、 即ち
①食品安全管理 、 ②製造プ ロ セス品質管理および③物流プ ロ セス品質管理を構造化し た問題領
域 A か ら問題領域 G までの 7 つの領域 （ 図 3-2 ） を用いて分類で き る と 考え られる 。 例えば 、
関連先行研究が取 り 上げた問題が 、 ①食品安全管理および②物流プ ロ セス品質管理の双方に関
わ り があ る場合 、 その問題は領域 F ま たは領域 G の領域のど ち ら かに分類さ れる 。 領域 F ま た
は領域 G のどち ら の領域に分類する かは 、 製造プ ロ セス品質管理 と の関わ り の有無で決ま る 。  
 以下に 、 7 つの問題領域の要約を示す 。  
① 問題領域 A にあ る問題は 、 食品安全問題であ る 。  
② 問題領域 B にあ る問題は 、 製造プ ロ セス品質問題であ る 。  
③ 問題領域 C にあ る問題は 、 物流プ ロ セス品質問題であ る 。  
④ 問題領域 D にあ る問題は 、 ②製造プ ロ セス品質管理 と ③物流プ ロ セス品質管理が重な る管
理領域にあ る フー ド チェーン品質問題であ る 。  
⑤ 問題領域 E にあ る問題は 、 ①食品安全管理 と ②製造プ ロ セス品質管理が重な る管理領域に
あ る食品製造プ ロ セス品質安全問題であ る 。  
⑥ 問題領域 F にあ る問題は 、 ①食品安全管理 と ③物流プ ロ セス品質管理が重な る管理領域に
あ る食品物流プ ロ セス品質安全問題であ る 。  
⑦ 問題領域 G にあ る問題は 、 ①食品安全管理 、 ②製造プ ロ セス品質管理および③物流プ ロ セ
ス品質管理が重な る管理領域にあ る フー ド チェーン品質安全問題であ る 。  
本研究では 、 前述し た 3 つの視点で関連する先行研究の調査し 、 その結果か ら 、 当該関連先
行研究が 7 つの問題領域の う ちのどの問題領域を取 り 扱った研究であ るかを検討 ・ 判断する 。  
 
 
 
図3-2 関連先行研究が取り上げた問題領域の設定 
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第 4 節  関連先行研究の調査 
本研究に関連する国内外の先行研究について 、 第 2 節で検討 、 設定し た食品安全 、 製造プ ロ
セス品質および物流プ ロ セス品質の視点で調査し た 。 その結果 、 53の先行研究が本研究に関連
があ る と 考え られた 。 これら の関連先行研究を以下に列挙する 。  
 
(1) 即席乾燥米飯の劣化臭 （ 宮西 ・ 鈴木 (1991) ）  
(2) 食用油脂の酸化 と その防止法 （ 岩本 (2007) ）  
(3) 医薬 ・ 食品工場におけ る有害物質混入 リ ス ク の診断 （ 林ら (2009) ）  
(4) 横浜市におけ る食品中異物混入事例 （ 2002年度～2008年度 ） - 昆虫類を中心に （ 伊藤ら
(2010) ）  
(5) 食品の虫類混入事例 （ 東京都 ） （ 吉川 (2002) ）  
(6) 食品等への異物混入の現状－平成14年の検査結果の分析－ （ 宮澤ら (2003) ）  
(7) 食品への異物混入 （ 田口 (2010) ）  
(8) 食品由来の健康に対する リ ス ク管理－食品安全確保の社会シ ス テム （ 新山 (2003) ）  
(9) 食品の信頼性 ； 食品の安全 と 信頼 （ 永田 (2008) ）  
(10) 食の安全性情報 と 消費者行動に関する基礎的研究 （ 栗原ら (2006) ）  
(11) 食品安全 ・ 安心確保のための考え方 と 課題 （ 米虫 (2009) ）  
(12) 安全 ・ 安心を確保する ための技術基盤の構築 （ 田村 (2009) ）  
(13) 食品をめぐ る企業の リ ス ク マネジ メ ン ト に関する考察 （ 境 (2008) ）  
(14) 生乳生産におけ る品質管理の現状 と その意義 - 酪農全国基礎調査か ら の接近 （ 栗原ら
(2008) ）  
(15) 中小食品 メ ーカーへの生産委託品質管理チェ ッ ク リ ス ト の適用 （ 川島ら (2008) ）  
(16) 食品の一次加工 、 調理に よ る カ ビ毒の消長 と 輸入食品のカ ビ毒産生菌 ( 一戸(2009)) 
(17) 食品工場監査におけ る具体的根拠 と その費用対効果の考え方 （ 豊福ら (2012) ）  
(18) 加工食品ロ ジ ス テ ィ ク スの現状 と 課題 （ 早川 (2003) ）  
(19) 物流環境の不確実性を考慮し た生鮮食品発注 ・ 在庫方策に関する研究 （ 能勢ら (1992)  
(20) 生産 ・ 物流施設におけ る温熱環境改善の研究 （ 紺野ら (2006) ）  
(21) 航海中の温度変化に よ る貨物事故について （ 久保 (1951) ）  
(22) 食品物流セン ターにおけ る機能 と 役割 （ 梅澤 (2001) ）  
(23) 輸入食品のコ ンテナ輸送におけ る アナフ ラ ト キシン産生の可能性 （ 田端ら (2010) ）  
(24) 食品長期海上輸送のためのコ ンテナ内部状況 リ アルタ イ ム監視シ ス テムの開発事例 
（ 畑中ら (2009) ）  
(25) 沖縄産農産物の流通技術に関する研究 （ 第 1 報  マス ク メ ロ ンの海上輸送 ） （ 秋永ら
(1975) ）  
(26) ト マ ト 果実の表面汚染菌 と 内部潜在菌に よ る流通中の品質劣化について （ 河野ら
(1988)) ）  
(27) バナナの輸送中の微生物劣化 （ 河野ら (1972) ）  
(28) 船舶貨物の損傷実態に関する先行研究 （ 久保ら (2008) ）  
(29) A General Framework Illustrating an Approach to Quantitative Microbial Food Safety Risk 
Assessment. （MCNABWB(1998)） 
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(30) Food Safety Issues Affecting the Dairy Beef Industry. （ STEFAN (1997) ） 
(31) A national survey of food hygiene training and qualification levels in the UK food industry  
（ MORTLOCKMP, PETERSAC, GRIFFITHCJ(2000) ） 
(32) Predictive microbiology and food safety（ (SOBOLEVA T K, PLEASANTS A B, LE ROUXG  
(2000)) 
(33) Contamination in food from packaging material ( LAU O-W (2000)) ）  
(34) Food safety and transparency in food chains and networks Relationships and challenges ( Adrie 
J.M. Beulens,Douwe-Frits Broens,Peter Folstar,Gert Jan Hofstede (2005) ）  
(35) A survey of food safety training in small food manufacturers （ Denise Worsfold(2005) ）  
(36) A review of foodsafety and food hygiene training studies in the commercial secto
（ M.B.Egana,M.M. Raatsa,S.M. Grubba, A. Evesb, M.L. Lumbersb, M.S. Deana, M.R. 
Adamsc(2007) ）  
(37) Food safety and total quality management (A.W. Barendsz(1998))  
(38) Performance measurement in agri-food supply chains: a case study (Lusine H. Aramyan, Alfons 
G.J.M. Oude Lansink,  Jack G.A.J. van der Vorst,  Olaf van Kooten(2007)) 
(39) Hazard identification: from a quantitative to a qualitative approach(William H. Sperber((2001))  
(40) Impact of small scale fermentation technology on foodsafety in developing countries(Yasmine 
Motarjemi(2002)) 
(41) Study of Mechanisms of Mechanical Damage and Transport Packaging in FruitsTransportation  
(LU Li-xin,WANG Zhi-wei (2004))   
(42) Food Transportation Safety: Characterizing Risks and Controls by Use of Expert Opinion （ Nyssa 
Ackerley , Aylin Sertkaya ,Rachel Lange (2010) ）  
(43) Problems & Solutions in Raw,Fresh Food Logistics:Cold Chain Logistics （ FENG Hua, WANG 
Zhen-hong  (2009) ）  
(44) Firmness and melting quality of processed cheese foods with added whey protein concentrates  
（ GUPTA V K, REUTER H (Bundesanstalt fuer Milchforschung, Kiel, DEU(1993))  
(45) Transportation: The Squeaky Wheel of the Food Safety System （ Larry Keener(2003) ）  
(46) Study on Safety Reliability of Foods Cold Chain Logistics(ZOU Yifeng, XIE Ruhe, LIN Chaopeng 
(2010) ） 
(47) Food safety issues and fresh food product exports from LDCs （ Laurian J. Unnevehr(2000) ） 
(48) HACCP as a Regulatory Innovation to Improve Food Safety in the Meat Industry       
（ American journal of Agricultural Economics  (1996) ）  
(49) An Overview of Microbial Food Safety Risk Assessment ( Lammerding, Anna M.(1997)) 
(50) A choice experiment model for beef: What US consumer responses tell us about relative 
preferences for foodsafety, country-of-origin labeling and traceability (Maria L. Loureiro, Wendy J. 
Umbergerb(2007))  
(51) Food quality and safety: consumer perception and demand （ Klaus G. Grunert(2005) ）  
(52) Practical considerations on foodsafety objectives （ Marcel Zwietering(2005) ）  
(53) Food-packaging interaction influencing quality and safety （ Joseph H. Hotchkissa (2009) ）  
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第 5 節  調査し た関連先行研究のレ ビ ュー 
3.5.1  レ ビ ューの視点 
 調査さ れた全部で53の先行研究について 、 本研究が対象 と する問題分野であ る①食品安全管
理 、 ②製造プ ロ セス品質および③物流プ ロ セス品質の 3 つの問題分野に関連する先行研究であ
る こ と を確認する 。 こ のため 、 以下の 4 つの視点を設定し 、 先行研究を レ ビ ューし た 。  
① 研究が取 り 扱っている問題および研究の目的 
② 研究のアプ ローチ方法 
③ 研究の結果 
④ 研究の結論 
レ ビ ューの結果 、 特に 、 本研究に関連し 、 問題領域 A か ら問題領域 G までの 7 つの問題領域
を取 り 扱った先行研究は 、 53の先行研究の う ちの24の先行研究であ る こ と がわかった 。  
3.5.2  関連先行研究の特徴 ・ 成果の概要 
以下に 、 24の関連先行研究について 、 その特徴および成果の概要を説明する 。  
[1] 宮西ら (1991) は 、 変質即席乾燥米飯 （ 乾燥アルフ ァー化米 ） の保管時の劣化臭について 、
その発生 と 含有脂質の酸化の関係か ら防止する方策を述べている 。  
[2] 岩本 (2007) は 、 食用油脂の酸化について 、 その主な原因を明ら かに し ている 。  
[3] 吉川 (2002) は 、 東京都におけ る平成12年度の食品への虫類混入事件 374 件に基づいて 、 混
入虫類 、 混入時期 、 混入食品類の傾向を分析し ている 。 採取された虫類上位 7 目は 、 消費
者宅周辺に見られる も のが多 く 、 完全個体かそれに近い状態の虫体が多い こ と 、 7 月中旬
の某乳業 メ ーカーの事故発表以前は例年の通 り であった こ と を明ら かにし た 。 ま た 、 虫類
混入の 7-8 割は 、 消費者宅におけ る混入であ る と 思われる と 説明し ている 。  
[4] 林ら (2009) は 、 医薬 ・ 食品工場におけ る有害生物の う ちの昆虫の混入 リ ス ク について 、 混
入事故データ と 環境別調査結果 と の関連を分析する こ と で 、 捕獲される害虫種類は 、 混入
を起す種類 と は一致し ない こ と を明ら かに し 、 現地調査および精度の検証を踏ま え 、 害虫
の種類 と その侵入 ・ 発生原因を リ ス ク診断によ り 予測する こ と がで き る こ と 、 設計ス テー
ジや改修前か ら対策方法を計画的 ・ 総合的に絞 り 込めば 、 経費の削減を しつつ安全性を高
め 、 異物混入の リ ス ク を低 く する こ と が可能にな る こ と を提案し た 。  
[5] 伊藤ら (2010) は 、 横浜市におけ る2002年度か ら 2008年度ま での 7 年間の食品への異物混入
事例の う ち昆虫類を中心 と し た食品中異物検査 122 件の結果を分析し ている 。 異物混入時
期を原料由来 、 製造工程中 、 保管 ・ 流通過程中 、 消費者 （ 保存を含む ） の 4 ス テージに分
け 、 異物ご と に混入時期 （ 工程 ） を推察し た 。 その結果 、 原料由来 25.2% 、 製造工程中
28.7% 、 保管 ・ 流通過程中 7% 、 消費者 7.8% 、 不明 31.3% と な り 、 最も多 く 混入がみら
れたのは昆虫類で 、 全件数の 83.6% であって 、 あ ら ゆ る食品に混入し 、 混入工程を推定で
き たのは 68.7% であ る と し た 。  
[6] 栗原ら (2008) は 、 生乳生産におけ る品質管理の現状 と その意義について 、 酪農全国基礎調
査 （ 現地調査 ） か ら の接近を試みている 。 生乳の品質管理について 、 酪農全国基礎調査
（ 現地調査 ） に よ る分析を行い 、 乳質によ るペナルテ ィ に用い られる基準は厳し く な る中
で 、 現地調査およびその分析か ら は汎用的な有効策を導出する こ と は難し い と し ている 。  
[7] 一戸 (2009) は 、 食品の一次加工 、 調理に よ る カ ビ毒の消長 と 輸入食品のカ ビ毒産生菌 、 汚
染原因 と な る カ ビ毒産生菌の生態を分析し ている 。 一次加工ス テージでかな り 減毒される
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が 、 一旦汚染された一次加工品を原材料 と する食品か ら は 、 加熱な どの調理加工に よ って
カ ビ毒を完全に分解 、 除去する こ と はで き ない こ と を明ら かに し た 。 汚染を受けやすい農
産物を知る こ と 、 化学分析に よ る規制値を超え る農産物の排除 、 根本的には汚染原因菌の
性状 、 生態の理解が必要であ る こ と を説明し 、 輸入食品では制御が難しい と し ている 。  
[8] 豊福ら (2012) は 、 食品工場監査におけ る具体的根拠 と その費用対効果の考え方を示し た 。
異臭事故におけ る原因物質 と 工程の特定のため 、 異臭事故の55の文献か ら 146 の原因食品
について 、 臭気種類 、 同定物質名および異臭原因 と なった場所および工程 、 原因を分析し
ている 。 その結果 、 異臭発生原因工程の由来は産地 ・ 原料 （ 12.3% ） 、 工場 （ 19.9% ） 、
物流 （ 13.0% ） 、 複合要因 （ 13.0%) ） 、 原因不明 （ 13.0% ） 、 消費者由来 （ 0.0% ） およ
び文献記載無し （ 28.8% ） であ る こ と を明ら かに し た 。 続いて 、 原因食品群 と 発生工程別
の ク ロ ス集計分析を行い 、 異臭発生は 、 産地 ・ 原料由来 、 工場 （ 製造 ） 由来 、 物流由来お
よびその複合がそれぞれ 10%台を占め 、 その工程は分散し ている こ と を示し た 。  
[9] 久保 (1951) は 、 航海中の温度変化に よ る貨物事故について事例を分析し た 。 船積み前の貨
物の処理 、 積付 ・ 荷敷 、 換気および空気中の Moisture が付着を始める温度 （ Dew Point ）
が事故防止上 、 重要であ る こ と を示し た 。  
[10] 田端ら (2010) は 、 輸入食品のコ ンテナ輸送におけ る アナフ ラ ト キシン産生の可能性を分析
し た 。 ア フ ラ ト キシン （ 以下 、 AF ） の輸入中におけ る産生について 、 世界各地か ら日本
へ12のルー ト で輸送された食品を搭載し た ド ラ イ コ ンテナ中の温度 と 湿度を測定し 、 その
温度条件をモデル化し た 。 減菌し た食品に水を加え 3 ス テージの水分活性の食品温度条件
下で保存し て 、 AF 産生が起き る かについて分析し た と こ ろ 、 水分活性 0.83 までは AF は
産生さ れなかったが 、 水濡れ事故に相当する水分活性 0.99 では高濃度の AF の産生が認め
られた 。 世界各地か ら日本への海上輸送経路上で 、 航海中は 、 船倉内の ド ラ イ コ ンテナが
海水温の影響を受け る ため温度 と 湿度の変化は比較的緩やかであったが 、 港等で ド ラ イ コ
ンテナが野外に置かれた状態では 1 日サ イ ク ル中に激し い温度 と 湿度の変化が見られた 。  
[11] 秋永ら (1975) は 、 沖縄産農産物の流通技術に関する研究 と し て 、 マス ク メ ロ ンの海上輸送
を研究し た 。 慣行法によ る包装での沖縄 ・ 福岡間の海上輸送におけ る輸送中および荷役作
業中の温度変化 、 震動衝撃の程度 と メ ロ ンの収穫時 と 博多港到着時の品質を測定 ・ 分析し
ている 。 一部を沖縄港に回送し 、 品質を測定 ・ 分析し た 。 測定は 、 重量変化 、 屈折糖度 ・
滴定酸度 、 物理的強度 、 表皮色 、 呼吸量 、 震動衝撃であ る 。 重量は 1.6% 減少し た こ と が
認め られた 。 屈折糖度 ・ 滴定酸度は測定困難であ り 、 物理的強度は軟化 、 表皮色は淡緑色
か ら淡黄色に変化 、 呼吸量は到着日が最大 と なった 。 震動衝撃は 、 船舶の場合 、 自動車 と
比べて衝撃がかな り 少な く 、 左右動がほ と んどない こ と がわかった 。 収穫 、 消毒 、 出荷を
配船計画に基づいて行えば 、 品質のよ い沖縄 メ ロ ン を海上輸送によ って本土に出荷で き る
と 結論付けた 。  
[12] 河野ら (1988) は 、 ト マ ト 果実の表面汚染菌 と 内部潜在菌に よ る流通中の品質劣化について
分析し た 。 流通中の ト マ ト の劣化機構や果実表面菌 と 潜在菌の生菌数 、 菌の種類 、 菌に よ
る劣化活性を調査し た 。 輸送ま たは貯蔵中の劣化 と その伝播について 、 温度 、 果実の熟度
傷の有無 と 程度な ど と の関係を分析し ている 。 ト ラ ッ ク輸送に よ る劣化 と し て 、 機械的損
傷が約10% に発生 、 その後の貯蔵が微生物の発生に好適な条件になれば劣化が進行し 、 外
観が健全な ト マ ト 果実の表面汚染菌 と 潜在菌は輸送 、 貯蔵中の劣化を密接な関係があ る と
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し た 。 潜在 ・ 汚染菌の数および劣化活性に関与する劣化要因 と し ては 、 ①栽培法 、 ②果実
の熟度 、 傷 、 接触状態 、 品種 、 ③流通時の温度な どがあ る こ と を明ら かに し た 。  
[13] 河野ら (1972) は 、 バナナの輸送中の微生物劣化を研究し ている 。 バナナの輸送中の劣化 、
生菌数の測定 、 分離菌の同定 、 接種試験 、 糖質およびビ タ ミ ン Ｃ の定量に よ る劣化を分析
し た 。 果皮部に生菌が極めて多 く 、 低温輸送中の変質では 、 正常果に果皮 、 果肉に も汚染
菌を認め 、 嫌気性菌も認めた こ と を明ら かに し た 。  
[14] 久保ら (2008) は 、 船舶貨物の損傷の実態 、 損害原因 （ 日本海事検定協会のダ メ ージ レポー
ト ） に基づいて 、 貨物の種類 と 事故発生割合 （ コ ンテナ船 、 雑貨船 ） を分析し た 。 損害原
因 と 損害発生地 （ 海上輸送中 ・ 荷役中 ・ 倉庫保管中 ） の ク ロ ス集計によ り 分析し 、 貨物の
種類 と 事故発生割合 （ コ ンテナ船 ） は 、 温度管理を必要 と する貨物については発生が多い
こ と を明ら かに し た 。 具体的には 、 損害原因 と 損害発生地の ク ロ ス集計の結果 、 コ ンテナ
船の場合 、 海上輸送中では濡れ ・ 腐敗の 、 荷役中では汚れ ・ 濡れの発生が多い こ と 、 海上
輸送中では濡れ ・ 汚れの 、 荷役中では汚れの発生が多い こ と 、 コ ンテナ船および雑貨船に
おけ る 7 種類の貨物事故は 、 海上輸送中に多 く 発生し ている こ と を明ら かに し た 。 ま た 、
汚れは 、 海上輸送中よ り も荷役中のほ う が多い こ と を明ら かに し た 。  
[15] 川島ら (2008) は 、 中小食品スーパーにおけ る流通安全管理の仕組みを構築する こ と の一環
と し て 、 プ ラ イベー ト ・ ブ ラ ン ド 商品の 「 生産委託品質管理チェ ッ ク リ ス ト 」 の作成およ
び中小食品 メ ーカーへの適用を行い 、 査察を通じ て 、 その有用性を確認する こ と を目的 と
し た研究を行った 。 チェ ッ ク リ ス ト の作成および適用にあた り 、 大手食品 メ ーカーにおけ
る取引企業選定用のチェ ッ ク リ ス ト を基に 、 中小食品 メ ーカーに適用可能なチェ ッ ク項目
を検討 ・ 選定し た 。 品質管理チェ ッ ク の対象は 、 研究対象 と し た企業の品質保証部門長お
よび関係者が過去に経験し た事件 ・ 事故事例を聞き取 り 、 中小食品 メ ーカーの資金力か ら
現実的に整備が可能な 「 品質管理体制 」 「 従業員衛生教育 」 に絞った 。 つぎに 、 作成し た
チェ ッ ク リ ス ト を基に 、 中小食品 メ ーカーでの査察を実施し てチェ ッ ク リ ス ト の有用性を
確認し た 。 その結果 、 作成し たチェ ッ ク リ ス ト は 、 中小食品 メ ーカーでの品質管理に有用
であ る と 考え られた 。 査察を行った結果か ら 、 チェ ッ ク リ ス ト を適用し た査察を行 う 際に
は 、 その目的および対象範囲を明確化し て臨むこ と が有効であ る と 結論付けた 。  
[16] Stefan(1997) は 、 酪農畜産業におけ る食品安全問題について 、 新たな食品安全の規定の必
要性 、 残留微生物に よ る危害分析な ど観点か ら論じ ている 。 まず 、 酪農畜産業におけ る淘
汰さ れる牛や食肉用の子牛の売買に HACCP シ ス テムの規定が影響する こ と を説明し た 。
HACCP シ ス テムの規定は 、 屠殺業者や肉や家禽を取 り 扱 う 加工業者にだけ適用する さ れ
るが 、 酪農家を含んだ食品家畜生産業に も影響する こ と を論じ た 。 生産者は 、 危険を避け
る ために 、 こ の規定の下で 、 潜在的な危険性を評価し 、 生産物に対し て適正な コ ン ト ロー
ルを実行する必要があ る こ と を示し た 。  
[17] Mortlock ら (2000) は 、 英国におけ る食品工業の製造 、 保存 、 調理の各分野におけ る1650の
ビジネ ス を対象に食品衛生訓練および資格の取得状況を比較し た 。 どの分野で も 、 ビジネ
スの現状 、 個人の特性 、 管理者の リ ス クへの理解がすべて食品衛生訓練法および資格レベ
ルに有意な影響を及ぼすこ と を明ら かに し た 。 ま た 、 食品衛生訓練強化は 、 食品安全管理
への よ り 広範な手法の基礎的な分野 と し最良の方法であ る と 説明し た 。   
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[18] Lusine H. Aramyan ら (2007) は 、 農産物のサプ ラ イ チェーンにおけ るパフ ォーマン ス測定の
ための新規な概念モデルの有用性を評価する こ と を目的に研究し た 。 具体的には ト マ ト の
サプ ラ イ チェーンのパフ ォーマン ス を測定する ための新し い概念 と 枠組みを提案し た 。 パ
フ ォーマン スの指標は 、 効率性 、 柔軟性 、 応答性および食品の品質の 4 つの主要なカテゴ
リ と し て識別される こ と を結論付けた 。  
[19] LU Li-xin ら (2004) は 、 果実の輸送におけ る損傷の メ カニズムに関する研究を行った 。 輸送
中の振動に よ って起き る損傷や変形に関わる シ ミ ュ レーシ ョ ン試験な どか ら 、 損傷や変形
に対応する輸送の技法を ま と めた 。  
[20]Nyssa Ackerley ら (2010) は 、 輸送におけ る食品安全ハザー ド の発生について 、 つぎの 5 つの
問題を指摘し ている 。 ①セキ ュ リ テ ィ の不足 、 ②出荷や検査待ち時の食品の不適切な保
管 、 ③不適切な温度管理 、 ④交差汚染 、 ⑤不適切な積込み ・ 荷卸し 。 特に 、 生の魚介類 、
生肉やすぐに食べられる食品については 、 すべての輸送機関が リ ス ク を持っている こ と を
い示し た 。 ま た 、 輸送におけ る食品安全ハザー ド の識別および軽減や除去のためには 、 従
業員の意識向上および ト レーニング記録の管理の見直し が重要であ る こ と を示し た 。  
[21] FENG Hua ら (2009) は 、 中国におけ る生鮮食品の物流に存在する問題を取 り 上げている 。
研究では 、 食糧安全を保障し 、 農産物の損失を解決する ためには 、 コール ド チェーン物流
が効果的な方法であ る こ と を指摘し た 。 そ し て 、 中国のコール ド チェーンシ ス テムに存在
する問題点を分析し 、 シ ス テム を開発する方法を提案し た 。  
[22]  Larry Keener(2003) は 、 輸送におけ る製品間の相互汚染の問題を取 り 上げている 。 食品 と
化学薬品の輸送を例に 、 製品間の相互汚染は 、 輸送業者のス タ ッ フおよび ド ラ イバーがそ
の リ ス ク を理解する ための訓練を受けていない こ と を指摘し た 。 ま た 、 同時に 、 前の段階
におけ る輸送で生じ た異物を車両か ら除去する ための措置を講じ る ための訓練を受けてい
た こ と を強調し た 。 推奨さ れる輸送のための食品安全プ ロ グ ラ ムの主な要素 と し て 、 ①製
品間の相互影響のマ ト リ ク ス表 、 ②食品安全ハザー ド を分類する ための規定が必要であ る
こ と を示し た 。  
[23] ZOU Yifeng ら (2010) は 、 生鮮食品の物流を取 り 上げ 、 微生物の成長モデル と 食品物流の信
頼性モデルを用いて 、 生鮮食品の物流におけ る信頼性について説明し た 。 そ し て 、 食品物
流の安全に影響を与え る要因を分析する こ と で食品の保管期限を計算し 、 効果的な保管の
ための方策を提案し た 。  
[24] Joseph H. Hotchkiss (2009) は 、 食品 と 包装の間の相互作用が食品の品質ま たは安全性に悪
い影響を及ぼすこ と があ る こ と を説明し た 。 包装材料の臭いの吸収および味の転送に起因
する食品の変化は 、 食品の品質が悪化する重要な メ カニズムであ るが 、 こ の変化を最小限
に抑え 、 製品の品質 、 安全性 、 保管の寿命を最大化する ためには 、 包装材料の選択につい
て十分な考慮が必要であ る と 指摘し た 。 ま た 、 製品の変化には 、 風味の劣化 、 色の変化 、
ビ タ ミ ンの損失および微生物の活性化な どがあ り 、 保管の温度 、 時間 、 処理方法におけ る
留意事項を示し た 。 ま た 、 食品 と 包装の間の直接的な相互作用は必ずし も有害ではない こ
と を説明し た上で 、 酸素を吸収し 、 微生物の活性化を抑制し 、 収着によ って望ま し く ない
味を除去する包装について提案し た 。  
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第 6 節  関連先行研究の分類 ・ 整理 
3.6.1  関連先行研究の 7 つの問題領域への分類 
 本研究に関連する24の先行研究を問題領域 A か ら G ま での 7 つの問題領域に分類し た 。  
 
問題領域A: 
(1) 宮西俊彰 ・ 鈴木英司 ： 即席乾燥米飯の劣化臭 ， 日本調理科学会誌 , 調理科学 ， 24巻 ， 3
号 ， pp.243-249 ， 日本調理科学会 ， 1991.8  
(2) 岩本茂夫 ： 食用油脂の酸化 と その防止法 , 化学 と 教育 , 第55巻 , 第11号 ,2007  
(3) 吉川翠 ： 食品の虫類混入事例 （ 東京都 ） ， 家屋害虫 Vol23,No.2 ， pp.88-97 ， 日本家屋学
会 ， 2002.1  
(4) Stefan ： Food Safety Issues Affecting the Dairy Beef Industry,Dairy 
Sci ,Vol.80 No.12 pp.3458-3462 1997.12 
(5) Mortlock ・Prerers・ Griffith ： A national survey of food hygiene training and qualification levels 
in the UK food industry, Int J Environ Health Res ,Vol.10 No.2 pp.111-123 ,2000.6  
 
問題領域B: 
(6) 栗原伸一 ・ 霜浦森平 ： 生乳生産におけ る品質管理の現状 と その意義 - 酪農全国基礎調査か
ら の接近 , 食 と 緑の科学  第62号, pp77-83.2008 
 
問題領域C: 
(7) 久保忠彦 ： 航海中の温度変化に よ る貨物事故について , 日本航海学会第11回講演会 , 
pp.67-75, 1951.6  
(8) 秋永孝義 ・ 内田進 ： 沖縄産農産物の流通技術に関する研究  第 1 報  マス ク メ ロ ンの海上
輸送 , 琉球大学農学部学術報告 23, pp.287-301, 1976  
(9) 久保雅義 ・ 斉藤勝彦 ・ 水井真治 ・ 淺木健司 ・ 笹健児 ： 海上貨物輸送論 , 第 3 章  船舶貨物
の損傷実態 ,pp37-52, 成山堂書店 ,2008.12  
 
問題領域D:該当な し  
 
問題領域E:  
(10) 林豊 ・ 邑井良守 ・ 田近五郎 ・ 那須守 ： 医薬 ・ 食品工場におけ る有害物質混入 リ ス ク の診
断 , 総合論文誌No.7, pp.99-103, 2009 
(11) 川島孝夫 ： わが国最大の食品スーパー ・ ボ ラ ン タ リ ーチェーンCGCにおけ る食品流通の安
全管理シ ス テム構築に関する調査 ・ 研究  平成19年度成果報告書 , 2008.3  
(12) 一戸正勝 ： 食品の一次加工 、 調理に よ る カ ビ毒の消長 と 輸入食品のカ ビ毒産生菌 , 日本調
理科学会誌 Vol.42, No.5, pp.349-354, 2009  
(13) Joseph H. Hotchkiss ： Food-packaging interaction influencing quality and safety,Food Additives 
andContaminants,volime14,issue6-7 ,pp. 601-607,2009.1  
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問題領域F:  
(14) 田端節子 ・ 飯田憲司 ・ 千葉隆司 ・ 和宇慶朝昭 ・ 岩崎由美子 ・ 水取敦子 ・ 薩捶真二 ・ 田崎達
明 ・ 服部大 ・ 井部明広 ： 輸入食品のコ ンテナ輸送におけ る アナフ ラ ト キシン産生の可能
性 , 化学生物総合管理  第 6 巻  第 1 号 , pp.15-24, 2010.3  
(15) 河野ま た四 ・ 寺下隆夫 ： ト マ ト 果実の表面汚染菌 と 内部潜在菌に よ る流通中の品質劣化に
ついて , 近畿大学農学部紀要  第21号 , pp.57-66, 1988.12  
(16) 河野ま た四 ・ 吉川賢太郎 ： バナナの輸送中の微生物劣化 , 近畿大学農学部紀要  第 5 号 , 
pp.207-213, 1972 
(17) LU Li-xin ・ WANG Zhi-wei ： Study of Mechanisms of Mechanical Damage and Transport 
Packaging in Fruits Transportation , 2004  
(18) Nyssa Ackerley ・ Aylin Sertkaya ・ Rachel Lange : Food Transportation Safety : Characterizing 
Risks and Controlsby Use of Expert Opinion 2010, Food Protection Trends, Vol. 30, No. 4, pp. 
212–222 , 2010  
(19) FENG Hua ・ WANG Zhen-hong ： Problems & Solutions in Raw,Fresh Food Logistics : Cold 
Chain Logistics ,2009  
(20) Larry Keener ： Transportation: The Squeaky Wheel of the Food Safety System ,2003  
(21) ZOU Yifeng, XIE Ruhe・ LIN Chaopeng ： Study on Safety Reliability of Foods Cold Chain 
Logistics ,2010 
 
問題領域G: 
(22) 伊藤真弓 ・ 小曽根恵子 ・ 金山彰宏 ： 横浜市におけ る食品中異物混入事例 (2002 年度～2008
年度 )- 昆虫類を中心に -, ペス ト ロ ジー学会誌 ,25(1), pp,11-16, 日本ペス ト ロ ジー学会 ,2010  
(23) 豊福肇 ・ 日佐和夫 ： 食品工場監査におけ る具体的根拠 と その費用対効果の考え方 , 食品流
通安全研究会 （ 事務局 ） オーデ ィ ス株式会社,2012.3 
(24) Lusine H. Aramyan ・ Alfons G.J.M. Oude Lansink ・ Jack G.A.J. van der Vorst ・ Olaf van 
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3.6.2  関連先行研究の整理 
表 3-1 は 、 本研究に関連のあ る24の先行研究を問題領域 A か ら問題領域 G までの 7 つの領域
に分類し た結果を整理し た も のであ る 。  
分類し たフー ド チェーンにおけ る食品安全およびプ ロ セス品質に関わる24の関連先行研究の
う ち 、 17の先行研究が食品安全に関連する研究であ った 。 ま た 、 ②製造プ ロ セス品質管理に関
連があ るのは 8 つの先行研究であ る 。 そ し て 、 ③物流プ ロ セス品質安全管理に関連があ るのは
11の先行研究であ る 。  
食品安全管理に関連があ る17の先行研究の う ち 、 プ ロ セス品質管理に も関連のあ る問題領域
E 、 問題領域 F および問題領域 G に分類さ れた関連先行研究は 、 全部で15の研究であった 。 こ
の15の関連先行研究の う ち 、 研究対象であ る物流プ ロ セス品質管理に関連があ るのは11の先行
研究であ る 。 さ ら に 、 こ の う ち 、 問題領域 G 、 即ち 、 「 フー ド チェーン品質安全 」 に関連する
先行研究は 、 伊藤ら (2010) の研究 、 豊福ら (2012) の研究および Lusine H. Aramyan ら (2007) の研
究の 3 つに留ま った 。  
 
表 3-1  関連先行研究の整理 
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3.6.3  関連先行研究の特徴のま とめ 
表 3-2 は 、 問題領域 E 、 問題領域 F および問題領域 G に分類さ れた15の関連先行研究につい
て 、 食品安全管理 （ 研究対象 と し た食品 ・ 食品安全ハザー ド ） およびプ ロ セス品質管理 （ 製造
プ ロ セス品質管理 ・ 物流プ ロ セス品質管理 ） の視点か ら その特徴を示し た も のであ る 。  
まず 、 食品安全管理の視点で関連する15の先行研究の特徴をみる 。 研究対象 と し た食品の視
点では 、 15の先行研究の う ち 6 つの研究が穀物類 、 ナ ッ ツ類 、 ト マ ト 、 バナナな ど特定かつ未
加工の農産物を取 り 上げている こ と がわか る 。 ま た 、 こ の他に 、 研究対象外 と し ている生鮮食
品を取 り 上げている先行研究が 3 つあ る 。 研究対象 と し た食品安全ハザー ド の視点では 、 12の
研究が特定のハザー ド を取 り 上げてお り 、 害虫 、 カ ビ毒および微生物がその大半を占める こ と
がわか る 。 こ のよ う に 、 食品安全管理の視点か ら見た場合 、 関連先行研究は 、 特定の食品およ
び食品安全ハザー ド を対象 と し ている こ と が明ら かであ る 。  
つぎに 、 プ ロ セス品質管理の視点で関連する15の先行研究の特徴をみる 。 すでに述べた よ う
に 、 問題領域 E にあ る 3 つの先行研究は物流プ ロ セス品質管理を 、 同様に 、 問題領域 F にあ る
8 つの先行研究は製造プ ロ セス品質管理を研究対象 と し ている 。 一方 、 フー ド チェーンのプ ロ
セス全体を対象 と し た問題領域 G にあ る先行研究は 3 つあ る 。 し か し 、 これら は 、 特定の食品
ま たは食品安全ハザー ド を対象 と し てお り 、 プ ロ セス ご と のハザー ド の発生割合の報告に留ま
っている 。 伊藤ら (2010) の研究は 、 プ ロ セス を原料 、 製造 、 物流 、 消費者の 4 ス テージに分け
異物ご と に混入プ ロ セスの分析を試みている点で参考にな る 。 し か し 、 分析範囲は特定の都市
におけ る昆虫類を中心し た異物を対象に各ス テージの混入プ ロ セスの割合の推定まで と し てお
り 、 異物混入について どの よ う な解決方策を と るべき かまでは検討されていない 。 ま た 、 豊福
ら (2012) の研究は 、 55の文献に基づいて検討された も のであ る 。 こ の研究では 、 146 品目の加
工食品を対象に 、 特定の食品安全ハザー ド であ る異臭の原因プ ロ セス を産地 ・ 原料 、 工場 、 物
流 、 消費者の 4 ス テージに分けた上で 、 原因プ ロ セスの特定のための分析を試みてお り 、 有益
な研究結果が示されているが 、 発生原因を防止でき る よ う な枠組みまでは提案さ れていない 。
Lusine H.Aramyan ら (2007) の研究は 、 加工食品を取 り 扱わない点で 、 研究対象外であ る 。  
 
表 3-2  関連先行研究の特徴 
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第 7 節  関連先行研究に対する本研究の位置づけ 
食品 、 品質安全ハザー ド およびプ ロ セスについて 、 以下の 3 つの研究対象の視点を用いる と
整理し た15の関連先行研究 と こ れら に対する本研究の相対的位置づけは図 3-3 の よ う にな る 。   
① 食品の視点 ： 特定の加工食品を対象 と するのか 、 加工食品全般を対象 と するのか 
② 品質安全ハザー ド の視点 ： 特定の品質安全ハザー ド を対象 と するのか 、 品質安全ハザー ド 
全般を対象 と するのか 
③ プ ロ セスの視点 ： 個別のプ ロ セス を対象 と するのか 、 プ ロ セス全体を対象 と するのか 
15の関連先行研究の う ち加工食品を研究対象 と し た 7 つの先行研究は 、 表 3-2 に示し た特徴
および図 3-3 に示し た位置づけか ら 、 つぎの 5 つに分け る こ と がで き る 。  
① 先行研究 E1 ： 複数の特定加工食品 、 特定の品質安全ハザー ド 、 製造プ ロ セス を対象 
② 先行研究 E2 ・ E3 ： 特定の加工食品 、 品質安全ハザー ド 、 特定の製造プ ロ セス を対象 
③ 先行研究 E4 ： 不特定の加工食品 、 複数の特定品質安全ハザー ド 、 製造プ ロ セス を対象 
④ 先行研究 F6 ： 不特定の加工食品 、 複数の品質安全ハザー ド 、 物流プ ロ セス を対象 
⑤ 先行研究 G1 ・ G2 ： 複数の特定加工食品 、 特定の品質安全ハザー ド 、 フー ド チェーン全
体のプ ロ セス を対象 
以上か ら 、 15の関連先行研究は 、 3 つの研究対象のいずれかま たは全部について対象を特定
し た研究であ る こ と がわか る 。 ま た 、 特定の加工食品 、 特定の食品安全ハザー ド および特定の
プ ロ セス を対象 と し た場合の品質安全問題は指摘さ れて も 、 フー ド チェーン全体のプ ロ セスに
おけ る品質安全管理を推進する場合 、 食品製造業者や委託物流業者があ るべき状態に向けた検
討に有益 と な る枠組みまでは提案されていない 。  
本研究では 、 第 1 章第 3 節で示し た研究の目的 （ フー ド チェーンに存在する組織 と し ての食
品製造業者および委託物流業者を対象に 、 物流プ ロ セスに関わる管理責任者および現場実務者
が加工食品の物流におけ る品質安全管理を推進する場合に有益 と な る提案を行 う こ と ） のため
加工食品全般 、 フー ド チェーンのプ ロ セス全体 、 品質安全ハザー ド 全般を研究対象 と する 。  
 
 
図 3-3  関連先行研究に対する本研究の位置づけ 
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第 8 節  本研究の特徴  
3.8.1  関連先行研究のレ ビ ューのま とめ 
(1) 関連先行研究のレ ビ ューの方法 ・ 手順のま と め 
関連先行研究のレ ビ ューは 、 以下の方法 ・ 手順によ り 実施し た 。  
① 研究対象 と する問題および管理分野の う ち 、 食品安全 、 製造プ ロ セス品質 、 物流プ
ロ セス品質およびその管理に関連する先行研究を調査する視点を検討 ・ 設定 
② 関連先行研究が取 り 上げた問題の分類のため 、 上記①で検討 ・ 設定し た食品安全管
理 、 製造プ ロ セス品質管理および物流プ ロ セス品質管理の枠組みで構造化し た問題
領域 A か ら問題領域 G までの 7 つの領域を設定 
③ 関連する国内外の先行研究について 、 食品安全 、 製造プ ロ セス品質および物流プ ロ
セス品質の視点で調査し 、 関連があ る先行研究を列挙 
④ 調査し た先行研究について 、 食品安全 、 製造プ ロ セス品質および物流プ ロ セス品質
の 3 つの問題分野に関連する先行研究であ る こ と を確認 
⑤ 関連先行研究について 、 その特徴および成果の概要を説明 
⑥ 関連先行研究について 、 問題領域 A か ら G までの 7 つの問題領域に分類 ・ 整理 
⑦ 関連先行研究について 、 食品安全管理 （ 研究対象 と し た食品 ・ 品質安全ハザー ド ）
およびプ ロ セス品質管理 （ 製造プ ロ セス品質管理 ・ 物流プ ロ セス品質管理 ） の視点
か ら 、 位置づけ 、 特徴を提示 
(2) 関連先行研究のレ ビ ュー結果のま と め 
関連先行研究のレ ビ ューの結果は 、 以下のよ う にま と める こ と がで き る 。  
① 対象 と する食品の視点 
食品の保管 ・ 輸送におけ る品質安全について 、 特定の農産物や生鮮食品におけ る特
定のハザー ド を対象 と する問題におけ る解決の提案はあって も 、 加工食品全般にい
て発生し う る品質安全ハザー ド を対象 と する問題におけ る解決の提案には取 り 組ま
れていない 。  
② 対象 と する品質安全ハザー ド の視点 
物流の管理責任者や現場実務者の視点で検討する と きに重要 と な る問題解決の枠組
みや方策について加工食品全般におけ る多様な品質安全ハザー ド の発生の実情 、 物
流プ ロ セス と 品質安全ハザー ド の関係および品質安全ハザー ド の発生の原因 と な る
問題についての統計的な分析に基づ く 提案は実施さ れて こ なかった 。  
③ 対象 と するプ ロ セスの視点 
食品安全問題の解決は 、 フー ド チェーンにおけ る組織が一丸 と なった取 り 組みを通
じ ては じ めて達成される と い う 指摘があ り なが ら 、 こ れまで 、 食品安全の問題およ
びその発生の原因 と な るプ ロ セス品質の問題について 、 フー ド チェーン全体の視点
か ら検討し た先行研究はほ と んど無かった 。 ま た 、 食品は 、 経時劣化が早 く 、 時間
的 、 空間的な移動 と と も に品質が悪 く な る と い う 特性があ る ため 、 物流プ ロ セス を
品質管理の対象 と する こ と が食品安全上極めて重要であ る と 言え るが 、 食品安全に
ついて物流プ ロ セス品質管理に重点を置いた先行研究はほ と んど無かった 。  
 
 
 
 
58 
3.8.2  本研究の特徴 
本研究の特徴は 、 関連先行研究のレ ビ ューの結果に基づ く 本研究の持つ新規性を含める と 、
以下の 8 点に要約する こ と がで き る 。  
① 食品安全問題はフー ド チェーンのすべてのス テージおよびプ ロ セスで起こ り 得る と い う 認
識に立ち 、 ま た 、 安全は品質の重要な構成要素であ る こ と か ら 、 食品安全はプ ロ セスの品
質に左右さ れる と い う 考えに立って 「 食品安全問題 」 を 「 プ ロ セス品質 」 か ら検討行 う 点 
② 食品は顧客の手元に届いては じ めて価値が発現し 、 要求を満足させる と い う 認識に立ち 、
ま た 、 その価値は届け方 、 すなわち 、 物流に左右さ れる と い う 考えに立って 、 「 食品安全
ハザー ド の由来 と な るプ ロ セス 」 と し ての 「 物流プ ロ セス 」 に重点を置いた検討を行 う 点 
③ プ ロ セス ・ 製品 （ 食品 ） ・ 顧客の関係および品質 ・ （ 食品 ） 安全 ・ 顧客満足の関係か ら 、
製造プ ロ セスや物流プ ロ セスの結果 と し ての食品が顧客に損害や危害を も た ら さ ない と い
う 「 品質安全 」 の概念を創造し た上で 、 顧客に損害や危害を も た らす可能性があ る原因が
製造プ ロ セス品質や物流プ ロ セス品質にあ る問題を 「 品質安全問題 」 と 定義 、 ま た 、 品質
安全問題が原因 と な る危害の発生源を 「 品質安全ハザー ド 」 と 定義し て 、 調査分析する点 
④ 汚破損 、 変質および異物混入の 3 つの分野の全部で26種類の品質安全ハザー ド を取 り 上げ
る点 、 および物流プ ロ セス を国内 （ 倉庫 、 輸送 ） および海外 （ 倉庫 、 輸送 ） の 4 つのプ ロ
セスに大別し た上で 、 物流プ ロ セスで発生し ている品質安全ハザー ド の発生を調査する点 
ま た 、 調査結果を用いたデータ分析の結果について 、 その理由や妥当性に関わる認識を深
める ため 、 ま た 、 実情の裏付けを得る ための イ ン タ ビ ュー調査の結果を用いて補完する点 
⑤ 農産物な どの生鮮食品 と 比べて品質安全問題に関わる先行研究が少ない加工食品の製造業
者を対象にアンケー ト 調査を実施し 、 物流の管理責任者や現場実務者および委託先の物流
業者の視点で品質安全問題を検討する と きに重要 と な る問題解決の枠組みや方策について
加工食品全般におけ る多様な品質安全ハザー ド の発生の実情を定量的に把握 ・ 分析する点 
⑥ フー ド チェーンの品質安全におけ る重要な問題点を導き出す過程において 、 アンケー ト 調
査結果をデータする コ レ ス ポンデン ス分析を用いる点 、 ま た 、 品質安全ハザー ド と 物流プ
ロ セスの対応関係を定量的 ・ 客観的に分析 、 品質安全管理上の重要な問題点を指摘する点 
⑦ フー ド チェーンにおけ る物流の品質安全問題を解決する ための指針を導き出す過程におい
て 、 倉庫プ ロ セスにおけ る具体的な品質安全問題をデータ と する主成分分析およびク ラ ス
ター分析を用いる点 、 ま た 、 具体的な品質安全問題について 、 定量的 ・ 客観的に分類し 、
グループ化し 、 フー ド チェーンの品質安全問題を解決する ための有効な指針を提言する点 
⑧ 品質安全管理上の重要な問題点およびフー ド チェーンの品質安全問題を解決する ための指
針を踏ま え 、 フー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益な取 り 組みを提案する点 
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第 9 節  本研究の方法 
以下に 、 本研究の方法について説明する 。  
(1) 研究対象 と する加工食品の物流プ ロ セスおよび物流プ ロ セスで発生する具体的な品質安全
問題について設定する 。  
(2) 加工食品のフー ド チェーンにおけ る食品製造業者の物流プ ロ セス を対象に品質安全ハザー
ド の発生の実情を把握する ため 、 調査対象 と する加工食品 ・ 業種 、 物流プ ロ セスおよび品
質安全ハザー ド を設定する 。  
(3) 食品製造業者の物流責任者に対する郵送回答法に よ る る アンケー ト 調査および訪問によ る
イ ン タ ビ ュー調査を計画する 。  
(4) アンケー ト 調査の結果 、 回収さ れた調査票にあ る結果を汚破損 、 変質および異物混入の視
点で集計し 、 物流プ ロ セスにおけ る具体的な品質安全ハザー ド の発生の実情を把握する 。  
(5) 訪問に よ る イ ン タ ビ ュー調査を実施し 、 アンケー ト 調査の結果を補完 ・ 検証し 、 その理由
や妥当性に関わる認識を深め 、 実情の裏付けを得る 。  
(6) 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係について 、 コ レ スポンデン ス分析を用いて 、
定量的な分析を行 う 。  
(7) 定量分析の結果に イ ン タ ビ ュー調査の結果を加えて 、 フー ド チェーン品質安全におけ る管
理上の重要な問題点を指摘する 。  
(8) 研究対象領域を設定する ため 、 加工食品製造業を中心 と し たフー ド チェーン を分析する 。  
(9) 設定し た研究対象物流領域におけ る物流プ ロ セスの一般化を図る ため 、 物流プ ロ セス を構
成するサブ物流プ ロ セスに詳細化し 、 整理し た上で 、 サブ物流プ ロ セス を集約する 。  
(10) 食品の品質安全問題で重要 と な る食品の特性を考慮する ため 、 食品の品目分類を調査し 、
設定する 。  
(11) 顧客 と の関わ り の深い工場倉庫か ら顧客までの販売物流におけ る物流プ ロ セスの中で 、 1
つの製品 （ 加工食品 ） の流通過程に占める時間の割合が圧倒的に大きい倉庫プ ロ セス を取
り 上げ 、 倉庫プ ロ セスにおけ る具体的な品質安全上の問題を抽出する 。  
(12) 抽出し た問題を加工食品の物流におけ る品質安全上の重要 と な る視点か ら評価し 、 こ れを
基に品質安全管理を行 う ための問題の分類を行 う 。  
(13) 分類された問題のグループ化を行 う こ と によ り 、 フー ド チェーン品質安全問題を解決する
ための有効な指針を提言する 。  
(14) 最後に 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益な取 り 組みを提案
する 。  
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第10節  第 3 章の結論 
第 3 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1) 食品の安全管理 と は 、 フー ド チェーンにおけ る組織 と し て 、 関係者の合意の も と 、 食品が
消費者に危害を も た ら さ ない こ と 、 ま たは食品に潜在する危険性が極力抑え られて危機的
な状態が発生し に く い状況を維持する こ と を目的 と し 、 確立し た安全基準の遵守および維
持に必要な一連の活動プ ロ セスおよび状態 と い う こ と がで き る 。 こ の食品の安全管理の視
点で 、 関連する先行研究を調査し た 。 食品の製造プ ロ セスの品質管理 と は 、 フー ド チェー
ンにあ る顧客の要求への適合を目的に 、 食品の効率的 、 経済的 、 安全かつ確実に製品を作
り 出すための一連の活動および手法であ る と い う こ と がで き る 。 こ の食品の製造プ ロ セス
の品質管理の視点で 、 関連する先行研究を調査し た 。 食品の物流プ ロ セスの品質管理 と
は 、 フー ド チェーンにあ る顧客の要求への適合を目的に 、 食品の効率的 、 経済的 、 安全か
つ確実に製品を移動する ための活動および手法であ る と い う こ と がで き る 。 こ の食品の物
流プ ロ セスの品質管理視点で 、 関連する先行研究を調査する 。  
(2) 関連する先行研究が取 り 上げた問題の領域は 、 ①食品の安全管理 、 ②製造プ ロ セスの品質 
管理および③物流プ ロ セスの品質管理の 3 つの視点に構造化する こ と がで き る 。 ま た 、 関
連する先行研究が取 り 上げた問題は 、 7 つの領域に分類する こ と がで き る 。  
7 つの領域尾で取 り 扱 う 問題は 、  
問題領域  食品安全問題 
問題領域  製造プ ロ セス品質問題 
問題領域  物流プ ロ セス品質問題 
問題領域  フー ド チェーン を構成する食品製造業者のプ ロ セス全体におけ る品質問題 
問題領域  フー ド チェーンにおけ る全てのプ ロ セスの品質に相互に影響する問題 
問題領域  実際に消費者に危害を も た らす食可能性にあ る食品製造の品質安全問題 
問題領域  フー ド チェーンの品質安全問題 
(3) ①食品の安全管理 、 ②製造プ ロ セスの品質管理および③物流プ ロ セスの品質管理の 3 つの
視点で調査し た全部で53の関連する先行研究の内容を理解する ため 、 それぞれについて 、
①研究が取 り 扱っている問題および研究の目的 、 ②研究のアプ ローチ方法 、 ③研究の結果
④研究の結論の 4 つの視点で整理し た 。 その結果 、 本研究に特に関連し 、 領域 A か ら領域
G までの 7 つの研究領域に該当する先行研究は 、 24の先行研究 と なった 。  
(4) フー ド チェーンにおけ る食品の安全およびプ ロ セスの品質に関わる24の関連先行研究の う
ち 、 17の研究においては 、 ①食品の安全管理に関連のあ る研究であった 。 こ の17の研究の
う ち 、 プ ロ セスの品質管理に も関連のあ る研究は全部で15の研究であった 。 こ の15の研究
の う ち 、 研究対象であ る物流プ ロ セスに関連する研究は 8 つであったが 、 こ の う ち 、 製造
プ ロ セス を含むフー ド チェーン全体に関連する研究は 、 3 つに留ま っている 。  
(5)  8 つの関連先行研究の う ち 、 5 つの研究は 、 特定の食品ま たは品質安全ハザー ド が取 り 上
げられてお り 、 食品の安全管理の視点では 、 特定の食品におけ る特定の食品安全ハザー ド
について論じ た先行研究が多い 。 一方 、 製造プ ロ セスの品質管理の視点および物流プ ロ セ
スの品質管理の視点 、 すなわち 、 フー ド チェーン全体におけ る プ ロ セスの品質管理の視点
では 、 これを研究対象外 と し て論じ た 、 ま たは特定のプ ロ セスにおけ る品質管理について
論じ た先行研究が多い 。 ま た 、 物流プ ロ セスの品質管理では 、 8 つの研究の う ち 、 6 つの
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研究でその対象が輸送プ ロ セスに留ま ってお り 、 倉庫プ ロ セスについて 、 も し く はフー ド
チェーン全体のプ ロ セス を取 り 上げた も のはない 。 ま た 、 フー ド チェーン全体におけ る プ
ロ セス を対象 と し ている先行研究が 3 つあ るが 、 特定の食品安全ハザー ド を対象 と し てお
り 、 プ ロ セス ご と のハザー ド の発生割合の報告に留ま っている 。 即ち 、 どの よ う な方策を
と るべき かについての検討は されていない 。 こ のため 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ
る品質安全管理を考え る場合 、 特に 、 物流プ ロ セスでは 、 不特定の物流業者が不特定の加
工食品を取 り 扱 う こ と か ら 、 不特定の加工食品の安全管理および不特定の組織 ・ プ ロ セス
の品質管理におけ る調査研究が必要であ る 。  
(6) 食品の安全に加え 、 製品およびプ ロ セスの品質が加工食品の使用者 （ 顧客 ・ 消費者 ） の満
足に と って重要であ る と し なが ら 、 こ れまで 、 食品安全 と プ ロ セス品質を交えた視点か
ら 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る品質安全管理について検討し た も のは 、 ほ と んど
無い 。 ま た 、 食品安全ハザー ド の発生の実情および食品安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対
応関係を統計的に分析し た研究も ほ と んど無い 。 物流プ ロ セスに関係する管理者および作
業者が品質安全問題の解決を考え る と きに重要 と な る問題の分類 、 グループ化のための調
査分析も行われていない 。 ま た 、 特定の食品および食品安全ハザー ド について 、 特定のプ
ロ セス を対象 と し た場合の問題は指摘されて も 、 物流部門責任者および実務者が品質安全
管理を推進する場合 、 食品製造業者や物流業者があ るべき状態に向けて 、 どの よ う な方策
を と るべきかについて検討がで き る よ う な枠組みは提案されていない 。  
(7) 物流由来の食品安全ハザー ド の発生の実情および物流プ ロ セス と 食品安全ハザー ド の対応
関係を定量的に明ら かにする ため 、 物流プ ロ セス を国内 （ 倉庫 、 輸送 ） および海外 （ 倉
庫 、 輸送 ） の 4 つに大別し た上で 、 汚破損 、 変質および異物混入の発生について 、 物流プ
ロ セス ご と にその状況を数量的に調査し 、 明ら かにする 。 その上で 、 品質安全ハザー ド と
物流プ ロ セスの対応関係を分析し 、 品質安全管理上の問題点を考察する 。  
(8) 顧客 と の関わ り の深い工場倉庫か ら顧客までの 「 販売物流 」 におけ る物流プ ロ セス を詳細
化する 。 こ の物流プ ロ セスの中で 、 1 つの製品 （ 加工食品 ） の流通過程に占める時間の割
合が圧倒的に大きい 「 倉庫プ ロ セス 」 を取 り 上げ 、 具体的な品質安全問題を抽出する 。 抽
出し た問題を分類し 、 グループ化を行 う 。 そ し て 、 加工食品の物流の う ち保管プ ロ セスに
関係する保管の管理者および作業者が品質安全問題の解決を行 う ために有効な指針を提案
する 。   
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第 4 章  食品製造業者における品質安全の実情に関する調査計画 
 
第 1 節  本章の目的 
4.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 本研究で対象 と する食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全の実際の
事情を把握する ための調査を計画する こ と であ る 。  
第 2 節 「 調査対象 と する加工食品 ・ 業種の設定 」 では 、 加工食品および業種か らみた品質安
全の実情を把握する ため 、 本研究で取 り 上げる加工食品および業種を設定する 。  
第 3 節 「 調査対象 と する物流プ ロ セスの設定 」 では 、 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対
応関係を分析する ため 、 第 1 章第 2 節で設定し た研究対象 と する プ ロ セスの範囲について 、 さ
ら に詳細に検討し た上で 、 調査対象 と する物流プ ロ セス を設定する 。  
第 4 節 「 調査対象 と する品質安全ハザー ド の設定 」 では 、 研究対象 と する物流プ ロ セスで発
生する汚破損 、 変質および異物混入の 3 つの分野の品質安全ハザー ド について 、 具体的な品質
安全ハザー ド を設定する 。 ま た 、 物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド について 、 特に 、 物
流機能別の物流プ ロ セス品質問題を示す 。  
第 5 節 「 食品製造業者へのアンケー ト 調査の計画 」 では 、 食品製造業者の物流プ ロ セスにお
け る品質安全ハザー ド の発生およびその管理の実情を定量的に明ら かにする ためのアンケー ト
調査を計画し 、 アンケー ト 調査票を作成する 。  
第 6 節 「 食品製造業者への イ ン タ ビ ュー調査の計画 」 では 、 第 5 節で計画し た食品製造業者へ 
のアンケー ト 調査を実施し た結果 、 回答のあ った食品製造業者を対象に 、 アンケー ト 調査の結 
果について補完 ・ 検証し 、 その理由や妥当性に関わる認識を深め 、 実情の裏付けを得る ため 、  
訪問によ る イ ン タ ビ ュー調査を計画し 、 イ ン タ ビ ュー調査項目を設定する 。  
第 7 節 「 第 4 章の結論 」 では 、 第 1 節か ら第 6 節までのま と めを行い 、 第 4 章におけ る結論
を述べる 。  
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4.1.2  本章の流れ 
 本章の流れを以下に示す （ 図 4-1 ） 。  
 
 
 
図 4-1  本章の流れ 
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第 2 節  調査対象と する加工食品 ・ 業種の設定 
4.2.1  加工食品の特性 
食品はそれぞれ特性を持っている 。 表 4-1 は 、 品質要素か らみた食品の特性を示し た も ので
あ る (1) 。 食品の品質には 、 大き く 分けて 、 以下の 2 つの特性があ る 。  
① 基本的特性 ： 食品が本来備えておかなければな ら ない特性 
② 機能的特性 ： 食品が持つ作用および働き と し ての特性 
 
表 4-1  品質要素から見た加工食品の特性 
 
 
 
 
69 
4.2.2  調査対象と する加工食品 ・ 業種 
本研究で調査対象 と する加工食品および業種は 、 特性に よ り 分類された加工食品の種類に よ
り 設定する こ と がで き る 。 加工食品および業種を分類 ・ 設定する目的は 、 研究対象 と する加工
食品および食品製造業者の業種の視点で品質安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態
を調査する ためであ る 。  
本研究で調査対象 と する業種は 、 食品製造業者が製造する加工食品の分類に基づいて設定す
る 。 表 4-2 は 、 農林水産省が所管し ている 「 独立行政法人農林水産消費安全技術セン ター 」 が
品目別の食品自主回収におけ る調査 ・ 分析で採用し ている28の食品分類を参考 と し て作成し た
も のであ る (2) 。 本研究で取 り 扱 う 業種の設定にあたっては 、 本章第 5 節で行 う 食品製造業者
へのアンケー ト 調査の目的 、 制約条件および回答の しやすさ な ど を考慮する必要があ る 。 こ の
ため 、 28の食品の分類について 、 統合 、 分離および新たに設定する な どの検討を加えた 。 その
結果 、 調査対象 と する業種は 、 18業種にその他の業種を加え 、 全部で19業種 と し た 。  
 
表 4-2  調査対象と する加工食品 ・ 業種 
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第 3 節  調査対象と する物流プロセスの設定 
4.3.1  食品製造業者における物流プロセス 
第 3 節では 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流プ ロ セス と 品質安全ハザー ド の発生の
対応関係を分析する ため 、 研究対象 と する物流プ ロ セス を設定する 。  
研究対象 と する組織であ る食品製造業者におけ る物流プ ロ セスは 、 第 1 章の図 1-9 で示し た
通 り 、 食品生産者 、 包装材料製造業者 、 製造委託先品製造業者および仕入品販売業者か ら 、 顧
客までのフー ド チェーンにおけ る組織の間にあ る 。 本研究では 、 研究対象 と する組織であ る食
品製造業者におけ る物流プ ロ セス を 9 の倉庫プ ロ セスおよび13の輸送プ ロ セスの全部で22の物
流プ ロ セスに整理し た （ 図 4-2 ） 。  
 
 
 
図 4-2  食品製造業者の物流プロセス 
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4.3.2  物流プロセスの説明 
 食品製造業者の物流プ ロ セスについて説明する （ 表 4-3 ） 。 ま た 、 品質安全ハザー ド の発生
の実情を定量的に把握する ためのアンケー ト 調査では 、 アンケー ト に対する回答の容易性を確
保する ため 、 図 4-2 で示し た食品製造業者におけ る全部で22の物流プ ロ セス を 4 つの物流プ ロ
セスのス テージに大別し た 。  
 
表 4-3  物流プロセスの説明と ステージの設定 
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第 4 節  調査対象と する品質安全ハザー ド の設定 
4.4.1  汚破損の検討 
第 1 章第 2 節で設定し た物流プ ロ セスで発生する汚破損 、 変質および異物混入の 3 分野の品
質安全ハザー ド の う ち 、 「 汚破損 」 について具体的な品質安全ハザー ド を検討する 。  
(1) 汚破損は 、 それ自体が直ちに健康危害を生じ させる可能性はないが 、 汚破損が遠因 と なっ
て 、 食品の変質を招 く 場合があ る 。 ま た 、 顧客や消費者は 、 購入し た食品に汚破損が認め
られる と 、 危険を感知 、 不快感を覚え るのに加え 、 変質や異物混入への疑いを持つこ と に
な る 。 こ のよ う に 、 物流プ ロ セスにおけ る汚破損は 、 健康危害の遠因 と な る可能性があ る
点で 、 健康危害を生じ させる恐れがない場合で も商取引に重大な影響を与え る点で重要な
品質安全ハザー ド であ る 。  
(2) 汚破損は 、 製造プ ロ セスの終了時点で 、 製造プ ロ セスの結果 と し ての食品に汚破損がない
場合で も 、 物流プ ロ セスにおいて食品の外部および内部に汚破損が生じ る可能性があ る 。
倉庫プ ロ セスでは包装 、 保管 、 荷役 、 流通加工および情報におけ る物流機能の不具合に よ
って 、 食品の外部および内部が汚破損する可能性があ る 。 ま た 、 輸送プ ロ セスでは 、 輸送
荷役および情報におけ る物流機能の不具合に よ って 、 食品の外部および内部が汚破損する
可能性があ る 。 ま た 、 汚破損は 、 倉庫プ ロ セスでは他者の保管貨物の 、 輸送プ ロ セスでは
他者の輸送貨物の影響を受けて発性する可能性も あ る 。  
4.4.2  変質の検討 
第 1 章第 2 節で設定し た物流プ ロ セスで発生する汚破損 、 変質および異物混入の 3 分野の品
質安全ハザー ド の う ち 、 「 変質 」 について具体的な品質安全ハザー ド を検討する 。  
(1) 生物的ハザー ド と し ての変質は 、 食品中に含まれる病原細菌 、 ウ ィ ルス 、 寄生虫の汚染ま
たはそれら が人間の体内で産生する毒素によ り 健康危害を生じ させる可能性があ る 。 すで
に述べた よ う に 、 汚破損が遠因 と なって 、 変質ハザー ド が発生する場合も あ る 。 化学的ハ
ザー ド は 、 食品中に含まれる化学物質によ る疾病 、 麻痺ま たは発がん性物質な どによ る健
康への危害を生じ させる も のであ る 。 農産物 、 畜産物および水産物では物流プ ロ セスにお
け る化学物質に よ る汚染に よ り 健康への危害が生じ る可能性はあ るが 、 加工食品の物流プ
ロ セスにおけ る化学的ハザー ド は 、 食品の包装に問題がなければ 、 意図的な場合を除いて
考慮し な く て も よ い 。  
(2) 製造プ ロ セスの終了時点で 、 製造プ ロ セスの結果 と し ての製品に変質がない場合で も 、 物
流プ ロ セスにおいて食品に変質が生じ る可能性があ る 。 倉庫プ ロ セスでは包装 、 保管 、 荷
役 、 流通加工および情報におけ る物流機能の不具合や倉庫プ ロ セス を取 り 巻 く 環境条件に
よ って 、 食品の内部が変質する可能性があ る 。 ま た 、 輸送プ ロ セスでは 、 輸送 、 荷役およ
び情報におけ る物流機能の不具合や輸送プ ロ セス を取 り 巻 く 環境条件によ って 、 食品の内
部が変質する可能性があ る 。 ま た 、 倉庫プ ロ セスにおけ る他の保管物品および輸送プ ロ セ
スにおけ る他の輸送貨物の影響を受けて変質する可能性も あ る 。  
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4.4.3  異物混入の検討 
第 1 章第 2 節で設定し た物流プ ロ セスで発生する汚破損 、 変質および異物混入の 3 分野の品
質安全ハザー ド の う ち 、 「 異物混入 」 について具体的な品質安全ハザー ド を検討する 。  
(1) 異物混入は 、 一般に 、 食品中に含まれる異物の物理的な作用によ り 、 健康危害を生じ させ
る可能性があ る 。 し か し 、 第 1 章第 2 節で述べた よ う に 、 フー ド チェーンにおけ る組織は
品質安全を健康危害および法律違反の惹起の有無 と は無関係に捉えている 。 し たがって 、
物流プ ロ セスにおけ る異物混入ハザー ド は 、 一般に健康危害を生じ させる恐れがない と 考
え られる場合にまで影響の範囲を拡大する認識が必要であ る 。 具体的には 、 食品内部への
異物の混入だけではな く 、 食品外部への 「 異物の付着 」 を影響の対象範囲 と する 。  
(2) 製造プ ロ セスの終了時点で 、 製造プ ロ セスの結果 と し ての製品に異物混入がない場合で
も 、 物流プ ロ セスにおいて食品への異物の混入ま たは付着が生じ る可能性があ る 。 倉庫プ
ロ セスでは包装 、 保管 、 荷役 、 流通加工および情報におけ る物流機能の不具合や倉庫プ ロ
セス を取 り 巻 く 環境条件に よ って食品への異物の混入ま たは付着が生じ る可能性があ る 。
ま た 、 輸送プ ロ セスでは 、 輸送 、 荷役および情報におけ る物流機能の不具合や輸送プ ロ セ
ス を取 り 巻 く 環境条件に よ って 、 食品への異物の混入ま たは付着が生じ る可能性があ る 。
異物には 、 実際に健康被害に直結する 「 危険異物 」 と 顧客 ・ 消費者が受取時に不衛生 、 汚
ら し い 、 気持ち悪い 、 あ るいは美的でない と いった不快な気持ちを抱かせる 「 不快異物 」
と があ る 。 危険異物および不快異物は 、 どち ら も物流プ ロ セスで混入ま たは付着する可能
性があ る 。  
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4.4.4  物流プロセスにおける具体的な品質安全ハザー ド の設定 
物流プ ロ セスにおけ る具体的な品質安全ハザー ド は 、 検討の結果 、 表 4-4 に示し た通 り 設定
し た (3) 。 本研究では 、 汚破損は 4 種類 、 変質は11種類 、 異物混入は11種類の全部で26種類を
具体的な品質安全ハザー ド と し て取 り 扱 う も の と する 。  
 
表 4-4  物流プロセスにおける具体的な品質安全ハザー ド 
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4.4.5  品質安全ハザー ド の発生原因と なる物流プロセス品質問題 
 表 4-5 は 、 物流機能別に物流プ ロ セス品質問題を表し た も のであ る (4) 。 こ れら の問題は 、
品質安全ハザー ド の発生の原因 と な る可能性があ る問題であ る 。  
 
表 4-5  物流機能別の物流プロセス品質問題 
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第 5 節  食品製造業者へのアンケー ト 調査の計画 
4.5.1  アンケー ト 調査の設計 
食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態
を定量的に明ら かにする ため 、 アンケー ト 調査を設計し 、 調査票を作成し た 。 アンケー ト 調査
票には 、 ①事業概要 、 ②物流プ ロ セス 、 ③物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生 、 ④
品質安全問題への関心 、 ⑤品質安全問題の管理および⑥自由意見の 6 つの分野の設問を用意し
全部で23の調査項目を設定し た 。  
表 4-6 は 、 アンケー ト 調査項目の一覧であ る 。 各調査項目におけ る調査の目的 ・ 意図 、 調査
の仕様および回答方法については 、 次節に詳述し た 。  
 
                             表 4-6  アンケート調査項目一覧 
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4.5.2  事業概要の調査 
(1) 業種 （ 取扱品目 ）  
アンケー ト 調査で取 り 扱 う 食品製造業におけ る対象業種は 、 本章第 2 節の表 4-2 で設定し た
分類に準じ る 。 こ れによ り 、 回答し た食品製造業者がどの よ う な業種であ る かを把握し 、 業種
の視点で品質安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする 。  
業種は 、 表 4-2 を再度整理し て 、 表 4-7 に示し た 。 回答は 、 食品製造業者に よ っては複数の
事業を持つ場合があ る こ と に備え 、 中核事業 と し て該当する業種を19種類 （ その他を含む ） に
分類し た 。 １ つ選択する よ う に し た 。 「 その他 」 を選択し た場合には 、 具体的な業種を記入で
き る よ う に工夫し た 。  
 
            表 4-7  アンケート調査の対象業種 
 
 
(2) 事業規模 （ 資本金 、 売上高 ）  
事業規模は 、 アンケー ト に回答し た食品製造業者の規模を把握し 、 事業規模の視点で品質安
全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
事業規模は 、 「 資本金 」 および 「 売上高 （ 年間 ） 」 の 2 つについて調査する こ と と し た 。  
回答は 、 数値を記入 （ 百万円単位 ） する方法 と し 、 百万円未満の端数は四捨五入 と する よ う
補足説明し た 。 ま た 、 食品製造業者に よ っては 、 企業グループ （ 連結 ） を形成 さ れている場合
も想定 さ れたため 、 回答の対象範囲は 、 中核事業を運営する企業 （ 単独 ） におけ る事業規模を
指すこ と を補足説明し た 。  
(3) 対象事業 
対象事業は 、 回答が食品製造業者におけ る全社事業を対象 と し て回答し た も のか 、 特定事業
を対象 と し て回答し た も のかを明ら かにする ために設定し た 。  
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回答は 、 「 全社事業 」 と 「 特定事業 」 の 2 つの選択肢のど ちか ら を選択する よ う に し た 。 特
定事業を選択し た場合には 、 具体的な事業について記入で き る よ う に し た 。  
(4) 物流子会社 
物流子会社は 、 アンケー ト に回答し た食品製造業者に物流子会社が有 ・ 無の視点で品質安全
ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
回答は 、 有 り と 無し の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
(5) 調達 
調達は 、 食品製造業者におけ る調達の対象および調達の範囲の視点で品質安全ハザー ド の発
生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
調達の対象は 、 「 原料調達 」 「 包材調達 」 および 「 仕入品調達 」 の 3 つ と し た 。 仕入品は 、
食品製造業者 と し て他社製品を仕入 、 販売 （ 転売 ） する取扱品 （ 仕入販売品 ） を指すこ と を補
足説明し た 。  
調達の範囲は 、 「 国内調達 」 と 「 海外調達 」 の 2 つに分類し た 。 海外調達については 、 貿易
の方法に よ る品質安全ハザー ド の発生の実情 と その管理の実態の違いを分析する ため 、 さ ら に
「 直接貿易 」 と 「 間接貿易 」 の 2 つ分類し た 。 直接貿易に よ る海外調達を 「 直接 」 と し 、 商社
経由な ど間接貿易に よ る海外調達を 「 間接 」 と する こ と を補足説明し た 。  
回答は 、 調達の対象の 3 種類 と 調達の範囲の 3 種類の組み合せご と に 、 すべて 、 有 り と 無し
の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
(6) 生産 
生産は 、 食品製造業者におけ る生産の方法および生産の範囲の視点で品質安全ハザー ド の発
生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。 ま た 、 生産について 、 食品製
造業者 と し て自社工場 （ 資本関係のあ る工場を含む ） を保有し生産し ている場合は自社生産 、
別法人に生産を委託し ている場合は委託生産を指すこ と を補足説明し た 。 生産の方法は 、 「 自
社生産 」 と 「 委託生産 」 の 2 つに分類し た 。 ま た 、 生産の範囲は 「 国内生産 」 と 「 海外生産 」
の 2 つに分類し た 。  
回答は 、 生産の方法の 2 種類 と 生産の範囲の 2 種類の組み合せご と に 、 すべて有 り と 無し の
2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
4.5.3  物流プロセスの調査 
(1) 倉庫プ ロ セス  
・ 運営倉庫 
運営倉庫は 、 食品製造業者におけ る設置倉庫の所有および所在の視点で品質安全ハザー ド の
発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
ま た 、 運営倉庫は 、 倉庫プ ロ セスにおいて実際に運営さ れている倉庫がアンケー ト 回答企業
の自社資産 と し て所有する倉庫であ るのか 、 外部 （ 他社 ） が所有する倉庫であ るのかに よ り 、
「 自社倉庫 」 と 「 外部倉庫 」 の 2 つに分類し た 。 ま た 、 運営倉庫の所在が国内であ るのか 、 海
外であ るのかに よ り 、 「 国内倉庫 」 と 「 海外倉庫 」 の 2 つに分類し た 。  
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回答は 、 運営倉庫の所有の 2 種類 と 運営倉庫の所在の 2 種類の組み合せご と に 、 すべて有 り
と 無し の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
なお 、 自社倉庫は自家資産倉庫を指すこ と 、 外部倉庫は賃貸契約の他 、 物流業務委託の中で
外部倉庫が使用さ れている場合を含むこ と を補足説明し た 。 ま た 、 海外倉庫は 、 日本へ輸出す
る取扱品を保管する ための海外におけ る運営倉庫を指すこ と を補足説明し た 。  
・ 倉庫業務 
倉庫業務は 、 食品製造業者におけ る倉庫業務の主体および倉庫業務の遂行場所の視点で品質
安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
ま た 、 倉庫業務は倉庫プ ロ セスにおいて実際に行っている業務がアンケー ト 回答企業の自社
で行っている業務であ るのか 、 委託先が行っている業務であ るのかに よ り 、 「 自社倉庫業務 」
と 「 委託倉庫業務 」 の 2 つに分類し た 。 ま た 、 倉庫業務の遂行場所が国内であ るのか 、 海外で
あ るのかに よ り 、 「 国内業務 」 と 「 海外業務 」 の 2 つに分類し た 。  
回答は 、 倉庫業務の主体の 2 種類 と 倉庫業務の遂行場所の 2 種類の組み合せご と に 、 すべて
有 り と 無し の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
なお 、 自社業務は 、 非正規社員の雇用に よ る自社業務も含むこ と を補足説明し た 。 海外業務
は 、 日本へ輸出する取扱品のための海外におけ る倉庫業務を指すこ と を補足説明し た 。  
・ 温度管理 
温度管理は 、 食品製造業者におけ る倉庫に必要な温度管理の区分 、 倉庫業務の遂行場所の視
点で品質安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
ま た 、 温度管理の区分は 「 常温 」 、 「 定温 」 、 「 冷蔵 」 および 「 冷凍 」 の 4 つに分類し た 。
ま た 、 倉庫業務の遂行場所が国内であ るのか 、 海外であ るのかに よ り 、 「 国内倉庫 」 と 「 海外
倉庫 」 の 2 つに分類し た 。  
回答は 、 温度管理の区分の 4 種類 と 運営倉庫の所在の 2 種類の組み合せご と に 、 すべて 「  
有 り と 無し の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。 なお 、 海外倉庫は 、 日本へ輸出
する取扱品を保管する海外におけ る倉庫業務を指すこ と を補足説明し た 。  
(2) 輸送プ ロ セス  
・ 輸送業務 
輸送業務は 、 食品製造業者におけ る輸送業務の主体および輸送業務の遂行場所の視点で品質
安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
ま た 、 輸送業務は輸送プ ロ セスにおいて実際に行っている業務がアンケー ト 回答企業の自社
でおこ なっている業務であ るのか 、 委託先が行っている業務であ るのかによ り 、 「 自社業務 」
と 「 委託業務 」 の 2 つに分類し た 。 ま た 、 輸送業務の遂行場所が国内であ るのか 、 海外であ る
のかに よ り 、 「 国内業務 」 と 「 海外業務 」 の 2 つに分類し た 。  
回答は 、 輸送業務の主体の 2 種類 と 輸送業務の遂行場所の 2 種類の組み合せご と に 、 すべて
有 り と 無し の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
なお 、 自社業務は 、 非正規社員の雇用に よ る自社業務も含むこ と を補足説明し た 。 海外業務
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は 、 日本へ輸出する取扱品のための海外におけ る輸送業務を指すこ と を補足説明し た 。  
・ 温度管理 
温度管理は 、 食品製造業者におけ る輸送に必要な温度管理の区分および輸送業務の遂行場所
の視点で品質安全ハザー ド の発生の実情およびその管理の実態を明ら かにする ために設定し
た 。  
温度管理の区分は 、 「 常温 」 、 「 定温 」 、 「 冷蔵 」 および 「 冷凍 」 の 4 つに分類し た 。 ま た
輸送業務の遂行場所が国内であ るのか 、 海外であ るのかに よ り 、 「 国内輸送 」 と 「 海外輸送 」
の 2 つに分類し た 。  
回答は 、 温度管理の区分の 4 種類 と 運営倉庫の所在の 2 種類の組み合せご と に 、 すべて有 り
と 無し の 2 つの選択肢のど ち ら かを選択する よ う に し た 。  
なお 、 海外輸送は 、 日本へ輸出する取扱品を保管する海外におけ る輸送業務を指すこ と を補
足説明し た 。  
(3) 物流プ ロ セスにおけ る品質安全管理の範囲 
物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全の管理範囲は 、 食品製造業者におけ る食品
物流プ ロ セス品質安全の主体的管理の範囲の視点で品質安全ハザー ド の発生の実情およびその
管理の実態を明ら かにする ために設定し た 。  
食品物流プ ロ セス品質安全の主体的管理は 、 食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る食品物流
プ ロ セス品質安全の状況 、 発生し た品質安全ハザー ド の発生の実情を把握し 、 その解決につい
て計画 、 実行 、 評価および改善を継続的に行 う こ と と 定義し 、 補足説明し た 。  
物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全について 、 食品製造業者が主体的に管理し
ている範囲は 、 以下に示す 8 つに分類し た 。 物流プ ロ セスは 、 第 1 章第 2 節で設定し た倉庫プ
ロ セス と 輸送プ ロ セスの 2 つのプ ロ セスで構成さ れる 。  
① 国内の販売 （ 自社製品 、 仕入品 ） の物流プ ロ セス  
② 国内の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） の物流プ ロ セス  
③ 国内の調達 （ 生産委託品 ） の物流プ ロ セス  
④ 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る海外側の物流プ ロ セス  
⑤ 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る国内側の物流プ ロ セス  
⑥ 海外の生産 （ 自社製品 ） におけ る海外側の物流プロ セス  
⑦ 海外の生産 （ 自社製品 ） におけ る国内側の物流プロ セス  
⑧ 海外か ら国内への国際輸送の物流プ ロ セス  
回答は 、 まず 、 国内の販売および調達に関わる①か ら③までの物流プ ロ セスにおけ る主体的
管理の範囲の 3 種類 と 物流プ ロ セスの 2 種類の組み合せご と に 、 該当する場合 、 い く つで も選
択で き る よ う に し た 。 つぎに 、 海外か ら の調達および海外の生産に関わる④か ら⑧までの物流
プ ロ セスにおけ る主体的管理の範囲の 5 種類 と 物流プ ロ セスの 2 種類の組み合せご と に 、 該当
する場合 、 い く つで も選択で き る よ う に し た 。  
 
 
 
81 
4.5.4  物流プロセスにおける品質安全ハザー ド の発生の調査 
(1) 物流プ ロ セス （ 倉庫 、 輸送 ） におけ る品質安全ハザー ド の発生 
物流プ ロ セス （ 倉庫 、 輸送 ） におけ る品質安全ハザー ド の発生は 、 食品製造業者におけ る取
扱品に品質安全ハザー ド が発生し た こ と があ るのか 、 ま た 、 発生し た品質安全ハザー ド はどの
よ う な種類であ るのかを調査する ために設定し た 。  
品質安全ハザー ド の種類は 、 大き く 、 「 変質 」 、 「 異物混入 」 および 「 汚破損 」 の 3 つに分
類し た 。  
回答は 、 品質安全ハザー ド の 3 種類について 、 それぞれ 、 有 り と 無し の 2 つの選択肢のど ち
ら かを選択する よ う に し た 。  
なお 、 生産プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生は対象か ら除 く こ と を補足説明し た 。  
(2) 発生し た変質の種類 と 物流プ ロ セス  
・ 変質の発生の有無 
発生し た変質の種類 と 物流プ ロ セスは 、 物流プロ セスにおけ る変質の発生があ る と 回答し た
場合 、 具体的にどの よ う な変質が発生し た こ と があ るのか 、 ま た 、 変質が発生し た物流プ ロ セ
スはど こ かを調査する ために設定し た 。  
本調査で取 り 扱 う 変質の種類は 、 第 4 章第 4 節で設定し た①腐敗 ・ 発酵 、 ②虫鼠害 、 ③酸
化 、 ④色素変退色 、 ⑤非酵素的褐変 、 ⑥成分変化 、 ⑦成分結晶化 、 ⑧臭い吸着 、 ⑨香 り 喪失 、
⑩吸湿および⑪乾燥の全部で11種類であ る 。 ま た 、 本調査で取 り 扱 う 物流プ ロ セスは 、 第 4 章
第 3 節で設定し た国内倉庫プ ロ セス 、 国内輸送プロ セス 、 海外倉庫プ ロ セスおよび海外輸送プ
ロ セスの 4 つであ る 。  
回答は 、 変質の11種類 と 物流プ ロ セスの 4 種類の組み合せご と に 、 該当する場合 、 い く つで
も選択で き る よ う に し た 。 ま た 、 設定し た変質の種類に該当し ない品質安全ハザー ド があ る場
合は 、 「 その他 」 を選択し 、 具体的な品質安全ハザー ド について記入する欄を設けた 。  
なお 、 海外調達および海外生産がない食品製造業者の場合は 、 海外倉庫プ ロ セスおよび海外
輸送プ ロ セスについての回答は不要であ る こ と を補足説明し た 。  
・ 変質の発生頻度 
11種類の変質の う ち 、 どの変質の発生頻度が高いのかを調査する ために設定し た 。  
回答は 、 発生があ る と 回答し た変質の う ち 、 発生頻度の高い変質の種類の上位か ら 3 つを選
択する よ う に し た 。  
なお 、 発生頻度の順位が不明の場合は 、 主要な品質安全ハザー ド を 3 つ選択する こ と を補足
説明し た 。  
(3) 発生し た異物混入の種類 と 物流プ ロ セス  
・ 異物混入の発生の有無 
発生し た異物混入の種類 と 物流プ ロ セスは 、 物流プ ロ セスにおけ る異物混入の発生があ る と
回答し た場合 、 具体的にどの よ う な異物混入が発生し た こ と があ るのか 、 ま た 、 異物混入が発
生し た物流プ ロ セスはど こ かを調査する ために設定し た 。  
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本調査で取 り 扱 う 異物混入の種類は 、 第 4 章第 4 節で設定し た①他食品成分 、 ②毛髪 、 ③昆
虫 、 ④動物組織 、 ⑤植物組織 、 ⑥カ ビ ・ 酵母 、 ⑦金属 、 ⑧プ ラ スチ ッ ク 、 ⑨繊維 ・ 糸 ・ 紐 、 ⑩
フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープ 、 ⑪石 ・ 砂の全部で11種類であ る 。 ま た 、 本調査で取 り 扱 う 物流プ ロ セ
スは 、 第 4 章第 3 節で設定し た国内倉庫プ ロ セス 、 国内輸送プ ロ セス 、 海外倉庫プ ロ セスおよ
び海外輸送プ ロ セスの 4 つであ る 。  
回答は 、 異物混入の11種類 と 物流プ ロ セスの 4 種類の組み合せご と に 、 該当する場合 、 い く
つで も選択でき る よ う に し た 。 ま た 、 設定し た異物混入の種類に該当し ない品質安全ハザー ド
があ る場合は 「 その他 」 を選択し 、 具体的な品質安全ハザー ド について記入する欄を設けた 。  
なお 、 海外調達および海外生産がない食品製造業者の場合は 、 海外倉庫プ ロ セスおよび海外
輸送プ ロ セスについての回答は不要であ る こ と を補足説明し た 。  
・ 異物混入の発生頻度 
11種類の異物混入の う ち 、 どの異物混入の発生頻度が高いのかを調査する ために設定し た 。  
回答は 、 発生があ る と 回答し た異物混入の う ち 、 発生頻度の高い異物混入の種類の上位か ら
3 つを選択する よ う に し た 。  
なお 、 発生頻度の順位が不明の場合は 、 主要な品質安全ハザー ド を 3 つ選択する こ と を補足
説明し た 。  
(4) 発生し た汚破損の種類 と 物流プ ロ セス  
・ 汚破損の発生の有無 
発生し た汚破損の種類 と 物流プ ロ セスは 、 物流プ ロ セスにおけ る汚破損の発生があ る と 回答
し た場合 、 具体的にどのよ う な汚破損が発生し た こ と があ るのか 、 ま た 、 汚破損が発生し た物
流プ ロ セスはど こ かを調査する ために設定し た 。  
本調査で取 り 扱 う 汚破損の種類は第 4 章第 4 節で設定し た①凹み 、 ②破れ ・ 割れ 、 ③汚れ 、
④漏出の 4 種類であ る 。 ま た 、 本調査で取 り 扱 う 物流プ ロ セスは第 4 章第 3 節で設定し た国内
倉庫プ ロ セス 、 国内輸送プ ロ セス 、 海外倉庫プ ロ セス 、 海外輸送プ ロ セスの 4 つであ る 。  
回答は 、 汚破損の 4 種類 と 物流プ ロ セスの 4 種類の組み合せご と に 、 該当する場合 、 い く つ
で も選択で き る よ う に し た 。 ま た 、 設定し た汚破損入の種類に該当し ない品質安全ハザー ド が
あ る場合は 、 「 その他 」 を選択し 、 具体的な品質安全ハザー ド について記入する欄を設けた 。  
なお 、 海外調達および海外生産がない食品製造業者の場合は 、 海外倉庫プ ロ セスおよび海外
輸送プ ロ セスについての回答は不要であ る こ と を補足説明し た 。  
・ 汚破損の発生頻度 
4 種類の汚破損の う ち 、 どの汚破損の発生頻度が高いのかを調査する ために設定し た 。 回答
は 、 発生があ る と 回答し た汚破損の う ち 、 発生頻度の高い汚破損の種類の上位か ら 3 つを選択
する よ う に し た 。 なお 、 発生頻度の順位が不明の場合は 、 主要な品質安全ハザー ド を 3 つ選択
する こ と を補足説明し た 。  
(5) 発生原因 、 発生箇所が特定でき なかった品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セス  
発生原因 、 発生箇所が特定で き なかった品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスは 、 物流プ ロ セス
 
 
83 
におけ る品質安全ハザー ド の発生があ る と 回答し た場合 、 その発生の原因 、 発生の箇所 （ 物流
プ ロ セス ） が最終的に特定で き なかった品質安全ハザー ド があ るのかを調査する ために設定し
た 。 回答は 、 汚破損 、 変質および異物混入の品質安全ハザー ド の 3 つの分野 と 物流プ ロ セスの
4 つの種類の組み合せご と に 、 該当する場合 、 選択する よ う に し た 。 なお 、 海外調達および海
外生産がない食品製造業者の場合は 、 海外倉庫プロ セスおよび海外輸送プロ セスについての回
答は不要であ る こ と を補足説明し た 。  
4.5.5  物流プロセス品質安全への関心の調査 
(1) 物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全への関心 
食品物流プ ロ セス品質安全への関心は 、 食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る流通品質安全
への関心の視点で食品物流プ ロ セス品質安全の実情およびその管理の実態を調査する ために設
定し た 。 回答は 、 つぎに示すの 5 つの選択肢の う ち 、 1 つを選択する よ う に し た 。  
① 非常に関心があ る  
② 関心があ る  
③ 関心はあ ま り ない 
④ 関心がほ と んど ない 
⑤ ど ち ら と も言えない 
(2) 物流プ ロ セス品質安全への関心があ る背景 ・ 理由 
物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全への関心があ る背景 ・ 理由は 、 5 つの選択
肢の う ち 、 ①非常に関心があ る 、 ま たは②関心があ る と 回答し た食品製造業者の物流責任者が
物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全へ関心を持つ背景 ・ 理由を調査する ために設
定し た 。  
回答は 、 つぎに示す 7 つの選択肢の う ち該当する背景 ・ 理由の上位か ら 3 つを選択する よ う
に し た 。 ま た 、 設定し た 7 つの選択肢の う ち 、 「 その他 」 を選択し た場合は 、 具体的な背景 ・
理由について記入する欄を設けた 。  
① 物流 ・ ロ ジ ス テ ィ ク スにおけ る品質安全問題が同業他社で発生し てお り 、 対応し ている  
② 物流 ・ ロ ジ ス テ ィ ク スにおけ る品質安全問題は社内で発生し ていないが 、       
経営上重要 と 認識し ている  
③ 顧客 （ 得意先 ） か ら具体的な対応を求め られている  
④ 顧客 （ 得意先 ） か ら具体的な対応は求め られていないが 、 いずれ求め られる  
⑤ 取引先 （ 仕入先 ） で品質安全問題が発生し てお り 、 影響を受けている  
⑥ 取引先 （ 仕入先 ） では品質安全問題が発生し ていないが 、 発生し た場合の影響が   
小さ く ない 
⑦ その他 
 
(3) 物流プ ロ セスにおけ る品質安全についての委託物流業者の協力姿勢 
物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全について 、 委託物流業者の協力姿勢の視点
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で食品物流プ ロ セス品質安全の実情およびその管理の実態を調査する ために設定し た 。 回答は
物流プ ロ セスにおけ る業務の委託先であ る倉庫事業者および物流業者の食品物流プ ロ セス品質
安全についての全般的な協力姿勢について 、 次の 6 つの選択肢の う ち 、 1 つを選択する よ う に
し た 。  
① 非常に高い （ よい ）  
② 高い （ よい ）  
③ 普通 
④ 低い （ 悪い ）  
⑤ 非常に低い （ 悪い ）  
⑥ わか ら ない 
なお 、 委託倉庫事業者の全般的な協力姿勢については 、 倉庫プ ロ セス／倉庫業務におけ る委
託業務において 、 国内業務 と 海外業務のど ち ら かま たは両方を選択し た食品製造業者に対し て
のみ回答を求める こ と を補足明し た 。 ま た 、 委託物流業者の全般的な協力姿勢については 、 輸
送プ ロ セス／輸送業務におけ る委託業務において 、 国内業務 と 海外業務のど ち ら かま たは両方
を選択し た食品製造業者に対し てのみ回答を求める こ と を補足明し た 。  
4.5.6  物流プロセスにおける品質安全の管理の調査 
(1) 物流プ ロ セスにおけ る食品 リ ス ク の明確化 
物流プ ロ セスにおけ る食品 リ ス ク が明確化さ れているのかの視点で食品物流プ ロ セス品質安
全の実情およびそ管理の実態を調査する ために設定し た 。  
回答は 、 つぎに示す 5 つの選択肢の う ち 、 1 つを選択する よ う に し た 。  
① 物流プ ロ セスにおけ る食品 リ ス ク について 、 十分明ら かに し ている （ なっている ）  
② 物流プ ロ セスにおけ る食品 リ ス ク について 、 一部を十分明ら かに し ている  
（ 一部が明ら かになっている ）  
③ 物流プ ロ セスにおけ る食品 リ ス ク について 、 明ら かに し ている （ なっている ） と は 
言えない 
④ 物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生はな く 、 食品 リ ス ク を明確化する必要が
ない 
⑤ わか ら ない 
なお 、 食品 リ ス ク は 、 倉庫プ ロ セスおよび輸送プ ロ セスにおけ る変質 、 異物混入および汚破
損の リ ス ク であ る こ と を補足説明し た 。  
(2) 物流プ ロ セスにおけ る ト レーサビ リ テ ィ  
物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド が発生し た場合 、 対象 と な る取扱品について ト レー
ス し 、 報告する こ と ができ るのかの視点で食品物流プ ロ セス品質安全の実情およびその管理の
実態を調査する ために設定し た 。  
回答は 、 つぎに示す 6 つの選択肢の う ち 、 該当する 1 つを選択する よ う に し た 。  
① 1 時間以内に 、 経営者に対し 、 該当するすべての在庫 ・ 出荷品の所在を追跡 ・ 報告す
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る こ と ができ る  
② 6 時間以内に 、 経営者に対し 、 該当するすべての在庫 ・ 出荷品の所在を追跡 ・ 報告す
る こ と ができ る  
③ 24時間以内に 、 経営者に対し 、 該当するすべての在庫 ・ 出荷品の所在を追跡 ・ 報告す
る こ と ができ る  
④ 在庫 ・ 出荷品の所在を追跡し 、 報告する （ でき る ） 体制 ・ 仕組みが不十分であ る  
⑤ 庫 ・ 出荷品の所在を追跡し 、 報告する （ でき る ） 体制 ・ 仕組みがない 
⑥ わか ら ない 
なお 、 ト レース と は 、 国内販売におけ る出荷指図 、 出荷済の取扱品の所在 （ 何が 、 い く つ 、
ど こ にあ るのか ） を追跡する こ と を補足説明し た 。  
(3) 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の解決のための重要管理事項 
倉庫プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全問題の解決のための重要管理事項は 、 食品
製造業者が倉庫プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全問題を解決する ために重要 と 考え
ている課題ま たは施策を調査する ために設定し た 。 回答は 、 つぎに示す 8 つの選択肢の う ち 、
該当する重要管理事項の上位か ら 3 つを選択する よ う に し た 。 ま た 、 設定し た 8 つの選択肢の
う ち 、 「 その他 」 を選択し た場合は 、 具体的な重要管理事項を記入する欄を設けた 。  
① 業務方法 ・ 手順の見直し （ 業務手順の不備 ・ 誤運用 ）  
② 製品保管の方法 ・ 管理の見直し （ 保管および取扱いの不備 ・ 誤運用の防止 ）  
③ 食品内部 （ 可食部 ） の変質への対応 （ 衛生的な取扱いや温湿度の管理 ）  
④ 食品の異物混入 ・ 汚破損への対応 
⑤ 従業員への衛生教育への対応 
⑥ 施設 ・ 設備の構造の見直し  
⑦ 施設 ・ 設備の老朽化 ・ 衛生への対応 
⑧ その他 
(4) 輸送プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全問題の解決のための重要管理事項 
輸送プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全問題の解決のための重要管理事項は 、 食品
製造業者が輸送プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全問題を解決する ために重要 と 考え
ている課題ま たは施策を調査する ため設定し た 。 回答は 、 つぎに示す 8 つの選択肢の う ち 、 該
当する重要管理事項の上位か ら 3 つを選択する よ う に し た 。 ま た 、 設定し た 8 つの選択肢の う
ち 、 「 その他 」 を選択し た場合は 、 具体的な重要管理事項を記入する欄を設けた 。  
① 輸送方法 ・ 手順の見直し （ 輸送方法 ・ 手順の不備 ・ 誤運用 ）  
② ター ミ ナルなど輸送施設におけ る一時保管の方法 ・ 管理の見直し （ 保管および取扱の不
備 ・ 誤運用 ）  
③ 輸送車両におけ る衛生管理や温湿度の管理 
④ 輸送車両の急発進 ・ 急ブレーキなどに よ る破損への対応 
⑤ ド ラ イバーなど従業員教育への対応 
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⑥ ター ミ ナルなど輸送施設 ・ 設備の構造の見直し  
⑦ ター ミ ナルなど輸送施設 ・ 設備の老朽化 ・ 衛生への対応 
⑧ その他  
(5) 物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全のために重視する範囲 
物流プ ロ セスにおけ る食品物流プ ロ セス品質安全のために重視する範囲は 、 食品製造業者が
こ れまで視し て き た範囲 と こ れか ら重視すべき範囲に大別し た上で 、 サプ ラ イ チェーンにおけ
る食品物流プ ロ セス品質安全の重視範囲の視点で食品物流プ ロ セス品質安全の実情およびその
管理の実態を調査する ために設定し た 。  
物流プ ロ セスにおけ る品質安全ついて 、 重視する範囲は 、 つぎに示す 8 つに分類し た 。  
① 国内の販売 （ 自社製品 、 仕入品 ） の物流プ ロ セス  
② 国内の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） の物流プ ロ セス  
③ 国内の調達 （ 生産委託品 ） の物流プ ロ セス  
④ 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る海外側の物流プ ロ セス  
⑤ 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る国内側の物流プ ロ セス  
⑥ 海外の生産 （ 自社製品 ） におけ る海外側の物流プ ロ セス  
⑦ 海外の生産 （ 自社製品 ） におけ る国内側の物流プ ロ セス  
⑧ 海外か ら国内への国際輸送の物流プ ロ セス  
ま た 、 重視範囲は 、 「 こ れまで重視し て き た範囲 」 と 「 こ れか ら重視すべき範囲 」 の 2 つに
分類し た 。 回答は 、 まず 、 国内の販売および調達に関わる①か ら③までの物流プ ロ セスにおけ
る食品物流プ ロ セス品質安全の重視範囲の 3 種類 と こ れまで重視 ・ こ れか ら重視の 2 種類の組
み合せご と に該当する場合 、 い く つで も選択でき る よ う に し た 。 つぎに 、 海外か ら の調達およ
び海外の生産に関わる④か ら⑧までの物流プ ロ セスにおけ る品質安全の重視範囲の 5 種類 と こ
れまで重視こ れか ら重視の 2 種類の組み合せご と に該当する場合 、 い く つで も選択で き る よ う
に し た 。  
4.6.7  自由意見の調査 
前述の (1) か ら (5) までの調査では触れていない物流 ・ ロ ジ ス テ ィ ク スの食品物流プ ロ セス
品質安全問題およびその管理に関わる実情 、 意見および要望などについての自由に記入欄を設
けた 。  
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第 6 節  食品製造業者へのイ ン タ ビ ュー調査の計画 
4.6.1  イ ン タ ビ ュー調査の目的 
イ ン タ ビ ュー調査の目的は 、 前節で計画し た食品製造業者の物流責任者へのアンケー ト 調査 
を実施し た結果 、 回答のあ った食品製造業者の物流責任者に対し 、 アンケー ト 調査結果につい
て補完 ・ 検証し 、 その理由や妥当性に関わる認識を深め 、 実情の裏付けを得る ためであ る 。  
4.6.2  イ ン タ ビ ュー調査の項目 
前節で計画し た食品製造業者の物流責任者へのアンケー ト 調査を実施し た結果 、 回答のあ っ
た食品製造業者の物流責任者に対し 、 アンケー ト 調査結果について補完する ため 、 訪問に よ る
イ ン タ ビ ュー調査の項目を設計し た 。  
主な イ ン タ ビ ュー調査の項目は 、 以下の通 り であ る 。  
(1) アンケー ト 調査項目の設定の妥当性 
(2) 具体的な品質安全ハザー ド の設定の妥当性 （ 汚破損 、 変質 、 異物混入 ）  
(3) アンケー ト 回答の内容に対する訂正に関する情報 
①回答内容の う ち 、 訂正 （ 変更 ） するべき 、 ま たは 、 し たい部分があ るか 
②回答内容の う ち 、 訂正 （ 削除 ） するべき 、 ま たは 、 し たい部分があ るか 
(4) アンケー ト 回答の内容に対する追加に関する情報 
   ①回答内容に対し 、 追加 （ 補足 ） するべき情報はあ るか 
   ②回答内容に対し 、 追加 （ 補足 ） し たい情報はあ るか 
(5) アンケー ト 回答の内容に関する確認 
①設問 1 （ 事業概要 ・ 調達 ・ 生産 ) におけ る回答に対する再確認 
②設問 2 （ 物流プ ロ セス ） におけ る回答に対する再確認設問 
③設問 3 （ 品質安全問題の発生 ） におけ る回答に対する再確認 
(6) 物流プ ロ セスにおけ る品質安全問題の発生の有無について回答する場合の対象期間 
(7) 品質安全ハザー ド 発生の状況 、 発生の原因 、 発生の理由 
（ アンケー ト 調査時は 、 品質安全ハザー ド を品質安全問題 と 呼称 ）  
(9) 組織におけ る物流部門の位置づけ 
(10) アンケー ト 調査結果の妥当性 
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イ ン タ ビ ュ ワーが イ ン タ ビ ューを実施する場合の調査票を作成し た （ 表 4-8 ） 。  
 
                           表 4-8  イ ン タ ビ ュー調査項目一覧 
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4.6.3  イ ン タ ビ ュー調査の対象 
 アンケー ト 回答のあ った 121 社の う ち 、 訪問によ る イ ン タ ビ ュー調査の協力が得られ 、 希望
する期間内および日時の訪問が可能 と なった食品製造業者は全部で27社であ る （ 表 4-9 ） 。  
 
表 4-9  イ ン タ ビ ュー調査訪問計画企業 （ 一覧 ）  
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第 7 節  第 4 章の結論 
第 4 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1) 食品製造業者におけ る品質安全の実情に関する調査を実施する ため 、 以下の項目について
設定し た 。  
① 調査対象 と する加工食品 ・ 業種 
調査対象 と する食品製造業者の業種を製造する食品の種類で分類し 、 設定し た 。
食品は品目ご と にそれぞれ特性を持ってお り 、 その特性の違いによ り 製造する食
品をい く つかの種類に分け 、 業種は 、 製造する食品の種類で分類し た 。 その結果
本研究で取 り 扱 う 食品製造業におけ る業種は 、 18業種にその他の業種を加え 、 全
部で19業種 と し た 。  
② 調査対象 と する物流プ ロ セスの設定 
加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流プ ロ セス と 品質安全ハザー ド の発生の対
応関係を分析する ため 、 研究対象 と する物流プ ロ セス を設定し た 。 研究対象 と す
る組織であ る食品製造業者におけ る物流プ ロ セスは 、 本研究では 、 研究対象 と す
る組織であ る食品製造業者におけ る物流プ ロ セス を 9 の倉庫プ ロ セスおよび13の
輸送プ ロ セスの全部で22の物流プ ロ セスに整理し た 。  
③ 調査対象 と する品質安全ハザー ド の設定 
加工食品の物流プ ロ セスで発生する汚破損 、 変質および異物混入の 3 つの分野の
品質安全ハザー ド について具体化する ため検討を加えた 。 本研究では 、 物流プ ロ
セスにおけ る具体的な品質安全ハザー ド は 、 汚破損は 4 種類 、 変質は11種類 、 異
物混入は11種類の全部で26種類を具体的な品質安全ハザー ド と し て取 り 扱 う も の
と し た 。  
(2) 調査対象 と する加工食品 ・ 業種 、 物流プ ロ セスおよび品質安全ハザー ド の設定に基づいて
食品製造業者への調査を計画し た 。  
① アンケー ト 調査の計画 
食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生の実情およびその
管理の実態を定量的に明ら かにする ため 、 アンケー ト 調査を設計し 、 調査票を作
成し た 。 アンケー ト 調査票には 、 ①事業概要 、 ②物流プ ロ セス 、 ③物流プ ロ セス
におけ る品質安全ハザー ド の発生 、 ④品質安全問題への関心 、 ⑤品質安全問題の
管理および⑥自由意見の 6 つの分野の設問を用意し 、 全部で23の調査項目を設定
し た 。  
② イ ン タ ビ ュー調査の計画 
計画し た食品製造業者の物流責任者へのアンケー ト 調査を実施し た結果 、 回答の
あ った食品製造業者の物流責任者に対し 、 アンケー ト 調査結果について補完 ・ 検
証し 、 その理由や妥当性に関わる認識を深め 、 実情の裏付けを得る ため 、 訪問に
よ る イ ン タ ビ ュー調査の項目を設計し た 。 アンケー ト 回答のあ った 121 社の う ち
訪問に よ る イ ン タ ビ ュー調査の協力が得られ 、 希望する期間内および日時の訪問
が可能 と なった食品製造業者は全部で27社であ る 。  
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第 5 章  食品製造業者における品質安全の実情に関する調査結果 
 
第 1 節  本章の目的 
5.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 食品製造業者への調査の実施結果か ら 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る
物流プ ロ セスの品質安全ハザー ド の発生の実情を把握する こ と であ る 。  
第 2 節 「 食品製造業者か ら のアンケー ト 回答の概要 」 では 、 アンケー ト 調査票の回収実績を
明ら かに し 、 業種別の回答数 と 構成比および事業規模別の回答数 と 構成比を示す 。  
第 3 節 「 物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハサー ド の発生状況 」 では 、 まず 、 物流プ ロ セスに
おけ る品質安全ハザー ド の発生について 、 つぎの数値を示す 。  
・ 汚破損 、 変質および異物混入の発生の有無の回答数 と 構成比 
・ 物流プ ロ セスにおけ る汚破損の具体的な 4 種類の 、 変質の具体的な11種類の 、 異物混入の
具体的な11種類の品質安全ハザー ド ご と の発生の回答数 と 構成比 
・ 国内倉庫プ ロ セス と 国内輸送プ ロ セスおよび海外倉庫プ ロ セス と 海外輸送プ ロ セス を比べ
た場合の汚破損 、 変質および異物混入の発生割合 
・ 国内倉庫プ ロ セス と 海外倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セス と 海外輸送プ ロ セス を比べ
た場合の汚破損 、 変質および異物混入の発生割合 
・ 発生の原因 ・ 箇所が最終的に特定で き なかったハザー ド の有無 と 構成比 （ 3 つ品質安全ハ
ザー ド 分野別 ）  
第 4 節 「 物流プ ロ セスにおけ る品質安全の主体的管理の範囲 」 では 、 国内倉庫プ ロ セスおよ
び国内輸送プ ロ セス を 、 それぞれ 、 国内の販売 （ 製品 、 仕入品 ） 、 国内の調達 （ 原料 、 包材 、
仕入商品 ） および国内の調達 （ 生産委託品 ） の 3 つに分け 、 それぞれプ ロ セスについて 、 アン
ケー ト 回答を行った食品製造業者が主体的管理の範囲 と し ている回答数 と 構成比を示す 。 ま
た 、 海外倉庫プ ロ セスおよび海外輸送プ ロ セス を 、 それぞれ 、 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、
仕入品 ） におけ る海外側 、 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る国内側 、 海外の生
産拠点 （ 製品 ） におけ る海外側 、 海外の生産拠点 （ 製品 ） におけ る国内側および海外か ら国内
への国際輸送の 5 つに分け 、 それぞれのプ ロ セスについて 、 アンケー ト 回答を行った食品製造
業者が主体的管理の範囲 と し ている回答数 と 構成比を示す 。  
第 5 節 「 食品製造業者へのアンケー ト 調査結果のま と め 」 では 、 汚破損 、 変質および異物混
入の 3 つの分野 と 国内倉庫 、 国内輸送 、 海外倉庫および海外輸送プ ロ セスの 4 つの物流プ ロ セ
スの別に 、 品質安全ハザー ド の発生社数 と 発生割合を示す 。 ま た 、 汚破損 、 変質および異物混
入の 3 つの分野におけ る具体的な品質安全ハザー ド であ る汚破損の 4 種類 、 変質の11種類およ
び異物混入の11種類についての発生割合を物流プ ロ セス別に示す 。  
第 6 節 「 食品製造業者への イ ン タ ビ ュー調査結果 」 では 、 第 4 章第 5 節で計画し た食品製造
業者へのアンケー ト 調査を実施し た結果 、 回答のあ った食品製造業者への訪問に よ る イ ン タ ビ
ュー調査の受入れ許可を得た27社への イ ン タ ビ ュー調査結果を示す 。  
第 7 節 「 第 5 章の結論 」 では 、 第 1 節か ら第 6 節までのま と めを行い 、 第 5 章におけ る結論
を述べる 。  
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5.1.2  本章の流れ 
 本章の流れを以下に示す （ 図 5-1 ） 。  
 
 
 
図 5-1  本章の流れ 
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第 2 節  食品製造業者からのアンケー ト 回答の概要 
5.2.1  アンケー ト 調査票の配布と回収 
アンケー ト 調査票は 、 国内の加工食品製造業 1,085 社の物流部門責任者に郵送で配布し た 。  
品質安全ハザー ド の発生におけ る対象期間は 、 過去 3 年間 と し た 。 ま た 、 アンケー ト の回答期
間は 、 2010年 7 月26日か ら 2010年 8 月 6 日ま で と し 、 郵送に よ る回収 と し た 。 その結果 、 配布
し た 1,085 社の う ち 121 社か ら回答が得られ 、 回収率は 、 11.2% と なった （ 表 5-1 ） 。  
 
              表 5-1  アンケー ト 回答数 ・ 回答率  
 
 
5.2.2  業種別の回答数と構成比 
表 5-2 は 、 業種別の回答数 と 構成比を示し た も のであ る 。 第 4 章第 2 節で設定し た19業種の
すべてについて 、 1 社以上か ら回答があ った 。  
10社以上か ら回答のあった業種におけ る回答数 と 構成比は 、 菓子製造業 （ 19社 、 15.7% ） 、
水産加工品製造業 （ 16社 、 13.2% ） 、 乳製品製造業 （ 15社 、 12.4% ） であ る 。  
 
              表 5-2  業種別の回答数と構成比 
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5.2.3  事業規模別の回答数と構成比 
(1) 資本金別の回答数 と 構成比 
表 5-3 は 、 資本金別の回答数 と 構成比を示し た も のであ る 。  
資本金については 、 回答を 1 億円未満 、 1 億円以上 3 億円未満 、 3 億円以上10億円未満 、 10
億円以上 100 億円未満および 100 億円以上の 5 つに分類し た 。  
資本金別の回答数は 、 資本金 1 億円未満が52社 （ 43.0% ） で最も多 く 、 次いで 、 資本金10億
円以上 100 億円未満が21社 （ 17.4% ） であ る 。  
中小企業庁に よ る中小企規模企業に区分であ る資本金 3 億円未満の回答数は 、 資本金 1 億円
未満の52社に 、 資本金 1 億円以上 3 億円未満の19社を加えた71社 （ 58.7% ） であ る 。  
 
             表 5-3  資本金別の回答数と構成比 
 
 
(2) 売上高別の回答数と構成比 
表 5-4 は、売上高別の回答数と構成比を示したものである。 
売上高については、回答を50億円未満、50億円以上 100 億円未満、 100 億円以上 500 億円未
満、 500 億円以上 1,000 億円未満および 1,000 億円以上の 5 つに分類した。 
売上高別の回答数は、売上高 100 億円以上 500 億円未満にあるとの回答が39社（ 32.2% ）と
最も多く、次いで、売上高50億円未満が34社（ 28.1% ）、50億円以上 100 億円未満の28社
（ 23.1% ）の順に多い。 
 
            表 5-4  売上高別の回答数と構成比 
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5.2.4  業種別の品質安全ハザー ド の発生状況 
表 5-5 は 、 設定し た11種類の変質 、 11種類の異物混入および 4 種類の汚破損の品質安全問題
について 、 業種別の発生の有無 （ ● ： 発生があ る ） を示し た も のであ る 。  
設定し た 4 種類の汚破損は 、 すべての業種で発生し ている 。 水産加工品製造業においては 、
設定し たすべての種類の異物混入があ る 。 酒類製造業においては 、 変質および異物混入は発生
し ていない 。 変質 と 異物混入を比べた場合 、 野菜加工品 ・ 漬物製造業 、 水産加工品製造業およ
び乳製品製造業の 3 つの業種では異物混入の発生の種類が多 く 、 その他の 7 つの業種では 、 変
質の発生の種類のほ う が多い 。  
 
           表 5-5  業種別の品質安全ハザー ド の発生状況 
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第 3 節  物流プロセスにおける品質安全ハザー ド の発生状況 
5.3.1  物流プロセスにおける品質安全ハザー ド （ 3 分野 ） の発生状況 
表 5-6 は 、 有効回答 121 社の物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド （ 汚破損 、 変質および
異物混入の 3 つの分野 ） の発生について 、 有無 （ 過去 3 年間程度の期間中におけ る ） の回答数
と それぞれの構成比を示し た も のであ る 。  
① 汚破損について 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 110 社 （ 90.9% ） であ る 。  
物流プ ロ セスにおけ る汚破損は 、 概ね10社に 9 社以上の割合で発生があ る 。  
② 変質について 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 79社 （ 65.3% ） であ る 。  
物流プ ロ セスにおけ る変質は 、 概ね 2 社に 1 社以上の割合で発生があ る 。  
③ 異物混入について 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 36社 （ 29.8% ） であ る 。  
物流プ ロ セスにおけ る異物混入は 、 概ね 4 社に 1 社以上の割合で発生があ る 。  
 
表 5-6  物流プロセスにおける品質安全ハザー ド （ ３ 分野 ） の発生状況 
 
 
汚破損は 、 大別し た 3 つの品質安全ハザー ド の う ちで最も物流プ ロ セスにおけ る発生割合が
大きい品質安全ハザー ド であ る ( 図 5-2) 。  
 
90.9%
65.3%
29.8%
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
汚破損
変質
異物混入
 
      図 5-2  物流プロセスにおける品質安全ハザー ド （ ３ 分野 ） の発生割合 
 
 
 
98 
5.3.2  物流プロセスにおける具体的な汚破損の発生状況 
(1) 汚破損の種類別の発生割合 
表 5-7 は 、 汚破損について 、 物流プ ロ セスで発生し た こ と があ る と 回答し た 110 社を対象
に 、 あ ら か じ め設定し た 4 種類の汚破損の発生の有無 （ 過去 3 年間程度の期間中におけ る ） の
回答数 と それぞれの構成比を示し た も のであ る 。  
 
表 5-7  物流プロセスにおける汚破損の発生状況 
 
 
破れ ・ 割れについて 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 98社 （ 89.1%) ） であ る 。 4 種
類の品質安全ハザー ド の中では 、 最も発生割合が大きい 。  
次いで 、 凹み （ 75.5% ） 、 汚れ （ 67.3% ） 、 漏出 （ 39.1% ） の順に発生割合が大きい 。  
破れ ・ 割れは 、 4 種類の汚破損 う ちで最も発生割合が大きい汚破損であ る （ 図 5-3 ） 。  
 
図 5-3  汚破損の種類別の発生割合 
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(2) 汚破損の種類別 ・ 物流プ ロ セス別の発生割合 
図 5-4 は 、 国内倉庫業務があ る と 回答し た 114 社 、 国内輸送業務があ る と 回答し た 117 社 、
海外倉庫業務があ る と 回答し た 9 社および海外輸送業務があ る と 回答し た26社を対象 と し 、 物
流プ ロ セスにおけ る汚破損について 、 4 種類の問題別 、 大別し た 4 つの物流プ ロ セス別に 、 発
生の有無の割合を示し た も のであ る 。  
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0.0%
34.6%
64.7%
35.3%
23.5%
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           図 5-4  汚破損の種類別 ・ 物流プロセス別の発生割合 
 
ま た 、 表 5-8 は 、 図 5-4 に基づいて 、 物流プ ロ セス別の発生割合が大きい汚破損 （ 構成比
15.0% 以上 ） を抽出し 、 列挙し た も のであ る 。 汚破損を種類別に見た場合 、 破れ ・ 割れは 、 他
の種類の汚破損 と 比べて 、 すべての物流プ ロ セスにおいて最も発生割合が大きい 。  
 
           表 5-8  発生割合が大きい汚破損 （ 物流プロセス別 ）  
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つぎに 、 表 5-9 は 、 国内倉庫プ ロ セス と 国内輸送プ ロ セスおよび海外倉庫プ ロ セス と 海外輸
送プ ロ セス を比べた場合の 、 汚破損の発生割合を示し た も のであ る 。  
① 国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が国内輸送プロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） はない 。  
② 国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 国内倉庫プロ セスにおけ る発生割合を比べる と 、
すべての種類の汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） の発生割合は 、 国内輸送プ ロ セスの方が大
きい 。  
③ 海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が海外輸送プロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） はない 。  
④ 海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 国内倉庫プロ セスにおけ る発生割合を比べる と 、
すべての種類の汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） の発生割合は 、 海外輸送プ ロ セスの方が大
きい 。  
 
   表 5-9  汚破損の発生割合の物流プロセス比較 （ 国内 、 海外 ）  
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さ ら に 、 表5-10は 、 国内倉庫プ ロ セス と 海外倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セス と 海外輸
送プ ロ セス を比べた場合の 、 汚破損の発生割合を示し た も のであ る 。  
① 国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 海外倉庫プロ セスにおけ る発生割合を比べる と 、
すべての種類の汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） の発生割合は 、 国内倉庫プ ロ セスの方が大
きい 。  
② 海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が国内倉庫プロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） はない 。  
③ 国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 海外輸送プロ セスにおけ る発生割合を比べる と 、
すべての種類の汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） の発生割合は 、 国内輸送プ ロ セスの方が大
きい 。  
④ 海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が国内輸送プロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い汚破損 （ 構成比 10.0% 以上 ） はない 。  
 
表5-10  汚破損の発生割合の物流プロセス比較 （ 倉庫 、 輸送 ）  
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5.3.3 物流プロセスにおける具体的な変質の発生状況 
(1) 変質の種類別の発生割合 
図 5-5 は 、 変質について物流プ ロ セスで発生し た こ と があ る と 回答し た79社を対象に 、 あ ら
か じ め設定し た11種類の変質の発生割合を示し た も のであ る 。  
吸湿が発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 35社 （ 44.3 ％ ） であ り 、 11種類の問題の中で
は 、 最も発生割合が大きい 。  
次いで 、 臭い吸着 （ 38.0% ） 、 虫鼠害 （ 34.2% ） 、 腐敗 ・ 発酵 （ 26.6% ） 、 色素変退色
（ 25.3% ） の順に発生割合が大きい 。  
44.3%
38.0%
34.2%
26.6%
25.3%
12.7%
10.1%
7.6%
6.3%
5.1%
1.3%
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吸湿
臭い吸着
虫鼠害
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乾燥
非酵素的褐変
成分結晶化
香り喪失
 
              図 5-5  変質の種類別の発生割合 
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(2) 変質の種類別 ・ 物流プ ロ セス別の発生割合 
図 5-6 は 、 国内倉庫業務があ る と 回答し た 114 社 、 国内輸送業務があ る と 回答し た 117 社 、
海外倉庫業務があ る と 回答し た 9 社および海外輸送業務があ る と 回答し た26社を対象 と し 、 物
流プ ロ セスにおけ る変質について 、 11種類の問題別 、 4 つの物流プ ロ セス別に 、 発生の有無の
回答数 と 構成比を示し た も のであ る 。  
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        図 5-6  変質の種類別 ・ 物流プロセス別の発生割合 
 
ま た 、 表5-11 は 、 図 5-6 に基づいて 、 物流プ ロ セス別に発生割合が大きい変質 （ 構成比
15.0% 以上 ） を抽出し 、 列挙し た も のであ る 。 変質を種類別に見た場合 、 吸湿は 、 他の種類の
変質 と 比べて 、 すべての物流プ ロ セスにおいて最も発生割合が大きい 。 臭い吸着は国内および
海外の輸送プ ロ セスにおいて 、 吸湿に次いで発生割合が大きい 。 虫鼠害は 、 国内倉庫プ ロ セス
において 、 吸湿に次いで発生割合が大きい 。  
 
       表5-11  発生割合が大きい変質 （ 物流プロセス別 ）  
 
 
 
104
つぎに 、 表5-12は 、 国内倉庫プ ロ セス と 国内輸送プ ロ セスおよび海外倉庫プ ロ セス と 海外輸送
プ ロ セス を比べた場合の 、 変質の発生割合を示し た も のであ る 。  
① 国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 吸湿 （ 33.3% ） 、 虫鼠害 （ 26.7% ） 、 色素変退色
（ 16.0% ） 、 酸化 （ 10.7% ） の 4 種類であ る 。  
② 国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 臭い吸着 （ 21.8% ） 、 腐敗 ・ 発酵 （ 19.2% ） の 2 種類
であ る 。  
③ 海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 虫鼠害 （ 14.3% ） 、 乾燥 （ 14.3% ） の 2 種類であ る 。  
④ 海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 吸湿 （ 33.3% ） 、 腐敗 ・ 発酵 （ 22.2% ） 、 臭い吸着
（ 22.2% ） の 3 種類であ る 。  
 
         表5-12  変質の発生割合の物流プロセス比較 （ 国内 、 海外 ）  
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さ ら に 、 表5-13 は 、 国内倉庫プ ロ セス と 海外倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セス と 海外輸
送プ ロ セス を比べた場合の 、 変質の発生割合を示し た も のであ る 。  
① 国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大き
い変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 吸湿 （ 33.3% ） 、 虫鼠害 （ 26.7%) ） 、 臭い吸着
（ 18.7% ） 、 色素変退色 （ 6.0% ） 、 酸化 （ 10.7% ） の 5 種類であ る 。  
② 海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて
大きい変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 腐敗 ・ 発酵 （ 14.3% ） 、 乾燥 （ 14.3% ） の 2
種類であ る 。  
③ 国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて
大きい変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 虫鼠害 （ 16.7% ） 、 色素変退色 （ 12.8% ） の 2
種類であ る 。  
④ 海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて
大きい変質 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 吸湿 （ 33.3% ） 、 腐敗 ・ 発酵 （ 22.2% ） 、 臭い
吸着 （ 22.2% ） の 3 種類であ る 。  
 
         表5-13  変質の発生割合の物流プロセス比較 （ 倉庫 、 輸送 ）  
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5.3.4 物流プロセスにおける具体的な異物混入の発生状況 
(1) 異物混入の種類別の発生割合 
図 5-7 は 、 異物混入について物流プ ロ セスで発生し た こ と があ る と 回答し た36社を対象に 、
あ ら か じ め設定し た11種類の異物混入の発生割合を示し た も のであ る 。  
昆虫の混入問題が発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 19社 （ 52.8% ） であ り 、 11種類の
問題の中では 、 最も発生割合が大きい 。  
次いで 、 毛髪 （ 30.6% ） 、 プ ラ スチ ッ ク （ 25.0% ） 、 繊維 ・ 糸 ・ 紐 （ 25.0% ） の順に発生割
合が大きい 。  
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              図 5-7  異物混入の種類別の発生割合 
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(2) 異物混入の種類別 ・ 物流プ ロ セス別の発生割合 
図 5-8 は 、 国内倉庫業務があ る と 回答し た 114 社 、 国内輸送業務があ る と 回答し た 117 社 、
海外倉庫業務があ る と 回答し た 9 社および海外輸送業務があ る と 回答し た26社を対象 と し 、 物
流プ ロ セスにおけ る異物混入について 、 11種類の問題別 、 4 つの物流プ ロ セス別に 、 発生の有
無の回答数 と 構成比を示し た も のであ る 。  
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       図 5-8  異物混入の種類別 ・ 物流プロセス別の発生状況 
 
ま た 、 表5-14は 、 図 5-8 に基づいて 、 物流プ ロ セス別に発生割合が大きい異物混入 （ 構成比
15.0% 以上 ） を抽出し 、 列挙し た も のであ る 。  
表5-14 に示し た通 り 、 異物混入を種類別に見た場合 、 昆虫は 、 海外倉庫プ ロ セス を除 く 3 つ
の物流プ ロ セスにおいて 、 最も発生割合が大きい 。  
 
       表5-14  発生割合が大きい異物混入 （ 物流プロセス別 ）  
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つぎに 、 表5-15は 、 国内倉庫プ ロ セス と 国内輸送プ ロ セスおよび海外倉庫プ ロ セス と 海外輸
送プ ロ セス を比べた場合の 、 異物混入の発生割合を示し た も のであ る 。  
① 国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 毛髪 （ 19.4% ） 、 カ ビ ・ 酵母 （ 16.7% ） の 2 種類であ
る 。  
② 国内輸送プセスにおけ る発生割合が国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい異
物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 昆虫 （ 36.1% ） 、 プ ラ スチ ッ ク （ 19.4% ） 、 金属
（ 16.7% ） 、 繊維 ・ 糸 ・ 紐 （ 16.7% ） 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープ （ 16.7% ） の 5 種類であ
る 。  
③ 海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 毛髪 （ 16.7% ） の 1 種類であ る 。  
④ 海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 昆虫 （ 18.2% ） 、 カ ビ ・ 酵母 （ 18.2% ） 、 繊維 ・ 糸 ・
紐 （ 18.2% ） 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープ （ 10.0% ） の 4 種類であ る 。  
 
        表5-15  異物混入の発生割合の物流プロセス比較 （ 国内 、 海外 ）  
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さ ら に 、 表5-16 は 、 国内倉庫プ ロ セス と 海外倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セス と 海外輸送
プ ロ セス を比べた場合の 、 異物混入の発生割合を示し た も のであ る 。  
① 国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 昆虫 （ 27.8% ） 、 毛髪 （ 19.4% ） 、 カ ビ ・ 酵母
（ 16.7% ） 、 プ ラ スチ ッ ク （ 16.7% ） 、 金属 （ 13.9% ） 、 繊維 ・ 糸紐 （ 13.9% ） の 6 種類
であ る 。  
② 海外倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） はない 。  
③ 国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 昆虫 （ 36.1% ） 、 プ ラ スチ ッ ク （ 19.4% ） 、 毛髪
（ 16.7% ） 、 金属 （ 16.7% ） 、 繊維 ・ 糸 ・ 紐 （ 16.7% ） 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープ
（ 16.7% ） の 5 種類であ る 。  
④ 海外輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が国内輸送プ ロ セスにおけ る発生割合 と 比べて大きい
異物混入 （ 構成比 10.0% 以上 ） は 、 カ ビ ・ 酵母 （ 18.2% ） 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープ
(18.2%) の 2 種類であ る 。  
 
        表5-16  異物混入の発生割合の物流プロセス比較 （ 倉庫 、 輸送 ）  
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第 4 節  物流プロセスにおける品質安全の主体的管理の状況 
5.4.1 物流プロセスにおける品質安全の主体的管理の割合 
物流プ ロ セスにおけ る品質安全の主体的な管理 と は 、 食品製造業者におけ る物流プ ロ セスで 
発生し た品質安全ハザー ド の実情を把握し 、 その発生原因 と な る品質安全問題の解決について
計画 、 実行 、 評価および改善を継続的に行 う 活動 と 第 4 章で定義し ている 。 ま た 、 物流プ ロ セ
スにおけ る品質安全の主体的な管理の範囲は 、 以下の 8 つに設定し ている 。 物流プ ロ セスは 、
第 1 章第 2 節で設定し た倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスの 2 つのプ ロ セスで構成 さ れる 。  
① 国内の販売 （ 自社製品 、 仕入品 ） の物流プ ロ セス  
② 国内の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） の物流プ ロ セス  
③ 国内の調達 （ 生産委託品 ） の物流プ ロ セス  
④ 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る海外側の物流プ ロ セス  
⑤ 海外か ら の調達 （ 原料 、 包材 、 仕入品 ） におけ る国内側の物流プ ロ セス  
⑥ 海外の生産 （ 自社製品 ） におけ る海外側の物流プロ セス  
⑦ 海外の生産 （ 自社製品 ） におけ る国内側の物流プロ セス  
⑧ 海外か ら国内への国際輸送の物流プ ロ セス  
図 5-9 は 、 ①か ら⑧までの物流プ ロ セスにおけ る品質安全の主体的な管理範囲のそれぞれに
ついて 、 主体的な管理範囲 と し ている と 回答し た回答数 と 構成比を示し た も のであ る 。  
物流プ ロ セスにおけ る品質安全について 、 主体的な管理の範囲 と し ている割合は 、 国内販売
（ 製品 、 仕入品 ） におけ る国内物流プ ロ セスの う ちの倉庫プ ロ セスが最も高い （ 87.8% ） 。  
ま た 、 倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セス を比べた場合 、 設定し た 8 つの管理範囲のすべてにおいて
輸送プ ロ セスにおけ る主体的管理の範囲 と する回答の割合は 、 倉庫プ ロ セス を主体的管理の範
囲 と する回答の割合を下回る こ と が明ら か と なった 。  
 
 
 図5-10  物流プロセスにおける品質安全の主体的管理の割合 （ 倉庫 ・ 輸送別 ）  
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5.4.2 品質安全ハザー ド の発生の原因 ・ 箇所が特定で きなかっ た割合 
発生の原因 ・ 箇所が特定で き なかった品質安全問題の発生割合は 、 いずれの問題も 、 大別し
た 4 つの物流プ ロ セスの う ち 、 国内輸送プ ロ セスが大きい 。 ま た 、 いずれの品質安全問題も 、
倉庫プ ロ セスに比べて 、 輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が大きい （ 図5-10 ） 。  
 
 
図5-10  品質安全ハザー ド の発生の原因 ・ 箇所が特定で きなかっ た割合 
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第 5 節  食品製造業者へのアンケー ト 調査結果のま とめ 
5.5.1  品質安全ハザー ド の分野別 ・ 物流プロセス別の発生の実情 
汚破損 、 変質および異物混入の 3 つの分野 と 国内倉庫 、 国内輸送 、 海外倉庫および海外輸送
プ ロ セスの 4 つの物流プロ セスの別に 、 品質安全ハザー ド の発生社数 と 発生割合を ま と めた
（ 表5-17 ） 。  
 
      表5-17  品質安全ハザー ド の ３ つの分野別 ・ 物流プロセス別の発生割合 
 
 
表5-17は、品質安全ハザードの分野別・物流プロセス別の発生割合汚破損、変質および異物
混入の 3 つの分野と国内倉庫、国内輸送、海外倉庫および海外輸送プロセスの 4 つの物流プロ
セスの別に、品質安全ハザードの発生社数と発生割合をまとめたものである。 
回答を得た食品製造業者の事業実態に よ り サプ ラ イ チェーンは異な る ため 、 4 つの物流プ ロ セ
スのそれぞれについての有効回答社数および発生社数は異な る 。  
表5-17より、汚破損の発生割合は国内輸送が 85.5% と最も大きく、国内では倉庫と比べ輸送
が、海外と比べ国内が大きいことが分かった。変質の発生割合は国内、海外倉庫とも 41-45 ％
とほぼ同程度で、海外では倉庫に比べ輸送がやや小さい。異物混入の発生割合は汚破損、変質
に対して小さく、最も大きい海外倉庫プロセスでも 22.2% であった。 
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5.5.2  具体的な品質安全ハザー ド の物流プロセス別の発生の実情 
表5-18 は 、 汚破損 、 変質および異物混入の 3 つの分野におけ る具体的な品質安全ハザー ド で
あ る汚破損の 4 種類 、 変質の11種類および異物混入の11種類についての発生割合を物流プ ロ セ
ス別にま と めた も のであ る 。 発生割合 と は 、 全部26の具体的な品質ハザー ド のそれぞれについ
て 、 4 つの物流プ ロ セス別に発生し た こ と があ る と 回答し た社数を表5-17の有効回答社数で除
し た値であ る 。  
 
            表5-18  具体的な品質安全ハザー ド の物流プロセス別の発生割合 
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 (1) 汚破損の発生状況 
表5-18 か ら 、 汚破損の発生割合については 、 以下の傾向があ る こ と が分かった 。  
① 汚破損の 4 種類の問題は 、 いずれも国内輸送プ ロ セスの発生割合が最も大きい 。  
② 汚破損の 4 種類の問題は 、 国内倉庫 と 国内輸送のプ ロ セス 、 海外倉庫 と 海外輸送の
プ ロ セス を比べた場合 、 いずれも輸送プ ロ セスの発生割合のほ う が大きい 。  
③ 破れ ・ 割れは 、 4 つの物流プ ロ セスのいずれにおいて も 、 最も発生割合が大きい 。  
(2) 変質の発生状況 
表5-18 か ら 、 変質の発生割合については 、 以下の傾向があ る こ と が分かった 。  
① 吸湿は 、 4 つの物流プ ロ セスのいずれにおいて も 、 最も発生割合が大きい 。  
② 変質11種類中 、 吸湿 、 虫鼠害等 7 種類において 、 国内倉庫プ ロ セスの発生割合が最
も大きい （ 吸湿の国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合は 、 海外輸送プ ロ セス と 同
値 ） 。  
③ 腐敗 ・ 発酵および臭い吸着は 、 倉庫プ ロ セス よ り も輸送プ ロ セスにおけ る発生割合
が大き く 、 海外輸送プ ロ セスで発生割合が最も大きい 。  
④ 腐敗 ・ 発酵 、 虫鼠害 、 臭い吸着および吸湿は 、 すべての物流プ ロ セスで発生があ
る 。  
(3) 異物混入の発生状況 
表5-18 か ら 、 異物混入の発生割合については 、 以下の傾向があ る こ と が分かった 。  
① 異物混入11種類中 、 昆虫 、 プ ラ スチ ッ ク等 7 種類において 、 国内輸送プ ロ セスの発生
割合が最も大きい 。  
② 毛髪は 、 国内倉庫プ ロ セスで 、 カ ビ ・ 酵母 、 植物組織および繊維 ・ 糸 ・ 紐は海外輸送
プ ロ セスで発生割合が最も大きい 。  
③ 昆虫は 、 国内輸送プ ロ セスで発生割合が最も大きい 。   
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第 6 節  食品製造業者へのイ ン タ ビ ュー調査結果 
5.6.1  イ ン タ ビ ュー調査の実施 
121 社か ら得られアンケー ト 調査結果を補完 ・ 検証し 、 その理由や妥当性に関わる認識を深
め 、 実情の裏付けを得る ためであ る 。 アンケー ト 回答結果の一次集計までの調査報告を兼ね 、
イ ン タ ビ ュー調査を実施し た 。 表5-19 は 、 実際に訪問に よ る イ ン タ ビ ュー調査を実施し た企業
の一覧であ る 。  
 
表5-19  イ ン タ ビ ュー調査訪問実施企業 （ 一覧 ）  
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5.6.2  イ ン タ ビ ュー調査の結果 
第 4 章第 6 節で設計し た調査項目に基づいて実施し た イ ン タ ビ ュー調査結果について 、 表
5-20および表5-21 に示す 。 なお 、 各イ ン タ ビ ュー調査項目におけ る調査目的は 、 アンケー ト 調
査の回答内容の補完 ・ 検証 、 アンケー ト 回答の理由の確認 、 アンケー ト 調査結果の検証および
アンケー ト 集計結果の妥当性の確認のいずれか 、 ま たは 、 複数の目的を有する 。  
 
            表5-20  イ ン タ ビ ュー調査結果 （ 全般 ）  
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           表5-20  イ ン タ ビ ュー調査結果 （ 全般 ） （ つづき ）  
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 表5-21  イ ン タ ビ ュー調査結果 （ 具体的な品質安全ハザー ド 別 ）  
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表5-21  イ ン タ ビ ュー調査結果 （ 具体的な品質安全ハザー ド 別 ） （ つづき ）  
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表5-21  イ ン タ ビ ュー調査結果 （ 具体的な品質安全ハザー ド 別 ） （ つづき ）  
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表5-21  イ ン タ ビ ュー調査結果 （ 具体的な品質安全ハザー ド 別 ） （ つづき ）  
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第 7 節  第 5 章の結論 
第 5 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1) アンケー ト 調査票は 、 国内の加工食品製造業 1,085 社の物流部門責任者に郵送で配布し
た結果 、 配布し た 1,085 社の う ち 121 社か ら回答が得られた 。 回収率は 11.2% であ る 。  
汚破損について 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 110 社 （ 90.9% ） であ る 。  
変質について 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 79社 （ 65.3% ） であ る 。  
異物混入について 、 発生し た こ と があ る と 回答し た企業は 、 36社 （ 29.8% ） であ る 。  
(2) 汚破損について 
破れ ・ 割れは 、 4 種類の汚破損の中で 、 最も発生割合が大きい 。 他の種類の汚破損 と 比
べて 、 すべての物流プロ セスにおいて最も発生割合が大きい 。 ま た 、 すべての種類の汚
破損の発生割合は 、 国内倉庫プ ロ セス よ り 国内輸送プ ロ セスのほ う が大きい 。  
(3) 変質について 
吸湿は 、 11種類の変質の中で 、 最も発生割合が大きい 。 次いで 、 臭い吸着 （ 38.0% ） 、
虫鼠害 （ 34.2% ） 、 腐敗 ・ 発酵 （ 26.6% ） 、 色素変退色 （ 25.3% ） の順に発生割合が大
きい 。  
(4) 異物混入について 
昆虫は 、 11種類の異物混入の中で 、 最も発生割合が大きい 。 次いで 、 毛髪 （ 30.6 パーセ
ン ト ） 、 プ ラ スチ ッ ク （ 25.0% ） 、 繊維 ・ 糸 ・ 紐 （ 25.0% ） の順に発生割合が大きい 
(5) 物流プ ロ セスにおけ る品質安全の主体的な管理の範囲について 
物流プ ロ セスにおけ る品質安全の主体的な管理の範囲 と し ている割合は 、 国内販売 （ 製
品 、 仕入品 ） におけ る国内物流プ ロ セスの う ちの倉庫プ ロ セスが最も高い （ 87.8% ） 。
ま た 、 倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セス を比べた場合 、 設定し た 8 つの管理範囲のすべてに
おいて輸送プ ロ セスにおけ る主体的管理の範囲 と する回答の割合は 、 倉庫プ ロ セス を主
体的管理の範囲 と する回答の割合を下回る こ と が明ら か と なった 。  
(6) 品質安全ハザー ド の発生の原因 ・ 箇所が特定でき なかった割合について 
発生の原因 ・ 箇所が特定で き なかった品質安全問題の発生割合は 、 いずれの問題も 、 大
別し た 4 つの物流プ ロ セスの う ち 、 国内輸送プ ロ セスが大きい 。 ま た 、 いずれの品質安
全問題も 、 倉庫プ ロ セスに比べて 、 輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が大きい 。  
(7) 品質安全ハザー ド の分野別 ・ 物流プ ロ セス別の発生の実情について 
汚破損の発生割合は国内輸送が 85.5% と最も大きく、国内では倉庫と比べ輸送が、海外
と比べ国内が大きいことが分かった。変質の発生割合は国内、海外倉庫とも 41-45 ％と
ほぼ同程度で、海外では倉庫に比べ輸送がやや小さい。異物混入の発生割合は汚破損、
変質に対して小さく、最も大きい海外倉庫プロセスでも 22.2% であった。 
(8) 具体的な品質安全ハザー ド の物流プ ロ セス別の発生の実情について 
① 破損の発生状況 
汚破損の 4 種類の問題は 、 いずれも国内輸送プ ロ セスの発生割合が最も大きい 。 汚破損
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の 4 種類の問題は 、 国内倉庫 と 国内輸送のプ ロ セス 、 海外倉庫 と 海外輸送のプ ロ セス を
比べた場合 、 いずれも輸送プ ロ セスの発生割合のほ う が大きい 。 破れ ・ 割れは 、 4 つの
物流プ ロ セスのいずれにおいて も 、 最も発生割合が大きい 。  
② 変質の発生状況 
変質の発生割合については 、 以下の傾向があ る こ と が分かった 。  
変質11種類中 、 吸湿 、 虫鼠害等 7 種類において 、 国内倉庫プ ロ セスの発生割合が最も大
きい （ 吸湿の国内倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合は 、 海外輸送プ ロ セス と 同値 ） 。  
腐敗 ・ 発酵および臭い吸着は 、 倉庫プ ロ セス よ り も輸送プ ロ セスにおけ る発生割合が大
き く 、 海外輸送プ ロ セスで発生割合が最も大きい 。 腐敗 ・ 発酵 、 虫鼠害 、 臭い吸着およ
び吸湿は 、 すべての物流プ ロ セスで発生があ る 。  
③ 異物混入の発生状況 
異物混入の発生割合については 、 以下の傾向があ る こ と が分かった 。  
異物混入11種類中 、 昆虫 、 プ ラ スチ ッ ク等 7 種類において 、 国内輸送プ ロ セスの発生割
合が最も大きい 。 毛髪は 、 国内倉庫プ ロ セスで 、 カ ビ ・ 酵母 、 植物組織および繊維 ・
糸 ・ 紐は海外輸送プ ロ セスで発生割合が最も大きい 。 昆虫は 、 国内輸送プ ロ セスで発生
割合が最も大きい 。   
(9) イ ン タ ビ ュー調査について 
121 社か ら得られアンケー ト 調査結果を補完 ・ 検証し 、 その理由や妥当性に関わる認識
を深め 、 実情の裏付けを得る ため 、 イ ン タ ビ ュー調査を実施し た 。  
① 調査項目について 、 意味 ・ 意図が不明 と い う 理由で回答がで き なかった項目はない と
の回答が大半を占め 、 大き な負担はなかった と の回答を得た 。  
② 設定し た12種類の変質の う ち⑥破損 （ 可食部 ） は 、 変質ではな く 、 汚破損 と 捉えて回
答を し た り 、 ま た 、 変質ではない と し て 、 回答を控えた り し た 。 こ のため 、 破損 （ 可
食部 ） は集計対象か ら除外する こ と で  合意し た 。 その他は妥当であ る と の回答を得
た 。 設定し た12種類の異物混入の う ち 、 ⑪汚れ付着は 、  異物混入ではな く 、 汚破損
と 捉えて回答を し た り 、  ま た 、 異物混入ではない と し て 、 回答を控えた り し た 。 こ
のため 、 汚れ付着は集計対象か ら除外し た 。 その他は 、 妥当であ る と の回答を得た 。  
③ 27社のすべての回答者が異物混入ハザー ド について 、 外装等への異物の付着を含めて
いる こ と が判明し た 。  
④ 物流プ ロ セスにおけ る品質安全問題の発生の有無について回答する場合の対象期間に
ついて 、 27社のすべての回答者か ら 2 ～ 3 年 と い う 回答を得た 。  
⑤ 原料および包装材料の購入に関わる物流管理は 、 購買部門が担ってお り 、 フー ド チェ
ーン全体の物流プ ロ セスの品質安全を管理し ている部門はない こ と が確認で き た 。  
⑥ 共同物流を目指す場合 、 食品の変質を防止ま たは最小限にする ため温度管理に関する
基準を設けているが 、 同じ種類の製品で も 、 各社で温度管理の基準が異な り 、 実際に
共同物流を行 う 場合 、 最も安全で厳し い基準が採用さ れる 。 こ のため 、 食品製造業者
および委託物流業者の双方か らみて合理的ではない と い う コ メ ン ト を複数得た 。  
⑦ 倉庫では 、 使用予定運送車両の運行直前の最終積載貨物や混載さ れる貨物 と 混載を知
る こ と で 、 例えは 、 臭い吸着の リ ス ク を低減で き る と の見方が示さ れた 。  
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第 6 章  品質安全ハザー ド と物流プロセスの対応関係 
 
第 1 節  本章の目的 
6.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 第 5 章で把握し た食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の
発生の実情か ら 、 26種類の具体的な品質安全ハザー ド と国内（倉庫、輸送）および海外（倉
庫、輸送）の 4 つの物流プ ロ セスの特性の近さや関係の強さ を コ レ スポンデン ス分析に よ り 定
量的に分析する 。 その結果に基づいて 、 物流管理責任者および現場実務者に対し 、フードチェ
ーン品質安全の観点から物流プロセスにおける管理上の重要な問題点を指摘することである。 
第 2 節 「 コ レ スポンデン ス分析に用いるデータの準備 」 では 、 具体的な品質安全ハザー ド で
あ る 4 種類の汚破損 、 11種類の変質および11種類の異物混入のそれぞれについて 、 4 つの物流
プ ロ セス と の対応関係を分析する ために必要なデータ を準備する 。 具体的には 、 第 5 章第 5 節
のアンケー ト 調査結果のま と めで示し た表5-17 を分析に用いるデータ と する 。  
第 3 節 「 汚破損 と 物流プ ロ セスの対応関係の抽出 」 では 、 具体的な品質安全ハザー ド と し て
の 4 種類の汚破損を表側 （ 行 ） 、 4 つの物流プ ロ セス を表頭 （ 列 ） と し た汚破損の発生割合を
度数 と する分析データ を用いて コ レ スポンデン ス分析を実行する こ と によ り 、 汚破損 と 物流プ
ロ セスの対応関係を分析する 。  
第 4 節 「 変質 と 物流プ ロ セスの対応関係の抽出 」 では 、 具体的な品質安全ハザー ド と し ての
11種類の変質を表側 （ 行 ） 、 4 つの物流プ ロ セス を表頭 （ 列 ） と し た変質の発生割合を度数 と
する分析データ を用いて コ レ スポンデン ス分析を実行する こ と に よ り 、 変質 と 物流プ ロ セスの
対応関係の抽出を分析する 。  
第 5 節 「 異物混入 と 物流プ ロ セスの関係の抽出 」 では 、 具体的な品質安全ハザー ド と し ての
11種類の変質を表側 （ 行 ） 、 4 つの物流プ ロ セス を表頭 （ 列 ） と し た異物混入の発生割合を度
数 と する分析データ を用いて コ レ スポンデン ス分析を実行する こ と によ り 、 異物混入 と 物流プ
ロ セスの対応関係の抽出を分析する 。  
第 6 節 「 アンケー ト 回答企業への イ ン タ ビ ュー調査に よ る実情の確認 」 では 、 コ レ スポンデ
ン ス分析の実行に よ り 抽出さ れた汚破損 、 変質および異物混入の 3 つの分野の品質安全ハザー
ド と 物流プ ロ セスの対応関係に関するデータ上の分析結果について 、 その理由や妥当性に関わ
る認識を深める と と も に実情の裏付けを得る ため 、 予め計画し たアンケー ト 回答企業 121 社
（ 回答者 ） への イ ン タ ビ ュー調査を試み 、 訪問によ る イ ン タ ビ ュー調査の受入れが可能な回答
企業 （ 回答者 ） を訪問し 、 聞き取 り を実施する 。  
 第 7 節 「 物流プ ロ セスにおけ る品質安全管理上の重要な問題点 」 では 、 食品製造業者の各物
流プ ロ セスにおけ る品質安全について主体的管理の割合について考察する 。 こ れに具体的な品
質安全ハザー ド と 物流プ ロ セス と のコ レ スポンデン ス分析に よ る対応関係の分析評価結果およ
びイ ン タ ビ ュー調査の結果を統合し 、 物流プ ロ セスの品質安全の管理上の問題点を整理し た上
で 、 食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全管理上の重要な問題点を指摘する 。  
第 8 節 「 第 6 章の結論 」 では 、 第 1 節か ら第 7 節までのま と めを行い 、 第 6 章におけ る結論
を述べる 。  
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6.1.2  本章の流れ 
 本章の流れを以下に示す （ 図 6-1 ） 。  
 
 
 
図 6-1  本章の流れ 
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第 2 節  コ レスポンデンス分析に用いるデー タの準備 
6.2.1  コ レスポンデンス分析の目的 
コ レ スポンデン ス分析は 、 ク ロ ス集計の度数比率を空間上での関係性に従いプ ロ ッ ト する数
量化Ⅲ類 と 同様の手法であ る 。 関連性の高い項目は 、 近 く 位置づけ られ 、 関連性が低いほど遠
く に位置づけ られる 。 数量化Ⅲ類が集計前のデータ を処理するのに対し 、 コ レ スポンデン ス分
析は 、 集計済みのデータ を利用する点が特徴であ る 。  
コ レ スポンデン ス分析の目的は 、 低次元空間にコ レ スポンデン ス テーブル内の 2 つの名義変
数間の関係を記述し 、 同時に各変数のカテゴ リ 間の関係も記述する こ と であ る 。 図中の個々の
変数のカテゴ リ ポ イ ン ト 間の距離は 、 カテゴ リ 間の関係を反映し 、 類似し たカテゴ リ は互いに
近い位置に配置さ れる 。 ま た 、 あ る変数の各ポ イ ン ト を原点か ら他の変数のカテゴ リ ポ イ ン ト
に至るベク ト ル上に投影する こ と で 、 変数間の関係を記述する 。  
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6.2.2  コ レスポンデンス分析に用いる分析デー タ 
食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド を汚破損 、 変質および異物混入の 3
つの分野の視点か ら分析する 。 食品安全および物流プ ロ セス品質の管理および現場運営におけ
る品質安全管理上の重要な問題点について指摘する ため 、 第 5 章第 5 節の食品製造業者へのア
ンケー ト 調査結果のま と めで示し た表 6-1 を分析データ と し た コ レ スポンデン ス分析に よ る品
質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの反応関係の抽出を試みた 。  
 
表 6-1  コ レスポンデンス分析に用いる分析データ 
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第 3 節  汚破損と物流プ ロセスの対応関係の抽出 
6.3.1  イナーシ ャの寄与率 （ 汚破損 ）  
汚破損 と 物流プ ロ セスの関係を抽出する ため 、 汚破損に関わる 4 種類の具体的な品質安全ハ
ザー ド を表側 （ 行 ） 、 4 つの物流プ ロ セス を表頭 （ 列 ） と し 、 発生割合を度数 と する分析デー
タ を用いて 、 コ レ スポンデン ス分析を実施し た 。  
表 6-2 は 、 各次元におけ る イナーシ ャ総計の分割結果を示し ている 。 こ の う ち 、 イナーシ ャ
の寄与率におけ る累積寄与率は 、 2 つの次元で イナーシ ャ総計の 98.9% を占めてお り 、 第 3 次
元を加えた場合 、 計上される イナーシ ャは 、 1.1% し か増えないため 、 2 次元までを用いた 。  
 
             表 6-2  イナーシ ャの寄与率 （ 汚破損 ）  
 
 
6.3.2  コ レスポンデンス分析の検定結果 （ 汚破損 ）  
コ レ スポンデン ス分析におけ る検定の結果 、 有意確率は 0.007 で 、 基準の 0.05 を下回 り 、 当
該分析データ を用いた分析は妥当であ る と 、 Pearson の χ2 検定の結果 、 漸近有意確率 （ 両側 ）
は 0.006 と な り 、 基準の有意水準 0.05 よ り も小さ く 、 分析結果は信頼性も あ る と 判断で き る結
果 と なった （ 表 6-3 ） 。  
 
         表 6-3  コ レスポンデンス分析の検定結果 ( 汚破損 )  
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6.3.3  汚破損と物流プロセスの同時布置図 
図 6-2 は 、 コ レ スポンデン ス分析に よ り 得られた汚破損 （ 4 種類 ） と 物流プ ロ セス （ 4 種
類 ） の対応関係を示す同時布置図であ る 。  
   
           図 6-2  汚破損と物流プ ロセスの同時布置図 
 
6.3.4  汚破損と物流プロセスの対応関係の分析 
図 6-2 に示し た汚破損 と 物流プ ロ セスの同時布置図か ら 、 4 種類の汚破損 と 4 つの物流プ ロ
セスの対応関係について分析し 、 以下の 4 つが明ら か と なった 。  
① 凹みは 、 国内倉庫および国内輸送のプ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 ま
た 、 距離も近いため 、 これら 2 つの物流プ ロ セス と 強い関係があ る 。 特に 、 国内倉庫プ ロ
セス と よ り 強い関係があ る 。  
② 汚れは 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性は近いが 、 距離が遠 く 、 強い
関係はない 。  
③ 破れ ・ 割れは 、 国内輸送プ ロ セス 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向は類似し ていない
が 、 距離が近 く 、 両者 と 、 即ち輸送プ ロ セス と 関係があ る 。  
④ 漏出は 、 特に 、 特性が近 く 、 関係があ る物流プ ロ セスはない 。  
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第 4 節  変質と物流プロセスの対応関係の抽出 
6.4.1  イナーシ ャの寄与率 （ 変質 ）  
変質 と 物流プ ロ セスの関係を抽出する ため 、 変質に関わる 11種類の具体的な品質安全ハザー
ド を表側 （ 行 ） 、 4 つの物流プ ロ セス を表頭 （ 列 ） と し 、 発生割合を度数 と する分析データ を
用いて 、 コ レ スポンデン ス分析を実施し た 。 表 6-4 は 、 各次元におけ る イナーシ ャ総計の分割
結果を示し ている 。 こ の う ち 、 イナーシ ャの寄与率におけ る累積寄与率は 、 2 つの次元で イナ
ーシ ャ総計の 90.0% を占めてお り 、 第 3 次元を加えた場合 、 計上される イナーシ ャは 、 10.0%
し か増えないため 、 2 次元までを用いた 。  
 
         表 6-4  イナーシ ャの寄与率 ( 変質 )  
 
 
6.4.2  コ レスポンデンス分析の検定結果 （ 変質 ）  
コ レ スポンデン ス分析におけ る検定の結果 、 有意確率は 0.007 で 、 基準の 0.05 を下回 り 、 当
該分析データ を用いた分析は妥当であ る と 、 Pearson の χ2 検定の結果 、 漸近有意確率 （ 両側 ）
は 0.000 と な り 、 基準の有意水準 0.05 よ り も小さ く 、 分析結果は信頼性も あ る と 判断で き る結
果 と なった （ 表 6-5 ） 。  
 
         表 6-5  コ レスポンデンス分析の検定結果 ( 変質 )   
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6.4.3  変質と物流プロセスの同時布置図 
図 6-3 は 、 コ レ スポンデン ス分析に よ り 得られた変質  （ 11種類 ） と 物流プ ロ セス （ 4 種
類 ） の対応関係を示す同時布置図であ る 。  
 
 
 
            図 6-3  変質と物流プ ロセスの同時布置図 
 
6.4.4 変質と物流プロセスの対応関係の分析 
図 6-3 に示し た変質 と 物流プ ロ セスの同時布置図か ら 、 11種類の変質 と 4 つの物流プ ロ セス
の対応関係について分析し 、 以下の 4 つが明ら か と なった 。  
① 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 距離
も近いため 、 特性が近 く 、 強い関係があ る 。 腐敗 ・ 発酵は 、 特に距離が近 く 、 海外輸送プ
ロ セス と よ り 強い関係があ る 。  
② 酸化および香 り 喪失は 、 国内輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 特に
酸化は距離も近 く 、 関係があ る 。  
③ 虫鼠害 、 色素変退色 、 成分変化 、 非酵素的褐変および成分結晶化は 、 国内倉庫プ ロ セス と
原点か ら の方向が類似し 、 特性は近い 。 特に 、 虫鼠害は 、 国内倉庫プ ロ セス と 距離が近 く
強い関係があ る 。  
④ 乾燥は 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 距離が離れているが
他の 3 つの物流プ ロ セス と 比べて最も近い海外倉庫プ ロ セス と 関係があ る 。  
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第 5 節  異物混入と物流プロセスの対応関係の抽出 
6.5.1  イナーシ ャの寄与率 （ 異物混入 ）  
異物混入 と 物流プ ロ セスの関係を抽出する ため 、 異物混入に関わる 11種類の具体的な品質安
全ハザー ド を表側 （ 行 ） 、 4 つの物流プ ロ セス を表頭 （ 列 ） と し 、 発生割合を度数 と する分析
データ を用いて 、 コ レ スポンデン ス分析を実施し た 。 表 6-6 は 、 各次元におけ る イナーシ ャ総
計の分割結果を示し ている 。 こ の う ち 、 イナーシ ャの寄与率におけ る累積寄与率は 、 2 つの次
元で イナーシ ャ総計の 95.9% を占めてお り 、 第 3 次元を加えた場合 、 計上さ れる イナーシ ャ
は 、 4.1% し か増えないため 、 2 次元までを用いた 。  
 
         表 6-6  イナーシ ャの寄与率 （ 異物混入 ）  
 
 
6.5.2  コ レスポンデンス分析の検定結果 （ 異物混入 ）  
コ レ スポンデン ス分析におけ る検定の結果 、 有意確率は 0.007 で 、 基準の 0.05 を下回 り 、
当該分析データ を用いた分析は妥当であ る と 、 Pearson の χ2 検定の結果 、 漸近有意確率 （ 両
側 ） は 0.000 と な り 、 基準の有意水準 0.05 よ り も小さ く 、 分析結果は信頼性も あ る と 判断で き
る結果 と なった （ 表 6-7 ） 。  
 
         表 6-7  コ レスポンデンス分析の検定結果 （ 異物混入 ）  
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6.5.3  異物混入と物流プロセスの同時布置図 
図 6-4 は 、 コ レ スポンデン ス分析に よ り 得られた異物混入 （ 11種類 ） と 物流プ ロ セス （ 4 種
類 ） の対応関係を示す同時布置図であ る 。  
 
 
           図 6-4  異物混入と物流プロセスの同時布置図 
 
6.5.4  異物混入と物流プロセスの対応関係の分析 
図 6-4 に示し た異物混入 と 物流プ ロ セスの同時布置図か ら 、 11種類の異物混入 と 4 つの物流
プ ロ セスの対応関係について分析し 、 以下の 4 つが明ら か と なった 。  
① 他食品成分 、 動物組織 、 カ ビ ・ 酵母 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープおよび石 ・ 砂は 、 国内倉庫プ
ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスの両者 と 、 即ち国内プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、
特性が近い 。 特に 、 国内倉庫プ ロ セス と 距離が近 く 、 強い関係があ る 。  
② プ ラ スチ ッ クおよび金属は 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。
特に 、 プ ラ スチ ッ ク は 、 距離が近 く 、 強い関係があ る 。  
③ 繊維 ・ 糸 ・ 紐および植物組織は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近
い 。 特に 、 植物組織は 、 距離も近いため 、 強い関係があ る 。  
④ 毛髪および昆虫は 、 どの物流プ ロ セス と も原点か ら の方向の類似度が低 く 、 距離も遠い 。
一方 、 表39において 、 毛髪は 、 海外輸送プ ロ セス を除 く 3 つの物流プ ロ セスにおけ る発生
割合が 、 11種類の異物混入の う ちの上位に位置付 く 問題であ り 、 昆虫は 、 国内倉庫プ ロ セ
ス 、 国内輸送プ ロ セスおよび海外輸送プ ロ セスで最も発生割合が大きい問題であ る こ と か
ら 、 いずれかの物流プ ロ セス と 特に強い特性的な傾向がな く 、 かつ強い関係のあ る プ ロ セ
スの間に位置し ている 。  
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第 6 節  イ ン タ ビ ュー調査によ る実情の確認 
6.6.1  イ ン タ ビ ュー調査によ る実情の裏付け 
3 つのコ レ スポンデン ス分析に よ り 抽出された品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係
についてのデータ上の結果について 、 その理由や妥当性に関わる認識を深める ため 、 ま た 、 実
情の裏付けを得る ため 、 アンケー ト 回答企業 121 社 （ 回答者 ） への訪問に よ る イ ン タ ビ ュー調
査を計画し 、 調査受入可能な回答企業27社か ら聞き取 り 調査を実施し た 。 その結果 、 理由 、 妥
当性および実情の裏付けに資する情報 と し て取得で き た回答を示す 。  
6.6.2  汚破損と物流プロセスの対応関係における実情の確認 
(1) 凹み と 国内倉庫プ ロ セス ・ 国内輸送プ ロ セスの対応関係について                  
凹みは 、国内倉庫および国内輸送のプ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 ま
た距離も近いため 、 これら 2 つの物流プ ロ セス と 強い関係があ る 。 特に 、 国内倉庫プ ロ セ
ス と よ り 強い関係があ る 。 凹みは 、 破れ ・ 割れまでには至ら ない保管 ・ 輸送包装 （ 外装 ）
へのダ メ ージであ る言え る 。 国内倉庫プ ロ セスでは 、 海外倉庫プ ロ セス と 比べて 、 保管時
間が長い こ と か ら 、 保管中の荷重に よ る座屈 ・ たわみ ・ 荷崩れが 、 パレ ッ ト 荷役か ら ケー
ス荷役 ・ ピース （ バラ ） 荷役 と な る比率が高い こ と か ら 、 荷役中におけ る落下が 、 それぞ
れ発生する傾向が強 く 、 発生の頻度も高い と の回答を イ ン タ ビ ュー調査におけ る訪問企業
の多 く か ら得た 。 特に 、 国内倉庫プ ロ セスでは 、 我が国の気候特性か ら 、 保管 ・ 輸送の包
装に多用さ れる段ボールが吸湿し 、 その結果 、 凹み （ 座屈 ） が生じ る場合があ る と の回答
を調査訪問企業の多 く か ら得た 。 一方 、 国内輸送プ ロ セスでは 、 海外輸送プ ロ セス と 比べ
て 、 コ ンテナ輸送およびパレ ッ ト 輸送か ら ケース単位での混載輸送 と な る比率が高 く 、 急
ブレーキ ・ 養生不備な どに よ る輸送中の荷崩れ ・ 落下輸送荷役におけ る落下な どで発生す
る傾向が強い と の回答を得た 。 ただ し 、 国内倉庫プ ロ セス と 比べる と 、 発生頻度は少ない
と の回答を訪問調査企業の多 く か ら得た 。    
(2) 破れ ・ 割れ と 輸送プ ロ セスの対応関係について 
破れ ・ 割れは 、 国内輸送プ ロ セス海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向は類似し ていない
が 、 距離が近 く 、 両者 と 、 すなわち輸送プ ロ セス と 関係があ る 。 破れ ・ 割れは 、 凹み と は
異な り 、 保管包装 ・ 輸送包装 （ 外装 ） への強いダ メ ージであ る言え る 。 輸送中の急ブレー
キに よ る荷崩れか ら破れ ・ 割れが発生する傾向が強 く 、 発生の頻度は凹みほどではない
が 、 やや高い と の回答を訪問調査企業の多 く か ら得た 。 ま た 、 フ ォーク ト ラ ッ ク に よ る荷
役中におけ る落下ま たは走行中の落下か ら破れ ・ 割れが発生する こ と も あ り 、 特に 、 端数
と なった貨物の荷役で発生する傾向が強い と の回答を訪問調査企業か ら得た 。                            
6.6.3  変質と物流プロセスの対応関係における実情の確認 
(1) 腐敗 ・ 発酵 と 海外輸送プ ロ セスの対応関係について                               
腐敗 ・ 発酵は 、 海外輸送プ ロ セスのあ る アンケー ト 回答企業26社の う ちの 2 社か ら 、 海外 
で生産さ れた購入原料の原料由来 、 生産プ ロ セス由来 （ 包装不良等 ） に よ る腐敗 ・ 発酵も
し く はれら が原因であって 、 海外輸送プ ロ セスで さ ら に腐敗 ・ 発酵が進行し 、 国内工場に
おけ る受け入れ時に これが判明し たケースがあ る と の回答を得た 。 国内プ ロ セスで も見ら
れるが 、 原料由来 、 生産プ ロ セス由来によ る発生であ る こ と がわか る ケースが多 く 、 物流
プ ロ セスにおけ る発生 と は し なかった と の回答を得た 。   
(2) 虫鼠害 と 国内倉庫プ ロ セスの対応関係について                          
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虫鼠害は 、 表5-18 に示し た通 り 、 約 2 倍のポ イ ン ト 差で海外倉庫プ ロ セスに比べて 、 国内 
倉庫プ ロ セスにおけ る発生割合が高い変質問題であ る 。 し か し 、 国内倉庫プ ロ セスでは
26.7% 、 海外倉庫プ ロ セスでは 14.3% の発生状況 と なってお り 、 国内倉庫プ ロ セスでのみ
発生し 、 海外倉庫プ ロ セスでは発生し ない と い う わけでない 。 追加訪問調査企業に対し 、
理由や実情の聞き取 り を実施し た結果 、 虫鼠害の う ち 、 虫 と 鼠では 、 虫によ る変質問題の
比率が高 く 、 国内倉庫プ ロ セスにおいては 、 鼠によ る外装等への侵食危害か ら可食部の変
質に至る場合も あ るが 、 特に 、 虫の場合 、 例えば 、 保管中に 、 外装 （ 段ボール ） の継ぎ目
等か ら侵入し 、 内部の個装のフ ィ ルム を破って 、 侵食が発生し た こ と があ る な ど虫鼠害 と
変質問題の関係について 、 具体的な実情を説明する回答を得た 。 一方 、 海外倉庫プ ロ セス
では 、 取扱対象が原料であ り 、 国内加工食品製造業者への輸出 （ 出荷 ） 時に原料の侵食 ・
変質が発見さ れた場合 、 変質ではな く 破損の扱い と な る場合があ る 。 ま た 、 仮に変質し た
状態で輸入され 、 これが受入れ工程で判明し た場合発生プ ロ セス を問わず返品 と な る な ど
国内倉庫プ ロ セス と 比べて発生プ ロ セスが明確 と はな ら ない場合が多い と の回答を得た 。  
 (3) 臭い吸着 と 海外輸送プ ロ セスの対応関係について                          
臭い吸着は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 距離も近いため 、 特性が近
く 、 強い関係があ る 。 海外輸送におけ る特徴は 、 食品の場合 、 船泊に よ る海上輸送が中心
であ り 、 国内輸送に比べて輸送時間は長い 。 こ のため 、 異な る製品 （ 臭気を発する食品 ）
を同一の輸送容器で輸送する場合や密接度の高い環境で輸送する場合 、 輸送途上では 、 他
の貨物の発する臭気に さ ら さ れ続け る 。 具体的には 、 コー ヒ ー豆が野菜の臭いを吸着 、 小
麦粉衣 （ 中間品 ） が魚介類の臭いを吸着 、 カ レーパウ ダーの臭いを吸着などの回答を訪問
調査企業か ら得た 。                                                                             
6.6.4  異物混入と物流プロセスの対応関係における実情の確認 
 (1) 石 ・ 砂 と 国内倉庫プ ロ セスの対応関係について 
石 ・ 砂は 、 国内倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスの両者 と 、 即ち国内プ ロ セス と 原点
か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 特に 、 国内倉庫プ ロ セス と 距離が近 く 、 強い関係があ
る 。 共同配送デポにおけ る積み替え時にパレ ッ ト に石 ・ 砂が付着し 、 石 ・ 砂が付着し たパ
レ ッ ト を貨物の天面に載せ 、 高積みを行 う と 食品に石 ・ 砂が付着する こ と にな る と の回答
を得た 。 ま た 、 石 ・ 砂が付着し た ま まのパレ ッ ト を輸送車両の荷台に持ち込めば 、 石 ・ 砂
が輸送車両への も進入する こ と と な る 。 こ の場合 、 石 ・ 砂は輸送プ ロ セスに も関係する 。   
(2) 毛髪 と 国内倉庫プ ロ セスの対応関係について 
毛髪は 、 どの物流プ ロ セス と も原点か ら の方向の類似度が低 く 、 距離も遠い 。 毛髪は 、 海
外輸送プ ロ セス を除 く 3 つの物流プ ロ セスにおけ る発生割合が 、 11種類の異物混入の う ち
の上位に位置付 く 問題であ る 。 毛髪は 、 運転手運転手由来 （ 輸送プ ロ セス ） に よ る製品に
付着が多い こ と を訪問調査企業の多 く か ら回答を得た 。 例えば 、 荷役中に 、 外装 （ 段ボー
ル ） の継ぎ目等か ら侵入し 、 顧客が梱包を解いた と き 、 毛髪の混入が判明する と い う 具体
的な実情を説明する回答を得た 。 これが顧客の受入れ工程で判明し た場合 、 発生プ ロ セス
を問わず返品 と な る な ど 、 発生プ ロ セスが明確 と はな ら ない場合が多い と の回答を得た 。  
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第 ７ 節  物流プロセスにおける品質安全管理上の重要な問題点 
6.7.1  物流プロセスにおける品質安全の主体的管理の割合 
図 6-5 は 、 第 4 章第 3 節で設定し た食品製造業者の物流プ ロ セス （ 図 4-3 ） を再度掲載し た
も のであ る 。 物流プ ロ セスは 9 の倉庫プ ロ セス （ W01～W09 ） および13の輸送プ ロ セス （ T01
～ T13 ） で表し ている 。 倉庫プ ロ セス （ W ） および輸送プ ロ セス （ T ） におけ る各プ ロ セスボ
ッ ク ス内の数値は 、 アンケー ト 調査の結果 、 当該物流プ ロ セスにおけ る品質安全について主体
的に管理し ている と 回答し た社数の割合 （ % ） であ る 。 主体的に管理し ている と 回答し た社数
の割合は 、 国内販売の物流プ ロ セスに該当する T12 および T13 では 75.2% 、 W09では 87.7% で
あ るが 、 国内生産よ り 上流にあ る物流プ ロ セスほど低い 。 ま た 、 倉庫プ ロ セスにおけ る割合 と
そのプ ロ セスの直前にあ る輸送プ ロ セスにおけ る割合を比べる と 、 W01に対する T01 および
W02対する T02 を除 く すべてにおいて輸送プ ロ セスのほ う が低い こ と がわか る 。   
 
 
 
図 6-5  物流プロセスにおける品質安全の主体的管理の割合 
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6.7.2  品質安全管理上の問題点の整理  
コ レ スポンデン ス分析の結果は 、 訪問調査先の多 く の企業か ら 、 例えば 、 凹みは 、 国内倉庫
プ ロ セスは 、 海外倉庫プ ロ セス と 比べて 、 保管時間が長い こ と か ら 、 発生の頻度も高いな ど 、
妥当であ る と の回答を得る こ と がで き た 。  
そ こ で 、 汚破損 、 変質 、 異物混入の別 、 4 つの大別し た物流プ ロ セスの別に 、 ①図 6-5 で示
し た品質安全の主体的管理範囲の割合 、 ②表5-17 で示し た 3 つの品質安全ハザー ド の発生を 4
つの物流プ ロ セス別に集計し た割合 、 ③品質安全ハザー ド の発生原因 ・ 箇所が最終的に特定で
き なかった割合 、 ④本章第 3 節か ら第 5 節で実施し た コ レ スポンデン ス分析に よ る具体的品質
安全ハザー ド と 物流プ ロ セス と の対応関係の分析評価結果 、 およびイ ン タ ビ ュー調査の結果を
統合し て 、 加工食品の物流プ ロ セスの品質安全管理上の問題点を整理し た （ 表 6-8 ） 。  
 
      表 6-8  物流プロセスにおける品質安全管理上の問題点の整理結果 
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6.7.3  品質安全ハザー ド と物流プロセスの対応関係の評価 
4 種類の汚破損 と 4 つの物流プ ロ セスの対応関係について 、 以下の 4 点が明ら か と なった 。  
① 凹みは 、 国内倉庫および国内輸送のプ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近
い 。 ま た 、 距離も近いため 、 こ れら 2 つの物流プ ロ セス と 強い関係があ る 。 特に 、 国
内倉庫プ ロ セス と よ り 強い関係があ る 。  
② 汚れは 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性は近いが 、 距離が遠 く 、
強い関係はない 。  
③ 破れ ・ 割れは 、 国内輸送プ ロ セス 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向は類似し てい
ないが 、 距離が近 く 、 両者 と 、 即ち輸送プ ロ セス と 関係があ る 。  
④ 漏出は 、 特に 、 特性が近 く 、 関係があ る物流プ ロ セスはない 。  
11種類の変質 と 4 つの物流プ ロ セスの対応関係について 、 以下の 4 点が明ら か と なった 。  
① 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、
距離も近いため 、 特性が近 く 、 強い関係があ る 。 腐敗 ・ 発酵は 、 特に距離が近 く 、 海
外輸送プ ロ セス と よ り 強い関係があ る 。  
② 酸化および香 り 喪失は 、 国内輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。
特に酸化は距離も近 く 、 関係があ る 。  
③ 虫鼠害 、 色素変退色 、 成分変化 、 非酵素的褐変および成分結晶化は 、 国内倉庫プ ロ セ
ス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性は近い 。 特に 、 虫鼠害は 、 国内倉庫プ ロ セス と 距
離が近 く 強い関係があ る 。  
④ 乾燥は 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 距離が離れてい
るが他の 3 つの物流プ ロ セス と 比べて最も近い海外倉庫プ ロ セス と 関係があ る 。  
11種類の異物混入 と 4 つの物流プ ロ セスの対応関係について分析し 、 以下の 4 点が明ら か と
な った 。  
① 他食品成分 、 動物組織 、 カ ビ ・ 酵母 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープおよび石 ・ 砂は 、 国内倉
庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスの両者 と 、 即ち国内プ ロ セス と 原点か ら の方向が
類似し 、 特性が近い 。 特に 、 国内倉庫プ ロ セス と 距離が近 く 、 強い関係があ る 。  
② プ ラ スチ ッ クおよび金属は 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近
い 。 特に 、 プ ラ スチ ッ ク は 、 距離が近 く 、 強い関係があ る 。  
③ 繊維 ・ 糸 ・ 紐および植物組織は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性
が近い 。 特に 、 植物組織は 、 距離も近いため 、 強い関係があ る 。  
④ 毛髪および昆虫は 、 どの物流プ ロ セス と も原点か ら の方向の類似度が低 く 、 距離も遠
い 。 一方 、 表 6-1 において 、 毛髪は 、 海外輸送プ ロ セス を除 く 3 つの物流プ ロ セスに
おけ る発生割合が 、 11種類の異物混入の う ちの上位に位置付 く 問題であ り 、 昆虫は 、
国内倉庫プ ロ セス 、 国内輸送プ ロ セスおよび海外輸送プ ロ セスで最も発生割合が大き
い問題であ る こ と か ら 、 いずれかの物流プ ロ セス と 特に強い特性的な傾向がな く 、 か
つ強い関係のあ る プ ロ セスの間に位置し ている 。  
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(2) 品質安全管理上の重要な問題点 
本研究では 、 食品製造業者の物流プ ロ セスにおけ る品質安全管理上の重要な問題点について
指摘する こ と を目的に 、 汚破損 、 変質および異物混入の視点か ら26種類の具体的な品質安全ハ
ザー ド を取 り 上げ 、 これら の問題の発生状況について調査分析する と と も に 、 コ レ スポンデン
ス分析法を用いて 、 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係を分析 ・ 評価し た 。 その結果
加工食品の物流プ ロ セスにおけ る品質安全の管理上の重要な問題点を以下に指摘する 。  
① 品質安全の主体的な管理範囲の割合は 、 国内および海外のいずれのプ ロ セスにおいて も 、
倉庫プ ロ セスのほ う が大きいのに対し て 、 3 つの品質安全ハザー ド は 、 いずれも 、 輸送プ
ロ セスにおけ る発生の割合のほ う が大きい 。 ま た 、 問題発生の原因 ・ 箇所が特定不能 と な
った割合も 、 海外プ ロ セスにおけ る変質 （ 倉庫 と 輸送が同値 ） を除き 、 輸送プ ロ セスのほ
う が大きい 。 以上か ら 、 問題が発生する物流プ ロ セス と 管理範囲 と する物流プ ロ セスに相
違が見られる 。  
② 汚破損の う ち 、 凹みは 、 国内倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスのいずれの物流プ ロ セ
ス と も非常に強い関係があ り 、 特性も非常に近い対応関係にあ る 。 ま た 、 凹みは 、 国内に
おけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流プ ロ セスの両方に強い対応関係があ る 。 同様
な関係にあ る破れ ・ 割れを含む品質安全ハザー ド への対応 と し て 、 問題発生の物流プ ロ セ
スだけを管理する方法では 、 品質安全が不十分であ る と 考え られる 。  
③ 変質の う ち 、 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は 、 海外輸送プ ロ セス と 強い関係があ り 、
特性が非常に近い と い う 点で 、 ま た 、 国内倉庫プ ロ セスにおけ る変質は 、 特性が近い問題
の種類が多い と い う 点で 、 加工食品の変質に対する十分な留意が必要であ る 。  
④ 異物混入の う ち 、 毛髪 と 昆虫は 、 国内倉庫および国内輸送のいずれのプ ロ セス と も関係が
あ る と い う 点で 、 ま た 、 国内プ ロ セスにおけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流プ ロ
セスの両方に 、 特性が近 く 、 問題の種類が多い と い う 点で 、 2 つの物流プ ロ セスにま たが
る総合的で一元的な管理が重要であ る 。  
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第 8 節  第 6 章の結論 
第 6 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1)  4 種類の汚破損 と 4 つの物流プ ロ セスの対応関係について分析し 、 以下の 4 つが明ら か
と なった 。 凹みは 、 国内倉庫および国内輸送のプ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特
性が近い 。 ま た 、 距離も近いため 、 これら 2 つの物流プ ロ セス と 強い関係があ る 。 特に
国内倉庫プ ロ セス と よ り 強い関係があ る 。 汚れは 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向
が類似し 、 特性は近いが 、 距離が遠 く 、 強い関係はない 。 破れ ・ 割れは 、 国内輸送プ ロ
セス 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向は類似し ていないが 、 距離が近 く 、 両者 と 、
即ち輸送プ ロ セス と 関係があ る 。 漏出は 、 特に 、 特性が近 く 、 関係があ る物流プ ロ セス
はない 。  
(2)  11種類の変質 と 4 つの物流プ ロ セスの対応関係について分析し 、 以下の 4 つが明ら か と
なった 。 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類
似し 、 距離も近いため 、 特性が近 く 、 強い関係があ る 。 腐敗 ・ 発酵は 、 特に距離が近 く
海外輸送プ ロ セス と よ り 強い関係があ る 。 酸化および香 り 喪失は 、 国内輸送プ ロ セス と
原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 特に 、 酸化は距離も近 く 、 関係があ る 。 虫鼠害
色素変退色 、 成分変化 、 非酵素的褐変および成分結晶化は 、 国内倉庫プ ロ セス と 原点か
ら の方向が類似し 、 特性は近い 。 特に 、 虫鼠害は 、 国内倉庫プ ロ セス と 距離が近 く 、 強
い関係があ る 。 乾燥は 、 海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 距
離が離れているが 、 他の 3 つの物流プ ロ セス と 比べて最も近い海外倉庫プ ロ セス と 関係
があ る 。  
(3)  11種類の異物混入 と 4 つの物流プ ロ セスの対応関係について分析し 、 以下の 4 つが明ら
か と なった 。 他食品成分 、 動物組織 、 カ ビ ・ 酵母 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープおよび石 ・ 砂
は 、 国内倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスの両者 と 、 即ち国内プ ロ セス と 原点か ら
の方向が類似し 、 特性が近い 。 特に国内倉庫プ ロ セス と 距離が近 く 、 強い関係があ る 。
プ ラ スチ ッ クおよび金属は海外倉庫プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。
特に 、 プ ラ スチ ッ ク は 、 距離が近 く 、 強い関係があ る 。 繊維 ・ 糸 ・ 紐および植物組織
は 、 海外輸送プ ロ セス と 原点か ら の方向が類似し 、 特性が近い 。 特に 、 植物組織は距離
も近いため 、 強い関係があ る 。 毛髪および昆虫は 、 どの物流プ ロ セス と も原点か ら の方
向の類似度が低 く 、 距離も遠い 。 一方 、 毛髪は 、 海外倉庫プ ロ セス を除 く 3 つの物流プ
ロ セスにおけ る発生割合が 、 11種類の異物混入の う ちの上位に位置付 く 問題であ り 昆虫
は 、 国内倉庫プ ロ セス 、 国内輸送プ ロ セスおよび海外輸送プ ロ セスで最も発生割合が大
きい問題であ る こ と か ら 、 いずれかの物流プ ロ セス と 特に強い特性的な傾向がな く かつ
強い関係のあ るプ ロ セスの間に位置し ている と い う こ と がで き る 。  
(4)  食品製造業者の各物流プ ロ セスにおけ る品質安全の主体的な管理範囲 と し ている割合 、
国内販売の物流プ ロ セスに該当する T12 および T13 では 75.2% 、 W09では 87.7% であ る
が 、 国内生産よ り 上流にあ る物流プ ロ セスほど低い 。 ま た 、 倉庫プ ロ セス と その直前に
あ る輸送プ ロ セスにおけ る割合を比べた場合 、 W01に対する T01 およびW02対する T02
を除 く すべてにおいて 、 輸送プ ロ セスのほ う が低い 。  
(5)  品質安全の主体的な管理範囲の割合は 、 国内および海外のいずれのプ ロ セスにおいて も
倉庫プ ロ セスのほ う が大きいのに対し て 、 3 つの品質安全ハザー ド は 、 いずれも 、 輸送
 
 
141
プ ロ セスにおけ る発生の割合のほ う が大きい 。 ま た 、 問題発生の原因 ・ 箇所が特定不能
と なった割合も 、 海外プ ロ セスにおけ る変質 （ 倉庫 と 輸送が同値 ） を除き 、 輸送プ ロ セ
スのほ う が大きい 。 以上か ら 、 問題が発生する物流プ ロ セス と 管理範囲 と する物流プ ロ
セスに相違が見られる 。  
(6) 汚破損の う ち 、 凹みは 、 国内倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスのいずれの物流プ ロ
セス と も非常に強い関係があ り 、 特性も非常に近い対応関係にあ る 。 ま た 、 凹みは国内
におけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流プ ロ セスの両方に強い対応関係があ る 。
同様な関係にあ る破れ ・ 割れを含む品質安全ハザー ド への対応 と し て 、 問題発生の物流
プ ロ セスだけを管理する方法では 、 品質安全が不十分であ る と 考え られる 。  
(7) 変質の う ち 、 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は 、 海外輸送プ ロ セス と 強い関係があ り
特性が非常に近い と い う 点で 、 ま た 、 国内倉庫プ ロ セスにおけ る変質は 、 特性が近い問
題の種類が多い と い う 点で 、 加工食品の変質に対する十分な留意が必要であ る 。  
(8) 異物混入の う ち 、 毛髪 と 昆虫は 、 国内倉庫および国内輸送のいずれのプ ロ セス と も関係
があ る と い う 点で 、 ま た 、 国内プ ロ セスにおけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流
プ ロ セスの両方に 、 特性が近 く 、 問題の種類が多い と い う 点で 、 2 つの物流プ ロ セスに
ま たがる品質安全管理が重要であ る 。  
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第 7 章  物流プロセスにおける品質安全問題の分類と グループ化 
 
第 1 節  本章の目的 
7.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 食品製造業者におけ る物流プ ロ セスの中で 、 顧客 と の関わ り が深い 「 工場の
製品倉庫か ら顧客まで 」 の販売物流を対象 と する 。 こ の中で 1 つの加工食品の流通過程に占め
る時間の割合が圧倒的に大きい 「 倉庫プ ロ セス 」 を取 り 上げ 、 具体的な品質安全問題を抽出す
る 。 本章の目的は 、 抽出し た品質安全問題について分類 、 グループ化し 、 倉庫プ ロ セスにおけ
る現場で品質安全問題を解決する ための有効な指針を提言する こ と であ る 。  
第 2 節 「 研究対象の物流領域の設定 」 では 、 対象 と する販売物流におけ る領域を設定する 。  
第 3 節 「 物流プ ロ セスの分析 」 では 、 販売物流におけ る物流プ ロ セス を詳細化し 、 サブ物流
プ ロ セスに整理する 。 その上で複数の領域にま たがるサブ物流プ ロ セス を集約 、 共通化する 。  
第 4 節 「 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の抽出 と 設定 」 では 、 第 4 章第 2 節で分類し 、
設定し た食品製造業におけ る19の業種の う ち 「 菓子製造業 」 におけ る倉庫プ ロ セスの品質安全
問題を抽出 ・ 整理する 。 品質安全問題は一般化し てお く と 、 その分析よ る提言はよ り 広 く 活か
すこ と がで き る ため 、 菓子製造業の倉庫プ ロ セスにおけ る抽出さ れた品質安全問題を一般化す
る 。 ま た 、 一般化し た問題が他の加工食品 ・ 業種の倉庫プ ロ セスに適合する こ と を確認する 。  
第 5 節 「 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の分類の視点 」 では 、 加工食品の倉庫プ ロ セス
におけ る品質安全問題を分類する ために 、 問題を評価する視点を設定する 。  
第 6 節 「 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の評価 」 では 、 品質安全問題を分類する ために
設定し た評価の視点を用いて 、 品質安全ハザー ド の発生の原因 と な る問題の評価を実施する 。
こ のため 、 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の評価におけ る判断の基準 ・ 方法を設定する 。
判断基準は 、 客観的であ り 、 当該判断基準に従えば評価結果が再現する も の と する 。  
第 7 節 「 主成分分析に よ る品質安全問題の評価軸の解釈 」 では 、 倉庫プ ロ セスの運営管理者
および作業者が品質安全問題に対する管理の枠組みや問題の解決を検討する場合に有効であ る
と 考えた 「 主成分分析 」 を用いて 、 品質安全管理の重要な問題点を明ら かにする 。  
第 8 節 「 ク ラ ス ター分析に よ る品質安全問題の分類 」 では 、 品質安全問題のグループ化が可
能にな る と 、 倉庫プ ロ セスの運営管理者に対し て品質安全問題に対する管理の枠組みを提案す
る こ と が可能 と な る 。 こ のため 、 品質安全問題のグループ化を検討する場合に有効であ る と 考
えた 「 ク ラ ス ター分析 」 を用いて 、 現場でその問題の解決を促進し た り 、 検討する ためのグル
ープ化を提案する 。   
第 9 節 「 分類し た品質安全問題のグループ化 」 では 、 第 7 節におけ る主成分分析および第 8
節におけ る ク ラ ス ター分析の結果か ら 、 倉庫プ ロ セスにおけ る加工食品の品質安全問題を問題
グループ （ 以下 、 グループ ） に分類する 。  
第10節 「 第 7 章の結論 」 では 、 第 1 節か ら第 9 節までのま と めを行い 、 第 7 章におけ る結論
を述べる 。  
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7.1.2  本章の流れ 
 本章の流れを以下に示す （ 図 7-1 ） 。  
 
 
図 7-1  本章の流れ 
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第 2 節  研究対象の物流領域の設定 
本章では 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る食品製造業者を中心 と し た物流プ ロ セスにつ
いて 、 顧客 と の関わ り の深い工場の製品倉庫か ら顧客までの 「 販売物流 」 の視点か ら見る こ と
と し 、 販売物流におけ る物流プ ロ セス を研究対象の物流領域 と し て設定し た 。 そ し て 、 図 7-2
に示す通 り 、 販売物流におけ る物流プ ロ セス を以下の 6 つの領域に分割し た 。  
① 領域 1 ： 工場の製品倉庫におけ る倉庫プ ロ セスの領域 
② 領域 2 ： 工場の製品倉庫か ら物流セン ターへの輸配送プ ロ セスの領域 
③ 領域 3 ： 物流セン ターにおけ る倉庫プ ロ セスの領域 
④ 領域 4 ： 物流セン ターか ら配送セン ターへの輸配送プ ロ セスの領域 
⑤ 領域 5 ： 配送セン ターにおけ る倉庫プ ロ セスの領域 
⑥ 領域 6 ： 配送セン ターか ら顧客への輸配送プ ロ セスの領域 
 
 
    図7-2 食品製造業者の販売物流における 6 つの物流プロセスの領域 
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第 3 節  物流プロセスの分析 
7.3.1  物流プロセスの詳細化 
 食品製造業者は 、 販売する加工食品におけ る品質安全ハザー ド の発生 リ ス ク を低減する ため
製造プ ロ セスだけではな く 、 物流プ ロ セスにおけ る品質安全管理体制を確立する必要があ る 。
こ のため 、 販売物流におけ る領域 1 か ら領域 6 までの物流プ ロ セスについて 、 品質安全管理の
ためのプ ロ セスチェ ッ ク が必要不可欠 と な る 。 そ こ で 、 6 つの領域に分割し た物流プ ロ セス を
詳細化し た 。  
図 7-3 は 、 物流プ ロ セス を詳細化し た例示であ る 。 領域 3 におけ る物流プ ロ セスは 、 物流セ
ン ターにおけ る倉庫プ ロ セス を示し てお り 、 入荷 、 格納 、 保管 、 出庫 、 仕分 、 梱包および出荷
のサブ物流プ ロ セスか ら構成さ れる 。 ま た 、 領域 4 におけ る物流プ ロ セスは 、 物流セン ターか
ら配送セン ターまでの輸配送プ ロ セス を示し てお り 、 輸送機関 、 輸送方法および輸送経路な ど
に よ り 、 構成されるサブ物流プ ロ セスが異な る こ と があ る 。  
 
 
            図 7-3  詳細化し た物流プロセス （ 例示 ）  
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7.3.2  サブ物流プロセスの整理 ・ 集約 
表 7-1 は 、 領域 1 か ら領域 6 までの各物流領域におけ る物流プ ロ セスについて 、 それぞれを
構成するサブ物流プ ロ セス を整理し た も のであ る 。 ま た 、 表 7-2 は 、 複数の物流領域にま たが
るサブ物流プ ロ セス を集約し 、 共通化し た も のであ る 。  
整理 ・ 集約の方法は 、 以下の通 り と し た 。  
① まず 、 物流プ ロ セス を倉庫プ ロ セスおよび輸配送プ ロ セスに大別し た 。  
② 倉庫プ ロ セスは 、 一般的な倉庫の物流プ ロ セスに従い 、 入荷 、 格納 、 保管 、 出庫 、 仕分 、
梱包および出荷のサブ物流プ ロ セスに分割し た 。 一方 、 輸配送プ ロ セスは 、 輸送機関別に
分割し た上で 、 サブ物流プ ロ セスに分割し た 。 ト ラ ッ ク輸送については 、 サブ物流プ ロ セ
スに分割する上で 、 輸送方法を貸切輸送 と 混載輸送に区分し た 。 鉄道輸送および海上輸送
については 、 輸送方法をバル ク輸送 と コ ンテナ輸送に大別で き るが 、 食品製造業者の販売
物流におけ る製品の輸送にはコ ンテナ輸送が一般的に利用さ れる ため 、 これに限定し た 。
ま た 、 輸送機関 と し ては他に航空輸送があ るが 、 加工食品の販売物流におけ る製品の輸送
には一般的に利用されない こ と か ら省略し た 。  
③ 領域 1 か ら領域 6 までの物流プ ロ セス を構成するサブ物流プ ロ セスに○印を記し 、 各領域
のサブ物流プ ロ セスの構成を明ら かに し た上で 、 共通するサブ物流プ ロ セス を集約し た 。  
 
            表 7-1  各領域のサブ物流プロセスの構成 
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           表 7-2  集約し たサブ物流プロセス 
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第 4 節  倉庫プロセスにおける品質安全問題の抽出と設定 
7.4.1  品質安全問題の抽出の対象業種の検討 
食品はそれぞれ特性を持ってお り 、 その特性の違いに よ り 分類されている 。 第 4 章第 2 節で
分類し 、 設定し た食品製造業におけ る19の業種の う ち 、 以下の 2 つの理由か ら 「 菓子製造業 」
を品質安全問題の抽出の対象業種 と し た 。  
(1) 第 2 章第 5 節の図 2-6 で示し た2011年の食品自主回収におけ る品目別の回収件数が最
も多い加工食品は 、 「 菓子類 」 であった 。  
(2) 第 5 章で行った食品製造業の物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生の実情お
よびその管理の実態を明ら かにする ためのアンケー ト 調査の結果 、 すべてのアンケー
ト 回答に占める 「 菓子製造業 」 か ら の回答の割合が最も高い結果 と なった 。  
7.4.2  品質安全問題の抽出 ・ 整理の方法 
品質安全問題は 、 菓子製造業者の品質保証責任者および菓子製造業者の委託する物流業者の
運営管理者な どに対する イ ン タ ビ ュー ・ 資料収集に よ り 抽出し た 。  
(1) 菓子製造業者 （ スナ ッ ク菓子の製造 ） の倉庫を運営する物流業者の運営管理者に対
し 、 イ ン タ ビ ュー調査および資料収集調査を行い 、 調査 ・ 収集し た品質安全管理項
目か ら品質安全問題への転換を行 う こ と によ り 抽出し た 。  
(2) 菓子製造業者 （ スナ ッ ク菓子 、 チ ョ コ レー ト などの製造 ） の工場に隣接する倉庫の運
営管理者に対し 、 品質安全問題および品質安全管理項目に関する情報を調査 ・ 収集
し 、 品質安全管理管理項目か ら品質安全問題への転換を行 う こ と によ り 抽出し た 。  
(3) 菓子製造業者 （ スナ ッ ク菓子の一部製造 ） の品質保証責任者か ら品質安全問題に関す
る実情を調査し 、 問題を整理する こ と によ り 抽出し た 。                                        
(4) 菓子製造業者の品質保証責任者に対し 、 製造委託先への品質要求期待事項に関する情
報を収集し 、 その う ちの倉庫プ ロ セスおけ る品質要求期待事項か ら品質安全問題へ
の転換を行 う こ と よ り 抽出し た 。  
(5) 菓子製造業者の共同配送セン ターを運営する物流業者の運営管理者に対し 、 品質安全
管理項目を調査 ・ 収集し 、 品質安全管理管理項目か ら品質安全問題への転換を行 う
こ と に よ り 抽出し た 。  
(6) 上記の (1) か ら (5) までの方法によ り 抽出し た品質安全問題について 、 内容が重複し
ている と 判断し た品質安全問題の排除を行い 、 整理し た 。                              
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7.4.3 抽出された品質安全問題 
加工食品の倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題を抽出するにあた り 、 第 3 章で分析し た物流
プ ロ セスの う ち 、 1 つの加工食品の物流プ ロ セスに占める時間の割合が圧倒的に大きい 「 倉庫
プ ロ セス 」 を対象 と し 、 菓子製造業者の倉庫の運営管理者および菓子製造業の品質保証責任者
か ら取得し た情報の組み合わせに よ り 、 品質安全ハザー ド 発生の原因 と な る品質安全問題を抽
出し た 。 抽出し た品質安全問題の項目数は 、 全部で 140 項目であ る ( 表 7-3) 。  
 
表 7-3  倉庫プロセスにおける品質安全問題 
 
 
 
 
（ 次頁の表につづ く ）  
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（ 前頁の表のつづき ）  
 
 
 
 
 
 
（ 次頁の表につづ く ）  
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（ 前頁の表のつづき ）  
 
 
 
 
 
 
（ 次頁の表につづ く ）  
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（ 前頁の表のつづき ）  
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7.4.4  抽出された品質安全問題の一般化 
品質安全問題は 、 対象 と する品目が持つ性質に よ り 異な る場合があ る と 考え られる 。 例えば
第 4 章第 2 節の表 4-2 で分類し た食品の １ つに 「 農産物 」 があ る 。 農産物の鮮度 ・ 糖度 ・ 熟度
な どは 、 物流プ ロ セス （ 倉庫プ ロ セスおよび輸配送プ ロ セス ） におけ る品質安全管理の状態に
よ り 変化する 。 農産物 と し て小売店の店頭に並ぶ と き 、 あ るいは原料 と し ての農産物が食品製
造業者に入荷さ れた と きには 、 その前のあ る物流プ ロ セスにおけ る品質安全管理の状態に よ っ
ては 、 ト マ ト ・ メ ロ ンなどの追熟野菜の場合は品質が向上する場合も あ るが 、 葉菜やイ チゴな
どの場合は品質が劣化する な どの問題が発生する 。  
品質安全問題は一般化し てお く と 、 その分析によ る提案は 、 よ り 広 く 活かすこ と がで き る 。  
菓子類および菓子製造業の倉庫プ ロ セスにおけ る抽出さ れた品質安全問題について一般化する
ためには 、 これら が他の品目および業種の倉庫プ ロ セスにおいて も適合する こ と を確認し てお
く 必要があ る 。 こ のため 、 アンケー ト 調査において回答のあった 121 社への訪問に よ る イ ン タ
ビ ュー調査を実施する こ と と し た 。 こ の う ち 、 調査の許可が得られ 、 実際に訪問し た12業種 ・
27社 （ 表 7-4 ） の物流責任者への イ ン タ ビ ュー調査を実施し た 。  
その結果 、 菓子類および菓子製造業の倉庫プ ロ セスにおけ る抽出さ れた品質安全問題は 、 第
4 章第 4 節で設定し た物流プ ロ セスにおけ る品質安全ハザー ド の発生の原因 と な る品質安全問
題 と し て適合する こ と を確認し たため 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る倉庫プ ロ セスの品
質安全問題 と し て取 り 扱 う こ と と し た 。  
 
表 7-4  イ ン タ ビ ュー調査訪問企業 ( 一覧 )  
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第 5 節  倉庫プロセスにおける品質安全問題の分類の視点 
7.5.1  品質安全問題の評価の視点 
本研究の目的であ る加工食品の物流の う ち倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の分類を行 う
ために 、 問題を評価する 3 つの視点を設定し た 。  
(1) 対象 と する倉庫 
(2) 管理の対象 
(3) 品質安全ハザー ド と の関係 
7.5.2  対象と する倉庫の視点   
前節で抽出し た品質安全問題は 、 品質安全ハザー ド の発生の原因 と な る倉庫プ ロ セスの問題
であ るが 、 こ の問題を詳細に見る と 、 ①一般物流の問題 、 ②一般物流 と 食品物流に共通する問
題 、 ③食品物流固有の問題があ る 。 本研究では 、 一般物流問題 と 食品物流固有問題の視点で問
題を 0 ま たは 1 で分類し てお り 、 ①および③の問題は 、 一般物流問題か食品物流固有問題のい
ずれかにのみし か 1 が付かないが 、 ②の問題は 、 両者に 1 が付 く こ と にな る 。  
一般的な倉庫において管理の対象 と なっている問題については 「 一般物流問題 」 を 「 一般的
な倉庫の問題 」 と し て設定し 、 評価する 。  
抽出し た品質安全問題は加工食品の倉庫に関わる問題であ るが 、 抽出し た問題には 、 倉庫全
般に関わる問題 と し て抽出さ れた も のや 、 一般的な倉庫に も 、 加工食品の倉庫に も共通の問題
と し て抽出された も のがあ る 。 そ こ で 、 一般的な倉庫において管理の対象 と なっている問題に
ついては 、 「 一般的な倉庫の問題 」 と し て評価する こ と に よ り 、 問題の一般性を把握する 。  
7.5.3  管理の対象   
品質安全問題の中には 、 単独の項目に関わる も の も あれば 、 例えば人間の関わる問題分析で
用い られる SHELL モデル （ 図 7-4 ） で表現される よ う に 、 人 （ 従業員 ） と 施設の不調和に よ
り 発生する問題も あ る 。 こ のため 、 ハー ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 ラ イ ブウ ェ ア （ 人 ） の視点
か ら評価する 。 し たがって 、 抽出し た品質安全問題は 、 倉庫プ ロ セスにおけ る管理の対象であ
る施設 ・ 設備 、 従業員 、 業務の視点か ら 、 「 施設 ・ 設備管理の問題 」 であ るのか 、 「 従業員管
理の問題 」 であ るのか 、 「 業務管理の問題 」 のあ るのかの 3 項目について評価する 。  
 
 
 
図 7-4  SHELL モデル 
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7.5.4  倉庫プロセスにおける品質安全ハザー ド の設定 
品質安全ハザー ド の分野および具体的な品質安全ハザー ド は第 4 章第 4 節で定義し ている 。
倉庫プ ロ セスにおいて も 、 腐敗な どの 「 変質ハザー ド 」 、 昆虫な どの 「 異物混入ハザー ド 」 お
よび外装 、 内装および個装な どの凹みな どの 「 汚破損ハザー ド 」 の 3 つが代表的であ り 、 再度
掲げる （ 表 7-5 ） 。 そ こ で抽出し た品質安全問題を 、 3 つの品質安全ハザー ド と の関わ り の 3
項目か ら評価する 。  
 
                    表 7-5  倉庫プロセスにおける品質安全ハザー ド 
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第 6 節  倉庫プロセスにおける品質安全問題の評価 
7.6.1倉庫プロセスにおける品質安全問題の評価項目 
前節で設定し た 3 つの視点であ る①対象 と する倉庫についての 1 項目 、 ②管理の対象につい
ての 3 項目 、 および③品質安全ハザー ド と の関係についての 3 項目の合計 7 つの評価項目 （ 表
7-6 ） を用いて品質安全ハザー ド の発生の原因 と な る問題の評価を実施し た 。 7 つの評価項目
について 、 各問題を評価する場合 、 該当する場合は 「 1 」 、 該当し ない場合は 「 0 」 と し た 。  
 
        表 7-6  倉庫プロセスにおける品質安全問題の評価項目 
 
 
7.6.2  倉庫プロセスにおける品質安全問題の評価方法 
 品質安全問題の評価におけ る判断の基準 ・ 方法は 、 以下の通 り と し た 。  
(1) まず 、 「 施設 ・ 設備管理の問題 」 、 「 従業員管理の問題 」 および 「 業務管理の問題 」 につ
いて 、 問題の文章の中に 、 それぞれの問題に使われている用語およびそれら の類似用語 、
関連用語があ るのかを探索し 、 評価 ･ 判断を し た 。  
① 「 施設 ・ 設備管理の問題 」 であれば 、 「 施設 、 設備 」 と い う 言葉の他に 、 「 建物 、 施
設に附属する設備 、 施設を構成する設備 、 物流に使用する荷役 ・ 運搬 ・ 保管設備 」 お
よびこれに類し た り 、 該当する言葉 、 「 設置 、 配置 」 な ど施設 、 設備に関連する用語
が用い られている問題は こ れを含める判断を し た 。  
② 「 従業員管理の問題 」 であれば 、 「 従業員 」 と い う 言葉の他に 、 「 要員 、 メ ンバー 」
およびこれに類似し た り 、 該当する言葉 、 「 ・ ・ ・ 者 」 な ど従業員に関連する用語が
用い られている問題は 、 こ れを含める判断を し た 。  
③ 「 業務管理の問題 」 であれば 、 「 業務 」 と い う 言葉の他に 、 業務の方法 、 手順 、 規約
（ ルール遵守 ） およびこれに類似し た り 、 該当する言葉 、 「 活動 、 検査 、 点検 、 整備
入荷 、 出荷 、 保管 、 移動 、 回収 、 廃棄 、 モニ タ リ ング 」 な ど倉庫プ ロ セスにおけ る業
務処理や活動に関連する用語が用い られている問題は これを含める判断を し た 。  
④ 上記①に該当する問題で 、 問題の文章の中に②および③に該当する も のがない問題の
場合は 、 純粋に 「 施設 ・ 設備の問題 」 と 判断し た （ 1,0,0 ） 。  
⑤ 上記②に該当する問題で 、 問題の文章の中に①および③に該当する も のがない問題の
場合は 、 純粋に 「 従業員管理の問題 」 と 判断し た （ 0,1,0 ） 。  
⑥ 上記③に該当する問題で 、 問題の文章の中に①および②に該当する も のがない問題の
場合は 、 純粋に 「 業務管理の問題 」 と 判断し た （ 0,0,1 ） 。  
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⑦ 問題の文章の中に①および②があ る と 判断で き る問題 、 ①および③があ る と 判断で き
る問題 、 ②および③があ る と 判断で き る問題および① 、 ②および③があ る と 判断で き
る問題は 、 それぞれ 、 以下の評価 ・ 判断を し た 。  
① 「 施設 ・ 設備の問題 」 と 「 従業員管理の問題 」 であ る と 判断し た （ 1,1,0 ） 。  
② 「 施設 ・ 設備の問題 」 と 「 業務管理の問題 」 であ る と 判断し た （ 1,0,1 ） 。  
③ 「 従業員管理の問題 」 と 「 業務管理の問題 」 であ る と 判断し た （ 0,1,1 ） 。  
④ 「 施設 ・ 設備の問題 」 と 「 従業員管理の問題 」 と 「 業務管理の問題 」 であ る と 判
断し た （ 1,1,1) 。  
(2) つぎに 、 当該問題が一般的な倉庫で発生し う る問題であ るか否かを判断し た 。 「 一般的な
倉庫の問題 」 であれば 「 1 」 を付与し 、 「 一般的な倉庫の問題 と までは言えない問題であ
れば 「 0 」 を付与し た 。  
(3) 最後に 、 問題の放置が 、 「 変質 リ ス ク 」 「 異物混入 リ ス ク 」 「 汚破損 リ ス ク 」 の う ち 、 ど
の リ ス ク を高めるのかを評価 ・ 判断し た 。 それぞれに該当する場合は 「 1 」 を付与し た 。
該当し ない場合は 「 0 」 を付与し た 。  
① 問題が腐敗 ・ 発酵 、 虫鼠害 、 酸化 、 色素変退色 、 非酵素的褐変 、 成分変化 、 成分結晶
化 、 臭い吸着 、 香 り 消失 、 吸湿 、 乾燥な どの リ ス ク に関係する問題は 「 変質 リ ス ク 」
と 判断し た 。 ま た 、 「 衛生 」 およびこれら に類し た り 、 該当する言葉があ る問題の場
合は 、 「 変質 リ ス ク 」 と 判断し た 。 ま た 、 変質 リ ス ク が実際に発現し た場合に備えた
活動に該当する言葉があ る場合は 、 「 変質 リ ス ク 」 に含めた 。  
② 問題が他食品成分 、 毛髪 、 昆虫 、 動物組織 、 植物組織 、 カ ビ ・ 酵母 、 金属 、 プ ラ スチ
ッ ク 、 繊維 ・ 糸 ・ 紐 、 フ ィ ルム ・ 紙 ・ テープ 、 石 ・ 砂な どの リ ス ク に関係する問題は
「 異物混入 リ ス ク 」 と 判断し た 。 ま た 、 「 清掃 、 清潔 」 およびこれら に類し た り 、 該
当する言葉があ る問題の場合は 、 「 異物混入 リ ス ク 」 と 判断し た 。 ま た 、 異物混入 リ
ス ク が実際に発現し た場合に備えた活動に該当する言葉があ る場合は 、 「 異物混入 リ
ス ク 」 に含めた 。  
③ 問題が凹み 、 破れ ・ 割れ 、 汚れ 、 漏出およびこれら に類し た り 、 該当する言葉があ る
問題の場合は 、 「 汚破損 リ ス ク 」 と 判断し た 。 ま た 、 汚破損 リ ス ク が実際に発現し た
場合に備えた活動に該当する言葉があ る場合は 、 「 異物混入 リ ス ク 」 に含めた 。  
④ すべての発現し た リ ス クへの処置に関係する活動におけ る問題の場合は 、 「 変質 リ ス
ク 」 「 異物混入 リ ス ク 」 「 汚破損 リ ス ク 」 と 判断し た 。  
以上の判断方法に よ り 、 0 ま たは １ の判断を行った 。 判断基準は客観的であ り 、 評価結果は
こ の判断基準に従えば 、 再現性があ る 。  
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7.6.3  倉庫プロセスにおける品質安全問題の評価 
倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題を評価し た結果を表 7-7 に示す 。  
 
          表 7-7  倉庫プロセスにおける品質安全問題の評価結果 
 
 
 
（ 次頁の表につづ く ）  
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（ 前頁の表のつづき ）  
 
 
（ 次頁の表につづ く ）  
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（ 前頁の表のつづき ）  
 
 
（ 次頁の表につづ く ）  
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（ 前頁の表のつづき ）  
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第 7 節  主成分分析による品質安全問題の評価軸の解釈 
7.7.1  主成分分析の目的 
主成分分析 と は 、 ｍ次元の量的データ を 、 で き るだけ情報の損失な し に 、 ｎ 次元 （ ｍ＞ ｎ 、
ｎ は通常少数 ） の無相関な主成分に縮約し て分析を行 う 手法であ る 。 表 7-3 にて明ら かに し た
加工食品の倉庫プ ロ セスにおけ る 140 項目の品質安全問題を対象に 、 表 7-6 の倉庫プ ロ セスに
おけ る品質安全問題の評価の視点 （ 設定し た 7 つの評価項目 ） に よ って評価を行い 、 表 7-7 の
倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の評価結果の情報を よ り 少数の次元に縮約し 、 品質安全問
題を検討 ・ 分類する場合の評価軸を抽出し 、 軸の解釈よ り 、 品質安全問題の枠組みを簡潔に示
すために用いた 。 加えて 、 こ の こ と は 、 例えば加工食品の倉庫プ ロ セスにおけ る運営管理者
（ 通常 、 加工食品の メ ーカーの倉庫の管理者 、 食品製造業者か ら倉庫プ ロ セス を受託する物流
業者が運営する倉庫の管理者等 ） に対し 、 品質安全問題に対する管理の枠組みや問題の解決な
どに資する と 考えたため用いた 。  
 
7.7.2  主成分分析によ る主成分の抽出 
加工食品の倉庫プ ロ セスの管理責任者および作業者に対し 、 品質安全に関わる管理の重要な
視点 （ 軸 ） を明ら かにする ために 、 前節で作成し た評価結果を分析用データ （ 標本 ） と し て用
いる こ と で 、 主成分分析を実施し た 。  
主成分分析に用いる変数データ を表 7-7 に示し た （ 1 ） か ら （ 7 ） までの 7 次元の量的デー
タ と し た場合 、 KMO の標本妥当性の測度におけ る検定結果 （ .569 ） は 、 標本妥当性の基準で
あ る 0.5 以上 と な り 、 当該分析用データ を用いた分析は妥当であ る と 、 ま たBartlettの球面性検
定の有意確率も 0.05 以下 と な り 、 主成分分析の変数間に何ら かの関係があ り 、 分析結果の信頼
性も あ る と 判断で き る結果 と なった （ 表 7-8 ） 。  
 
               表 7-8  主成分分析における検定結果 
 
 
7 次元の量的データは 、 分析の結果 、 3 次元の量的データ に縮約され 、 主成分分析で説明さ
れた分散の合計において 、 初期の固有値が 1 以上で 、 累積寄与率が60％を超え る第 3 成分まで
を主成分 と し て抽出し た （ 表 7-9 ） 。  
 
                 表 7-9  主成分の抽出 
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7.7.3  主成分の軸の解釈 
表7-10 は 、 因子負荷量の回転後の成分行列を示し た も のであ る 。   
 
                表7-10  回転後の成分行列 
 
 
第 1 主成分は 、 ＋側で成分が大きいのは 「 業務管理の問題 」 であ り 、 －側では 「 施設 ・ 設備
管理の問題 」 であ る こ と か ら 、 「 プ ロ セスの問題 ・ リ ソースの問題 」 の軸 と 解釈し た 。  
第 2 主成分は 、 ＋側が 「 一般的な倉庫の問題 」 、 「 汚破損 リ ス ク 」 の成分が大き く 、 －側で
は 0.5 を超え る大き さ の成分はない こ と か ら 、 「 一般的な問題 ・ 個別的 （ 特殊 ） な問題 」 の軸
と 解釈し た 。  
第 3 成分は 、 ＋側で成分が大きいのは食品の 「 変質 リ ス ク 」 の問題であ り 、 －側では食品へ
の 「 異物混入 リ ス ク 」 、 次いで 「 汚破損 リ ス ク 」 の問題であ る こ と か ら 、 「 食品内部の問題 ・
食品外部の問題 」 の軸 と 解釈し た 。  
本研究においては 、 7 次元の量的データ を 2 次元に縮約し た結果 、 元々の評価軸 と 同様な軸
が第 1 主成分 、 第 2 主成分 と なった 。 主成分分析を行 う 前には 、 こ の 2 軸が主成分であ る こ と
は不明であったが 、 分析を行った結果判明し た こ と であ り 、 主成分分析を用いた効果であ る と
言え る 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
164
第 8 節  ク ラ ス タ ー分析によ る品質安全問題の分類 
7.8.1 ク ラ ス タ ー分析の目的 
ク ラ ス ター分析 と は 、 観測さ れたデータ をそのデータ が持つ情報に基づいて 、 い く つかのま
と ま り に分類する手法であ る 。 加工食品の倉庫プ ロ セスにおけ る管理者および作業者が関わる
可能性のあ る品質安全問題について 、 現場でのその問題の解決を促進し た り 、 検討する ために
は 、 各問題を分類 ・ グループ化し 、 品質安全管理の枠組み と し て検討し てお く こ と が効果的で
あ る 。 そ こ で 、 主成分分析で用いた倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の評価結果に基づいて
ク ラ ス ター分析を実施し 、 問題のグループ化を行った 。  
本研究においては 、 倉庫プ ロ セスにおけ る加工食品の品質安全問題 と し て 140 項目の品質安
全問題を抽出し ているが 、 140 項目の問題 （ 個体データ ） を設定し た基準にそって 、 問題グル
ープに分類する こ と のために用いた 。 加えて 、 問題のグループ化が可能 と な る と 、 加工食品の
倉庫プ ロ セスにおけ る運営管理者 （ 通常 、 食品製造業者の倉庫の管理者 、 食品製造業か ら倉庫
プ ロ セス を受託する物流業者が運営する倉庫の管理者等 ） に対し 、 品質安全問題に対する管理
の枠組みを提案する こ と が可能 と な る と 考えたため用いた 。  
 
7.8.2 サブ ク ラ ス タ ーの設定 
ク ラ ス ター分析の結果 、 まず 、 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の特徴の理解を容易にす
る ため 、 問題数が 3 以上 と な るサブ ク ラ ス ターについて 、 その名称を設定し 、 表7-11 に示し
た 。  
 
                          表7-11  サブ ク ラ ス タ ー名称の設定 
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7.8.3  ク ラ ス タ ーの統合 
こ の場合 、 サブ ク ラ ス ターに含まれる問題数が最も多い も のは 「 業務方法 ・ 手順 」 であっ
た 。 次いで多い も のに 「 害虫管理 」 、 「 衛生 ・ 温湿度管理 」 な どがあった 。   
つぎに 、 ク ラ ス ター分析の結果で現されたデン ド ロ グ ラ ム を用いて 、 ク ラ ス ター数を検討し
た 。 こ の場合 、 最小の 2 か ら最大35までの ク ラ ス ターに分類する こ と ができ る 。 そ こ で 、 倉庫
プ ロ セスにおけ る品質安全の管理に有効で 、 管理の実施が可能な ク ラ ス ター数の候補 と し て 2
か ら 9 までを対象に ク ラ ス ター数を検討し 、 最も有益であ る ク ラ ス ター数を 9 と し た 。 こ の内
問題数が 5 以下の ク ラ ス ターについては も っ と も近い ク ラ ス ターに統合し た結果 、 問題は 7 ク
ラ ス ターグループ と なった （ 表7-12 ） 。  
 
                              表7-12  ク ラ ス タ ーの統合 
 
 
本研究においては 、 7 次元の量的データ を 2 次元に縮約し た結果 、 元々の評価軸 と 同様な軸
が第 1 主成分 、 第 2 主成分 と なった 。 主成分分析を行 う 前には 、 こ の 2 軸が主成分であ る こ と
は不明であったが 、 分析を行った結果判明し た こ と であ り 、 主成分分析を用いた効果であ る と
言え る 。 ク ラ ス ター分析を行 う 前には 、 問題グループ数が 7 であ る こ と は不明であったが 、 分
析を行った結果判明し た こ と であ り 、 ク ラ ス ター分析を用いた効果であ る と 言え る 。    
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第 9 節  分類し た品質安全問題のグループ化 
第 7 節におけ る 3 つの主成分の軸の解釈および第 8 節におけ る ク ラ ス ター分析の結果か ら 、
倉庫プ ロ セスにおけ る加工食品の品質安全問題は 、 次の 7 つの問題グループ （ 以下 、 グルー
プ ） に分類で き る と 考えた 。  
グループ 1 ： 業務の方法 ・ 手順の問題  
グループ 2 ： 製品保管の方法 ・ 管理の問題  
グループ 3 ： 食品内部 （ 可食部 ） の変質の問題 
グループ 4 ： 食品への異物混入 ・ 汚破損の問題 
グループ 5 ： 従業員への衛生教育の問題  
グループ 6 ： 施設 ・ 設備の構造の問題  
グループ 7 ： 施設 ・ 設備の老朽化 、 衛生の問題 
 
各グループの特徴は以下の通 り であ る 。  
①グループ 1 は 、 140 項目の問題の う ちの50項目を占める 「 一般的な倉庫プ ロ セスの問題 」 の
グループであ る 。 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題の多 く は 、 業務方法および業務手順の不
備 ・ 誤運用にあ り 、 こ のグループにあ る問題の解決で 、 倉庫プ ロ セスの品質安全を大き く 高め
る こ と がで き る 。  
②グループ 2 は 、 製品の保管および取扱いに関わる 「 一般的な倉庫プ ロ セスの問題 」 のグルー
プであ る 。 ま た 、 食品外部の汚破損に も関係する グループであ る 。 保管および取扱い次第では
食品内部の変質を惹き起こ し 、 摂取者へ健康危害を与え る可能性のあ る グループであ る 。  
③グループ 3 は 、 製品の衛生的な取扱いや温湿度管理な ど 「 食品の倉庫に特有で個別的なプ ロ
セスの問題 」 のグループであ る 。 倉庫プ ロ セスにおけ る不適切な運用管理が食品内部の変質を
惹き起こ し 、 摂取者の健康への危害を与え る グループであ る 。                                     
④グループ 4 は 、 倉庫および製品への鼠 、 昆虫の侵入な ど 、 「 食品の倉庫に特有で個別的なプ
ロ セスの問題 」 のグループであ る 。 施設 ・ 衛生的使用に関わる問題であ り 、 食品外部 （ 包装 ）
への混入 、 汚損につながる グループであ る 。  
⑤グループ 5 は 、 倉庫の従業員が製品の衛生的な取扱い 、 倉庫内外の整理 ・ 整頓 ・ 清掃な どの
重要性について認知 ・ 理解し 、 実践する ために必要な教育に関わる 「 食品の倉庫に特有で個別
的な リ ソースの問題 」 のグループであ る 。  
⑥グループ 6 は 、 倉庫プ ロ セスにおけ る施設 ・ 設備に関わる 「 一般的な倉庫に も見られる リ ソ
ースの問題 」 のグループであ る 。 主に施設 ・ 設備の構造問題に よ り 、 食品の変質 、 異物混入 、
汚破損に関わる問題を惹き起こす可能性のあ る グループであ る 。  
⑦グループ 7 は 、 衛生管理 、 防虫設備 ･ 環境および施設構造 と いった 「 食品の倉庫に特有で個
別的な リ ソースの問題 」 で 、 食品におけ る変質 、 異物混入 、 汚破損のどの リ ス ク に も関連する
グループであ る 。  
 
 
 
 
 
 
 
167
第10節  第 7 章の結論 
第 7 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1) 本研究では 、 加工食品の物流の う ち倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理を行 う ため 、 こ の
倉庫プ ロ セスにおけ る運営管理者に聞き取 り 調査等を行い具体的に 140 の問題を抽出し 、
こ の問題に対し視点を抽出する ために主成分分析を行 う と と も に 、 管理の枠組みを提供す
る ために ク ラ ス ター分析を行い問題の分類を行った 。  
(2) 聞き取 り 調査等に よ り 抽出し た 140 の問題に対し 、 7 つの評価項目か ら評価を行い 、 主成
分分析を行った結果 、 品質安全問題を検討 ・ 分類する場合の新し い評価軸 と し て 3 つの軸
を抽出し た 。 第 1 主成分は 、 第 2 、 第 3 主成分に対し て卓越し ている主成分であ る 「 プ ロ
セスの問題 ・ リ ソースの問題 」 の軸 と 、 第 2 主成分は 、 「 一般的な問題 ・ 個別的 （ 特殊 ）
な問題 」 の軸 と 、 そ し て第 3 成分は 、 「 食品内部の問題 ・ 食品外部の問題 」 の軸 と 解釈す
る こ と がで き る 。  
(3) 続いて 、 ク ラ ス ター分析を行い 、 その結果を基に現実の管理方法に近 く な る と と も に 、 ク
ラ ス ター数がで き るだけ少な く な る管理の枠組み と し て 、 7 つのグループを提案し 、 主成
分分析の結果 と 、 ク ラ ス ター分析の結果を総合し て 、 各グループの特徴を示し た 。 「 業務
の方法 ・ 手順の問題 」 が最も加工食品の品質安全に関し て重要であ り 、 その他の問題グル
ープは 、 「 製品保管の方法 ・ 管理の問題 」 、 「 食品内部 （ 可食部 ） の変質の問題 」 、 「 食
品への異物混入 ・ 汚破損の問題 」 、 「 従業員への衛生教育の問題 」 、 「 施設 ・ 設備の構造
の問題 」 、 そ し て 「 施設 ・ 設備の老朽化 、 衛生の問題 」 であ る 。  
(4) こ のグループ分けにおいては 、 それぞれのグループの位置付けが主成分分析の 3 主成分に
よ って明確になっている と と も に 、 同様な管理を要する も のは 、 同じ グループに分類され
てお り 加工食品の物流の倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理に有益であ る と い う こ と がで
き る 。  
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第 8 章  加工食品のフー ド チ ェ ーンにおける物流の品質安全管理に関する提案 
 
第 1 節  本章の目的 
8.1.1  本章の目的と方法 
本章の目的は 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る組織に存在する食品製造業者を対象に 、
食品安全 、 製造プ ロ セス品質および物流プ ロ セス品質に関わる品質安全問題の解決を管理責任
者および現場実務者が推進する場合に有効な提案を行 う こ と であ る 。  
第 2 節 「 品質安全管理上の重要な問題点の指摘 」 では 、 第 6 章で実施し た品質安全ハザー ド
と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果か ら 、 フー ド チェーンにおけ る品質安全管理上の重要な
問題点について指摘する 。  
具体的には 、 食品製造業者の物流プ ロ セス を国内 （ 倉庫 、 輸送 ） および海外 （ 倉庫 、 輸送 ）
の 4 つのプ ロ セスに大別し た上で 、 それぞれの物流プ ロ セスで発生し ている品質安全ハザー ド
の発生の実情を把握し 、 汚破損 、 変質および異物混入の視点か ら品質安全ハザー ド と 物流プ ロ
セスの対応関係について定量的な分析を実施し た結果か ら 、 品質安全管理上の重要な問題点に
ついて指摘する 。  
第 3 節 「 品質安全問題の解決の指針の提言 」 では 、 第 7 章で実施し た品質安全問題の分類お
よびグループ化の分析結果か ら 、 物流管理責任者および現場実務者がフー ド チェーンにおけ る
品質安全問題を解決する ための指針について提言する 。  
具体的には 、 物流の顧客 と の関わ り の深い工場倉庫か ら顧客までの販売物流におけ る物流プ
ロ セス を詳細化し た上で 、 こ の物流プ ロ セスの中で 、 １ つの製品 （ 加工食品 ） の流通過程に占
める時間の割合が圧倒的に大きい倉庫プ ロ セス を取 り 上げ 、 具体的な品質安全問題を抽出し 、
分類し 、 グループ化し た分析の結果を用いて 、 フー ド チェーンにおけ る品質安全問題を解決す
る ための指針を提言する 。  
第 4 節 「 品質安全管理の取 り 組みに関する提案 」 では 、 第 6 章で実施し た品質安全ハザー ド
と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果および第 7 章で実施し た品質安全問題の分類およびグル
ープ化の分析結果に基づいて 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益
と な る取 り 組みについて提案する 。  
第 5 節 「 第 8 章の結論 」 では 、第 1 節から第 4 節までのまとめを行い、第 8 章における結論
を述べる。 
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8.1.2  本章の流れ 
 本章の流れを以下に示す （ 図 8-1 ） 。  
 
 
 
図 8-1  本章の流れ 
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第 2 節  品質安全管理上の重要な問題点の指摘 
8.2.1  本節の目的 
本節の目的は 、 第 6 章で実施し た品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果か
ら フー ド チェーンにおけ る品質安全管理上の重要な問題点について指摘する こ と であ る 。  
具体的には 、 食品製造業者の物流プ ロ セス を国内 （ 倉庫 、 輸送 ） および海外 （ 倉庫 、 輸送 ）
の 4 つのプ ロ セスに大別し た上で 、 それぞれの物流プ ロ セスで発生し ている品質安全ハザー ド
の発生の実情を把握し 、 汚破損 、 変質および異物混入の視点か ら品質安全ハザー ド と 物流プ ロ
セスの対応関係について定量的な分析を実施し た結果か ら 、 品質安全管理上の重要な問題点に
ついて指摘する 。  
 
8.2.2  品質安全管理上の重要な問題点 
(1) 物流プ ロ セスの主体的な管理の割合は 、 倉庫プ ロ セス と その直前にあ る輸送プ ロ セス を比
べた場合 、 輸送プ ロ セスのほ う が低い 。   
本研究では 、 第 4 章第 3 節で設定し た よ う に 、 食品製造業者におけ る物流プ ロ セス を 9 の
倉庫プ ロ セス （ W01～W09 ） および13の輸送プ ロ セス （ T01 ～ T13 ） で表し ている 。 第 6
章第 7 節で明ら かに し た よ う に 、 それぞれの物流プ ロ セスについて 、 品質安全のための主
体的な管理を行っている範囲であ る と 回答し た社数の割合は 、 販売物流におけ る倉庫プ ロ
セスであ る W09では 87.7% であ るのに対し て 、 販売物流におけ る輸送プ ロ セスであ る T12
および T13 では 75.2% であ り 、 12.5 ポ イ ン ト の差で輸送プ ロ セスの割合が低い 。 こ の よ う
に 、 各物流プ ロ セスの主体的な管理の割合は 、 倉庫プ ロ セスにおけ る割合 と そのプ ロ セス
の直前にあ る輸送プ ロ セスにおけ る割合を比べた場合 、 同値であ る W01に対する T01 およ
びW02対する T02 の比較を除 く すべてにおいて輸送プ ロ セスのほ う が低い こ と がわか る 。   
(2) 品質安全ハザー ド の発生し ている物流プ ロ セス と 主体的な管理の範囲 と し ている物流プ ロ
セスに相違が見られる 。  
本研究では 、 第 6 章第 7 節において品質安全の管理上の問題を整理し た 。 汚破損について
は 、 国内倉庫プ ロ セス全体におけ る主体的管理範囲の割合が 55.3% であ るのに対し て 、 国
内輸送プ ロ セス全体におけ る主体的管理範囲の割合は 41.7% であ り 、 14.2 ポ イ ン ト の差で
国内輸送プ ロ セスのほ う が低い 。 一方 、 国内倉庫プ ロ セス全体におけ る品質安全ハザー ド
発生の割合が 64.0% であ るのに対し て国内輸送プ ロ セス全体におけ る品質安全ハザー ド 発
生の割合は 85.5% であ り 、 21.5 ポ イ ン ト の差で国内輸送プ ロ セスのほ う が高い 。 ま た 、 国
内倉庫プ ロ セス全体におけ る品質安全ハザー ド の発生原因の特定が不能であ る割合が 、
24.2% であ るのに対し て 、 主体的管理範囲の割合が 55.3% であ るのに対し て 、 国内輸送プ
ロ セス全体におけ る品質安全ハザー ド の発生原因の特定が不能であ る割合は 30.9% であ
り 、 6.6 ポ イ ン ト 差で国内輸送プ ロ セスのほ う が高い 。  
(3) 上記 (1) および (2) か ら明ら かな よ う に 、 品質安全ハザー ド の う ち最も発生頻度の高い汚
破損の発生を抑制する ためには 、 国内輸送プ ロ セスにおけ る品質安全管理の強化を優先的
に行 う 必要があ る 。 ま た 、 変質について も同様であ る と 言え る 。  
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(4) 汚破損に関する品質安全管理上の問題点 
汚破損の う ち 、 凹みは 、 国内倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスのいずれの物流プ ロ セ
スに も非常に強い関係があ る 。 ま た 、 特性も非常に近い対応関係にあ る 。 ま た 、 凹みは 、
国内におけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流プ ロ セスの両方に強い対応関係があ
る 。 こ の よ う に 、 同様な関係にあ る破れ ・ 割れを含む品質安全問題への対応 と し て 、 問題
が発生の物流プ ロ セスだけを管理する方法では 、 品質安全が不十分であ る 。  
(5) 変質に関する品質安全管理上の問題点 
変質の う ち 、 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は 、 海外輸送プ ロ セス と 強い関係があ る
上 、 特性も非常に近い 。 ま た 、 国内倉庫プ ロ セスにおけ る変質は 、 特性が近い問題の種類
が多い 。 こ の よ う に 、 変質は 、 特性が近い問題の種類が多い と い う 点で 、 加工食品の変質
に対する十分な留意が必要であ る 。  
(6) 異物混入に関する品質安全管理上の問題点 
異物混入の う ち 、 毛髪 と 昆虫は 、 国内倉庫および国内輸送のいずれのプ ロ セス と も関係が
あ る 。 ま た 、 異物混入は 、 国内プ ロ セスにおけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流プ
ロ セスの両方に 、 特性が近い問題の種類が多い 。 こ の よ う に 、 異物混入は 、 2 つの物流プ
ロ セスにま たがる総合的で一元的な管理が重要であ る 。  
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第 3 節  品質安全問題の解決の指針の提言 
8.3.1 本節の目的 
本節の目的は 、 第 7 章で実施し た品質安全問題の分類およびグループ化の分析結果か ら 、 物
流管理責任者および現場実務者がフー ド チェーンにおけ る品質安全問題を解決する ための指針
を提言する こ と であ る 。  
具体的には 、 物流の顧客 と の関わ り の深い工場倉庫か ら顧客までの販売物流におけ る物流プ
ロ セス を詳細化し た上で 、 こ の物流プ ロ セスの中で 、 １ つの製品 （ 加工食品 ） の流通過程に占
める時間の割合が圧倒的に大きい倉庫プ ロ セス を取 り 上げ 、 具体的な品質安全問題を抽出し 、
分類し 、 グループ化し た分析の結果を用いて 、 フー ド チェーンにおけ る品質安全問題を解決す
る ための指針を提言する 。  
8.3.2  品質安全問題のグループ化 
加工食品の倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題は 、 表 8-1 に示し た よ う に 、 7 つの問題グル
ープに分類された 。 倉庫プ ロ セスにおけ る加工食品の品質安全問題について ７ つの問題グルー
プに分類し た こ と によ って 、 実際に倉庫の管理者および作業者が当該問題の解決を図る場合 、
解決の対象 と 品質安全ハザー ド およびその関係が明ら かにな り 、 品質安全管理上ま たは問題解
決の指針 と し て有効であ る と 考え られる 。  
                   表 8-1  品質安全問題のグループ 
 
 
本研究では 、 加工食品の物流の う ち倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理を行 う ため 、 こ の倉
庫プ ロ セスにおけ る運営管理者に聞き取 り 調査等を行い具体的に 140 の問題を抽出し 、 こ の問
題に対し視点を抽出する ために主成分分析を行 う と と も に 、 管理の枠組みを提供する ために ク
ラ ス ター分析を行い問題の分類を行った 。 聞き取 り 調査等に よ り 抽出し た 140 の問題に対し 、
7 つの評価項目か ら評価を行い 、 主成分分析を行った結果 、 品質安全問題を検討 ・ 分類する場
合の新し い評価軸 と し て 、 3 つの軸を抽出し た 。 第 1 主成分は 、 第 2 、 第 3 主成分に対し て卓
越し ている主成分であ る 「 プ ロ セスの問題 ・ リ ソースの問題 」 の軸 と 、 第 2 主成分は 、 「 一般
的な問題 ・ 個別的 （ 特殊 ） な問題 」 の軸 と 、 そ し て第 3 成分は 、 「 食品内部の問題 ・ 食品外部
の問題 」 の軸 と 解釈する こ と がで き る 。 ま た 、 ク ラ ス ター分析を行い 、 その結果を基に現実の
管理方法に近 く な る と と も に 、 ク ラ ス ター数ができ るだけ少な く な る管理の枠組み と し て 、 7
つのグループを提案し 、 主成分分析の結果 と 、 ク ラ ス ター分析の結果を総合し て 、 各グループ
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の特徴を示し た 。 「 業務の方法 ・ 手順の問題 」 が最も加工食品の品質安全に関し て重要であ
り 、 その他の問題グループは 、 「 製品保管の方法 ・ 管理の問題 」 、 「 食品内部 （ 可食部 ） の変
質の問題 」 、 「 食品への異物混入 ・ 汚破損の問題 」 、 「 従業員への衛生教育の問題 」 、 「 施
設 ・ 設備の構造の問題 」 、 そ し て 「 施設 ・ 設備の老朽化 、 衛生の問題 」 であ る 。  
 こ のグループ分けにおいては 、 それぞれのグループの位置付けが主成分分析の 3 主成分に よ
って明確になっている と と も に 、 同様な管理を要する も のは 、 同じ グループに分類されてお
り 、 加工食品の物流の倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理に有益であ る と い う こ と がで き る 。  
なお 、 本研究では 、 加工食品の物流の う ち倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理を行 う ため 、
こ の倉庫プ ロ セスにおけ る運営管理者への聞き取 り 調査等を行い具体的に 140 の問題を抽出し
こ の問題に対し視点を抽出する ために主成分分析を行 う と と も に 、 管理の枠組みを検討する た
めに ク ラ ス ター分析を行い問題の分類を実施し た 。 こ の結果 、 主成分分析に よ り 、 品質安全問
題を検討 ・ 分類する場合の新し い評価軸 と し て 3 つの軸を抽出し 、 ま た 、 ク ラ ス ター分析に よ
り 、 管理の枠組み と し て 、 7 つのグループを提案し ま し た 。  こ のグループ分けにおいては 、
それぞれのグループの位置付けが主成分分析の 3 主成分に よ って明確になっている と と も に 、
同様な管理を要する も のは 、 同じ グループに分類さ れてお り 、 加工食品の物流の内 、 倉庫プ ロ
セスにおけ る品質安全管理に有益な結果を得た と い う こ と がで き る 。  
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第 4 節  品質安全管理の取り組みに関する提案 
8.4.1  本節の目的 
本節の目的は 、 第 6 章で実施し た品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果お
よび第 7 章で実施し た品質安全問題の分類およびグループ化の分析結果に基づいて 、 加工食品
のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益 と な る取 り 組みについて提案する こ と で
あ る 。  
8.4.2 品質安全管理の取り組み 
本研究の結果 、 食品製造業者におけ る品質安全管理の取 り 組みの 6 項目を以下に提案する 。  
(1) 輸送プ ロ セスに重点を置いた品質安全管理を一層強化する取 り 組みを行 う こ と に よ り 、
フー ド チェーン全体を対象 と する品質安全管理能力を向上する 。  
具体的には 、 輸送プ ロ セス を委託し ている輸送業者の管理者および実務者が自ら関わ り
のあ る輸送プ ロ セスだけではな く 、 倉庫プ ロ セスおよび製造プ ロ セス を含むフー ド チェ
ーン全体のプ ロ セスにおけ る品質安全について理解で き る機会の提供が考え られえ る 。  
(2) 品質安全ハザー ド が発生し た物流プ ロ セス と 隣接する物流プ ロ セスに原因 と な る品質安
全問題が存在する と 考え 、 品質安全問題 と 品質安全ハザー ド の発生の関連性を具体的に
明ら かにする こ と に よ り 、 品質安全ハザー ド の発生を防止する 。  
具体的には 、 物流プ ロ セス を複数の物流業者に委託し ている場合の委託範囲を再検討す
る こ と が考え られる 。  
(3) 品質安全ハザー ド の発生の種類が多い物流プ ロ セス と 特定の品質安全ハザー ド が高い頻
度で発生する物流プ ロ セス と があ る 。 し たがって 、 品質安全ハザー ド 特性を把握する こ
と に よ り 、 柔軟で的確な品質安全管理を実現する 。   
具体的には 、 品質安全ハザー ド の発生 と その原因であ る品質安全問題の切 り 分け と 関連
の検討を行 う こ と によ り 、 管理の方法を見直すこ と が考え られる 。  
(4) 倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスのいずれに も関係が強い品質安全ハザー ド に対し ては 、 隣
接する物流プ ロ セス を含めた一元的な管理の取 り 組みを行 う こ と によ り 、 倉庫プ ロ セス
と 輸送プ ロ セス を異な る管理では防止する こ と がで き なかった品質安全ハザー ド の発生
を防止する 。  
具体的には 、 物流プ ロ セス を複数の物流業者に委託する場合の委託範囲に留意する と と
も に 、 物流プ ロ セスの委託の一元化が考え られる 。  
(5) 品質安全問題は ７ つのグループに分類で き る 。 特定のグループに分類された品質安全問
題については 、 同様な管理を実施する取 り 組みを行 う こ と によ り 、 品質安全ハザー ド の
発生を防止する 。  
具体的には 、 問題のグループご と に品質安全に関する管理の標準を作成し 、 共有する 。
こ と が考え られる 。  
(6) 品質安全問題は 、 その多 く が業務の方法および手順に関連する も のであ る 。 こ のため 、
特に 、 業務方法 ・ 手順の改善に焦点を当てた取 り 組みを行 う こ と によ り 、 発生頻度の高
い品質安全ハザー ド の発生を防止する 。  
具体的には 、 物流プ ロ セスにおけ る業務方法 ・ 手順に特化し た品質安全管理マニ ュ アル
の作成および従業員教育訓練を含む普及活動が考え られる 。  
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第 5 節  第 8 章の結論 
第 8 章におけ る結論を以下に示す 。  
(1) 第 6 章で実施し た品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果か ら 、 フー ド チ
ェーンにおけ る品質安全管理上の重要な問題点について 、 以下の 4 点を指摘し た 。  
① 品質安全問題の発生プ ロ セス と 主体的管理プ ロ セスに相違が見られる点 
② 汚破損が発生し た物流プ ロ セスだけを管理する方法では 、 汚破損ハザー ド に関す
る品質安全は不十分であ る点 
③ 変質ハザー ド は特性が近い問題の種類が多 く 、 十分な留意が必要であ る点 
④ 異物混入ハザー ド 発生防止は 2 つの物流プ ロ セスの一元的な管理が重要であ る点 
(2) 第 7 章で実施し た品質安全問題の分類およびグループ化の分析結果か ら 、 物流管理責任者
および現場実務者がフー ド チェーンにおけ る品質安全問題を解決する ための指針について
以下の 2 点を提言し た 。  
① 業務の方法 ・ 手順の問題が最も加工食品の品質安全に関し て重要であ る点 
（ その他の問題グループは製品保管の方法 ・ 管理の問題 、 食品内部 （ 可食部 ） の
変質の問題 、 食品への異物混入 ・ 汚破損の問題 、 従業員への衛生教育の問題 、 施
設 ・ 設備の構造の問題 、 そ し て施設 ・ 設備の老朽化 、 衛生の問題 ）  
② 同様な管理を要する も のは 、 同じ グループに分類さ れてお り 、 加工食品の物流の
倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理に有益であ る点 
(3) 第 6 章で実施し た品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析結果および第 7 章で
実施し た品質安全問題の分類およびグループ化の分析結果に基づいて 、 加工食品のフー ド
チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益 と な る取 り 組みについて 、 以下の 6 点を提案
し た 。  
① 輸送プ ロ セスにおけ る品質安全管理を よ り 一層強化する取 り 組みを行 う こ と で 、     
フー ド チェーン全体を対象 と する品質安全管理能力を向上させる こ と がで き る  
② 品質安全ハザー ド が発生し た物流プ ロ セス と 隣接する物流プ ロ セスに原因 と な る
品質安全問題が存在する と 考え取 り 組むこ と で 、 品質安全ハザー ド の発生 と 品質
安全問題の関連性を認識で き 、 品質安全ハザー ド の発生を防止する こ と がで き る  
③ 品質安全ハザー ド の発生の種類が多い物流プ ロ セス と 特定の品質安全ハザー ド が
発生する物流プ ロ セス と があ り 、 その特性によ り 管理の方法を変え る取 り 組み
で 、 よ り 柔軟で的確な品質安全管理を実現する こ と がで き る  
④ 倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスのいずれに も関係が強い品質安全ハザー ド に対し て
は 、 隣接する物流プ ロ セス を含めた包括的な管理の取 り 組みで 、 倉庫プ ロ セス と
輸送プ ロ セスのいずれかの品質安全管理では防止する こ と がで き ない品質安全ハ
ザー ド の発生を防止する こ と がで き る  
⑤ 品質安全問題は ７ つのグループに分類で き 、 特定のグループに分類された品質安
全問題について同様な管理を実施する こ と で問題のグループご と に品質安全管理
に関する標準を形成し 、 品質安全ハザー ド の発生の防止に貢献する こ と がで き る  
⑥ 品質安全問題は 、 その多 く が業務の方法および手順に関連する も のであ る ため 、
特に 、 業務方法 ・ 手順の改善に焦点を当てた取 り 組みで 、 多 く の品質安全ハザー
ド の発生を防止する こ と がで き る   
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第 9 章  結論 
第 1 節  本研究の結論 
(1) 本研究の検討 ・ 推進 
本研究では 、 研究対象を表 9-1 にあ る通 り に設定し 、 検討を進めた 。 特に 、 研究対象 と す
る管理分野については食品安全か ら フー ド チェーン品質安全に拡張し た上で 、 検討し た 。  
 
表 9-1  本研究における研究対象 
 
ま た 、 本研究では 、 以下の 3 つを目的に調査 ・ 分析を推進し た 。  
① フー ド チェーン品質安全におけ る管理上の重要な問題点の指摘 
② フー ド チェーン品質安全問題を解決する ための有効な指針の提言 
③ 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益な取 り 組みの提案 
(2) フー ド チェーン品質安全におけ る管理上の重要な問題点の指摘 
加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全におけ る重要な問題点について 、 以下
の通 り 指摘する 。  
① 品質安全について主体的な管理の範囲 と し ている割合は 、 国内および海外のいず
れのプ ロ セスにおいて も 、 倉庫プ ロ セスの割合ほ う が大きい 。 これに対し て 、 品
質安全ハザー ド の発生は 、 いずれも 、 輸送プ ロ セスにおけ る割合のほ う が大き
い 。 ま た 、 問題発生の原因 ・ 箇所が特定不能 と なった割合も 、 海外プ ロ セスにお
け る変質 （ 倉庫 と 輸送が同値 ） を除き 、 輸送プ ロ セスのほ う が大きい 。 以上か
ら 、 品質安全問題が実際に発生する物流プ ロ セス と 品質安全の主体的な範囲 と し
ている物流プ ロ セスに相違が見られる 。  
② 汚破損の う ち 、 凹みは 、 国内倉庫プ ロ セスおよび国内輸送プ ロ セスのいずれの物
流プ ロ セス と も非常に強い関係があ り 、 特性も非常に近い対応関係にあ る 。 ま た
凹みは国内におけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの連続する物流プ ロ セスの両方に強い
対応関係があ る 。 同様な関係にあ る破れ ・ 割れを含む品質安全問題への対応 と し
て 、 問題発生の物流プ ロ セスだけを管理する方法では品質安全が不十分であ る 。  
③ 変質の う ち 、 腐敗 ・ 発酵 、 臭い吸着および吸湿は海外輸送プ ロ セス と 強い関係が
あ り 品質要素か らみた特性が非常に近い と い う 点で 、 ま た 、 国内倉庫プ ロ セスに
おけ る変質は品質要素か らみた特性が近い問題の種類が多い と い う 点で 、 加工食
品の変質に対する十分な留意が不足し ている 。  
④ 異物混入の う ち 、 毛髪 と 昆虫は 、 国内倉庫および国内輸送のいずれのプ ロ セス と
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も関係があ る と い う 点で 、 ま た 、 国内プ ロ セスにおけ る倉庫 と 輸送 と い う 2 つの
連続する物流プ ロ セスの両方に 、 特性が近 く 、 問題の種類が多い と い う 点で 、 連
続する 2 つの物流プ ロ セスにま たがる包括的な管理体制が不十分であ る 。  
(3) フー ド チェーン品質安全問題を解決する ための有効な指針の提言 
加工食品の倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全問題は 、 主成分分析によ る主成分の軸の解釈か
ら ま た 、 ク ラ ス ター分析に よ る問題の分類か ら 、 以下の 7 つの問題グループに分類する こ
と がで き る 。 これら は 、 フー ド チェーン品質安全問題を解決する ための枠組みであ る 。  
グループ 1 ： 業務の方法 ・ 手順 
グループ 2 ： 製品保管の方法 ・ 管理 
グループ 3 ： 食品内部 （ 可食部 ） の変質 
グループ 4 ： 食品への異物混入 ・ 汚破損 
グループ 5 ： 従業員への衛生教育 
グループ 6 ： 施設 ・ 設備の構造  
グループ 7 ： 施設 ・ 設備の老朽化 、 衛生 
こ の中で 、 特にグループ １ の 「 業務の方法 ・ 手順 」 が最も発生頻度の多い品質安全問題を
解決する ために重要なグループであ る 。  
(4) 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に有益な取 り 組みの提案  
加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全問題について物流責任者および現場実
務者が決を図る場合 、 以下の 6 つを中心に取 り 組みの実行について提案する 。  
① 輸送プ ロ セスにおけ る品質安全管理について 、 よ り 一層強化する 。  
② 品質安全ハザー ド が発生し た物流プ ロ セスの １ つ上流にあ る （ 隣接する ） 物流プ ロ
セスに原因 と な る品質安全問題が存在する と 考えて対応する 。  
③ 品質安全ハザー ド の発生の種類が多い物流プ ロ セス と 特定の品質安全ハザー ド が発
生する物流プ ロ セス と があ り 、 その特性によ り 管理の方法を変え る 。  
④ 倉庫プ ロ セス と 輸送プ ロ セスのいずれに も関係が強い品質安全ハザー ド があ る 。 こ
も ため 、 隣接する物流プ ロ セス を含めた包括的な品質安全管理体制を構築する 。  
⑤ 品質安全問題は 、 ７ つのグループに分類で き る 。 特定のグループに分類された品質
安全問題は 、 同様な管理を実施する こ と で問題の発生を低減する 。  
⑥ 品質安全問題は 、 その多 く が業務の方法および手順に関連する も のであ る 。 こ のた
め 、 業務方法 ・ 手順の改善に重点を置 く 。   
(5) 本研究に よ る成果 
フー ド チェーンの品質安全管理上の重要な問題点について指摘する こ と がで き た 。 ま た 、
コ レ スポンデン ス分析は 、 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係を抽出し 、 加工食
品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全におけ る重要な問題点を明ら かに し た こ と で
こ れら を導き出す過程において有効な分析手法であった と 考え られる 。 ま た 、 フー ド チェ
ーン品質安全問題を解決する ための有効な指針について提言する こ と がで き た 。 主成分分
析およびク ラ ス ター分析は 、 主成分の軸の解釈および問題の分類によ り 、 解決の対象 と 食
品 リ ス クおよびその関係が明ら かに し 、 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安
全問題を解決する ための指針を明ら かに し た こ と で 、 これら を導き出す過程において有効
な分析手法であった と 考え られる 。  
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(6) 各章の概要 と 成果 
 本論文の各章におけ る概要 と 成果について 、 以下の通 り 要約し て示す 。  
① 第 1 章 ： 「 序論 」 では 、 研究の背景 、 研究の対象および研究の目的を明ら かに し 、 論文
の構成および流れを示すこ と がで き た 。  
② 第 2 章 ： 「 加工食品のフー ド チェーンの現状 と 課題 」 では 、 加工食品のフー ド チェーン
について 、 社会環境および食品製造業におけ る事業環境および事業課題の視点で 、 その
現状を明ら かにする こ と がで き た 。 特に 、 品質安全に関する供給者 と 需要者の認識のギ
ャ ッ プが物流プ ロ セスで生み出される こ と を明ら かに し た上で 、 物流プ ロ セスにおけ る
品質安全管理についての解決すべき課題を検討し 、 設定する こ と がで き た 。  
③ 第 3 章 ： 「 関連する先行研究のレ ビ ュー 」 では 、 こ れまで行われて き た本研究に関連す
る先行研究を調査および整理し た 。 こ の結果か ら関連する先行研究に対する本研究の位
置づけを明確に し た上で本研究の特徴を示し研究の方法を明ら かにする こ と がで き た 。  
④ 第 4 章 ： 「 食品製造業者の物流責任者への調査計画 」 では 、 加工食品のフー ド チェーン
におけ る食品製造業者の物流プ ロ セス を対象に品質安全ハザー ド の発生の実情を把握す
る ため取 り 扱 う 業種物流プ ロ セスおよび品質安全ハザー ド を設定し た 。 そ し て 、 食品製
造業者の物流責任者に対する アンケー ト 調査および面接調査を計画する こ と がで き た 。  
⑤ 第 5 章 ： 「 食品製造業者の物流責任者への調査結果 」 では 、 実施し たアンケー ト 調査の
集計結果およびイ ン タ ビ ュー調査の結果か ら 、 加工食品の物流プ ロ セスにおけ る品質安
全ハザー ド の発生の実情を把握する こ と がで き た 。  
⑥ 第 6 章 ： 「 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係 」 では食品製造業者の物流プ ロ
セス を国内 ( 倉庫 、 輸送 ) および海外 ( 倉庫 、 輸送 ) の 4 つに大別し 、 それぞれの物流
プ ロ セスで発生し ている品質安全問題の実情を把握 、 汚破損 、 変質 、 異物混入の視点か
ら定量的な分析を行 う こ と で品質安全管理上の重要な問題点を指摘する こ と がで き た 。  
⑦ 第 7 章 ： 「 物流プ ロ セスにおけ る品質安全問題の分類 と グループ化 」 では 、 顧客 と の関
わ り の深い工場倉庫か ら顧客ま での 「 販売物流 」 におけ る物流プ ロ セスの中で 、 １ つの
製品 （ 加工食品 ） の流通過程に占める時間の割合が圧倒的に大きい 「 倉庫プ ロ セス 」 を
取 り 上げ 、 具体的な品質安全問題を抽出する 。 抽出し た問題について分類し 、 グループ
化を行 う こ と によ り 、 品質安全管理上の重要な視点を提案する こ と ができ た 。  
⑧ 第 8 章 ： 「 加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理に関する提案 」 では
加工食品のフー ド チェーンにおけ る物流の品質安全管理の管理対象であ る製品 、 従業員
業務および施設 ・ 設備の視点で 、 ま た 、 管理の方法 と し ての組織体制および品質管理シ
ス テムの視点で品質安全管理を実務者が推進する場合の指針を提案する こ と がで き た 。  
⑨ 第 9 章 ： 「 結論 」 では 、 品質安全ハザー ド と 物流プ ロ セスの対応関係の分析および物流
プ ロ セスにおけ る品質安全問題の分類 と グループ化は 、 加工食品のフー ド チェーンにお
け る物流の品質安全問題の解決および品質安全管理の推進に有効であ る こ と を述べる と
と も に 、 本研究の発展性および今後の研究課題に言及する こ と がで き た 。  
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第 2 節  今後の研究課題と発展の方向性 
(1) 今後の研究課題 
本研究では 、 1 つの加工食品の流通過程に占める時間の割合が圧倒的に大きい 「 倉庫プ ロ セ
ス 」 を取 り 上げ 、 具体的な品質安全問題を抽出し 、 こ の品質安全問題に対する視点を簡潔に示
す と と も に 、 最後に 、 倉庫プ ロ セスにおけ る品質安全管理を行 う ため 、 抽出し た問題について
分類し 、 グループ化し 、 現場での問題の解決を検討する ための枠組みを提供し た 。  
し か し なが ら 、 フー ド チェーンでは 、 倉庫プ ロ セスだけではな く 、 「 輸配送プ ロ セス 」 にお
いて も品質安全に関わる問題を惹き起こす可能性があ る 。 ま た 、 これら のプ ロ セス を物流業者
に委託し ている こ と も多い 。 そのため 、 食品製造業者か ら見る と 、 自ら製造する加工食品の品
目分類は １ つで も 、 物流業者か ら見る と 、 受託する物流プ ロ セスで取 り 扱 う 食品が多様 と な る
こ と も あ る 。 本研究では取 り 上げなかった 「 輸配送プ ロ セス 」 を含め 、 品質安全問題について
分類する こ と が研究の課題 と な る 。  
ま た 、 今後は 、 特に 、 海外倉庫プ ロ セスおよび海外輸送プ ロ セスにおけ る調査データ が少な
い こ と への対応等が課題であ る 。  
(2) 本研究の発展の方向性 
第 1 章で示し た通 り 、 フー ド チェーンは 、 生産か ら消費までの 、 食品およびその材料の生産
加工 、 配送 、 保管および取 り 扱いに関わる一連のス テージおよびプ ロ セスであ る 。 ま た 、 フー
ド チェーンの品質安全問題は 、 フー ド チェーンのあ ら ゆ る ス テージで起こ り 得る 。 こ の認識を
踏ま えた 、 本研究は 、 以下の視点で発展の方向性があ る と 考え られる （ 表 9-2 ） 。  
① 対象 と する食品 ： 生鮮食品への発展 
② 対象 と する組織 ： 製造ス テージ と 隣 り 合 う 生産および流通ス テージに存在する組織への研 
 究対象の拡張 
 
             表 9-2  今後の研究課題と発展の方向性 
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用語の定義 
 
食品に関連する用語の定義 
 
製品 ：  
プ ロ セスの結果 。  
注記 ： 製品には 、 包装材料が含まれる こ と があ る 。  
（ 参考文献 ）  
ISO9000:2005 , 定義3.4.2項 
 
最終製品 ：  
組織に よ って 、 それ以上の加工ま たは変更がな されない製品 。  
注記 ： 他の組織に よ って 、 それ以上の加工ま たは変更がな される製品は 、 最初の組織に と って
は最終製品であ り 、 ま た第 2 の組織に と っては原料ま たは材料であ る 。  
（ 参考文献 ）  
監修 ： ISO/TC34/WG8 専門分科会 , 編者 ： 一般財団法人日本規格協会 ： 「 対訳ISO22000 ： 2005
食品安全マネジ メ ン ト シ ス テム フー ド チェーンのあ ら ゆ る組織に対する要求事項＜ポケ ッ ト 版
＞ , pp.45 , 一般財団法人日本規格協会,2007.3 
 
食品： 
水 、 チューングガム を含む製造で使用されるいかな る物質 、 食品の準備 と 処理 、 消費さ れる こ
と を意図され 、 加工された ・ 半加工さ れたま たは未加工のあ ら ゆ る物質 （ 化粧品 、 タバコ 、 薬
のみに使用さ れる物質は除 く ） 。  
（ 参考文献 ）  
翻訳 ・ 豊福肇 、 監訳 ・ 宮澤公栄 ・ 日佐和夫 , 企画食品物流安全研究会 , 編集 ・ 第三者審査登録
機関 , オーデ ィ ス株式会社 ： FSSC-22000-ISO22000:2005 および PRPS 技術仕様書に適合し てい
る食品安全マネジ メ ン ト シ ス テムのための認証ス キーム , pp.37 , 株式会社鶏卵肉情報セン タ
ー , 2012.2  
 
加工食品 ：   
製造ま たは加工された飲食料品 と し て 、 以下の 1 か ら25に掲げる も のをい う 。  
（ 業務用加工食品 ： 加工食品の う ち 、 一般消費者に販売さ れる形態 と なっている も の以外の も
のをい う 。 ）  
1 麦類 ： 精麦 
2 粉類 ： 米粉 、 小麦粉 、 雑穀粉 、 豆粉 、 い も粉 、 調製穀粉 、 その他の粉類 
3 でん粉 ： 小麦でん粉 、 と う も ろ こ し でん粉 、 甘し ょ でん粉 、 馬鈴し ょ でん粉 、 タ ピオカで 
ん粉 、 サゴでん粉 、 その他のでん粉 
4 野菜加工品 ： 野菜缶 ・ 瓶詰 、 ト マ ト 加工品 、 きの こ類加工品 、 塩蔵野菜 （ 漬物を除 く 。 ）  
野菜漬物 、 野菜冷凍食品 、 乾燥野菜 、 野菜つ く だ煮 、 その他の野菜加工品 
5 果実加工品 ： 果実缶 ・ 瓶詰 、 ジ ャ ム ・ マーマレー ド および果実バター 、 果実漬物 、 乾燥果 
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実 、 果実冷凍食品 、 その他の果実加工品 
6 茶 、 コー ヒ ーおよびコ コ アの調製品 ： 茶 、 コー ヒ ー製品 、 コ コ ア製品 
7 香辛料 ： ブ ラ ッ クペッ パー 、 ホ ワ イ ト ペッ パー 、 レ ッ ド ペッ パー 、 シナモン （ 桂皮 ） 、 ク ロ  
ーブ （ 丁子 ） 、 ナツ メ グ （ 肉ず く ） 、 サフ ラ ン 、 ローレル （ 月桂葉 ） 、 パプ リ カ 、  
オールスパイ ス （ 百味こ し ょ う ） 、 さ ん し ょ う 、 カ レー粉 、 か ら し粉 、 わ さび粉 、  
し ょ う が 、 その他の香辛料 
8 めん ・ パン類 ： めん類 、 パン類 
9 穀類加工品 ： アルフ ァー化穀類 、 米加工品 、 オー ト ミ ール 、 パン粉 、 ふ 、 麦茶 、 その他の穀 
類加工品 
10菓子類 ： ビ ス ケ ッ ト 類 、 焼き菓子 、 米菓 、 油菓子 、 和生菓子 、 洋生菓子 、 半生菓子 、 和干菓 
子 、 キ ャ ンデー類 、 チ ョ コ レー ト 類 、 チューイ ンガム 、 砂糖漬菓子 、 スナ ッ ク菓 
子 、 冷菓 、 その他の菓子類 
11豆類の調製品 ： あん 、 煮豆 、 豆腐 ・ 油揚げ類 、 ゆば 、 凍 り 豆腐 、 納豆 、 き な こ 、 ピーナ ッ ツ  
製品 、 い り 豆類 、 その他の豆類の調製品 
12砂糖類 ： 砂糖 、 糖みつ 、 糖類 
13その他の農産加工品 ： こ んにゃ く 、 その他 １ か ら12に掲げる も のに分類さ れない農産加工食 
品 
14食肉製品 ： 加工食肉製品 、 鳥獣肉の缶 ・ 瓶詰 、 加工鳥獣肉冷凍食品 、 その他の食肉製品 
15酪農製品 ： 牛乳 、 加工乳 、 乳飲料 、 練乳および濃縮乳 、 粉乳 、 はっ酵乳および乳酸菌飲料 、  
バター 、 チーズ 、 ア イ ス ク リ ーム類 、 その他の酪農製品 
16加工卵製品 ： 鶏卵の加工製品 、 その他の加工卵製品 
17その他の畜産加工品 ： はちみつ 、 その他14か ら16に分類さ れない畜産加工食品 
18加工魚介類 ： 素干魚介類 、 塩干魚介類 、 煮干魚介類 、 塩蔵魚介類 、 缶詰魚介類 、 加工水産物 
冷凍食品 、 練 り 製品 、 その他の加工魚介類 
19加工海藻類 ： こ んぶ 、 こ んぶ加工品 、 干の り 、 の り 加工品 、 干わかめ類 、 干ひじ き 、 干あ ら  
め 、 寒天 、 その他の加工海藻類 
20その他の水産加工食品 ： その他18および19に分類さ れない水産加工食品 
21調味料およびスープ ： 食塩 、 みそ 、 し ょ う ゆ 、 ソース 、 食酢 、 う ま味調味料 、 調味料関連製 
品 、 スープ 、 その他の調味料およびスープ 
22食用油脂 ： 食用植物油脂 、 食用動物油脂 、 食用加工油脂 
23調理食品 ： 調理冷凍食品 、 チル ド 食品 、 レ ト ル ト パウチ食品 、 弁当 、 そ う ざい 、 その他の調 
理食品 
24その他の加工食品 ： イース ト およびふ く ら し粉 、 植物性たん白および調味植物性たん白 
麦芽および麦芽抽出物な らびに麦芽シ ロ ッ プ 、 粉末ジ ュース 、 その他21
か ら23に分類さ れない加工食品 
25 飲料等 ： 飲料水 、 清涼飲料 、 氷 、 その他の飲料 
（ 参考文献 ）  
農林水産省  加工食品品質表示基準 
制定平成12年 3 月31日農林水産省告示第 513 号 
最終改正平成23年 9 月30日消費者庁告示第10号 
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生鮮食品 ：  
加工食品 （ 加工食品品質表示基準 （ 平成12年 3 月31日農林水産省告示第 513 号 ） 第 2 条に規定
する も のをい う 。 ） 以外の飲食料品 と し て別表に掲げる も のをい う 。  
（ 業務用生鮮食品 ： 生鮮食品の う ち 、 加工食品の原材料 と な る も のをい う 。 ）  
1 農産物 （ きの こ類 、 山菜類およびたけの こ を含む 。 ）  
(1) 米穀 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も の 、 単に切断し た も のおよび精麦ま たは雑
穀  を混合し た も のを含む 。 ） 、 玄米 、 精米 
(2) 麦類 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も のおよび単に切断し た も のを含む 。 ）  
大麦 、 はだか麦 、 小麦 、 ラ イ麦 、 えん麦 
(3) 雑穀 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も のおよび単に切断し た も のを含む 。 ）  
と う も ろ こ し 、 あわ 、 ひえ 、 そば 、 きび 、 も ろ こ し 、 は と むぎ 、 その他の雑穀 
(4) 豆類 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も のおよび単に切断し た も のを含み 、 未成熟
の も のを除 く 。 ）  
大豆 、 小豆 、 いんげん 、 えんど う 、 さ さ げ 、 そ ら豆 、 緑豆 、 落花生 、 その他の豆類 
(5) 野菜 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も の 、 単に切断し た も のおよび単に冷凍し た
も のを含む 。 ）  
根菜類 、 葉茎菜類 、 果菜類 、 香辛野菜およびつま も の類 、 きの こ類 、 山菜類 、 果実的野
菜 、 その他の野菜 
(6) 果実 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も の 、 単に切断し た も のおよび単に冷凍し た
も のを含む 。 ）  
かん きつ類 、 仁果類 、 核果類 、 し ょ う 果類 、 殻果類 、 熱帯性および亜熱帯性果実 、 その他
の果実 
(7) その他の農産食品 （ 収穫後調整 、 選別 、 水洗い等を行った も の 、 単に切断し た も のおよび
単に冷凍し た も のを含む 。 ） 糖料作物 、 こ んにゃ く い も 、 未加工飲料作物 、 香辛料原材
料 、 他に分類さ れない農産食品 
2 畜産物 
(1) 肉類 （ 単に切断 、 薄切 り 等し た も のな らびに単に冷蔵および冷凍し た も のを含む 。 ）  
牛肉 、 豚肉およびいのし し肉 、 馬肉 、 めん羊肉 、 やぎ肉 、 う さ ぎ肉 、 家き ん肉 、 その他の
肉類 
(2) 乳 
生乳 、 生やぎ乳 、 その他の乳 
(3) 食用鳥卵 （ 殻付きの も のに限る 。 ）  
鶏卵 、 ア ヒ ルの卵 、 う ずら の卵 、 その他の食用鳥卵 
(4) その他の畜産食品 （ 単に切断 、 薄切 り 等し た も のな らびに単に冷蔵および冷凍し た も のを
含む 。 ）  
3 水産物 （ ラ ウ ン ド 、 セ ミ ド レ ス 、 ド レ ス 、 フ ィ レー 、 切 り 身 、 刺身 （ 盛 り 合わせた も のを除
く 。 ） 、 むき身 、 単に冷凍および解凍し た も のな らびに生き た も のを含む 。 ）  
(1) 魚類 
淡水産魚類 、 さ く 河性さ け ・ ます類 、 に し ん ・ いわ し類 、 かつお ・ ま ぐ ろ ・ さば類 、 あ
じ ・ ぶ り ・ し い ら類 、 た ら類 、 かれい ・ ひら め類 、 すずき ・ たい ・ にべ類 、 その他の魚類 
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(2) 貝類 
し じみ ・ たに し類 、 かき類 、 いたやがい類 、 あかがい ・ も がい類 、 はま ぐ り ・ あ さ り 類 、
ばかがい類 、 あわび類 、 さ ざえ類 、 その他の貝類 
(3) 水産動物類 
いか類 、 た こ類 、 えび類 、 いせえび ・ う ちわえび ・ ざ り がに類 、 かに類 、 その他の甲か く
類 、 う に ・ な ま こ類 、 かめ類 、 その他の水産動物類 
(4) 海産ほ乳動物類 
鯨 、 いる か 、 その他の海産ほ乳動物類 
(5) 海藻類 
こ んぶ類 、 わかめ類 、 の り 類 、 あおさ類 、 寒天原草類 、 その他の海藻類 
（ 参考文献 ）  
生鮮食品品質表示基準 
制定平成12年 3 月31日農林水産省告示第 514 号 
改正平成20年 1 月31日農林水産省告示第 126 号 
 
 
食品安全に関連する用語の定義 
 
安全 ：  
安全 と は 、 危険性がない こ と 、 事故や危害の発生がない こ と 、 損な う も のがない こ と 。  
（ 参考文献 ）  
亀井利明 ・ 上田和勇 ・ 亀井克之 ： 基本  リ ス ク マネジ メ ン ト 用語辞典 ,pp.6, 同文官館出版株式
会社 ,2004.12  
 
食の安全 ：  
食の安全には 、 食糧自給率な どに示される食糧の安定供給の問題をは じ め 、 わが国におけ る伝
統的な食事習慣の維持やそのための食育の問題 、 さ ら には食の原点であ る栄養の問題な ど と 共
に 、 食品の安全 （ 安全性 ） の問題が含まれている 。 し たがって 、 「 食品安全 」 は 、 「 食の安
全 」 の一部分であ る 。  
（ 参考文献 ）  
米虫節夫 ， 食品安全 ・ 安心確保のための考え方 と 課題 ， 品質Vol 39 No.4,日本品質管理学会 ，
pp.16-23,2009.10 
 
食品安全 ：  
食品が 、 意図し た用途に従って調理され 、 食される場合に 、 消費者に危害を も た ら さ ない と い
う 概念 。   
注記 ： 食品安全は 、 食品安全ハザー ド の発生 と 関連し 、 その他の人の健康的側面 、 例えば栄養
失調は含ま ない 。   
（ 参考文献 ）  
監修 ： ISO/TC34/WG8 専門分科会 , 編者 ： 一般財団法人日本規格協会 ： 「 対訳ISO22000 ： 2005
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食品安全マネジ メ ン ト シ ス テム フー ド チェーンのあ ら ゆ る組織に対する要求事項＜ポケ ッ ト 版
＞,pp.39, 一般財団法人日本規格協会,2007.3 
 
食品安全ハザー ド ：   
健康への悪影響を も た らす可能性があ る 、 食品中の生物的 、 化学的も し く は物理的物質 、 ま た
は食品の状態 。   
注記 ： 用語 「 ハザー ド 」 を 、 食品安全 と の関係において 、 特定されたハザー ド に さ ら さ れた場
合の健康や企業経営への悪影響 （ 例えば 、 罹病 ） の確率およびその影響の重大さ （ 死亡 、 入
院 、 就業の不可 、 企業倒産な ど ） の組み合わせを意味する 「 リ ス ク 」 と 混同し ない こ と 。 リ ス
ク は 、 ISO/IEC ガ イ ド 51に危険の発生確率およびその危害の程度の組合せ と 定義さ れている 。  
注記 ： 食品安全ハザー ド には 、 「 ア レルゲン 」 が含まれる 。   
注記 ： 飼料および飼料材料 と の関係において 、 関連する食品ハザー ド は 、 飼料および飼料材料
の中およびその表面に存在する こ と があ り 、 ま た 、 動物に よ る飼料の消費を介し てその後の食
品に持ち込まれ 、 その結果 、 人の健康に悪影響を引き起こす可能性があ る 。 直接的の飼料をお
よび食品を取 り 扱 う こ と 以外の活動 （ 例えば 、 包装材料 、 洗浄剤な どの製造業者 ） と の関係に
おいて 、 関連する食品安全ハザー ド は 、 提供する製品およびサービ スの意図さ れた用途によ っ
て 、 直接的ま たは間接的に食品に も持ち込まれ 、 その結果 、 人の人体に悪影響を引き起こす可
能性があ る 。   
( 参考文献 )  
監修 ： ISO/TC34/WG8 専門分科会 , 編者 ： 一般財団法人日本規格協会 ： 「 対訳ISO22000 ： 2005
食品安全マネジ メ ン ト シ ス テム フー ド チェーンのあ ら ゆ る組織に対する要求事項＜ポケ ッ ト 版
＞,pp.41, 一般財団法人日本規格協会,2007.3 
 
食品 リ ス ク ：   
食品の意図さ れた使用方法に従い準備そ し て消費し た際の 、 食品の特定ハザー ド の不利な健康
への影響の可能性のあ る重大度および発生の可能性に よ り 引き起こ される不利な健康への影響
を引き起こす確率 。   
（ 参考文献 ）  
翻訳 ・ 豊福肇 、 監訳 ・ 宮澤公栄 ・ 日佐和夫 , 企画食品物流安全研究会 、 編集 ・ 第三者審査登録
機関 , オーデ ィ ス株式会社 ： FSSC22000 － ISO22000:2005 および PRPS 技術仕様書に適合し て
いる食品安全マネジ メ ン ト シ ス テムのための認証ス キーム ,pp.41, 株式会社鶏卵肉情報セン タ
ー,2012.2 
 
 
フー ド チ ェ ーンに関連する用語の定義 
 
フー ド チ ェ ーン ：  
一次生産か ら消費までの 、 食品およびその材料の生産 、 加工 、 配送 、 保管および取 り 扱いにか
かわる一連の段階および活動 。   
注記 ： こ れには 、 食品を生み出す動物および食品 と な る動物の飼料の生産を含む 。   
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注記 ： フー ド チェーンには 、 食品ま たは原料 と 接触する こ と を意図する材料の生産も含む 。   
（ 参考文献 ）  
監修 ： ISO/TC34/WG8 専門分科会 , 編者 ： 一般財団法人日本規格協会 ： 「 対訳ISO22000 ： 2005
食品安全マネジ メ ン ト シ ス テム フー ド チェーンのあ ら ゆ る組織に対する要求事項＜ポケ ッ ト 版
＞ ,pp.41, 一般財団法人日本規格協会,2007.3 
 
プロセス ：  
イ ンプ ッ ト を ア ウ ト プ ッ ト に変換する 、 相互に関連する ま たは相互に作用する一連の活動 。  
注記 1 ： プ ロ セスの イ ンプ ッ ト は 、 通常 、 他のプ ロ セスか ら のア ウ ト プ ッ ト であ る 。  
注記 2 ： 組織内のプ ロ セスは 、 価値を付加する ために 、 通常 、 管理さ れた条件の も と で計画さ
れ 、 実行される 。   
注記 3 ： 結果 と し て得られる製品の適合が 、 容易にま たは経済的に検証でき ないプ ロ セスは 、
“ 特殊工程 ” と 呼ばれる こ と が多い 。  
（ 参考文献 ）  
ISO9000:2005,定義3.4.1項 
 
組織 ：  
責任 、 権限および相互関係が取 り 決め られている人々および施設の集ま り 。  
注記 1 ： 組織は 1 名で構成さ れる こ と も あ る 。  
注記 2 ： 組織は公的ま たは私的のいずれで も あ り う る 。  
（ 参考文献 ）  
ISO9000:2005,定義3.3.1項 
 
物流 ：  
物資を供給者か ら需要者へ ， 時間的及び空間的に移動する過程の活動 。 一般的には 、 包装 、 輸
送 、 保管 、 荷役 、 流通加工及びそれら に関連する情報の諸機能を総合的に管理する活動 。 調達
物流 、 生産物流 、 販売物流 、 回収物流 （ 静脈物流 ） 、 消費者物流な ど 、 対象領域を特定し て呼
ぶこ と も あ る 。  
（ 参考文献 ）  
日本工業規格 （ JIS ） , Z 0111:2006 物流用語 , a) 物流一般 , 番号 ： 1001 
 
ロジステ ィ ク ス ：  
物流の諸機能を高度化し 、 調達 、 生産 、 販売 、 回収な どの分野を統合し て 、 需要 と 供給 と の適
正化を図る と と も に顧客満足を向上させ 、 併せて環境保全 、 安全対策な ど をは じ め と し た社会
的課題への対応を目指す戦略的な経営管理 。   
（ 参考文献 ）  
日本工業規格 （ JIS ） , Z 0111:2006 物流用語 , a) 物流一般 , 番号 ： 1002 
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品質に関連する用語の定義 
 
品質 ：  
品物ま たはサービ スが 、 使用目的を満た し ているかど う かを決定する ための評価の対象 と な る
固有の性質 ・ 性能の全体 。  
設計品質 （ quality of design ） ： 製造の目標 と し て狙った品質 、 ねら いの品質 と も い う 。  
使用品質 （ fitness for use ） ： 設計品質に対し 、 使用者が要求する品質ま たは品質に対する  
使用者の要求度合を使用品質 と い う 。 設計品質を企画する と きは 、 使用品質を十分に考察する
必要があ る 。  
製造品質 （ quality of conformance ） ： 設計品質をねら っ て製造し た製品の実際の品質 。 で きば
えの品質 、 適合の品質 と も い う 。   
（ 参考文献 ）  
谷津進・宮川雅巳：経営工学ライブラリー 6  品質管理 ,pp.5, 朝倉書店,1990.7 
 
管理 ：  
関連する シ ス テムにおけ る目標を達成する ため 、 組織 と し て 、 ま たは 、 社会 と し て と るべき方
策の論理的必然性 と 合理的説明性を明確に し た上で 、 構成員の深い理解 と 納得の も と 、 関係者
間のコ ンセンサス を作 り 、 目標達成に向けて行動し 、 ま たは 、 そのよ う にし向け る ための一連
の活動プ ロ セス 。  
（ 参考文献 ）  
井上欣三 ： 海の安全管理学 ,pp.29, 成山堂書店 ,2008.10  
 
品質管理 ：  
買手の要求に合った品質の品物ま たはサービ ス を経済的に作 り 出すための手法の体系 。 品質管
理を略し て QC と い う こ と があ る 。   
（ 参考文献 ）  
谷津進 ・ 宮川雅巳 ： 経営工学ラ イ ブ ラ リ ー 6  品質管理 ,pp.1, 朝倉書店,1990.7 
 
品質管理コ ス ト ：  
1. 予防コ ス ト （ prevention cost ） ： 不良原因を探し出し 、 それを除去し て不良を予防する ための
コ ス ト や品質管理教育に対する コ ス ト   
2. 評価コ ス ト （ appraisal cost ） ： 品質水準を評価し 、 実際に発生し ている不良を見出し 、 これ
を選別する ためにかか る コ ス ト   
3. 失敗コ ス ト （ failure cost ） ： 不良や不具合の発生に よ ってかか る コ ス ト で 、 製品が顧客の手
に渡る前か後かで 2 つに分け られる 。   
①社内失敗コ ス ト （ internal  failure cost ） ： 不良品を ス ク ラ ッ プ し た り 、 手直し 、 再検査な ど
をするのにかか る コ ス ト   
②社外失敗コ ス ト （ external  failure cost ） ： ク レーム処理 、 返品回収 、 代替品送付 、 客先での
修理な どにかか る コ ス ト   
売手の立場 ： 品質コ ス ト の総和が最小にな る よ う に 、 1 、 2 および 3 のバラ ン ス を と る こ と が
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必要であ る 。  
買手の立場 ： 顧客が製品を購入し てか ら使用を中止する までの ラ イ フにわた る ト ータルコ ス ト
と し て 、 ラ イ フサ イ ク ルコ ス ト の概念が提唱さ れている ( ラ イ フサ イ ク ルコ ス ト ＝取得コ ス ト
＋維持コ ス ト の和 ） 。   
（ 参考文献 ）  
谷津進・宮川雅巳：経営工学ライブラリー 6  品質管理 ,pp.1, 朝倉書店 ,1990.7  
 
管理手段 ：   
食品安全ハザー ド を予防も し く は除去ま たはそれを許容水準まで低減する ために使用で き る処
置ま たは活動 。   
（ 参考文献 ）   
監修 ： ISO/TC34/WG8 専門分科会 , 編者 ： 一般財団法人日本規格協会 ： 「 対訳ISO22000 ： 2005
食品安全マネジ メ ン ト シ ス テム フー ド チェーンのあ ら ゆ る組織に対する要求事項＜ポケ ッ ト 版
＞ ,pp.47, 一般財団法人日本規格協会,2007.3 
 
物流品質 ：  
物流活動におけ る業務遂行の質的水準 。 約束し た納期の維持 、 汚破損 、 劣化な ど を防止する貨
物品質維持 、 誤送 ･ ピ ッ キング作業 ミ ス な ど を防止する正確性 、 な らびに交通事故及び作業事
故を防止する事故防止の諸水準のほかに 、 顧客の満足度 、 環境への貢献度な ど を含める こ と も
あ る 。   
（ 参考文献 ）  
日本工業規格 （ JIS ） , Z 0111:2006 物流用語 , a) 物流一般 , 番号 ： 1008 
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食品ロジスティクスにおける品質安全管理に関する研究―倉庫プロセスにおける加工食
品の品質安全問題 ―, 日本物流学会誌 , 第18号 , pp.193-200 , 2010.5  
 
[2]   早川典雄・鶴田三郎・川島孝夫： 
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参考資料 
アンケー ト 調査依頼書 
2010年７月 20日
物流部門責任者 様 
 
食品の物流・ロジスティクスにおける 
品質安全およびその管理に関する調査へのご協力御願い 
 
国立大学法人 東京海洋大学 
                                   大学院 海洋科学技術研究科 
鶴田三郎 研究室 
 
顧客・消費者の「食の安全・安心」への関心は相変わらず高いものがあります。このため、貴社に
おかれましては、顧客・消費者の「食に対する信頼」を高めることを重要な経営課題と位置づけ、継
続的な改善に取組まれているものと拝察致します。 
食の安全・安心を揺るがす事件・事故は、原料・包材、中間品、製品を対象に、調達・生産・物流・
販売といったロジスティクスチェーンのあらゆる組織・プロセスで起こり、企業経営に多大な影響を
与えるため、厳しい経済環境（消費縮減）下で競争優位を実現するためには、物流・ロジスティクス
における品質安全管理の高度化が一層欠かせないものと言えます。 
東京海洋大学（鶴田三郎 研究室）では、「加工食品メーカーにおける物流・ロジスティクスの品質
安全管理のあり方」を探り、その結果を広く提起したいと願っております。そのためには、加工食品
メーカーの物流部門責任者のご協力が必要かつ効果的と考えており、実情ならびにご意向をお聞かせ
頂ければと考え、本調査を計画致しました。 
ご多忙の折、誠に恐縮ですが、下記にある通り、「食品の物流・ロジスティクスにおける品質安全
およびその管理に関する調査」について、是非、ご協力下さいますようお願い申し上げます。 
記 
 
１．調査名 ：食品の物流・ロジスティクス品質安全およびその管理に関する調査 
２．依頼先 ：加工食品メーカーの物流部門責任者 
３．依頼内容 ：別紙添付の調査票へのご回答 （補足説明：裏面参照） 
 
以上 
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アンケー ト 調査依頼書 （ つづき ）  
 
補足説明 
≪１≫調査および調査票に関する取り扱い 
 
１ 本調査では、お寄せ頂いたご回答は統計的に処理し、個々の実情および意向は公表致しません。
ご回答を願いたい企業名・個人名についても一切公表致しませんので、差し支えがなければ、
調査票にご記入下さい。 
 
２ 本調査票にある設問によってはご回答が困難である場合は、他部門・他者へのお問合わせや 
調査依頼により可能な限りのご回答をお願い致します。 
なお、一部に回答できない設問があっても調査票のご返信をお願い致します。 
 
３ 本調査は、「物流部門責任者」宛てに協力依頼を致しておりますが、他部門等による回答のほ
うが適切かつ容易である場合は、お手数ですが、本調査票を当該部門へご回付頂きますようお
願い致します。 
 
４ 本調査は、「加工食品メーカー」の物流・ロジスティクスにおける品質安全管理に関する調査
を中心としております。物流子会社のある場合で、物流子会社による回答のほう適切かつ容易
である場合は、お手数ですが、本調査票を物流子会社へご回付頂きますようお願い致します。 
 
５ 本調査は、原則として貴社の全体（全社）を対象としております。やむを得ず、全社ではなく
特定の事業を対象にご回答される場合は、その旨を調査票にご記入下さい（設問 1-（3））。 
 
 
≪２≫ご回答に関する要領 
 
１ ご回答の送付先；   
国立大学法人 東京海洋大学 大学院 海洋科学技術研究科 鶴田三郎 研究室 
（〒135-8533 東京都江東区越中島２－１－６） 
※ 同封の返信用封筒をご活用下さい。 
 
２ 問い合わせ先； 
 調査の趣旨・内容の確認、調査票の紛失、回答方法などについての質問につきましては、 
次のアドレスにお送り下さい。 
鶴田三郎 研究室  
調査担当：早川典雄 Email：hayakawa3105@m.kaiyodai.ac.jp 
 
３ ご回答の返送期限；  
ご多忙中、誠に恐縮ですが、平成 22 年 8 月 6 日（金）迄に返送をお願い致します。 
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アンケー ト 調査票 
 
食品の物流・ロジスティクス品質安全およびその管理に関する調査票 
 
ご記入日 2010 年  月  日 
 
■以下の企業名・個人名等については一切公表致しませんので、差し支えなければ、ご記入下さい。  
企業名（事業所名）； ご回答者の所属・役職；  
 
ご連絡先 ＴＥＬ.  （   ）   － 
     Ｍａｉｌ                              
ご回答者名； 
 
  
■本調査の調査分析結果をお送り致します。（右記のどちらかに○をつけて下さい） (  必要 ,  不要  ) 
尚、ご希望される場合は、本調査票の最終頁にある通信欄に送付先をご記入下さい。           
（上記ご回答者欄と同じ場合は、ご記入は不要です） 
 
 
設問１．貴社の事業概要および調達・生産についてお尋ねします。                  
 
(1) 貴社の業種（取り扱い品目）（中核事業として該当する番号を１つ○で囲んで下さい）  
１．菓子製造業 
２．めん類製造業 
３．パン製造業 
４．清涼飲料製造業 
５．茶・コーヒー製造業 
６．調味料・スープ製造業 
７．しょう油・食用アミノ酸製造業 
８．酒類製造業 
９．油脂製造業（動物・植物） 
10．砂糖・ぶどう糖・水あめ・異性化糖製造業 
11．野菜加工品・漬物製造業 
12．果実加工品製造業 
13．水産加工品製造業 
14．食肉加工品製造業 
15. 乳製品製造業 
16. 調理食品製造業 
17. 冷凍食品製造業 
18．惣菜製造業 
19. その他（                    ） 
※その他の場合は、具体的にご記入ください 
 
(2) 貴社(注 1)の規模 (資本金     百万円)、売上高（年間)     百万円） ※百万円未満の端数は四捨五入 
（注 1）企業グループ（連結）を形成されている場合は、中核事業を運営する企業（単独）一つを指します。 
(3) ご回答の対象事業(どちらかの□に✓) □全社事業  □特定事業(具体的事業         ) 
 
(4) 物流子会社（どちらかの□に✓）     □有       □無 
 
(5) 調達(注 2)（国内および海外における調達の有無について、該当する□に✓） 
       --＜国内調達＞--    -＜海外直接(注 3)調達＞-   -＜海外間接(注 3)調達＞-   
  原料調達： □有    □無    □有       □無       □有   □無 
  包材調達： □有   □無    □有       □無       □有   □無 
  仕入品（注 4）調達：□有   □無    □有       □無       □有   □無 
（注 2）加工食品メーカーとしての原料、包材または仕入販売品の調達を指します。 
（注 3）貴社の直接貿易による海外調達を「直接」、商社経由など間接貿易による海外調達を「間接」としています。                                                 
（注 4）貴社が他社製品を仕入、販売（転売）する取扱品（仕入販売品）を指します。 
 
(6) 生産(注 5)（国内および海外における生産の有無について、該当する□に✓） 
    --＜国内生産＞--     --＜海外生産＞--  
  自社生産： □有   □無   □有  □無 
  委託生産： □有   □無   □有  □無 
（注 5）加工食品メーカーとして、自社工場（資本関係のある工場を含む）を保有し生産している場合、別法人に生産を委託している場合を指します。 
整理番号  
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設問２．貴社の物流プロセスについてお尋ねします。               
 
２－１．倉庫プロセスについて 
(1) 運営倉庫（国内および海外における運営倉庫の有無について、該当する□に✓） 
----＜国内＞----      ----＜海外＞---- ※日本への輸出    
自社倉庫(注 6) ：   □有 □無  □有        □無 
  外部倉庫(注 7) ：   □有 □無           □有     □無 
（注 6）貴社保有の自家資産倉庫を指します。 
（注 7) 賃貸契約の他、物流業務委託の中で外部倉庫が使用されている場合も含みます。 
(2) 倉庫業務（国内および海外における倉庫業務の有無について、該当する□に✓） 
----＜国内＞----     ----＜海外＞---- ※日本への輸出   
自社業務(注 8) ：   □有 □無           □有     □無 
（注 8）非正規社員の雇用による自社業務も含みます。 
  委託業務   ：   □有 □無            □有     □無 
 
(3) 温度管理（国内および海外における倉庫で必要な温度管理の有無について、該当する□に✓） 
----＜国内＞----     ----＜海外＞---- ※日本への輸出   
常温品   ：   □有   □無      □有    □無  
定温品   ：   □有   □無   □有    □無  
冷蔵品   ：   □有   □無   □有    □無  
冷凍品    ：  □有    □無   □有    □無  
 
２－２．輸送プロセスについて 
(1) 輸送業務（国内および海外における輸送業務の有無について、該当する□に✓） 
----＜国内＞----     ----＜海外＞---- ※日本への輸出   
自社輸送：   □有 □無  □有   □無 
委託輸送：   □有 □無  □有   □無 
 
(2)  温度管理（国内および海外における輸送で必要な温度管理の有無について、該当する□に✓） 
----＜国内＞----     ----＜海外＞---- ※日本への輸出   
常温品   ：   □有   □無      □有    □無  
定温品   ：   □有   □無   □有    □無  
冷蔵品   ：   □有   □無   □有    □無  
冷凍品   ：   □有    □無   □有    □無  
 
※上記の設問 2-1.(2)倉庫業務および設問 2-2.(1)輸送業務で、「有」に１つでも✓された場合のみ、以下をお尋ね
します。 
 
２－３．物流プロセスにおける品質安全の管理範囲について 
次の①から⑧までの物流プロセスのうち、貴社が（主体的に）品質安全の管理(注 9)をしている範囲はどこですか。 
（注 9）販売・調達の物流プロセスにおける状況、発生した問題を把握し、解決について計画、実行、評価、改善を継続的に行うことを言います。 
 （①～⑧までの各項目のうち、該当する□にいくつでも✓） 
-＜倉庫プロセス＞- -＜輸送プロセス＞- 
① 国内の販売（貴社製品、仕入品）                □         □ 
② 国内の調達（原料、包材、仕入商品）              □         □ 
③ 国内の調達（生産委託品）                   □         □ 
  （以下は、海外調達、海外生産のある場合のみ、該当する□にいくつでも✓） 
④ 海外からの調達（原料、包材、仕入商品）における海外側     □         □ 
⑤ 海外からの調達（原料、包材、仕入商品）における国内側     □         □ 
⑥ 海外の生産拠点（貴社製品）における海外側           □         □ 
⑦ 海外の生産拠点（貴社製品）における国内側           □         □ 
⑧ 海外から国内への国際輸送                                      □         □ 
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設問 3．貴社の物流プロセスにおける品質安全問題の発生についてお尋ねします。      
 
(1)貴社の物流プロセス（倉庫、輸送）において、取扱品に問題が発生したことがありますか。 
（それぞれ問題の発生の有無について、どちらかの□に✓）※生産プロセスでの問題発生は除きます。   
変質問題の発生：□有  □無  異物混入問題の発生：□有  □無  汚破損問題の発生：□有  □無 
 
(2) 上記(1)で、変質問題の発生に「有」と回答された場合、発生した変質問題は下記の①～⑫のどの問題ですか。
国内・海外、倉庫プロセス・輸送プロセスの別にお聞かせください。 
（該当する問題の□にいくつでも✓して下さい）※その他にあれば、ご記入下さい。 
（海外調達および海外生産のない場合は、海外の部分のご回答は不要です） 
  ---------国内---------     ---------海外--------- 
-＜倉庫＞-  -＜輸送＞-       -＜倉庫＞-  -＜輸送＞- 
① 腐敗・発酵      □     □     □          □       
② 虫鼠害        □     □                □          □     
③ 酸化         □     □                 □          □      
④ 色素変退色      □     □                 □          □      
⑤ 非酵素的褐変     □     □                 □          □      
⑥ 破損（可食部）    □     □                 □          □      
⑦ 成分変化        □          □                 □          □ 
⑧ 成分結晶化          □          □                  □          □ 
⑨ 臭い吸着            □          □                  □          □ 
⑩ 香り喪失            □          □                  □          □ 
⑪ 吸湿                □          □                  □          □ 
⑫ 乾燥                □          □                  □          □ 
（その他          ） 
(3) 上記①～⑫のうち、発生頻度の高い変質問題はどれですか。（上記(2)で✓した問題を上位から３つ選択） 
    1 位：   、２位：   、３位：   （※順位が不明の場合は、主要問題を３つ選択下さい） 
 
(4) 上記(1)で、異物混入問題の発生に「有」と回答された場合、発生した異物混入問題は下記の①～⑫のどの問題
ですか。国内・海外、倉庫プロセス・輸送プロセスの別にお聞かせください。 
（該当する問題の□にいくつでも✓して下さい）※その他にあれば、ご記入下さい。 
（海外調達および海外生産のない場合は、海外の部分のご回答は不要です） 
---------国内---------     ---------海外--------- 
-＜倉庫＞-  -＜輸送＞-       -＜倉庫＞-  -＜輸送＞-    
① 他食品成分  □      □                  □      □ 
② 毛髪        □          □         □     □ 
③ 昆虫        □          □                  □     □ 
④ 動物組織           □          □                  □          □ 
⑤ 植物組織           □          □                  □          □ 
⑥ カビ・酵母         □          □                  □     □ 
⑦ 金属         □          □                  □          □ 
⑧ プラスチック       □          □                  □          □ 
⑨ 繊維・糸・紐       □          □                  □          □ 
⑩ ﾌｨﾙﾑ･紙・ﾃｰﾌﾟ      □          □                  □          □ 
⑪ 汚れ付着           □          □                  □          □ 
⑫ 石・砂             □          □                  □          □ 
（その他          ）  
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(5) 上記①～⑫のうち、発生頻度の高い異物混入問題はどれですか。（上記(4)で✓した問題を上位から３つ選択） 
    1 位：   、２位：   、３位：   （※順位が不明の場合は、主要問題を３つ選択下さい） 
 
(6) 上記(1)で、汚破損問題の発生に「有」とご回答された場合、発生した汚破損問題は下記の①～④のどの問題で
すか。国内・海外、倉庫プロセス・輸送プロセスの別にお聞かせ下さい。 
（該当する問題の□にいくつでも✓して下さい）※その他にあれば、ご記入下さい。 
（海外調達および海外生産のない場合は、海外の部分のご回答は不要です） 
---------国内---------     ---------海外--------- 
-＜倉庫＞-  -＜輸送＞-       -＜倉庫＞-  -＜輸送＞- 
① 凹み  □     □              □    □      
② 破れ・割れ        □         □               □    □       
③ 汚れ       □         □               □    □  
④ 漏出              □         □               □    □  
（その他          ） 
 
(7) 上記①～④のうち、発生頻度の高い汚破損問題はどれですか。（上記(6) で✓した問題を上位から３つ選択） 
    1 位：   、２位：   、３位：    
 
(8) 上記(1)で取扱品に問題が発生したことがある場合、発生の原因、箇所（プロセス）が、最終的に特定できなか
った問題はありますか。 
（それぞれの問題の有無について、該当する□に✓）  
（海外調達および海外生産のない場合は、海外の部分のご回答は不要です） 
---------国内---------     ---------海外--------- 
-＜倉庫＞-  -＜輸送＞-       -＜倉庫＞-  -＜輸送＞- 
変質問題 ：   □     □        □     □  
異物混入問題： □     □        □     □  
汚破損問題 ： □     □       □     □  
 
設問４．物流・ロジスティクスにおける品質安全問題への関心についてお尋ねします。
 
４－１．物流・ロジスティクスにおける品質安全およびその管理についてご関心がありますか。（次の一つに○） 
① 非常に関心がある  
② 関心がある  
③ 関心はあまりない  
④ 関心はほとんどない  
⑤ どちらとも言えない 
 
４－２．設問４－１で、①非常に関心がある、②関心があるとご回答された場合、その背景・理由は何ですか。 
（①～⑦までの各項目のうち、該当すると思われるもの上位から３つ選択して番号に○をつけて下さい） 
  （⑦その他を選択された場合は、具体的にご記入ください） 
① 物流・ロジスティクスにおける品質安全問題が同業他社で発生しており、対応している（対応する必要がある）
② 物流・ロジスティクスにおける品質安全問題は社内で発生していないが、経営上重要と認識している 
   ③ 顧客（得意先）から具体的な対応を求められている 
   ④ 顧客（得意先）から具体的な対応は求められていないが、いずれ求められる 
⑤ 取引先（仕入先）で品質安全問題が発生しており、影響を受けている 
⑥ 取引先（仕入先）では品質安全問題が発生していないが、発生した場合の影響が少なくない 
   ⑦ その他（                                          ） 
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４－３．貴社の物流プロセスにおける品質安全について、委託物流事業者の協力（取組み）の姿勢はいかがですか。
※第 2頁の設問 2-1.(2)倉庫業務における委託業務および設問 2-2.(1)輸送業務における委託輸送について、それぞ
れ「有」に１つでも✓された場合のみ、以下をお尋ねします。 
(1)委託倉庫事業者の全般的な協力（取組み）姿勢： 
□非常に高い（よい） □高い（よい） □普通 □低い（悪い） □非常に低い（悪い）□わからない 
(2)委託輸送事業者の全般的な協力（取組み）姿勢： 
□非常に高い（よい） □高い（よい） □普通 □低い（悪い） □非常に低い（悪い）□わからない 
 
設問５．貴社の物流プロセスにおける品質安全問題の管理についてお尋ねします。 
 
(1) 物流プロセスにおける食品リスク(注 10)を明確化されていますか。 
（注 10）ここでは、倉庫プロセスおよび輸送プロセスにおける変質、異物混入、汚破損のリスクを言います。 
（①～⑤までの各項目のうち、該当する項目を１つ選択して番号に○をつけて下さい） 
① 物流プロセスにおける食品リスクについて、十分明らかにしている（明らかになっている）。 
② 物流プロセスにおける食品リスクについて、一部を明らかにしている（一部が明らかになっている）。 
③ 物流プロセスにおける食品リスクについて、明らかにしている(明らかになっている)とは言えない。 
④ 物流プロセスにおける品質安全問題はなく、食品リスクを明確化する必要がない。 
⑤ わからない。 
 
(2) 品質安全問題が発生した場合、該当する取扱品について、その所在をトレース(注 11)し、報告できますか。 
（注 11）国内販売における出荷指図、出荷済の取扱品に対して、その所在（いつ、何が、いくつ、どこにあるか）を追跡することを言います。 
（①～⑥までの各項目から、該当する項目を１つ選択して番号に○をつけて下さい） 
① 1 時間以内に、経営者に対し、該当するすべての在庫・出荷の所在を追跡・報告することができる。 
② 6 時間以内に、経営者に対し、該当するすべての在庫・出荷の所在を追跡・報告することができる。 
③ 24 時間以内に、経営者に対し、該当するすべての在庫・出荷の所在を追跡・報告することができる。 
④ 在庫・出荷の所在を追跡・報告する（できる）体制・仕組みが不十分である。 
⑤ 在庫・出荷の所在を追跡・報告する（できる）体制・仕組みがない。 
⑥ わからない。 
 
(3) 倉庫プロセスにおける品質安全問題を解決する上で、どのような管理が重要であるとお考えですか。 
（①～⑧までの各項目から、重要と考えるものの上位３つの番号に○をつけて下さい） 
① 業務方法・手順の見直し（業務手順の不備・誤運用の防止） 
② 製品保管の方法・管理の見直し（保管および取扱いの不備・誤運用の防止） 
③ 食品内部（可食部）の変質への対応（衛生的な取扱いや温湿度の管理） 
④ 食品への異物混入・汚破損への対応 
⑤ 従業員への衛生教育への対応  
⑥ 施設・設備の構造の見直し  
⑦ 施設・設備の老朽化・衛生への対応 
⑧ その他（                          ）※その他にあれば、ご記入下さい。
 
(4) 輸送プロセスおける品質安全問題を解決する上で、どのような管理が重要であるとお考えですか。 
  （①～⑧までの各項目のうち、重要と考えるものの上位３つ番号に○をつけて下さい） 
① 輸送方法・手順の見直し（輸送方法・手順の不備・誤運用） 
② ターミナルなど輸送施設における一時保管の方法・管理の見直し（保管および取扱いの不備・誤運用） 
③ 輸送車両における衛生管理や温湿度の管理 
④ 輸送車両の急発進・急ブレーキなどによる破損への対応 
⑤ ドライバーなど従業員への教育への対応 
⑥ ターミナルなど輸送施設・設備の構造の見直し  
⑦ ターミナルなど輸送施設・設備の老朽化・衛生への対応 
⑧ その他（                          ）※その他にあれば、ご記入下さい。
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(5) 貴社の物流プロセスにおける品質安全について、特に、これまで重視してきた範囲とこれから重視すべき範囲
はどこですか。（①～⑧までの各項目のうち、該当する□にいくつでも✓） 
-＜これまで重視＞- -＜これから重視＞- 
① 国内の販売（貴社製品、仕入品）                 □         □ 
② 国内の調達（原料、包材、仕入商品）               □         □ 
③ 国内の調達（生産委託品）                    □         □ 
  （以下は、海外調達、海外生産のある場合のみご回答下さい） 
④ 海外からの調達（原料、包材、仕入商品）における海外側      □         □ 
⑤ 海外からの調達（原料、包材、仕入商品）における国内側      □         □ 
⑥ 海外の生産拠点（貴社製品）における海外側            □         □ 
⑦ 海外の生産拠点（貴社製品）における国内側            □         □ 
⑧ 海外から国内への国際輸送                                       □         □ 
 
設問６. 物流・ロジスティクスにおける品質安全管理に関して自由にご記入ください。 
（例）設問３.～設問５.では触れていない物流・ロジスティクスの品質安全問題およびその管理について 
（例）品質安全管理について、取引先（仕入先、得意先）、委託物流事業者（倉庫、輸送）、物流行政機関への要望 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
 
１ ご回答の送付先；   
国立大学法人 東京海洋大学大学院 海洋科学技術研究科 鶴田三郎 研究室 
（〒135-8533 東京都江東区越中島２－１－６） 
※ 同封の返信用封筒をご活用ください。 
 
２ 問い合わせ先； 
 調査の趣旨・内容の確認、調査票の紛失、回答方法などについての質問につきましては、 
次のアドレスにお送りください。 
鶴田三郎 研究室  
調査担当：早川典雄 Email：hayakawa3105@m.kaiyodai.ac.jp 
 
３ ご回答の返送期限；  
ご多忙中、誠に恐縮ですが、平成 22 年 8 月 6 日（金）迄に返送をお願い致します。 
 
≪通信欄≫ 
※調査分析結果の送付を希望される場合は、この欄に送付先をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
202
イ ン タ ビ ュー調査依頼書 
年 月 日
ＸＸＸＸＸＸ株式会社  
ＸＸＸＸ部  
部長  ＸＸ ＸＸ 様 
 
食品の物流における品質安全問題に関する調査報告書の送付と 
訪問による追加インタビュー調査のご協力御願い 
 
国立大学法人 東京海洋大学 
大学院 海洋科学技術研究科 
鶴田三郎 研究室 
拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、標題の件、2010 年 8 月に実施いたしました「食品の物流・ロジスティクスにおける品質安全お
よびその管理に関するアンケート調査」につきましてご協力をいただき、誠にありがとうございました。
大変遅くなりましたが、今般、調査の結果を集計・分析した「調査報告書」を作成いたしましたので、
ここに送付申し上げます。本報告書が貴社の物流の品質安全のための参考となれば幸いでございます。
当研究室では、引き続き、本アンケート調査結果を補完・検証し、品質安全およびその管理のための
重要な視点の提起をより確かで有用なものとするための研究を続けております。 
つきましては、ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、是非、調査報告を兼ね、貴社への訪問によ
る「インタビュー調査」を実施させていただきたく、下記の通り、ご協力を下さいますようお願い申し
上げます。 
敬具
記 
 
１．訪問目的：アンケート調査報告、調査結果の補完のためのインタビュー調査 
２．訪問日時：2012 年 1月 30日（月）～2月 17 日（金）のご都合の良い日(90 分程度) 
当研究室からの電話により、ご都合をお伺いし、訪問日時の決定を 
させていただきます。 
３．訪問者：早川 典雄※（博士後期課程 応用環境システム学専攻（ロジスティクス分野）） 
※株式会社セイノー情報サービスに所属する社会人学生 
場合により、鶴田 三郎（研究室 指導教授）が同席 
４．訪問先：前回のアンケートにご回答いただいた方（もしくは準ずる立場の方） 
      （前回、XXXXX XXXXXXX 様にご回答いただきました。） 
５．本件に関する問い合わせ先：早川 典雄 宛て 
電話：999-9999-9999(携帯電話)、  
e-mail:hayakawa3105@m.kaiyodai.ac.jp  
以上 
